
基 本 方 針

　　　　　　　　1　患者の権利を尊重した医療の実践

　　　　　　　　2　安全・安心と信頼の医療の遂行

　　　　　　　　3　高度に専門化されたチーム医療の推進

　　　　　　　　4　地域の医療・保健・福祉・教育機関との連携

　　　　　　　　5　親とこどもが一体となった治療の推進

　　　　　　　　6　こどもへの愛とまことに満ちた医療人の育成

　　　　　　　　7　医療ボランティアとの協調による患者サービスの向上

　　　　　　　　8　継続的な高度専門医療提供のための経営の効率化

基 本 理 念

　周産期・小児医療の総合施設として、母とこどもの高度

専門医療を通じて、親と地域社会と一体になってこどもた

ちの健やかな成長を目指します。



1　あなたはひとりの人間として尊重され、お
もいやりのある医療を受ける権利があります。

2　あなたとご家族は、理解しやすい言葉や方
法で十分な説明と情報を得て、治療計画に
参加する権利があります。

3　あなたとご家族には、治療方針について同
意や拒否する権利及びセカンドオピニオン
を受ける権利があります。

4　あなたとご家族のプライバシーは守られ
ます。

　みなさまと私たちがお互いを尊重しあい、良質な医療を
実現していけるよう次のことにご協力ください。

●　病気について理解し、安心して医療が受け
られるよう。今までの経過・病状の変化や問
題について詳しく正確にお知らせください。

●　病院のきまりや約束ごとをお守りください。

患 者 の 権 利



は　じ　め　に

兵庫県立こども病院　　　　 　  
病院長　 　長 嶋　達 也

兵庫県立こども病院は、1970 年に県政 100 周年記念事業として全国 2 番目の小児病院

として開設されました。第 2 次ベビーブームを受けての開設時には、わが国の出生率は

2.14、年間出生数は 200 万人を超えていました。現在の出生率は 1.39、年間の出生数は

103 万人と激減しています。隔世の感がありますが、少子化が進む中でこども病院の重要

性はむしろ大きくなっています。1994 年には周産期医療センターが、2007 年には小児救

急医療センターが開設され、それぞれの時代の要請に先駆けてこども達を守る「最後の砦」

としての役割を果たし続けてまいりました。2013 年 2 月には、新たに「小児がん拠点病

院」に指定されることになり、小児がんの治療でも中心的な役割を担ってまいります。ま

た、麻酔科を含む外科系医師が医師の半数を占めるという、強力なマンパワーに支えられ

て、小児の外科手術センターとして機能しています。

こども病院には高い専門性が期待されています。医師・看護師のみならず全ての職種で

切磋琢磨して自らの専門性を磨くとともに、最新の医療機器や技術の導入にも努めていま

す。一方、医療は万能ではありません。全ての病気を治せるはずもなく、短い生涯を終え

る子どもたちもあれば、障害を残したり病気を持って育っていく子どもたちもあります。

命の長さによらず、障害の程度によらず少しでも豊かに生きられるよう、緩和医療、在宅

医療、成育医療、障害児医療の分野にも力をそそいでまいります。

周産期・小児の医療は、地域医療施設との緊密な連携の上に成り立っており、2010 年

には地域医療支援病院として承認されました。皆様の温かいご協力とご支援に深く感謝い

たします。当院の高度専門医療を求めて、県外からの入院患者さんが約 20％を占め、そ

の半数は近畿圏外からの患者さんになっています。こども病院の医療の特色、強みは多く

の専門家の協力によって一人の患児を治療する集学的医療にあります。すべての職員の緊

密なチームワーク、暖かい人と人との関係が私たちの病院の命です。

ポートアイランドへの新築移転が決まり、2015 年度内の竣工を目指して計画が進めら

れています。2013 年 4 月には、基本設計と完成予想図が公表されることにより、着工に



向けて大きく前進いたしました。移転地には、神戸市立医療センター中央市民病院、低侵

襲がん治療センター、先端医療センターなどの先進的医療施設や理化学研究所などの研究

機関が隣接して存在します。神戸大学医学部の連携大学院として臨床研究機能を強化する

とともに、隣接の医療・研究施設群との連携によるより高度で組織化された医療によって、

難しい疾患に苦しむこども達を救いたいと願っています。

移転地は、南海トラフ大地震が起きた場合の推定津波高として、国が公表した神戸市中

央区の東京湾平均水面（T.P）+3.6 ｍよりも高い T.P+8.6 ｍであることから、浸水するこ

とのない地盤高になっています。また、新病院本体は、地盤強化、耐震・免震を重視した

設計、非常電源の屋上設置、2 階以上に設置した受水槽など、施設面でも十分な地震対策

を施します。水、食料、医薬品などの備蓄にも心を配ります。

5 月 22 日に福島県議会議員の視察団を受け入れました。こども病院訪問の前に、福島

から神戸に避難しておられる福島県民との面談があったとうかがいました。2011 年 3 月

11 日の東日本大震災と原子力発電所事故から 2 年を経過しましたが、復興の歩みは遅々

としています。阪神・淡路大震災の経験からの類推を許さない規模と異なった質の力によっ

て、自然と故郷が破壊されたことを感じます。日本人一人ひとりが被災地の苦難に思いを

寄せ、再生に向けて力を寄せ合うしかありません。被災地から各地に避難しているこども

達が安心して故郷に戻れる日が一日も早く来ることを祈るばかりです。

患者さんとご家族から信頼される高度専門医療を提供する「最後の砦」となるよう、す

べての職員が一体となって精進する所存です。年報を通じて当院の活動へのご理解が深ま

り、一層のご支援、ご指導を賜ることができれば、誠に幸いに存じます。

最後に、本年報の編纂にあたり多大なご尽力を頂いた広報委員会の橋本ひとみ委員長、

田中亮二郎副委員長、中村淑子副委員長ならびに山根龍也総務部次長をはじめとした皆さ

まに深甚なる謝意を表します。
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1．兵庫県立こども病院の設立目的

　こども病院は、小児治療が内科疾患を除いては、成人と同じ環境で診療が行われている現状と、ますます
進展しつつある専門化、細分化した医学を基礎とした小児特有の検査、診断、治療を行いうる小児専門病院
の設置を望む社会的要請に応えて、県政100年の記念事業の一環として、昭和45年に開設されました。これは、
小児病院の業務に加え、異常児の出生予防、小児の精神保健、各科医療に伴う訓練部門等の医療行政もあわ
せて行う、小児メディカルセンターでもあります。

具体的には、
（1）近代小児医療の進歩、在り方に則し、小児疾患の診断と治療に関する高度に専門化、細分化した機能

を総合的に発揮できること。
（2）小児に関する医療相談機関であること。
（3）小児の保健衛生に関する行政分野に対して、あらゆる面で協力機関であること。
（4）小児医療従事者の育成研修期間であること。

などであります。
　平成 6 年 10 月には、ハイリスク母子の救命を図ることを目的とし、ハイリスク母子の 24 時間体制受け入れ、
妊産婦、胎児、新生児の管理を連続かつ一体的に行うことのできる周産期医療センターをオープンしました。
　また、平成 14 年 10 月より県下の第 3 次小児救急の拠点として救急医療室を開設し、その後、平成 19 年
10 月に、機能を一層充実させた小児救急医療センターを新たにオープンしました。

2．沿　　　　　　　　革

（1） 名　　　　　　　称 兵庫県立こども病院
（2） 開　　　　　　　設 昭和 45 年 4 月 1 日（現管理者　　丸尾　猛）
（3） 所　　　在　　　地 神戸市須磨区高倉台 1 丁目 1 － 1　ＴＥＬ　078-732-6961（代表）
（4） 診 療 科 目 精神科、アレルギー科、リウマチ科、小児科、循環器内科、腎臓内科、

脳神経内科、血液・腫瘍内科、代謝 ･ 内分泌内科、周産期内科、新生児
内科、整形外科、形成外科、脳神経外科、小児外科、皮膚科、泌尿器科、
心臓血管外科、産科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科、病理診断科、
救急科、小児歯科

（5） 病　　　床　　　数 一般 290 床（稼働 266 床）
（6） 沿　　　　　　　革

昭和 45 年  4 月  1 日 病院開設（管理者平田美穂）
昭和 45 年  4 月 30 日 病院本館完成
昭和 45 年  5 月  8 日 診療開始
昭和 45 年  7 月 23 日 基準寝具実施（寝第 295 号）
昭和 45 年  9 月 17 日 基準給食実施（食第 307 号）基準看護実施（看第 130 号）
昭和 46 年 12 月 28 日 母と子の指導教室完成現在は母と子の教室と呼称
昭和 47 年  2 月  1 日 基準看護一般特類変更承認（険第 98 号）
昭和 47 年 12 月  1 日 基準看護精神特類変更承認（険第 219 号）
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昭和 49 年 10 月  1 日 基準看護一般特二類変更承認（険第 108 号）基準看護精神特一類変更承 
 認（険第 108 号）
昭和 50 年  4 月  1 日 管理者変更受理（管理者児嶋喜八郎）
昭和 54 年   3 月 31 日 全館防災設備工事完成
昭和 54 年   8 月  2 日 日本脳神経外科学会認定医制度による指定訓練場所として認定される
昭和 55 年   4 月  1 日 昭和 55 年 3 月 26 日兵庫県条例第 11 号兵庫県病院事業の設置等に関する 
 条例の一部を改正する条例により診療科目改正、形成外科、脳神経外科、 
 心臓血管外科を追加
昭和 56 年   5 月  5 日 シアトル小児整形外科病院医療センターとの間に姉妹病院提携
昭和 56 年 10 月  7 日 日本外科学会認定医制度による指定訓練場所として認定される
昭和 56 年 10 月 12 日 日本麻酔学会認定医制度による指導病院として認定される
昭和 56 年 12 月  6 日 日本胸部外科学会認定医認定制度による指定訓練場所として認定される
昭和 57 年   4 月  1 日 日本小児外科学会認定医制度による認定医育成施設として認定される
昭和 58 年   4 月  1 日 日本病理学会認定病理医制度による認定病院として認定される
昭和 58 年   4 月 11 日 日本整形外科学会認定医制度研修施設として認定される
昭和 58 年 10 月  1 日 日本眼科学会専門医制度による研修施設として認定される
昭和 60 年   3 月 18 日 プリンセス ･ マーガレット小児病院との間に姉妹提携
昭和 60 年   3 月 28 日 日帰り手術棟完成
昭和 60 年   4 月  3 日 日本形成外科学会認定医研修施設として認定される
昭和 60 年   4 月 15 日 日帰り手術棟手術開始
昭和 61 年   3 月 31 日 日本小児科学会認定医制度による研修施設として認定される
昭和 61 年   4 月  1 日 管理者変更受理（管理者玉木健雄）
昭和 61 年   4 月  1 日 日本泌尿器科学会専門医教育施設として認定される
昭和 61 年 10 月  1 日 日本医学放射線学会専門医制度規定による修練機関として認定される
昭和 62 年   1 月 22 日 自家発電設備改良工事完成
平成元年      2 月  1 日 外国医師臨床習練制度による研修施設として認定される
平成 3 年      5 月  1 日 基準看護一般特三類（一部）変更承認（険第 220 号）
平成 4 年      4 月  1 日 基準看護一般特三類（260 床に）変更承認（険第 363 号）医事会計シス 
 テムの電算化開始、医療業務・事務当直・警備の全面委託開始
平成 4 年      5 月  9 日 週 40 時間制試行
平成 4 年      5 月 18 日 病床数 260 床に変更承認（精神病棟廃止）
平成 4 年      7 月  6 日 病床数 290 床に変更承認（兵庫県指令医第 1 － 67 号）
平成 4 年      7 月 29 日 周産期医療センター安全祈願祭
平成 4 年  11 月  7 日 週 40 時間制本格実施
平成 5 年      4 月  1 日 管理者変更受理（管理者竹峰久雄）
平成 6 年      7 月 20 日 周産期医療センター定礎式
平成 6 年      9 月  1 日 管理者変更受理（管理者小川恭一）
平成 6 年      9 月 30 日 ドクターズカー購入
平成 6 年      9 月 30 日 周産期医療センター完成
平成 6 年  10 月  1 日 行政組織規則の改正（兵庫県規則第66号）により、周産期医療センターを設置
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平成 6 年  10 月  3 日 周産期医療センター開設記念式典
平成 6 年  10 月  4 日 周産期医療センター診療開始
平成 7 年      1 月 17 日 阪神・淡路大震災
平成 7 年      9 月  1 日 本館改修工事に着手
平成 8 年      4 月  1 日 日本産科婦人科学会認定医制度による卒後研修指導施設として指定される
平成 10 年   6 月 30 日 本館改修工事完了
平成 11 年   4 月  2 日 管理者変更受理（管理者山本節）
平成 12 年   3 月  1 日 総合周産期母子総合医療センターとして指定される
平成 12 年   4 月 24 日 慢性疾患児家族宿泊施設（ファミリーハウス）を開設
平成 13 年 10 月 10 日 駐車場立体化工事に着手
平成 14 年   2 月 28 日 立体駐車場完成
平成 14 年   4 月  1 日 臨床研修病院指定（厚生労働省発医政第 0401006）
平成 14 年   4 月  1 日 地方公営企業法の財務適用から全部適用に移行
平成 14 年 10 月 15 日 第 3 次小児救急開設（稼働病床 260 床）
平成 15 年   4 月  2 日 管理者変更（管理者中村肇）
平成 15 年 10 月 30 日 臨床研修病院指定（厚生労働省医政発第 1030005 号 -511,519,526,533）
平成 15 年 11 月 28 日 臨床研修病院指定（厚生労働省医政発第 1128007 号 -330）
平成 16 年   3 月 22 日 （財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（ver.3.1）
平成 16 年   4 月  1 日 アレルギー科追加
平成 18 年   4 月  1 日 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設として認定される
平成 18 年   4 月  1 日 日本気管食道科学会専門医研修施設（咽喉系）として認定される
平成 19 年 10 月  1 日 小児救急医療センターを開設（稼働病床 266 床）
平成 20 年   4 月  1 日 管理者変更（管理者丸尾猛）
平成 21 年   4 月  1 日 医療法施行令の改正に伴う診療科目標榜名変更
平成 21 年   7 月  3 日 （財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（ver.5.0）
平成 21 年 12 月 16 日 日地域医療支援病院の名称使用承認
平成 21 年   1 月  4 日 「母と子の指導教室」を「研修センター」に改修して供用開始
平成 22 年   4 月  1 日 駐車場の拡張（北駐車場増設）と有料化
平成 23 年   1 月  4 日 本館玄関周辺及び玄関ロビーを改修して供用開始
平成 24 年   4 月  9 日 中国福利会国際和平婦幼保健院と交流協定締結
平成 25 年   2 月  8 日 小児がん拠点病院として指定される
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3．業務図
（1）　機構一覧表（平成 24 年 12 月 31 日 現在）

院　長

管理局長

副院長
（診療担当）

副院長
（診療支援・
医療連携・
医療情報担当）

副院長
（医療安全管理担当）

周産期
医療センター長

小児救急
医療センター長

総務部長  総務部次長

診療部長 （科部長）

部長（手術担当）

部長（麻酔・集中治療担当）

検査・放射線部長 検査技師長
 放射線技師長

部長（医療情報担当）

看護部長 看護部次長

薬剤部長 薬剤部次長
指導相談・地域 指導相談・地域
医療連携部長 医療連携部次長

部長（医療安全対策担当）

 課長
 （医療安全対策担当）
周産期医療センター次長 （科部長）

 （科部長）

総務課
医事企画課
経理課
栄養指導課
循環器内科
腎臓内科
脳神経内科
血液・腫瘍内科
代謝・内分泌内科
心臓血管外科
脳神経外科
小児外科
整形外科
形成外科
精神科
アレルギー科
リウマチ科
小児科
皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科
麻酔科
病理診断科
小児歯科

検査室
放射線検査室

病棟
外来
中央手術室
薬剤部
指導相談・地域
医療連携部

周産期内科
新生児内科
小児外科
産科
救急科
小児外科
脳神経外科
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（2）担当医師表（平成 24 年 12 月 31 日 現在）
（1）小　　児　　科 宅見晃子、山﨑武美（非常勤）
（2）新 生 児 内 科 中尾秀人、芳本誠司、溝渕雅巳、坂井仁美、岩谷壮太、藤岡一路
  和田杏子

（3）脳 神 経 内 科 永瀬裕朗、丸山あずさ、藤田杏子
（4）循 環 器 内 科 城戸佐知子、田中克敏、藤田秀樹、富永健太、佐藤有美、小川禎治
（5）腎　臓　内　科 田中亮二郎、中川択
（6）代謝 ･ 内分泌内科 郷司克己、尾崎佳代
（7）血液・腫瘍内科 小阪嘉之、川崎圭一郎、長谷川大一郎、石田敏章、神前愛子
（8）救　　急　　科 上谷良行、福原信一、竹田洋樹、山口善道、中岸保夫、神田杏子、
  奥野美佐子、楠元真由美

（9）アレルギー ･ リウマチ科 三好麻里、笠井和子
（10）小 児 外 科 西島栄治、横井暁子、中尾真、尾藤祐子、荒井洋志、福澤宏明　
（11）心 臓 血 管 外 科 大嶋義博、圓尾文子、長谷川智巳、松久弘典、田中亜希子
（12）脳 神 経 外 科 長嶋達也、河村淳史、山元一樹、山本祐輔
（13）形　成　外　科 大山知樹、木矢孝一郎
（14）整　形　外　科 薩摩眞一、小林大介、衣笠真紀
（15）泌　尿　器　科 杉多良文、中川賀清、久松英治
（16）耳 鼻 咽 喉 科 大津雅秀、阪本浩一（兼務）
（17）眼　　　　　科 野村耕治
（18）精　　神　　科 関口典子
（19）小　児　歯　科 小本由美子
（20）産　　　　　科 船越徹、佐本崇、角健司、喜吉賢二、高松祐幸、牧志綾、上田智宏
（21）放　射　線　科 赤坂好宣、杉岡勇典 
（22）麻　　酔　　科 香川哲郎、鈴木毅、高辻小枝子、大西広泰、池島典之、土居ゆみ、
  鹿原史寿子、野々村智子、上北郁男、山長修

（23）病 理 診 断 科 吉田牧子
（24）フェロー・専攻医 田中聡、西山将広、古賀千穂、亀井直哉、雪本知恵、野村安隆、
  山下達也、宮田憲二、越智聡史、齋藤淳郎、田中司、大片祐一、
  園田真理、谷本光隆、州尾昌伍、野田怜、谷口真貴、宇仁田亮、
  水田麻雄、辻真之介、祖父江俊樹、武岡恵美子、二野菜々子、
  白鳥孝俊、日外祐理、石田悠介、谷口紫野、高藤哲、中西啓太、
  三木康暢（小児科）
  吉田拓哉、河原仁守（小児外科）
  黒岩祐、飛梅祥子（整形外科）
  福田輝雄（泌尿器科）
  大西健、江本美佐、山崎悠佐（眼科）
  清水香保里、葉宣彗、久保田陽子（産科）
  似内久美子、中川明美、古賀聡人、永井友紀子、末田彩、菅原友道、
  本田真子、塚口敦子（麻酔科）
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（3）外来診療スケジュール（平成 24 年 12 月 1 日）

　
月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内

科

総 合 診 療 ◎森永 各担当医 ◎上谷 各担当医 ◎笠井 各担当医
1・3・5 週

◎藤田 各担当医◎宅見 各担当医
2・4 週

◎山崎 各担当医
アレルギー ◎三好 ◎三好

リ ウ マ チ ◎中岸
三好

◎中岸
三好

予 防 接 種 三好

脳 神 経 ◎永瀬 丸山 ◎永瀬
　児玉 ◎丸山

循 環 器 田中（敏） 城戸 ◎田中（敏） ◎城戸 城戸
◎城戸 城戸 ◎富永 富永田中（敏）

（予約外来）

腎 　 臓 中川（拓）
（神田）

3 週
田中（亮）

◎田中
（亮）
◎中川
（拓）

◎田中
（亮）
◎中川
（拓）

◎田中
（亮）
◎中川
（拓）

代謝内分泌 1・2・4週
郷司 ◎郷司 ◎郷司 ◎尾崎

新 生 児
◎坂井
◎和田
　芳本

◎中尾（秀）
◎溝渕

坂井

◎中尾（秀）
◎芳本

和田

◎岩谷
◎藤岡
　溝渕

血 　 液 ◎小阪 川崎 ◎小阪 ◎小阪 長谷川

外

科

一 　 般 ◎中尾（真） 中尾（真） ◎荒井 荒井 ◎尾藤 尾藤 ◎西島 西島 ◎横井
ヘルニア外来 ◎担当医 ◎担当医
特 殊 外 来 ストマ 在宅療法

心 　 臓
◎大嶋
松久
圓尾

◎大嶋
圓尾

長谷川

◎大嶋
長谷川
松久

脳 神 経 ◎山元 ◎長嶋 ◎河村
河村
1・3 週

二脊（長嶋）
2・4 週

二脊（山元）

形 　 成
◎大山
木矢

言語療法

◎大山
木矢
谷口

言語療法

整 　 形 ◎薩摩
◎小林

◎薩摩
◎衣笠

小林
衣笠

（1 週側湾外来）

◎薩摩
◎小林 二分脊椎

放射線科 副島

　眼　科
◎野村
大西

山崎（悠）
江本

野村
大西

山崎（悠）
江本

野村
大西

山崎（悠）
江本

◎野村
大西

山崎（悠）
江本

◎野村
大西

山崎（悠）
江本

◎野村
大西

山崎（悠）
江本

　泌尿器科 ◎久松
◎杉多

中川（賀）
久松

杉多
中川（賀）

久松
◎担当医

杉多
中川（賀）

久松
◎中川（賀）

久松 二分脊椎

耳鼻咽喉科 ◎大津 1 週・2 週
補聴器 ◎阪本 3 週・4 週

補聴器 ◎大津 ◎阪本

言語聴覚 言語聴覚 言語聴覚 言語聴覚 言語聴覚
歯　　科 ◎曽根 曽根 ◎曽根 曽根 ◎曽根 曽根 ◎曽根 曽根

精神科 ◎長谷川（弘）
◎関口 関口 ◎関口 関口 ◎関口 関口 関口 ◎松川

ＡＤＨＤ外来 前田 前田
卒煙外来 ◎永瀬
発達行動 ◎永瀬

産　科 ◎船越
◎佐本

超音波
検査

◎高松
◎喜吉

超音波
外来

◎佐本
◎牧志

超音波
検査

◎喜吉
◎高松

超音波
外来

  ◎牧志
　◎船越

超音波
検査

◎印は新患受付曜日となります
兵庫県立こども病院　　〒 654-0081　神戸市須磨区高倉台 1-1-1
　　　　　　　　　　　代表　TEL078-732-6961
　　　　　　　　　　　予約センター直通 TEL 078-940-5532　（平日 9：00 ～ 17：00  医療機関専用）
　　　　　　　　　　　予約センター直通 FAX 078-732-6980　（24 時間対応）

　　　　　　　曜日

科目
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4．職員
　（1） 職種別人員表（平成 24 年 12 月 31 日 現在）

職　　種　　別 現　　　員［人］

事　　務　　職 21

技

術

職

医 師　・ 歯 科 医 師 84（49）

薬 剤 師 11

診 療 放 射 線 技 師 12

臨 床 検 査 技 師 15

栄 養 士 2

看 護 師 486（5）

視 能 訓 練 士 3

心 理 判 定 員 2（1）

精 神 保 健 福 祉 相 談 員 1

保 育 士 7（1）

言 語 聴 覚 士 2

臨 床 工 学 技 士 5

理 学 療 法 士 1

小 計 631（56）

技
能
労
務
職

機 関 員 1

調 理 員 11

小 計 12

合　　　　　　　　　　　　　　計 664（56）

注 1　「医師・歯科医師」の現員数は、非常勤医師、研修医師を除く。
　 2　（  ）外書きは、臨時的任用職員
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入院基本料
 一般病棟入院基本料（7 対 1）
入院基本料等加算
 臨床研修病院入院診療加算（協力型）
 救急医療管理加算・乳幼児救急医療管理加算
 妊産婦緊急搬送入院加算
 診療録管理体制加算
 医師事務作業補助体制加算
 急性期看護補助体制加算
 無菌治療室管理加算 1
 重症者等療養環境特別加算
 医療安全対策加算
 感染防止対策加算
 感染防止対策加算地域連携加算
 患者サポート体制充実加算
 褥そうハイリスク患者ケア加算
 ハイリスク妊娠管理加算
 ハイリスク分娩管理加算
 新生児特定集中治療室退院調整加算
 救急搬送患者地域連携紹介加算
 救急搬送患者地域連携受入加算
 データ提出加算
特定入院料
 特定集中治療室管理料 1
 総合周産期特定集中治療室管理料
 　　母体・胎児集中治療室管理料
 　　新生児特定集中治療室管理料 1
 小児入院医療管理料 1
 　　同上（保育士加算）
特掲診療料
 高度難聴指導管理料
 がん性疼痛緩和指導料
 夜間休日救急搬送医学管理料
 開放型病院共同指導料
 薬剤管理指導料
 医療機器安全管理料 1
 造血器腫瘍遺伝子検査
 検体検査管理加算（Ⅱ）
 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡 
 検査加算

5. 近畿厚生局長への届出に関する事項
当院は診療報酬の請求に関し、近畿厚生局長へ以下の事項につき届出を行っています。

 埋込型心電図検査
 胎児心エコー法
 皮下連続式グルコース測定
 補聴器適合検査
 小児食物アレルギー負荷検査
 画像診断管理加算 2
 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
 冠動脈ＣＴ撮影加算
 大腸ＣＴ撮影加算
 心臓ＭＲＩ撮影加算
 抗悪性腫瘍剤処方管理加算
 外来化学療法加算 1
 無菌製剤処理料
 脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅲ）
 集団コミュニケーション療法料
 一酸化窒素吸入療法
 頭蓋骨形成手術
 上顎骨形成術、下顎骨形成術
 　　（いづれも骨移動を伴う場合に限る。）
 ペースメーカー移植術、ペースメーカー交換術
 　　（電池交換を含む）
 埋込型心電図記録計移植術及び埋込型心電図 
 記録計摘出術
 大動脈バルーンパイピング法
 経皮的大動脈遮断術
 ダメージコントロール手術
 医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則 5 及び 6
 　　（歯科点数表第 2 章第 9 部の通則 4 を含む。）
 　　に掲げる手術
 輸血管理料Ⅱ
 人工肛門・人口膀胱造設術前処置加算
 麻酔管理料（Ⅰ）（Ⅱ）
 高エネルギー放射線治療
 病理診断管理加算 1
歯科関係
 歯科外来診療環境体制加算
 クラウン・ブリッジ維持管理料
 歯科矯正診断料
入院時食事療養費 Ⅰ
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6．研修・教育認定施設内容

厚生労働省認定病院等

◆［厚生労働省認定］
厚生労働省認定臨床研修指定病院（小児）
厚生労働省認定外国医師臨床研修施設
◆［専門医教育病院学会指定］
日本小児科学会専門医研修施設
日本外科学会外科専門医訓練施設
日本脳神経外科学会専門医訓練施設
日本泌尿器科学会専門医教育施設
日本整形外科学会専門医研修施設
日本眼科学会専門医研修施設
日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
日本病理学会登録施設
日本麻酔学会麻酔指導病院
日本医学放射線学会専門医修練機関
日本胸部外科学会認定医指定施設
日本気管支学会認定施設
日本アレルギー学会認定教育施設
日本リウマチ学会認定教育施設
日本腎臓学会認定研修施設 
日本形成外科学会認定医指導施設
日本小児外科学会認定施設
日本産科婦人科学会専門医研修指導施設
日本内分泌代謝科専門医認定教育施設
日本気管食道科学会認定日本気管食道科専門医研修施設
日本周産期新生児医学会専門医研修施設
日本小児循環器学会専門医修練施設
日本救急医学会救急科専門医指定施設
日本血液学会認定血液研修施設
日本がん治療認定医機構認定研修施設
日本小児血液・がん専門医研修施設
日本小児神経学会専門医研修施設

姉妹提携・交流協定病院
シアトル小児病院（アメリカ合衆国）
プリンセスマーガレット小児病院（オーストラリア）
国福利会国際和平婦幼保健院（中華人民共和国）
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7．委員会一覧（平成 24 年 4 月～平成 25 年 3 月）

委員会名 開催回数 活動内容と結果
幹部会 毎月第 2 月曜日 病院の管理及び運営に関する基本方針等を審議
運営協議会・経営計画推進委員会 毎月第 4 月曜日 幹部会からの指示事項の調査、検討と職員への周知
保険診療対策委員会 毎月第 4 金曜日 減点内容の検討、返戻に対する対応の検討
医療事故防止対策委員会　 毎月第 2 月曜日 リスクマネジメント部会からの報告、事故等案件の状況報告

リスクマネジメント部会 毎月第 2 火曜日

①各部門の毎月のヒヤリハット発生状況の報告
②医療安全研修会の開催
③医療安全推進週間の啓蒙
④平成 22 年度の重点取り組み課題の決定と実施、評価

医療事故対策部会 事故発生時 ①事故原因の追及
②再発防止策の策定

院内感染対策委員会 毎月第 2 金曜日
①病院の感染対策に関する審議
②院内外における感染微生物の発生状況の把握
③院内発生時の早急な対応と拡大防止

ICT 毎週木曜日
①院内感染に関する情報収集・相談・対策検討・評価
②感染予防における職員への教育
③院内ラウンド

衛生委員会 月 1 回 職員の健康障害の防止対策等について審議
医療器械機種選定委員会 3 回 200 万円以上の医療器械の機種選定

診療材料委員会 5 回
①新規診療材料採用申請の審議
② JITS システムデータに基づく診療材料変更提案の審

議

薬事委員会 2 回 採用・中止薬品の検討、薬剤情報提供内容の追加
新規医薬品（20 品目）、中止医薬品（32 品目）

手術運営委員会 隔月第 4 水曜
日

①手術件数報告
②効率的な手術室運営について
③機種保守点検、更新について
④安全、感染について

医療用ガス安全管理委員会 1 回 医療用ガス設備に係る定期点検の報告

放射線安全委員会 1 回 ①放射線業務従事者管理状況について
②放射線安全研修会開催について

倫理委員会 3 回 詳細は別紙のとおり

虐待防止委員会
事例発生時 処遇検討
定例 1 回 1 年間の件数報告・検討

治験審査委員会 6 回 詳細は別紙のとおり

化学療法レジメン委員会 2 回
①新規化学療法レジメンについて
②血液腫瘍科以外の注射抗がん剤（入院）処方入力に
   ついて

褥瘡対策委員会 12 回 褥瘡発生報告

輸血療法委員会 隔月第 1 水曜
日

①血液製剤の使用状況報告
②輸血に関連した副作用報告
③安全な輸血に関する取り決め
④輸血に関する諸問題の対応

検査委員会 不定期
①検査項目、運用等の変更に関する承認
②検査に関する諸問題の解決
③検査に関する要望

栄養給食委員会 NST 部会 1 回

①平成 23 年度給食及び栄養指導実施状況報告
②災害時等における代替給食の業務提携
③院内約束食事基準の改定
④経腸栄養剤の種類変更と配膳方法の変更
⑤術前食の新設
⑥診療報酬改定に伴う栄養管理計画書の運用変更
⑦ NST 活動について
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患者サービス向上委員会 1 回
①一般病棟における同胞面会制限の緩和について
②外来診療の待ち時間について
③医事課、外来受付の接遇について

接遇部会 1 回 各部門の接遇についての問題報告と　新人及び全スタ
ッフの研修について

防災対策委員会 1 回 防災対策の推進について審議
医師の負担軽減等推進委員会 1 回 負担軽減計画の策定

広報委員会 5 回
①ニュースレター「がんきカエル」の発行（年 4 回）
② 2011 年報の発行
③ホームページの一部更新
④診療のご案内 2012 の発行

IT 化推進委員会 4 回

①電子カルテの取組について
　・電子カルテ導入検討委員会の立ち上げ
　・電子カルテ実施施設訪問及び報告
　・医療情報学連合大会参加及び報告
②診療支援システムのアップグレードについて
　・端末機の OS を必要に応じてバージョンアップ

診療記録等管理委員会 12 回 診療録記載ガイドラインの改定
看護記録などの様式変更

外来運営委員会 3 回
在宅物品等交付窓口の設置
胎児心エコー外来の整備
血液腫瘍外来などの診察枠の増設

病棟運営委員会 4 回
①夏休みのベッドコントロールについて
　・各診療科のめやすベッドについて
②キャリーオーバー患者の実態調査報告
③ HCU の病棟運営について

クリニカルパス委員会 11 回
①クリニカルパスの広報・作成・運用・管理
②院内クリニカルパス大会 2 回開催
③新規クリニカルパス作成・改訂（合計 60 承認）
④地域医療連携パスカンファレンス 4 回

医療の質向上委員会 2 回 ①臨床指標の設定
②毎年の臨床指標の集計

国際交流推進委員会 8 回
①シアトル小児病院研修派遣について
②シアトル小児病院との学術交流
②国際交流のための講演会について

緩和ケアチーム 月 1 回 緩和ケアチームの立ち上げと方向性の検討
症例検討
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第 1 節　患者数統計
1．総　括

（1）年度別

区　　　　分 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

外

来

a 診 療 日 数 日 243 242 243 244 245 

b 新 患 者 数 人 7,671 8,101 7,923 7,696 7,631 

c 一 日 平 均 新 患 者 数 人 31.6 33.5 32.6 31.5 31.1 

d 延 患 者 数 人 87,351 84,186 86,269 86,464 86,902 

e 一 日 平 均 延 患 者 数 人 359.5 347.9 355.0 354.4 354.7 

f 平 均 通 院 日 数 日 11.4 10.4 10.9 11.2 11.4 

入

院

g 稼 働 日 数 日 365 365 365 366 365 

h 稼 動 病 床 数 床 266 266 266 266 266 

I 入 院 患 者 数 人 5,175 5,483 5,261 5,425 5,290 

j 一日平均入院患者数 人 14.2 15.0 14.4 14.8 14.5 

k 退 院 患 者 数 人 5,154 5,470 5,294 5,422 5,302 

l 一日平均退院患者数 人 14.1 15.0 14.5 14.8 14.5 

m 延 入 院 患 者 数 人 85,047 86,991 88,487 88,849 88,036 

n 一 日 平 均 延 患 者 数 人 233.0 238.3 242.4 242.8 241.2 

o 病 床 利 用 率 ％ 87.4 89.4 91.1 91.3 90.7 

p 病 床 回 転 数 回 19.4 20.6 19.8 20.4 19.9 

r 日 帰 入 院 患 者 数 人 92 92 108 122 88 

s N I C U ・ G C U 
入 院 患 者 数 人 930 991 1,014 1,011 963 

t 平 均 在 院 日 数 日 15.5 14.9 15.8 15.4 15.6 

u 外 来 入 院 比 率 ％ 102.7 96.8 97.5 97.3 98.7 

v 入 院 率 ％ 67.5 67.7 66.4 70.5 69.3 

計
算
式

f　平均通院日数＝ d/b
o　病床利用率＝（m/（h × g）× 100
p　病床回転率＝（（I+k）/2）/h
t　平均在院日数＝（m-k）/（（I+k）/2）
u　外来入院比率＝（d/m）× 100
v　入院率＝（I/b）× 100
※ r 日帰り入院患者数は 20 年度 5 月分より
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（2）月別患者統計
H24 年度

区　　　　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年度計

外

来

a 診 療 日 数 日 20 21 21 21 23 19 22 21 19 19 19 20 245 

b 新 患 者 数 人 625 629 619 647 665 589 639 687 622 628 651 630 7,631 

c 一 日 平 均 新 患 者 数 人 31.3 30.0 29.5 30.8 28.9 31.0 29.0 32.7 32.7 33.1 34.3 31.5 31.1 

d 延 患 者 数 人 7,044 6,952 6,752 7,538 8,745 6,947 7,394 7,111 7,209 6,919 6,633 7,658 86,902 

e 一 日 平 均 延 患 者 数 人 352.2 331.0 321.5 359.0 380.2 365.6 336.1 338.6 379.4 364.2 349.1 382.9 354.7 

f 平 均 通 院 日 数 日 11.3 11.1 10.9 11.7 13.2 11.8 11.6 10.4 11.6 11.0 10.2 12.2 11.4 

入

院

g 稼 働 日 数 日 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

h 稼 動 病 床 数 床 266 266 266 266 266 266 266 266 266 266 266 266 3,192 

I 入 院 患 者 数 人 411 465 412 481 479 423 448 434 446 438 402 451 5,290 

j 一日平均入院患者数 人 13.7 15.0 13.7 15.5 15.5 14.1 14.5 14.5 14.4 14.1 14.4 14.5 14.5 

k 退 院 患 者 数 人 423 445 440 457 490 405 459 420 504 387 392 480 5,302 

l 一日平均退院患者数 人 14.1 14.4 14.7 14.7 15.8 13.5 14.8 14.0 16.3 12.5 14.0 15.5 14.5 

m 延 入 院 患 者 数 人 7,326 7,142 7,202 7,528 7,354 6,995 7,746 7,300 7,616 7,137 6,943 7,747 88,036 

n 一 日 平 均 延 患 者 数 人 244.2 230.4 240.1 242.8 237.2 233.2 249.9 243.3 245.7 230.2 248.0 249.9 241.2 

o 病 床 利 用 率 ％ 91.8 86.6 90.3 91.3 89.2 87.7 93.9 91.5 92.4 91.5 93.2 93.9 90.7 

p 病 床 回 転 数 回 1.6 1.7 1.6 1.8 1.8 1.6 1.7 1.6 1.8 1.6 1.5 1.8 1.7 

r 日 帰 入 院 患 者 数 人 10 8 9 1 5 3 5 3 17 8 8 11 88 

s N I C U ・ G C U 
入 院 患 者 数 人 62 68 65 82 93 90 95 78 101 89 77 63 963 

t 平 均 在 院 日 数 日 16.6 14.7 15.9 15.1 14.2 15.9 16.1 16.1 15.0 16.2 16.5 15.6 15.6 

u 外 来 入 院 比 率 ％ 96.2 97.3 93.8 100.1 118.9 99.3 95.5 97.4 94.7 96.9 95.5 98.9 98.7 

v 入 院 率 ％ 65.8 73.9 66.6 74.3 72.0 71.8 70.1 63.2 71.7 69.7 61.8 71.6 69.3 

計
算
式

f　平均通院日数＝ d/b

o　病床利用率＝（m/（h × g）× 100

p　病床回転率＝（（I+k）/2）/h

t　平均在院日数＝（m-k）/（（I+k）/2）

u　外来入院比率＝（d/m）× 100

v　入院率＝（I/b）× 100

※ r 日帰り入院患者数は 20 年度 5 月分より
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2．月別科別外来患者数
H24 年度

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

循 環 器 内 科

新患者数 38 42 54 37 44 43 35 35 27 26 30 19 430 

再来患者数 619 530 569 577 777 641 590 559 597 551 564 727 7,301 

延患者数 657 572 623 614 821 684 625 594 624 577 594 746 7,731 

腎 臓 内 科

新患者数 8 7 11 33 37 9 7 9 8 10 10 3 152 

再来患者数 217 209 221 279 322 231 242 215 225 249 223 263 2,896 

延患者数 225 216 232 312 359 240 249 224 233 259 233 266 3,048 

脳 神 経 内 科

新患者数 21 11 13 18 15 12 11 18 17 15 22 12 185 

再来患者数 308 287 293 322 326 274 284 298 279 283 263 295 3,512 

延患者数 329 298 306 340 341 286 295 316 296 298 285 307 3,697 

血 液 内 科

新患者数 9 8 2 7 3 4 8 5 10 3 5 6 70 

再来患者数 288 262 275 363 391 294 308 279 285 313 291 372 3,721 

延患者数 297 270 277 370 394 298 316 284 295 316 296 378 3,791 

代 謝・ 内
分 泌 内 科

新患者数 19 15 13 9 13 10 3 15 8 7 15 15 142 

再来患者数 388 414 346 348 487 347 400 408 400 354 378 398 4,668 

延患者数 407 429 359 357 500 357 403 423 408 361 393 413 4,810 

新 生 児 内 科

新患者数 37 39 38 55 58 57 54 56 62 54 54 34 598 

再来患者数 242 243 224 218 217 261 285 279 299 309 285 351 3,213 

延患者数 279 282 262 273 275 318 339 335 361 363 339 385 3,811 

ア レ ル ギ
ー 内 科

新患者数 4 6 9 4 7 7 6 4 5 9 5 7 73 

再来患者数 126 147 121 123 152 95 105 100 124 111 116 127 1,447 

延患者数 130 153 130 127 159 102 111 104 129 120 121 134 1,520 

小 児 科

新患者数 25 35 26 25 27 23 16 13 17 15 20 13 255 

再来患者数 114 135 135 153 156 133 134 140 106 110 107 133 1,556 

延患者数 139 170 161 178 183 156 150 153 123 125 127 146 1,811 

精 神 科

新患者数 5 10 11 12 7 8 12 12 8 6 6 9 106 

再来患者数 127 173 237 264 290 228 287 250 274 243 218 268 2,859 

延患者数 132 183 248 276 297 236 299 262 282 249 224 277 2,965 

小 児 外 科

新患者数 48 50 54 56 67 53 45 59 47 42 48 37 606 

再来患者数 440 428 426 477 612 425 480 416 479 430 372 501 5,486 

延患者数 488 478 480 533 679 478 525 475 526 472 420 538 6,092 

心臓血管外科

新患者数 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 3 

再来患者数 125 123 144 113 149 158 150 124 113 127 95 109 1,530 

延患者数 125 123 144 113 150 159 150 124 113 127 96 109 1,533 

脳 神 経 外 科

新患者数 21 20 13 21 24 21 22 20 12 21 12 16 223 

再来患者数 308 300 245 343 461 305 298 302 297 320 281 252 3,712 

延患者数 329 320 258 364 485 326 320 322 309 341 293 268 3,935 
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整 形 外 科

新患者数 79 58 69 49 45 42 88 88 79 93 77 68 835 

再来患者数 488 423 361 515 510 458 466 391 474 413 389 448 5,336 

延患者数 567 481 430 564 555 500 554 479 553 506 466 516 6,171 

形 成 外 科

新患者数 35 39 39 45 44 40 47 38 37 32 45 41 482 

再来患者数 272 297 266 283 381 278 317 314 297 279 281 355 3,620 

延患者数 307 336 305 328 425 318 364 352 334 311 326 396 4,102 

泌 尿 器 科

新患者数 53 64 65 55 64 63 56 59 64 53 65 63 724 

再来患者数 411 408 393 473 513 418 429 419 406 356 358 476 5,060 

延患者数 464 472 458 528 577 481 485 478 470 409 423 539 5,784 

眼 科

新患者数 39 56 53 45 50 47 44 52 46 49 39 45 565 

再来患者数 846 884 831 880 1,100 804 903 930 855 805 816 848 10,502 

延患者数 885 940 884 925 1,150 851 947 982 901 854 855 893 11,067 

産 科

新患者数 44 43 38 49 43 45 42 46 38 41 46 40 515 

再来患者数 240 246 224 211 241 225 234 228 257 244 197 226 2,773 

延患者数 284 289 262 260 284 270 276 274 295 285 243 266 3,288 

耳 鼻 咽 喉 科

新患者数 35 39 41 36 41 33 30 36 30 35 41 39 436 

再来患者数 440 403 444 524 533 442 427 406 425 437 434 523 5,438 

延患者数 475 442 485 560 574 475 457 442 455 472 475 562 5,874 

放 射 線 科

新患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

再来患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

麻 酔 科

新患者数 0 0 1 2 0 0 2 1 1 0 0 1 8 

再来患者数 81 80 74 77 93 65 86 81 83 68 75 89 952 

延患者数 81 80 75 79 93 65 88 82 84 68 75 90 960 

救 急 科

新患者数 64 60 46 58 43 36 61 69 45 50 45 55 632 

再来患者数 84 108 91 91 85 86 87 79 84 85 63 65 1,008 

延患者数 148 168 137 149 128 122 148 148 129 135 108 120 1,640 

歯 科

新患者数 41 27 23 31 32 35 50 52 61 67 65 107 591 

再来患者数 255 223 213 257 284 190 243 206 228 204 176 202 2,681 

延患者数 296 250 236 288 316 225 293 258 289 271 241 309 3,272 

合 計

新患者数 625 629 619 647 665 589 639 687 622 628 651 630 7,631 

再来患者数 6,419 6,323 6,133 6,891 8,080 6,358 6,755 6,424 6,587 6,291 5,982 7,028 79,271 

延患者数 7,044 6,952 6,752 7,538 8,745 6,947 7,394 7,111 7,209 6,919 6,633 7,658 86,902 
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3．月別科別入院患者数
H24 年度

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

循 環 器 内 科

新規入院患者数 28 31 23 32 33 27 27 23 28 26 17 26 321 

退院患者数 34 28 33 29 46 27 28 27 35 27 25 30 369 

延患者数 815 784 778 873 820 654 716 784 831 790 615 738 9,198 

腎 臓 内 科

新規入院患者数 6 5 10 11 7 9 8 8 5 2 7 6 84 

退院患者数 8 8 11 9 12 9 10 4 10 6 2 11 100 

延患者数 145 151 130 96 120 79 105 96 124 62 67 127 1,302 

脳 神 経 内 科

新規入院患者数 2 2 2 6 3 2 4 4 6 3 6 2 42 

退院患者数 6 8 6 8 9 7 13 12 15 12 16 8 120 

延患者数 182 134 183 171 144 78 214 258 221 156 220 141 2,102 

血 液 内 科

新規入院患者数 50 64 61 64 46 38 43 42 36 45 39 53 581 

退院患者数 56 65 68 68 48 44 48 45 49 47 41 55 634 

延患者数 928 1,013 982 940 882 866 934 801 848 887 859 941 10,881 

代 謝 ・
内 分 泌 内 科

新規入院患者数 2 1 3 2 0 1 4 3 2 2 4 5 29 

退院患者数 3 2 3 3 1 1 5 3 3 2 6 3 35 

延患者数 52 13 35 11 12 18 23 27 17 13 43 42 306 

新 生 児 内 科

新規入院患者数 40 47 40 54 60 57 61 56 72 53 54 37 631 

退院患者数 43 43 38 42 55 43 56 56 65 44 48 49 582 

延患者数 1,775 1,570 1,557 1,826 1,947 1,978 2,172 2,057 2,074 2,040 1,977 1,895 22,868 

アレルギー内科

新規入院患者数 1 4 1 2 0 4 1 2 3 4 3 4 29 

退院患者数 1 3 1 3 0 2 1 1 6 3 3 4 28 

延患者数 3 16 30 44 0 11 22 63 78 41 12 34 354 

小 児 科

新規入院患者数 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 3 

退院患者数 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 4 

延患者数 7 0 0 0 1 7 0 7 0 2 0 8 32 

精 神 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小 児 外 科

新規入院患者数 59 46 50 54 63 38 53 49 47 43 40 44 586 

退院患者数 66 56 50 78 61 48 66 54 64 42 39 63 687 

延患者数 757 746 768 857 796 732 827 739 721 657 679 794 9,073 

心 臓 血 管 外 科

新規入院患者数 8 12 9 14 23 16 9 14 16 8 6 10 145 

退院患者数 13 9 12 11 24 14 16 15 23 9 8 11 165 

延患者数 357 329 471 317 334 293 310 287 344 233 213 357 3,845 

脳 神 経 外 科

新規入院患者数 17 14 12 19 15 13 16 8 16 15 8 12 165 

退院患者数 19 16 18 18 23 18 18 18 24 16 13 20 221 

延患者数 316 289 281 266 328 238 279 298 277 221 289 271 3,353 
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整 形 外 科

新規入院患者数 18 18 20 16 24 17 22 23 16 24 20 21 239 

退院患者数 18 16 23 15 23 19 26 20 26 17 21 23 247 

延患者数 226 193 243 269 292 306 305 214 258 210 202 280 2,998 

形 成 外 科

新規入院患者数 13 21 19 24 22 21 24 21 24 28 20 22 259 

退院患者数 13 23 20 22 25 22 25 22 25 24 20 27 268 

延患者数 101 119 115 178 131 133 173 101 139 122 127 124 1,563 

泌 尿 器 科

新規入院患者数 18 18 24 24 23 19 19 24 15 24 25 27 260 

退院患者数 20 14 26 23 21 23 21 20 20 21 28 26 263 

延患者数 104 75 122 102 103 126 94 112 93 107 131 147 1,316 

眼 科

新規入院患者数 33 47 29 42 49 42 38 42 33 38 37 48 478 

退院患者数 36 44 34 35 48 42 42 37 41 33 37 48 477 

延患者数 153 200 145 169 210 196 193 179 178 163 174 233 2,193 

産 科

新規入院患者数 40 47 42 45 46 54 36 39 43 41 43 48 524 

退院患者数 40 43 44 43 53 48 38 40 39 42 41 48 519 

延患者数 913 988 913 987 870 940 942 864 1,007 988 909 1,024 11,345 

耳 鼻 咽 喉 科

新規入院患者数 8 13 10 12 7 9 8 7 10 10 11 7 112 

退院患者数 8 13 10 12 6 10 8 7 12 8 11 8 113 

延患者数 63 83 64 88 63 65 62 50 71 70 83 74 836 

放 射 線 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

麻 酔 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

救 急 科

新規入院患者数 67 75 57 60 57 56 75 69 74 72 62 78 802 

退院患者数 38 54 43 38 35 27 38 38 47 34 33 45 470 

延患者数 429 439 385 334 301 275 375 363 335 375 343 517 4,471 

歯 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計

新規入院患者数 411 465 412 481 479 423 448 434 446 438 402 451 5,290 

退院患者数 423 445 440 457 490 405 459 420 504 387 392 480 5,302 

延患者数 7,326 7,142 7,202 7,528 7,354 6,995 7,746 7,300 7,616 7,137 6,943 7,747 88,036 
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4．年度別科別外来患者数

20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

循 環 器 内 科

新患者数 457 464 453 454 430 

再来患者数 7,150 6,817 6,939 7,107 7,301 

延患者数 7,607 7,281 7,392 7,561 7,731 

腎 臓 内 科

新患者数 149 174 162 163 152 

再来患者数 2,414 2,543 2,714 2,739 2,896 

延患者数 2,563 2,717 2,876 2,902 3,048 

脳 神 経 内 科

新患者数 104 125 122 157 185 

再来患者数 2,281 2,360 2,731 3,315 3,512 

延患者数 2,385 2,485 2,853 3,472 3,697 

血 液 内 科

新患者数 74 61 73 79 70 

再来患者数 3,216 2,995 2,899 3,198 3,721 

延患者数 3,290 3,056 2,972 3,277 3,791 

代謝・内分泌内科

新患者数 161 137 148 154 142 

再来患者数 4,714 4,546 4,756 4,741 4,668 

延患者数 4,875 4,683 4,904 4,895 4,810 

新 生 児 内 科

新患者数 359 662 680 664 598 

再来患者数 3,841 3,486 3,466 3,042 3,213 

延患者数 4,200 4,148 4,146 3,706 3,811 

アレルギー内科

新患者数 152 127 142 95 73 

再来患者数 2,502 2,562 2,629 2,687 1,447 

延患者数 2,654 2,689 2,771 2,782 1,520 

小 児 科

新患者数 336 348 345 294 255 

再来患者数 1,798 1,918 1,924 1,599 1,556 

延患者数 2,134 2,266 2,269 1,893 1,811 

精 神 科

新患者数 133 125 108 123 106 

再来患者数 3,339 3,297 3,633 2,583 2,859 

延患者数 3,472 3,422 3,741 2,706 2,965 

小 児 外 科

新患者数 736 685 770 636 606 

再来患者数 5,520 5,167 5,192 5,212 5,486 

延患者数 6,256 5,852 5,962 5,848 6,092 

心 臓 血 管 外 科

新患者数 5 11 9 6 3 

再来患者数 1,510 1,305 1,391 1,484 1,530 

延患者数 1,515 1,316 1,400 1,490 1,533 

脳 神 経 外 科

新患者数 212 243 247 270 223 

再来患者数 3,469 3,547 3,604 3,696 3,712 

延患者数 3,681 3,790 3,851 3,966 3,935 
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整 形 外 科

新患者数 689 714 733 819 835 

再来患者数 4,683 4,631 4,857 5,171 5,336 

延患者数 5,372 5,345 5,590 5,990 6,171 

形 成 外 科

新患者数 502 449 443 441 482 

再来患者数 4,133 3,629 3,656 3,504 3,620 

延患者数 4,635 4,078 4,099 3,945 4,102 

泌 尿 器 科

新患者数 812 782 794 776 724 

再来患者数 5,271 5,181 5,258 5,375 5,060 

延患者数 6,083 5,963 6,052 6,151 5,784 

眼 科

新患者数 602 560 679 578 565 

再来患者数 9,747 9,205 9,863 10,226 10,502 

延患者数 10,349 9,765 10,542 10,804 11,067 

産 科

新患者数 660 753 605 521 515 

再来患者数 3,510 3,467 3,269 2,967 2,773 

延患者数 4,170 4,220 3,874 3,488 3,288 

耳 鼻 咽 喉 科

新患者数 403 393 476 442 436 

再来患者数 4,613 4,389 4,916 5,255 5,438 

延患者数 5,016 4,782 5,392 5,697 5,874 

放 射 線 科

新患者数 0 0 0 1 0 

再来患者数 3 1 0 4 0 

延患者数 3 1 0 5 0 

麻 酔 科

新患者数 0 0 4 9 8 

再来患者数 958 989 1,032 947 952 

延患者数 958 989 1,036 956 960 

救 急 科

新患者数 698 929 633 645 632 

再来患者数 1,734 1,094 931 1,131 1,008 

延患者数 2,432 2,023 1,564 1,776 1,640 

歯 科

新患者数 427 359 297 369 591 

再来患者数 3,274 2,956 2,686 2,785 2,681 

延患者数 3,701 3,315 2,983 3,154 3,272 

合 計

新患者数 7,671 8,101 7,923 7,696 7,631 

再来患者数 79,680 76,085 78,346 78,768 79,271 

延患者数 87,351 84,186 86,269 86,464 86,902 
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5．年度別科別入院患者数

20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

循 環 器 内 科

新規入院患者数 310 280 296 318 321 

退院患者数 309 297 321 346 369 

延患者数 6,700 7,329 9,437 9,210 9,198 

腎 臓 内 科

新規入院患者数 67 90 67 73 84 

退院患者数 79 105 95 103 100 

延患者数 1,321 1,414 1,281 1,288 1,302 

脳 神 経 内 科

新規入院患者数 25 34 27 31 42 

退院患者数 74 94 79 117 120 

延患者数 1,638 1,548 1,707 2,229 2,102 

血 液 内 科

新規入院患者数 475 509 462 566 581 

退院患者数 508 563 499 604 634 

延患者数 8,999 9,192 9,416 10,908 10,881 

代謝・内分泌内科

新規入院患者数 62 44 72 38 29 

退院患者数 63 47 81 42 35 

延患者数 646 439 559 302 306 

新 生 児 内 科

新規入院患者数 786 786 695 663 631 

退院患者数 756 735 659 612 582 

延患者数 23,033 23,875 23,701 23,512 22,868 

アレルギー内科

新規入院患者数 50 47 32 73 29 

退院患者数 65 59 37 76 28 

延患者数 500 485 194 283 354 

小 児 科

新規入院患者数 24 61 17 4 3 

退院患者数 164 256 148 54 4 

延患者数 1,890 1,715 1,232 419 32 

精 神 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 

小 児 外 科

新規入院患者数 522 565 574 580 586 

退院患者数 592 642 639 670 687 

延患者数 7,648 9,035 8,777 9,627 9,073 

心 臓 血 管 外 科

新規入院患者数 135 109 148 147 145 

退院患者数 160 125 176 178 165 

延患者数 5,675 4,064 4,054 4,457 3,845 

脳 神 経 外 科

新規入院患者数 161 191 165 152 165 

退院患者数 225 248 220 219 221 

延患者数 3,473 3,383 3,724 3,204 3,353 
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整 形 外 科

新規入院患者数 202 249 241 232 239 

退院患者数 208 248 252 243 247 

延患者数 3,377 3,122 3,225 2,586 2,998 

形 成 外 科

新規入院患者数 237 249 289 270 259 

退院患者数 252 264 297 282 268 

延患者数 1,817 2,137 2,172 1,856 1,563 

泌 尿 器 科

新規入院患者数 279 269 273 315 260 

退院患者数 286 274 279 326 263 

延患者数 1,497 1,499 1,501 1,652 1,316 

眼 科

新規入院患者数 388 438 458 472 478 

退院患者数 391 438 453 476 477 

延患者数 1,661 1,968 2,104 2,284 2,193 

産 科

新規入院患者数 619 635 597 587 524 

退院患者数 606 638 594 589 519 

延患者数 10,944 11,233 11,078 10,472 11,345 

耳 鼻 咽 喉 科

新規入院患者数 92 88 106 106 112 

退院患者数 88 91 108 108 113 

延患者数 728 700 793 845 836 

放 射 線 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 

麻 酔 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 

救 急 科

新規入院患者数 741 839 742 798 802 

退院患者数 328 346 357 377 470 

延患者数 3,500 3,853 3,532 3,715 4,471 

歯 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 

延患者数 0 0 0 0 0 

合 計

新規入院患者数 5,175 5,483 5,261 5,425 5,290 

退院患者数 5,154 5,470 5,294 5,422 5,302 

延患者数 85,047 86,991 88,487 88,849 88,036 
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6．年齢別患者状況
H24 年度

年　齢　区　分
外　　来 入　　院

患者数（人） 構成比（％） 患者数（人） 構成比（％）

0 歳～ 1 歳未満 2,401 10.1% 952 24.0%

1 歳以上～ 3 歳未満 3,564 15.0% 634 16.0%

3 歳～ 6 歳未満 4,591 19.3% 599 15.1%

6 歳～ 13 歳未満 8,654 36.3% 960 24.2%

13 歳以上～ 16 歳未満 2,266 9.5% 222 5.6%

16 歳以上 2,342 9.8% 606 15.3%

合　　　計 23,818 100.0% 3,973 100.0%

※実患者数

7．地域別患者状況
（1）外来

区　　分
23 年度 24 年度

患者数 構成比 患者数 構成比

兵

庫

県

神戸市 10,872 45.5% 10,823 45.4%

姫路市 1,199 5.0% 1,193 5.0%

尼崎市 368 1.5% 387 1.6%

明石市 2,228 9.3% 2,265 9.5%

西宮市 887 3.7% 850 3.6%

洲本市 199 0.8% 189 0.8%

芦屋市 263 1.1% 278 1.2%

伊丹市 254 1.1% 245 1.0%

相生市 57 0.2% 50 0.2%

豊岡市 236 1.0% 256 1.1%

加古川市 876 3.7% 856 3.6%

赤穂市 123 0.5% 127 0.5%

西脇市 154 0.6% 172 0.7%

宝塚市 326 1.4% 321 1.3%

三木市 440 1.8% 452 1.9%

高砂市 333 1.4% 343 1.4%

川西市 118 0.5% 96 0.4%

小野市 233 1.0% 253 1.1%

三田市 445 1.9% 457 1.9%

加西市 144 0.6% 146 0.6%

篠山市 162 0.7% 156 0.7%

養父市 5 0.0% 4 0.0%

丹波市 4 0.0% 3 0.0%

（1）入院

区　　分
23 年度 24 年度

患者数 構成比 患者数 構成比

兵

庫

県

神戸市 1,831 43.7% 1,783 44.9%

姫路市 237 5.7% 212 5.3%

尼崎市 68 1.6% 69 1.7%

明石市 379 9.0% 352 8.9%

西宮市 164 3.9% 126 3.2%

洲本市 32 0.8% 24 0.6%

芦屋市 45 1.1% 39 1.0%

伊丹市 38 0.9% 31 0.8%

相生市 8 0.2% 3 0.1%

豊岡市 47 1.1% 48 1.2%

加古川市 134 3.2% 123 3.1%

赤穂市 20 0.5% 17 0.4%

西脇市 29 0.7% 23 0.6%

宝塚市 53 1.3% 39 1.0%

三木市 65 1.6% 94 2.4%

高砂市 52 1.2% 48 1.2%

川西市 15 0.4% 15 0.4%

小野市 39 0.9% 52 1.3%

三田市 70 1.7% 73 1.8%

加西市 23 0.5% 29 0.7%

篠山市 27 0.6% 27 0.7%

養父市 1 0.0% 2 0.1%

丹波市 1 0.0% 0 0.0%



ー 26 ー ー 27 ー

※実患者数

8．公費負担患者状況
H24 年度

公費負担制度 件数 構成比

1. 小児慢性特定疾患 1,236 48.9%

2. 育成医療 133 5.3%

3. 養育医療 155 6.1%

4. 児童福祉（措置） 67 2.6%

5. 特定疾患 74 2.9%

6. 生活保護 42 1.7%

7. 精神保健 82 3.2%

8. 自　　費 741 29.3%

合　　計 2,530 100.0%

兵

庫

県

南あわじ市 2 0.0% 2 0.0%

朝来市 4 0.0% 6 0.0%

淡路市 2 0.0% 2 0.0%

宍粟市 4 0.0% 2 0.0%

加東市 7 0.0% 6 0.0%

たつの市 6 0.0% 3 0.0%

猪名川町 27 0.1% 29 0.1%

多可町 3 0.0% 3 0.0%

稲美町 116 0.5% 112 0.5%

播磨町 153 0.6% 142 0.6%

市川町 43 0.2% 36 0.2%

福崎町 60 0.3% 48 0.2%

神河町 10 0.0% 6 0.0%

太子町 93 0.4% 90 0.4%

上郡町 34 0.1% 31 0.1%

佐用町 33 0.1% 26 0.1%

香美町 1 0.0% 1 0.0%

新温泉町 1 0.0% 1 0.0%

その他 1 0.0% 2 0.0%

計 20,526 85.8% 20,470 85.9%

近畿圏 2,464 10.3% 2,390 10.0%

近畿圏外 930 3.9% 958 4.0%

総　計 23,920 100.0% 23,818 100.0%

兵

庫

県

南あわじ市 0 0.0% 0 0.0%

朝来市 0 0.0% 0 0.0%

淡路市 0 0.0% 0 0.0%

宍粟市 0 0.0% 1 0.0%

加東市 1 0.0% 0 0.0%

たつの市 0 0.0% 0 0.0%

猪名川町 1 0.0% 5 0.1%

多可町 0 0.0% 0 0.0%

稲美町 17 0.4% 20 0.5%

播磨町 19 0.5% 21 0.5%

市川町 9 0.2% 7 0.2%

福崎町 6 0.1% 8 0.2%

神河町 0 0.0% 0 0.0%

太子町 12 0.3% 16 0.4%

上郡町 6 0.1% 6 0.2%

佐用町 8 0.2% 2 0.1%

香美町 0 0.0% 0 0.0%

新温泉町 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0%

計 3,457 82.5% 3,315 83.4%

近畿圏 469 11.2% 432 10.9%

近畿圏外 266 6.3% 226 5.7%

総　計 4,192 100.0% 3,973 100.0%
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9．時間外患者状況
H24 年度

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

循 環 器 内 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 

入院 0 1 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0 5 

計 0 1 0 1 0 0 2 2 0 1 0 0 7 

腎 臓 内 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

脳 神 経 内 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

血 液 内 科

外来 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

代 謝 ・
内 分 泌 内 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

新 生 児 内 科

外来 0 0 0 2 1 0 0 0 2 6 12 16 39 

入院 15 13 8 22 18 22 23 26 26 22 14 12 221 

計 15 13 8 24 19 22 23 26 28 28 26 28 260 

ア レ ル ギ ー
内 科

外来 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

小 児 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

精 神 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小 児 外 科

外来 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 2 6 

入院 1 0 2 0 0 0 0 1 1 0 1 1 7 

計 1 0 2 0 1 1 1 1 2 0 1 3 13 

心臓血管外科

外来 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

脳 神 経 外 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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整 形 外 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

入院 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 

計 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 3 

形 成 外 科

外来 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

計 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 

泌 尿 器 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 4 

眼 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

産 科

外来 4 4 2 4 5 2 5 1 2 7 1 4 41 

入院 4 3 2 3 5 9 7 7 3 7 4 2 56 

計 8 7 4 7 10 11 12 8 5 14 5 6 97 

耳 鼻 咽 喉 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

放 射 線 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

麻 酔 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

救 急 科

外来 75 91 70 88 79 74 77 72 74 84 51 51 886 

入院 24 26 16 23 20 15 24 29 20 23 15 24 259 

計 99 117 86 111 99 89 101 101 94 107 66 75 1,145 

歯 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計

外来 79 97 73 94 87 77 83 74 79 99 67 74 983 

入院 44 43 29 49 43 46 56 65 50 53 36 39 553 

計 123 140 102 143 130 123 139 139 129 152 103 113 1,536 
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区　分 単位
23 年度 24 年度 決算評価 25 年度 25 － 24
決　算 計画 決　算 計画対比 前年対比 計画対比 前年対比 計　画 増減

業
務
量

入
院

許 可 病 床 数 床 290 290 290 0 0 290 0
稼 働 病 床 数 床 266 266 266 0 0 266 0
病 床 利 用 率 ％ 91.3 90.5 90.7 0.2 △ 0.6 ○ × 90.5 △ 0.2
病床利用率（一般のみ） ％ 91.3 90.5 90.7 0.2 △ 0.6 ○ × 90.5 △ 0.2
延 入 院 患 者 数 人 88,849 87,866 88,036 170 △ 813 ○ × 87,866 △ 170
1 日 当 た り 患 者 数 人 / 日 243 241 241 0 △ 2 ○ × 241 0
新 規 入 院 患 者 数 人 5,425 5,306 5,290 △ 16 △ 135 × × 5,350 60
平 均 在 院 日 数 日 15.4 15.6 15.6 0.0 0.2 ○ × 15.4 △ 0.2
入 院 単 価 円 79,344 80,756 82,193 1,437 2,849 ○ ○ 83,497 1,304
入 院 単 価〈 一 般 ） 円 79,344 80,756 82,193 1,437 2,849 ○ ○ 83,497 1,304

外
来

延 外 来 患 者 数 人 86,464 86,240 86,902 662 438 ○ ○ 85,400 △ 1,502
1 日 当 た り 患 者 数 人 / 日 354 352 355 3 1 ○ ○ 350 △ 5
外 来 単 価 円 19,560 18,607 20,203 1,596 643 ○ ○ 20,392 189
新 規 外 来 患 者 数 人 7,696 7,898 7,631 △ 267 △ 65 × × 7,600 △ 31
紹 介 率 ％ 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 ○ ○ 100.0 0.0

手 術 件 数 件 4,185 4,200 3,981 △ 219 △ 204 × × 4,000 19
救 急 車 搬 送 患 者 数 人 392 420 383 △ 37 △ 9 × × 400 17

収
支

入 院 収 益 百万円 7,050 7,096 7,236 140 186 ○ ○ 7,337 101
外 来 収 益 百万円 1,691 1,605 1,756 151 65 ○ ○ 1,741 △ 15
そ の 他 医 業 収 益 百万円 112 105 120 15 8 ○ ○ 114 △ 6
＊ 医 業 収 益 ＊ 百万円 8,853 8,806 9,112 306 259 ○ ○ 9,192 80
医 業 外 収 益 等 百万円 151 144 181 37 30 ○ ○ 146 △ 35
＊ ＊ 収 益 計 ＊ ＊ 百万円 9,004 8,950 9,293 343 289 ○ ○ 9,338 45
給 与 費 百万円 6,204 6,245 6,686 441 482 6,472 △ 214

（うち退職給与金） 百万円 275 258 168 △ 90 △ 107 191 23
（うち退職給与引当金） 百万円 190 178 178 0 △ 12 178 0

（うち賞与引当金） 百万円 0 0 270 270 270 0 △ 270
材 料 費 百万円 2,193 2,056 2,180 124 △ 13 2,196 16

（うち薬品費） 百万円 1,402 1,262 1,386 124 △ 16 1,397 11
（うち診療材料費） 百万円 724 719 714 △ 5 △ 10 726 12

経 費 百万円 1,417 1,467 1,430 △ 37 13 1,518 88
減 価 償 却 費 百万円 484 495 506 11 22 553 47
そ の 他 の 医 業 費 用 百万円 76 84 88 4 12 94 6
＊ 医 業 費 用 ＊ 百万円 10,374 10,347 10,890 543 516 10,833 △ 57
医 業 外 費 用 等 百万円 237 233 240 7 3 220 △ 20
＊ ＊ 費 用 計 ＊ ＊ 百万円 10,611 10,580 11,130 550 519 11,053 △ 77
差 引 損 益 百万円 △ 1,607 △ 1,630 △ 1,837 △ 207 △ 230 × × △ 1,715 122
一 般 会 計 繰 入 金 百万円 1,731 1,815 1,811 △ 4 80 － － 1,815 4
当 期 純 損 益 百万円 124 185 △ 26 △ 211 △ 150 × × 100 126

（賞与引当金除き） 百万円 124 185 244 59 120 ○ ○ 100 △ 144
（退職給与金・引当金除き） 百万円 589 621 320 △ 301 △ 269 × × 469 149

資 金 収 支 百万円 798 858 928 70 130 ○ ○ 831 △ 97

経
営
指
標

医
業
収
益
比
率

給 与 費 比 率 ％ 70.1 70.9 73.4 2.5 3.3 × × 70.4 △ 3.0
材 料 費 比 率 ％ 24.8 23.3 23.9 0.6 △ 0.9 × ○ 23.9 △ 0.0

（うち薬品費比率） ％ 15.8 15.3 15.2 △ 0.1 △ 0.6 ○ ○ 15.2 0.0
（うち診療材料費比率） ％ 8.2 8.6 7.8 △ 0.8 △ 0.4 ○ ○ 7.9 0.1

経 費 比 率 ％ 16.0 16.7 15.7 △ 1.0 △ 0.3 ○ ○ 16.5 0.8
医 業 収 支 比 率 ％ 85.3 85.1 83.7 △ 1.4 △ 1.6 × × 84.8 1.1
経 常 収 支 比 率 ％ 101.4 101.8 98.1 △ 3.7 △ 3.3 × × 100.9 2.8
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1．総合診療科

　総合診療科は（1）専門各科における診療になじまない紹介患者への対応、（2）院内各科からの相談対応、（3）
セカンドオピニオンに準じた相談に応じることなどが主な業務である。症例としては発育・発達障害や感染
症を中心に、各診療科にまたがるような疾患の全身管理や、様々な特殊な問題を抱えた common disease 症
例が数多く紹介されてくる。
　担当スタッフは 2 名で、研修医や専攻医の研修の受け皿となり、研修計画の立案や実際の研修を担当し、
コーディネートする役割も担っている。
　入院患者は小児救急医療センターからの転棟症例を主に担当してきたが、スタッフの関係上現在は救急集
中治療科スタッフが継続して担当する体制になっている。多くが基礎疾患を持った児の合併症、特に感染症
である。
　現在、新しい病院に向けて診療体制の見直しが進んでいるが、総合診療科は救急部門と連携して、救急総
合診療という大きな枠組みの中で院内の患者の内科的管理を担当するようなイメージで進めていければと考
えている。
　当院は各専門診療科に細分化されており、各々の診療科でのサブスペシャリティー研修を目的に応募する
専攻医が多くを占めるが、専攻医はまず小児医療の基礎を身に着けることが先決であり、その意味で総合診
療の重要性をアピールし、研修体制を充実する必要があると思っている。
　今後は総合診療科として独自のアイデンティティーを確立し、各診療科と密に連携しながら診療に当たれ
ることを目指したいと考えている。

外来担当スタッフ：上谷良行、宅見晃子、山崎武美（阪神北広域こども急病センター）、
　　　　　　　　　笠井和子、森永杏子、藤田杏子
小児救急医療センター開設後は救急センター退院患者のフォローを午後の総合診療科外来で実施し、主とし
て専攻医が担当している。
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2．救急集中治療科

1. 診療活動
　本年は小児救急医療センターが平成 19 年 10 月 1 日に開設以来 5 年、当センターの前身である救急医
療室が平成 14 年 10 月に開設され、三次救急医療がスタートしてから 10 年の節目を迎えた。　
　一昨年の 12 月に神戸こども初期急病センターが HAT 神戸に開設され、神戸市の小児救急医療体制が
大幅に整備され、初期から三次まで万全の体制が整ったと思われた。実際、兵庫県下で深夜帯まで受診可
能な急病センターは 4 か所しかなく、神戸市内のみならず市外からも多くの患者を受け入れ、二次、三次
救急の負担軽減に大きな役割を果たしていると思われる。しかしながら、神戸市内においては二次救急病
院小児科の医師不足が深刻化し、急病センターの後送病院の確保が大きな課題として浮かび上がっている。
小児の三次救急の拠点としてほぼ周知された当院ではあるが、二次病院の充実がなければ当院の機能を十
分に発揮することもできなくなることから、今後の救急体制の再検討が望まれる。
　さて、本年から新たに 2 名の専任医師と 1 名フェローが加わり、診療体制が充実してきた。院外からの
重症患者の受入や院内の急変患者、術後患者の受入など、多岐にわたる分野の患者を受け入れているため、
各関連診療科との連携、調整が重要で、科長の竹田医師を中心に看護サイドとも密な協力のもと細かい気
配りで対応している。
　対外的にも救急救命士の教育現場に小児の蘇生を中心とした実習指導に福原医師を中心に数名を派遣し
たり、地元須磨を中心とした 3 つの救急隊員に当院で小児救急患者の診かた、蘇生などの実習を行ったり
と地域の中での連携を進める試みをできるだけ実施するようにしている。今後は家族や子供たちへの救急
教育、事故防止教育などを実施できればと考えている。
　本年は救急医の取扱患者数が年間 2038 人で、ほぼ昨年並みであった。最重症に分類したいわゆる救命
救急に相当する患者数は 280 人で昨年の 296 人よりやや減少したが、ほぼ横ばいの状況である。初診の
最重症患者は昨年より 20 人増加しており、院外からの重症患者の搬送に対して敷居が低く行われるよう
になっていることを表している。一方で、例年ヘリコプター搬送が 10 件程度行われていたのに対して本
年は 3 件のみで、各地でドクターヘリの導入が進んでいることを考え合わせると、より積極的に近隣のヘ
リポートの確保へ向けた取り組みが必要と考えられる。

2. スタッフ
救急集中治療科：上谷良行、竹田洋樹、福原信一、山口善道、中岸保夫、神田杏子、梶原伸介、
　　　　　　　　楠元真由美
兼任：三好麻里（部長・免疫アレルギー科）、田中亮二郎（腎臓内科）、永瀬裕朗（脳神経内科）
　　　長谷川大一郎（血液腫瘍科）、尾崎佳代（代謝内分泌科）、丸山あずさ（脳神経内科）
　　　笠井和子（免疫アレルギー科）、藤田杏子（脳神経内科）、中川拓（腎臓内科）
フェロー：田中　司
専攻医：祖父江俊樹（平成 23 年 12 月～平成 24 年 3 月）
　　　　宮田　憲二（平成 24 年 4 月～ 7 月）
　　　　日外　祐理（平成 24 年 4 月～ 6 月）
　　　　三木　康暢（平成 24 年 4 月～ 7 月）
　　　　石田　悠介（平成 24 年 8 月～ 10 月）
　　　　白鳥　孝俊（平成 24 年 11 月～）
　　　　中西　啓太（平成 24 年 12 月～）
初 期 研 修 医：

松永卓明 神戸赤十字病院 10 月～ 12 月 救急集中治療科
山川　皓 県立淡路病院 8 月 救急集中治療科

小児外科、脳神経外科、整形外科、形成外科など外科系各科は on call で back up 体制をとっている。
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【2】救急センター外来・入院患者の内訳（救急集中治療科診察） 2012 年 1 月～ 12 月

1）総内訳
外来患者 1179 （本館入院 102　帰宅 1077　）

入院患者

死　亡 16
PICU 311

最重症 264

重　症 579 Q 病棟 548

計 859 計 859

2）来院患者重症度別
① 重症度　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 事故・疾病別 重症度

3） 来院方法別

来院患者

初診 再診 計 %

死　亡 8 8 16 0.8 

最重症 121 143 264 13.0 

重　症 209 370 579 28.4 

外　来 206 973 1179 57.9 

計 544 1494 2038 100

小計 計 ％

自家用車・タクシー・徒歩 2,013 2,013 74.2 

救急車

公共 607

Dr car

当院 0

災害医療 6

中央市民

その他 17

ヘリ 3 3 0.1 

転棟 67 67 2.5 

計 2,713 100.0 

ヘリでの搬送例
鳥取大学 12 歳 上衣腫再発、水頭症
災害医療センター Dr ヘリ　4 歳　交通外傷、
びまん性軸索損傷
高知医療センター　5 ヵ月　Pfeiffer 症候群、
水頭症、気管狭窄

来院患者

事故 % 疾病 % 計 %

死　亡 4 25.0 12 75.0 16 100.0 

最重症 35 13.3 229 86.7 264 100.0 

重　症 99 17.1 480 82.9 579 100.0 

外　来 222 18.8 957 81.2 1,179 100.0 

計 360 17.7 1678 82.3 2,038 100.0 
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4） 主な症例　　　　　　　　　　　　　　　　5） 外科系緊急協力科 （含 重複）

6） 救急センター入院　最重症患者住所
2012 年

数 ％

神戸・三田 120 42.9 

阪神 30 10.7 

東播磨 61 21.8 

北播磨 8 2.9 

西播磨 18 6.4 

但馬 6 2.1 

丹波 8 2.9 

淡路 3 1.1 

県外 26 9.3 

不明 0 0.0 

計 280 100.0 

　

1 人工換気療法 73

2 緊急手術 68

消化器系 34

脳神経系 23

3 交通外傷 8

4 脳低温・平温療法 16

5 血液浄化 6

6 到着時心肺停止 13

小児外科 298 泌尿器科 42

脳外科 169 放射線科 31

麻酔科 37 耳鼻科 24

形成外科 37 眼科 10

整形外科 58 精神科・指導相談 1

心外循環器 83 歯科 4
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3．代謝・内分泌内科

1. 診療活動
     部長（科長 郷司　克己
     医長 尾崎　佳代
     フェロー 野村　安隆

　本年はスタッフ 2 名、フェロー 1 名の 3 名体制で診療をおこなった。1~2 か月のサイクルで専攻医が研修
を行った。

2. 診療活
　代謝内分泌科は小児における大きな特性である成長と成熟にかかわる疾患、すなわち低身長症、肥満、糖
尿病、甲状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患、思春期発来異常、性分化異常などを対象としている。また、
当科では新生児マススクリーニング対象疾患である先天性甲状腺機能低下症、先天性副腎過形成も担当して
いる。さらに小児がん経験者における内分泌合併症に対しても積極的に取り組んでいる。
　近年、我が国では食生活の変化や紫外線照射不足によるビタミンＤ欠乏性くる病が増加している。治療と
しては、海外では天然型ビタミンＤ投与が一般的であるが、我が国においては天然型ビタミンＤ製剤は処方
箋薬としては入手できない。当科ではビタミンＤ欠乏性くる病に対し市販されている天然型ビタミンＤサプ
リメントを使用し、良好な治療効果を得ており、今年度はその成果を小児内分泌学会において発表した．
　当科においては遺伝工学的手法を駆使して診療にあたることが社会的要請に合致することと考え分子生物
学的技術の確立に努めている。本年度は先天性副腎過形成、家族性若年糖尿病、副甲状腺機能低下症などに
おいて、臨床と直結する成果が得られた。今後も神戸大学小児科とも協力しながら、分子生物学的手法を用
いた解析、研究を臨床の場に役立てたいと考えている。

外来患者（新患）
　 患者数

低 身 長 症 82
甲 状 腺 疾 患 14
性 腺 疾 患 31
副 腎 3
糖 代 謝 異 常 15
肥 満 1
マススクリーニング

クレチン症 18
先天代謝異常症 2

先天性副腎過形成 4
そ の 他 28

計 198

入院患者
患者数

低 身 長 症 15
糖 代 謝 異 常 9
性 腺 疾 患 1
甲 状 腺 疾 患 3
副 腎 疾 患 4
そ の 他 2

計 34
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4．リウマチ科

【診療活動】
リウマチ科の対象疾患としては、以下のような内容である
膠原病・リウマチ性疾患；若年性特発性関節炎（JIA）、全身性エリテマトーデス、
若年性皮膚筋炎、自己炎症性疾患　等

　膠原病・リウマチ性疾患の患者数も徐々に蓄積され、きんき各地からの紹介や相談も増えてきている。
JIA に対する生物学的製剤の診療実績も積み重ねられてきており、地域の中心的病院としての役割を果たし
ていると考えている。今後も診療に努力を続けるとともに後進の育成にも力を尽くしたい。

【診療統計】
　　　外来初診患者数　19
　　　　若年性特発性関節炎 9、　SLE・MCTD2、皮膚筋炎 1、強皮症 1、その他 6
　　　入院患者数　25
　　　　若年性特発性関節炎 21、皮膚筋炎 1、その他 3
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5．アレルギー科

【診療活動】
アレルギー科の対象疾患としては、以下のような内容である
気管支喘息、アトピ―性皮膚炎、食物アレルギー、じんましん　など

　アトピー性皮膚炎や食物アレルギーについては、ガイドラインに沿ったスタンダードな治療の普及に努め
た。食物アレルギーの確定診断のための食物負荷試験を行った。その診断結果及び継続治療を地域の病院と
連携して行い、地域の中心的病院としての役割を果たすよう努力を続けている。

【診療統計】
　　　外来初診患者数　30
　　　　気管支喘息 4、アトピー性皮膚炎 6、食物アレルギー 15、その他 5
　　　入院患者数　7
　　　　食物負荷試験 7
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6．脳神経内科

1. 人事異動 
【スタッフ】

医長（科長） 永瀬　裕朗
医長 丸山あずさ　
医長 藤田　杏子

【フェロー】
4 月－ 西山　将広

【専攻医】
2012 年 2 － 3 月 西山　将広
　　　　　  4 月 世戸　博之
　　　　　  5 月 石田　悠介
　　　　　  8 月 白鳥　孝俊
　　　　　11 月 谷口　紫野

本年は西山がフェローとなりスタッフ 3 名と合わせ 4 名体制となった。児玉荘一先生に引き続き週 1 回ス
ーパーバイズをお願いしている。
 
2. 活動状況
診療活動は、脳神経内科外来初診 289 名・発達行動小児科外来初診患者は 35 名、外来延べ人数 3646 名

であった。また入院患者延べ人数は 2347 名であった。近隣の医療機関での神経疾患の対応が対応困難とな
ってきたことから外来、入院患者数とも増加しており、県内の中核機関としての役割が増してきている。

当科で重点的に取り組んでいる集中治療領域における連続脳波モニタリングは 70 例に対して行った。意
識障害の評価には必須の管理であるが全国的に見ても、有数の件数である。引き続き急性脳症や重症頭部外
傷などの重篤な症例の管理の質の向上に取り組んでいく予定である。

また小児で対応できる機関の限られている神経伝導速度検査に対応すべく、神戸大学神経内科関口医師の
セミナーを行い、以後検査体制を充実させてきている。

学術活動についても引き続き尽力している。本年より急性脳症に対する県下多施設での共同研究を立ち上
げることができた。来年以降にはその結果が明らかになる予定である。業績については別項を参照していた
だきたい。

一般的な診療・学術活動に加え、脳死判定委員会、虐待防止委員会の活動にも積極的に参与している。永
瀬は本年も引き続き兵庫県の虐待防止委員を務めた。また県下の医療機関、保健所、児童相談所、児童養護
施設、学校などの多職種で構成される虐待防止研究会の事務局を担当しているが、本年事務局業務が正式に
本院の業務として認められた。こどもを取り巻く環境に関する社会的活動にも積極的に貢献している。
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脳神経内科外来

初診患者	 	 289 例

（疑い疾患名を含む、一部重複あり。）

発作性疾患	 	 170

てんかん 110

ウエスト症候群 10

熱性けいれん 45

泣き入りひきつけ 6

不随意運動 10

感染性・炎症性疾患	 	 15

急性脳炎・脳症 15

自己免疫性神経疾患 15

ギランバレー症候群 4

急性小脳失調 4

ADEM 2

発達障害 57

精神遅滞 49

広汎性発達障害 8

ADHD 4

心身症　等 43

チック 13

頭痛 12

摂食障害 8

睡眠障害 6

転換性障害 3

その他 43

脳性麻痺 19

大頭症・小頭症 12

脳血管疾患 10

神経皮膚症候群 3

神経変性疾患 3

神経筋疾患 2

頭部外傷 2

検査

脳波 796 件

神経伝導速度 14 件

連続脳波モニタリング 70 件

発達行動小児科外来初診患者 35 例

広汎性発達障害 13

精神遅滞 9

注意欠陥多動障害 7

学習障害 1

摂食障害 1

チック 1

禁煙外来 2

その他 4

（疑い疾患名を含む、一部重複あり）
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7．血液・腫瘍内科

　今年度特筆すべきは当院が小児がん拠点病院に指定されたことであろう。今回全国で診療実績などから
15 施設が指定を受けた。当院の集学的治療や小児がんに取り組む姿勢が評価されたということで誠に喜ば
しいことであった。
　人事異動は下記のとおりである。なお短期ローテ―ターは省いた。

転出
3/31　神前愛子　フェロー（正規へ昇格）
転入
4/1　神前愛子　正規（当院フェローより）
4/1　齋藤敦郎　フェロー（島根大学より）
4/1　越智聡史　フェロー（大阪赤十字病院より）
8/1　宮田憲二　フェロー（当院専攻医より）

　上記のとおりでスタッフの増員は果たせたが、相変わらず患者数は多く（新患については表 1 参照）、病
床のやりくりが大変なことには変わりがない。
　今回小児がん拠点病院となったことで、当科において不十分であった領域としては、緩和医療の充実、
AYA（思春期世代）患者の受け入れ、長期フォローアップ体制の充実、がん登録事業への積極的な協力、他
病院との密な連携、などがあげられる。緩和医療に関しては昨年 4 月より小阪（血液・腫瘍内科長）を委員
長とする委員会を発足させ、問題となる症例についてディスカッションを重ね、また臨床心理士は 1 名増を
果たし、血液腫瘍病棟の患者や家族の心のケアにあたってもらっている。さらには国立がんセンターでの講
習を受けた医師クラークを獲得でき、地域がん登録をお願いしている。
　造血幹細胞移植は表 2 に示すとおり、昨年はこれまで最多の 27 例に施行した。
最近 3 年間は造血幹細胞移植後の 100 日以内の早期死亡はなく、この点は小児がん拠点病院選考時にも評価
された。
　もちろん小児がんのみならず、当院は非悪性血液疾患の診療にも力を入れており、血友病はカルテベース
で計 40 名近くの患者を診療している。その他、免疫不全症なども積極的に診療している。
　今後は小児がん拠点病院として兵庫県のみならず、一部中四国地方もカバーする診療を展開させていくこ
とが課された問題と自覚してスタッフ一同頑張っていきたい。
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表 1　新患一覧
合　計

血 液 腫 瘍 性 疾 患 急性リンパ性白血病 13 
急性骨髄性白血病 5 
骨髄異形性症候群 5 
若年性骨髄単球性白血病 1 
DOWN 症 TAM 1 
ランゲルハンス細胞組織球症 2 
血球貪食症候群 1 

28

固 形 腫 瘍 性 疾 患 髄芽腫 7
PNET 1
AT/RT 1
松果体芽腫 pineoblastoma 1
頭蓋内胚細胞腫瘍 2
上衣腫 2
神経膠芽腫 1
脳幹神経膠腫 2
星細胞腫 1

神経芽腫 9
網膜芽細胞種 5
肝芽腫 3
腎腫瘍 4
ユーイング肉腫 1
奇形腫群腫瘍 2
その他 15

57

血 液 疾 患 溶血性貧血 2
βサラセミア 1
カサバッハ・メリット症候群 1
特発性血小板減少性紫斑病 9
遺伝性血小板減少症 2
血友病 A 2
血友病 B 2
原発性免疫不全症候群 5
自己免疫性好中球減少症 2
好中球減少症 2
重症先天性好中球減少症 1
好酸球増多症 1
先天性骨髄不全症候群 1
その他 22

（ドナー） 27
80

合　計 165
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表 2　造血幹細胞移植一覧
疾患名 年齢／性 病期 移植の種類 転帰

1 髄芽腫 7 ／ F 1st CR APBSCT 担癌生存

2 骨髄異形成症候群 4 ／ M UBMT 無病生存

3 未分化肉腫 17 ／ M 1st PR APBSCT 担癌生存

4 横紋筋肉腫 11 ／ M 1st CR APBSCT 無病生存

5 骨髄異形成症候群 15 ／ M UBMT 無病生存

6 神経芽腫 5 ／ M 1st PR APBSCT 無病生存

7 急性リンパ性白血病 11 ／ M 1st CR UBMT 無病生存

8 腸間膜肉腫 1 ／ M 1st CR APBSCT 腫瘍死

9 急性骨髄性白血病 5 ／ M 2nd CR CBT 無病生存

10 急性骨髄性白血病 11 ／ F 3rd CR UBMT 担癌生存

11 急性リンパ性白血病 4 ／ M 1st CR RBMT 無病生存

12 神経芽腫 2 ／ M 1st PR APBSCT 無病生存

13 急性リンパ性白血病 15 ／ M 1st CR UBMT 無病生存

14 急性骨髄性白血病 3 ／ M 2nd CR UBMT 無病生存

15 神経芽腫 2 ／ M 1st PR APBSCT 無病生存

16 神経芽腫 4 ／ F 1st PR APBSCT 無病生存

17 急性骨髄性白血病 13 ／ M 1st CR UBMT 無病生存

18 肝芽腫 4 ／ F 1st PR APBSCT 担癌生存

19 急性リンパ性白血病 1 ／ M 1st CR UBMT 無病生存

20 再生不良性貧血 13 ／ F UBMT 無病生存

21 松果体芽腫 10 ／ F 1st PR APBSCT 担癌生存

22 PNET　（tandem移植 1回目） 1 ／ F 1st PR APBSCT 担癌生存

23 PNET　（tandem移植 2回目） 1 ／ F 1st PR APBSCT 担癌生存

24 網膜芽腫 2 ／ F 1st CR APBSCT 担癌生存

25 髄芽腫　（tandem移植 1回目） 2 ／ M 1st CR APBSCT 無病生存

26 髄芽腫　（tandem移植 2回目） 2 ／ M 1st CR APBSCT 無病生存

27 髄芽腫 1 ／ F 1st PR APBSCT 担癌生存

PNET：primit ive neuroectodermal tumor APBSCT：自家末梢血幹細胞移植
RBMT　 ：血縁者間同種骨髄移植
UBMT　 ：非血縁者間同種骨髄移植
CBT　　 ：臍帯血移植

表 3　　死亡例一覧 
造血期腫瘍 1人（ALL）
固形腫瘍 6人（Ewing肉腫2、脳腫瘍1、神経芽腫1、その他2）

【死因】
原病  6人
合併症  1人
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8．循環器内科

【スタッフ ･ フェロー】
スタッフ　城戸佐知子　　　　　　　　　　　　専攻医　宇仁田　亮
　　　　　田中　敏克　　　　　　　　　　　　　　　　二野　菜々子
　　　　　藤田　秀樹　　　　　　　　　　　　　　　　武岡　恵美子
　　　　　富永　健太　　　　　　　　　　　　　　　　祖父江　俊樹
　　　　　佐藤　有美　　　　　　　　　　　　　　　　谷口　紫野
　　　　　小川　禎治　　　　　　　　　　　　　　　　高藤　哲
フェロー　古賀　千穂　　　　　　　　　　　　　　　　三木　康暢
　　　　　亀井　直哉　　　　　　　　　　　　　　　　日外　祐理
　　　　　雪本　千恵

スタッフ6名、フェロー3名、他に専攻医数名。専攻医は2-4ヶ月ごとのローテーションで、主に入院患者管理、
カテーテル検査の補助などに従事。心疾患患者の扱いに慣れ、心疾患の診断技術として主として心エコーの
基礎を習得し、カテーテル検査の結果を読み、軽症では診断から手術適応の判断ができることを主なる目的
とする。またフェローは 1 年単位の比較的長期間循環器診療に携わり、できる限りカテーテル検査、心エコ
ー検査を単独でこなし、軽症から重症の疾患までの治療方針を自身の判断で立てられることが目標である。

【診療活動】
（1）　外来：月曜日から金曜日まで週5日、午前・午後、基本1診。外来総患者数はのべ7674名（実数3213名）、

新規患数は月曜日以外の毎日受け入れており、2012 年の総新規患者数は 511 名（うち 351 名に心疾患・
不整脈など経過観察を要する疾患あり）であった。外来での有疾患患者の主体は比較的軽症の疾患で
あり、内訳は心室中隔欠損（112）、心房中隔欠損（71）、肺動脈狭窄（27）、動脈管開存（18）、川崎病（既
往含む）（14）、ファロー四徴症（9）、房室中隔欠損（6）、両大血管右室起始（5）、不整脈（41）など。
カテーテル治療相談外来（木曜午前、担当：田中医師）や成人先天性心疾患外来（月曜午後、経過観
察、妊娠 ･ 分娩の相談など、担当：城戸）など専門外来についても、昨年どおり。当院では外来枠の
制限があるため、地域の病院での先天性心疾患外来が充実されることが望ましいが、従事可能な小児
科循環器医の数が少なく、今後の大きな課題である。成人に達した患者については、地域との医療連
携の必要性を考慮に入れ、兵庫県立姫路循環器病センターなどでの診療応援（外来応援）を続ける一方、
2013 年 1 月からは神戸大学附属病院循環器内科において成人先天性心疾患部門を立ち上げ、協力体
制を強化している。また胎児心疾患診断についても、産科外来において木曜日（2013 年からは火曜・
木曜の週 2 日に拡大）に胎児心エコーを行っているほか、他院にて診療の応援を行い、医療連携にも
重点を置いて取り組んでいる。

（2）　入院：1 年間の総入院患者数は 354 名。カテーテル検査・治療目的の入院が多数を占めるが、新生児・
乳児期の重症疾患患者は昨年に引き続き、入院患者の半数を占めている。新生児・乳児期の新規患者
の入院は 93 名（内訳下表）で、心疾患の他に他疾患を合併する症例も多く、ICU 滞在期間・入院期
間は必然的に長くなっており、昨年に引き続き病棟運営上の問題となっている。

（3）　生理検査：総心電図件数 4256 件、Master 負荷心電図件数 1848 件、Holter 心電図件数 131 件、トレッ
ドミル負荷心電図は 84 件とほぼ例年通りの状況である。心エコーは 4117 件（本年統計は ICU や手
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術室でのエコー件数を除いている）、胎児心エコーは 219 件（うち 127 件で異常所見あり。担当：佐
藤医師、主として木曜日）。

（4）　心臓カテーテル検査：総件数 310 件。カテーテル治療の件数は 88 件。また、心臓 CT の役割は大きく、
カテーテル検査に匹敵する件数となっている。

【その他の活動】
（1）　カンファレンス：月曜日に心臓外科との合同カンファレンス、木曜日にカテーテル検査および心エ

コー検討会、木曜日朝に心臓外科と合同の抄読会・検討会を行い、討議の時間をもっている。
（2）　 学会参加：小児循環器病学会、JPIC 研究会、胎児循環器学会、成人先天性心疾患研究会、HOT 研究会、

川崎病研究会、日本循環器学会などへの参加。
（3）　 循環器科主催患者教室：年に 3 回。2012 年はフォンタン型術後患者の運動療法、先天性心疾患患者

の保険・保障制度、先天性心疾患女性患者の妊娠と出産をテーマに開催した。

【新規患者内訳】
1. 入院患者総数　354 名
Ａ . 新生児期・乳児期 93
心室中隔欠損・心内膜症欠損 20
心房中隔欠損（肺高血圧） 2
大動脈離断複合・縮窄複合 7
両大血管右室起始 4
大血管転位 8
肺動脈閉鎖・心室中隔欠損 3
ファロー四徴症、 9
ファロー四徴症・房室中隔欠損 1
左心低形成症候群 2
その他の単心室系疾患 5
総肺静脈還流異常 3
エプスタイン奇形 2
肺動脈弁欠損・ファロー四徴症 1
大動脈弁欠損 1
総動脈幹症 3
肺動脈閉鎖（心室中隔欠損を伴わない） 4
大動脈肺動脈瘻 1
不整脈 ･ 心不全 2
大動脈弁狭窄 3
動脈管開存 4
重症肺動脈弁狭窄・肺動脈狭窄（治療を要する） 5
心筋疾患 2
高安病 1

Ｂ . 全入院患者の疾患内訳（カテーテル検査入院含む） 354
フォンタン型手術関連疾患（いわゆる単心室型心臓） 81
ファロー四徴症 33
肺動脈閉鎖・心室中隔欠損 26
心室中隔欠損 25
心房中隔欠損 22

動脈管開存 18
両大血管右室起始 15
大動脈弓離断・大動脈縮窄 14
房室中隔欠損 14
大血管転位 14
心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖 9
重症肺動脈狭窄 8
心筋疾患 7
大動脈弁疾患（狭窄・逆流） 7
川崎病・冠動脈後遺症 7
総肺静脈環流異常 6
両大血管右室起始・房室中隔欠損 5
感染性心内膜炎 5
不整脈 5
エプスタイン奇形 4
総動脈幹症 3
僧帽弁閉鎖不全 3
肺動脈弁欠損 2
肺高血圧 2
大動脈・肺動脈瘻 2
修正大血管転位 2
その他 10

C. カテーテル治療 （カテーテル総数 310 件） 88
弁形成（大動脈弁・肺動脈弁） 10
血管形成 22
ステント留置術 1
コイル塞栓術（動脈管開存） 5
コイル塞栓術（側副血管・動静脈瘻） 19
バルーン心房中隔裂開術 11
心房中隔欠損閉鎖術（Amplatzer） 12
動脈管開存閉鎖術（Amplatzer） 8
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9．腎臓内科

　外来／入院診療については、橋本裕也医師（フェロー、4 月—9 月）、中川拓医師（4 月―12 月）、神田杏
子医師（8 月―12 月）と田中亮二郎医師が担当した。また専攻医の辻真之介医師（1 月―3 月）、石田悠介医
師（8 月）、白鳥孝俊医師（9 月）、武岡恵美子医師（10 月、11 月）、谷口紫野医師（12 月）、二野菜々子（12
月－ 1 月）が研修した。平成 24 年の外来初診患者数 202 名、入院患者数は 111 名であった。

【活動状況】
　ネフローゼ症候群、急性腎炎、IgA 腎症、紫斑病性腎炎、遺伝性腎炎、その他慢性腎炎、全身性エリテマ
ト—デス、溶血性尿毒症症候群などの急性腎不全、慢性腎不全、高血圧、尿路感染症、先天性尿路奇形、腎
臓移植後、高血圧、夜尿症等を対象としている。本年度はネフローゼ症候群や腎炎などに対して 38 例の腎
生検を施行した。また PICU において 3 名の患児（腎不全 1 名、リウマチ疾患　2 名）に急性血液浄化を施
行した。また低形成腎による慢性腎不全の患児 1 名に対して腹膜透析を導入し、現在 5 名の慢性腎不全患児
が外来維持腹膜透析を受けている。腎移植に関しては他院にお願いし、現在計 5 名の患者さんが外来にてフ
ォロー中である。平成 19 度より最新の持続血液透析濾過器が常備され、急性腎不全に対する透析や他の血
液浄化療法に対して迅速に対応可能となった。今後急性腎不全に対する血液浄化や慢性腎不全に対する在宅
腹膜透析を積極的に押し進めたいと考えている。一方平成 15 年度より厚生労働科学研究「小児難治性腎疾
患に対する薬物療法ガイドライン作成のための多施設協同研究」に参加し、巣状メサンギウム増殖を示す小
児 IgA 腎症、初発ネフローゼ症候群、頻回再発型ネフローゼ症候群、ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群を
対象とした多施設協同非盲検ランダム化比較試験を行ってきた。また平成 20 年より厚生労働科学研究「小
児保存期慢性腎臓病患者の長期予後の解明と心不全進行抑制の治療法の確立」に参加し、本邦小児の新たな
診断基準による小児慢性腎臓病（CKD）の実態把握のための調査研究や保存期の小児慢性腎臓病を対象とし
た多施設協同非盲検ランダム化比較試験を行なってきた。さらに平成 20 年度より小児期発症の難治性ネフ
ローゼ症候群に対する IDEC-C2B8 の多施設共同二重盲検プラセボ対照ランダム化比較試験を医師主導治検
として開始し、治験を終了した。臨床研究・治験と疫学的研究を通して新しいエビデンス構築に向けて貢献
している。院内活動としては、週 1 回英文抄読会を行い、最新の情報の収集に努めている。さらに平成 18
度より日本腎臓学会の研修教育施設にも指定されている。

平成 24 年　入院患者
ネフローゼ症候群 42
IgA 腎症 13
膜性増殖性糸球体腎炎 1
巣状分節性糸球体硬化症 3
メサンジウム増殖性腎炎 1
微小変化型 1
アルポート症候群 2
Oligomeganephronia 1
急性糸球体腎炎 2 
ループス腎炎 8
紫斑病性腎炎 3
TTP/HUS 1
ネフロン癆 1
慢性腎不全 13
保存期腎不全 2
腎移植後 7
尿路感染症 3

腎血管性高血圧 5
Wegener 肉芽腫  1
その他 1
計 111 名
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10．精神神経科

【スタッフ（人事異動）】

常勤
関口典子
非常勤
長谷川弘子（神戸市こども家庭センター）
松川悦之　（松川診療所）

　スタッフの体制は昨年に引き続き、常勤 1 名、非常勤 2 名となっている。
関口が月曜日から金曜日まで毎日外来診療を行い、長谷川（月曜日）と松川（金曜日）が週 1 回外来を担当
している。

【活動内容】
1）診療活動は外来診療が主である。今年度は、4 月、5 月と患者数の制限を行わなくてはいけない状況が
あったが、下半期は新患枠を増大し、新患数は昨年と同じ水準を保っている。新患の予約待ちは 1 週間か
ら 1 か月以内である（院内紹介の急ぎの場合は随時対応している）。新患分布は、広汎性発達障害を中心
とする心理的発達の障害が昨年同様もっとも多いが、神経症性障害（不安障害、身体表現性障害など）が
増加傾向にあった。
2）入院患者に対するリエゾンは、虐待、遷延するせん妄、産後うつなど精神科医が必要とされている分
野は多い。また、今年度は小児がん拠点病院に高い評価で認定されており、緩和ケアの充実が必要である。
しかしながら、いまだ一人医長であり、病棟での診療は十分にできておらず、今後の課題である。
3）精神科領域での啓蒙、教育研修として、神戸大学発達科学部での講義、看護協会や保健所での講演を
行っている。
4）司法精神医学として、起訴前簡易精神鑑定を不定期ながら引き受けている。
5）今年度は精神神経学会において発表を行った。今後も学会での発表等を通して、学術的貢献も充実し
たものにしたいと考えている。
6）平成 25 年度兵庫県下で唯一となる児童精神科病棟が兵庫県立光風病院にて開設される予定であるが、
当院精神科との合同研究会、勉強会、診療応援を通して連携を密に行っており、今後当院における専攻医
等の研修にも有益な場の提供が可能と考えている。
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幼児前期 幼児後期 学童前期 学童後期 中学高校 18 歳以上 計

F0 F05
せん妄、アルコールおよ
び他の精神作用物質によ
らないもの

1 1

F06
脳損傷、脳機能不全およ
び身体疾患による他の精
神障害

1 1

F2 F23 急性一過性精神病性障害 1 1

F3 F32 うつ病エピソード 4 4

F34 持続性気分（感情）障害 1 2 2 5

F4 F40 恐怖症性不安障害 0

F41 他の不安障害 2 4 4 10

F42 強迫性障害 2 7 2 11

F43
重度ストレス反応 [ 重度
ストレスへの反応 ] およ
び適応障害

3 4 2 13 2 24

F44 解離性（転換性）障害 5 8 6 2 21

F45 身体表現性障害 4 6 8 18

F5 F50 摂食障害 1 2 3 1 7

F51 非器質性睡眠障害 1 1

F53
産褥に関連した軽症の精
神および行動の障害、他
に分類できないもの

1 1 2

F54
他に分類される障害ある
いは疾患に関連した心理
的および行動的要因

1 1

F6 F63 習慣および衝動の障害 1 1 2

F7 F70 軽度精神遅滞 [ 知的障害 ] 1 1 2 4

F71 中度 [ 中等度 ]
精神遅滞 [ 知的障害 ] 2 2

F8 F80 会話および言語の特異的
発達障害 4 3 7

F81 学力の特異的発達障害 1 1

F84 広汎性発達障害 4 14 11 6 5 40

F89 特定不能の精神遅滞 [ 知
的障害 ] 1 1

F9 F90 多動性障害 6 8 5 19

F93 小児期に特異的に発症す
る社会的機能の障害 1 1 2

F94
小児期および青年期に特
異的に発症する社会的機
能の障害

1 1

F95 チック障害 1 5 3 2 11

計 10 23 41 51 63 9 197

平成 24 年　新患分布
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11．小児外科

小児外科スタッフ    小児外科フェロー・専攻医
西島栄治（昭和 53 年卒）    　橘木由美子（平成 13 年卒～ 1 月）
横井暁子（平成 2 年卒）   　田村　亮（平成 16 年卒～ 3 月）
中尾　真（平成 3 年卒）   　馬場勝尚（平成 15 年卒～ 4 月）
尾藤祐子（平成 5 年卒）   　園田真理（平成 17 年卒）
荒井洋志（平成 7 年卒）   　谷本光隆（平成 17 年卒）
福澤宏明（平成 11 年卒 10 月～）  　洲尾昌伍（平成 19 年卒）
      　大片祐一 （平成 16 年卒 4 月～）
      　吉田拓哉 （平成 19 年卒 4 月～）
      　河原仁守 （平成 20 年卒 4 月～）

【診療活動】
　入院患者数 952 名（前年度 985 名）に対して 897 件、日帰り手術患者数 271 名（前年度 317 名）に対し
て 318 件の手術を行った。全手術件数 1170 件（前年度 1305 件）であった。うち新生児患者数 36 名（前年
度 79 名）に対して 40 件の手術を行った。鏡視下手術は 56 件（前年度 48 件）であった。
　手術待ち時間は入院手術で 1 ヶ月～ 2 ヶ月、日帰り手術で約 2~3 週間であった。

【教育活動】
　例年通り神戸大学と熊本大学の 5-6 年生を臨床実習生として受け入れた。本年は海外からの留学生の受け
入れはなかった。

【学会活動】
　日本小児外科学会、太平洋小児外科学会、アメリカ小児科学会、小児がん学会、日本内視鏡手術手技研究会、
日本小児呼吸器外科研究会等で発表した。発表論文は邦文 2 編､ 英文 2 編であった。

入院手術

部位 術式 件数
頭頸部 側頚瘻摘出術 3 

Sistrunk 8 
頚部腫瘤摘出術 3 

気道 喉頭前方切開 T-tube 留置 3 
喉頭形成術（肋軟骨グラフト） 1 
気管切開術 22 
気管切開孔閉鎖術 3 
気管切開孔形成術 3 
喉頭気管分離術 3 
大動脈つり上げ術 2 
腕頭動脈離断術 5 
スライド気管形成術 5 
気管形成術（切除端々吻合） 1 

肺 ブラ切除術 2 
胸腔鏡下ブラ切除術 3 

肺葉切除術 7 
胸壁 Nuss bar 挿入 4 
横隔膜 横隔膜ヘルニア修復術 1 
食道 食道閉鎖症

頸部食道瘻造設術 1 
食道延長術 3 
食道食道吻合術 3 
食道番バンディング胃瘻造設術 1 
気管食道瘻離断術 2 
気管食道異物摘出術 1 

食道重複症・嚢腫切除術 2 
食道アカラシア・腹腔鏡下 Hellar 手術 1 

胃 胃瘻造設術 16 
胃瘻閉鎖術 2 

胃瘻チューブ交換 1 
噴門形成術 3 
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日帰り手術

腹腔鏡下噴門形成術 7 
肥厚性幽門狭窄症手術 8 
幽門形成術 1 

十二指腸 十二指腸閉鎖・狭窄症手術 6 
小腸・大腸 腸回転異常症手術 4 

小腸閉鎖症手術 3 
腸重積観血的整復術 5 
イレウス解除術 12 
Meckel 憩室切除術 4 
Hirschsprung 病
腹腔鏡補助下 Swenson 手術 7 

Duhamel 手術 1 
経肛門 Soave 手術 1 

腸瘻造設 1 
胎便性腹膜炎・腸瘻 1 
特発性腸穿孔・腸瘻 1 
壊死性腸炎・腸瘻 2 
重複腸管手術 2 
虫垂切除術 18 

肝胆膵脾 総胆管拡張症手術 4 
肝右葉切除術 2 
胆嚢摘出術 2 
エコー下肝生検 2 
膵外傷・ドレナージ・胃膵嚢胞内瘻術 1 
腹腔鏡下脾 / 副脾摘出術 2 

直腸・肛門 鎖肛
PSARP 7
カットバック 3 
肛門形成術 1 
人工肛門造設術 7 
人工肛門閉鎖術 6 
H 型鎖肛瘻孔切除術 6 
直腸生検 16 

痔核・痔瘻根治術 3 
肛門形成術 3 
Gant- 三輪手術 1 
ポリープ切除術 3 

腹壁 臍帯ヘルニア根治術 2 
創閉鎖術 1 
鼠径ヘルニア・陰嚢水腫手術 109 
臍ヘルニア白線ヘルニア手術 7 

泌尿・生殖器 腎摘出術・腎腫瘍核出術 4 
付属器切除術・卵巣腫瘍核出術 2 
尿膜管遺残摘出術 3 
膀胱鏡検査 1 

腫瘍 生検 11 
切除術 17 

処置・検査 縦隔・胸腔ドレナージ 1 
胸腔鏡補助下胸膜剥皮術 3 
試験開胸・開腹術 1 
腹腔ドレナージ 6 
デブリドメント 2 
内溶液穿刺吸引 1 
ピシバニール注入 12 
摘便 4 
中心静脈カテーテル留置・抜去 177 
テンコフカテーテル挿入、抜去 8 
VP シャント留置術 1 
気管支鏡検査・処置 174 
上部消化管内視鏡検査・処置 77 
下部消化管内視鏡検査・処置 1 
食道ギャップ測定 2 
イレウス管挿入 1 
瘻孔造影 1 
計 897 

術式 件数

鼠径ヘルニア手術 218 

睾丸固定術 1 

臍ヘルニア 23 

陰唇癒合剥離術 14 

腫瘤切除 1 

経肛門的ポリープ切除 1 

人工肛門ポリープ切除 1 

肛門拡張術 2 

上部消化管内視鏡 4 

下部内視鏡検査 1 

臍ポリープ切除 2 

三輪ー Gant ｓ 2 

切開排膿デブリドメント 1 

直腸止血 1 

異所性唾液腺摘出術 1 

計 273 
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新生児手術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鏡視下手術
病名 術式 件数

先天性食道閉鎖症 一期的吻合術 2
食道バンディング・胃瘻造設術 1

肥厚性幽門狭窄症 幽門筋切開術 2
先天性十二指腸閉鎖症・狭窄症 ダイアモンド吻合術 4
先天性小腸閉鎖症 端々吻合術 2

術後癒着剥離術 1
胎便性腹膜炎 端々吻合術 2

腸瘻造設術 1
臍腸管遺残 腸切除術 1

Meckel 憩室切除術 3
腸回転異常症 Ladd 手術 3
壊死性腸炎 腸瘻造設術 1
特発性腸穿孔 腸瘻造設術 1

ドレナージ術 1
鎖肛 人工肛門造設術 3

肛門形成術 1
カットバック術 3

臍帯ヘルニア 閉鎖術 2
術後イレウス解除術 1

類白血病状態・DIC 中心静脈カテーテル留置術 1
臍動脈損傷 開腹止血・テンコフカテーテル留置術 1
DIC. アシドーシス テンコフカテーテル留置術 1
先天性声門下腔狭窄症 気管切開術 1
喉頭嚢胞 気管切開術 1

計 40

術式
Nuss bar 挿入 4
胸腔鏡下ブラ切除術 3
胸腔鏡下腫瘍生検 1
胸腔鏡下腫瘍摘出術 1
胸腔鏡下剥皮術 3
腹腔鏡下 Hellar 手術 1
腹腔鏡下噴門形成術・胃瘻造設術 8
腹腔鏡下傍十二指腸ヘルニア修復術 1
腹腔鏡下脾摘術 2
腹腔鏡下 Meckel 憩室切除術 1
腹腔鏡下虫垂切除術 17
腹腔鏡補助下 Swenson 手術 7
腹腔鏡補助下テンコフカテーテル留置術 2
腹腔鏡補助下水腫開窓術 1
腹腔鏡補助下鼠径ヘルニア手術 2
腹腔鏡下腹膜炎手術 1
腹腔鏡検査 1
計 56

気管支鏡検査・処置
術式

気管支鏡のみ 141
気切カニューレ交換 7
気管異物摘出術 3
KTP レーザーによる肉芽焼灼 8
T-tube 交換・留置 11
レティナ挿入 1
経鼻挿管チューブ入れ替え 3
計 174

消化管内視鏡検査・処置
件数

上部消化管内視鏡
検査のみ 28

食道バルーン拡張術 32
異物摘出術 1

EIS/EVL 12
ERCP 2

チューブ留置術 2
下部食道内視鏡 2

検査のみ 1
計 78
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2012 年度 研修医記録
吉田　拓哉

術式
症例数

執刀医 助手

＜気道・頚胸部＞

C 型食道閉鎖根治術 1

内視鏡下バルーン拡張術 1

食道重複症手術 1

気管切開 2 1

気管切開孔周囲膿瘍切開 1

気管支鏡検査 7 12

腕頭動脈離断 2

梨状窩瘻手術 1

左下葉切除術 1

腹腔鏡下ブラ切除術 1

胸膜剥皮術 1

胸壁腫瘍摘出術 2

胸壁外食道延長術 1

＜上腹部手術＞

幽門筋切開術 1 2

開腹噴門形成・胃瘻造設術 1

開腹噴門形成術 1

腹腔鏡下噴門形成術 1

先天性十二指腸狭窄 1 1

先天性小腸閉鎖　小腸切除術 1 1

＜肝・胆・膵＞

腹腔鏡下脾臓摘出術 1

開腹胆嚢摘出術 1

＜下腹部手術＞

腹腔鏡下虫垂切除 1

人工肛門造設 1

人工肛門閉鎖術 3

腹腔鏡補助下 Swenson 手術 1 1

直腸生検 3 1

PSARP 1 1

直腸脱手術 1

人工肛門縁ポリープ切除 1

H 型鎖肛手術 1

イレウス解除術 1 3

試験開腹術 1

腸瘻造設術 1

卵巣腫瘍核出術 1

＜ヘルニア＞

臍ヘルニア手術 4 1

ソケイヘルニア 48 1

＜その他＞

腫瘍生検（開腹 or 開胸） 2

腫瘍摘出（開腹 or 開胸） 1 2

IVH 挿入（Hickman） 12 1

IVH 抜去 8

CV ポート挿入 1

テンコフカテーテル挿入 1

陰唇癒合 1

臍ポリープ切除術 1

リンパ管腫硬化療法 2

合計 109 47
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河原　仁守

術式
症例数

執刀医 助手

＜気道・頚胸部＞ 1
C 型食道閉鎖根治術

気管形成術
喉頭気管分離

気管切開 4
気管支鏡検査 22
気道異物除去

ECMO カニュレーション
Sistrank 手術 2

側頚瘻
Nuss bar 挿入
Nuss bar 抜去
Ravitch 手術

腹腔鏡下ブラ切除術 1
胸膜剥皮術 1

皮下腫瘤摘出 1

＜上腹部手術＞
横隔膜ヘルニア根治術

幽門筋切開術 2 1
開腹噴門形成・胃瘻造設術 1

腹腔鏡下噴門形成術 1
胃瘻造設術 1 2

先天性十二指腸狭窄・膜切除 1
先天性小腸閉鎖　小腸切除術 1

Ladd 手術
胎便性腹膜炎

腸重積観血的整復術
上部消化管内視鏡
内視鏡下異物摘出 11

食道静脈瘤硬化療法 1

＜肝・胆・膵＞
エコー下肝生検

総胆管拡張症手術 1
開腹胆嚢摘出術
胆道閉鎖症手術

＜下腹部手術＞
回盲部切除術

開腹虫垂切除 1
腹腔鏡下虫垂切除 4

人工肛門造設 1
人工肛門閉鎖術

腹腔鏡補助下 Swenson 手術 1 1
直腸生検 3
PSARP 2

直腸脱手術
痔瘻 2

肛門形成術
肛門ポリープ

人工肛門縁ポリープ KTP 焼灼
下部消化管内視鏡

左腎摘出術
尿膜管遺残 1

＜ヘルニア＞
臍帯ヘルニア手術

腹壁破裂
臍ヘルニア手術 6
ソケイヘルニア 32 3

＜その他＞
腫瘍生検（開腹 or 開胸） 4
腫瘍摘出（開腹 or 開胸） 2
IVH 挿入（Hickman） 17

IVH 抜去 9
テンコフカテーテル挿入 1

舌小体形成術
リンパ節炎切開排膿

陰唇癒合 4
腹腔内ドレナージ 1

ピシバニール 1
イレウス解除 1

経肛門的狭窄解除（ネヅ） 1
腹腔鏡下大網切除 1

腕頭動脈離断 1
全身麻酔下摘便 1

合計 107 94
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12．心臓血管外科

【スタッフ紹介】
　部長（手術部長兼任）　大嶋　義博（昭和 57 年神戸大卒）、
　　　　神戸大学医学部臨床教授、心臓血管外科専門医、同　修練指導者
　医長　圓尾　　文子（平成 7 年神戸大卒） 心臓血管外科専門医
　医長　長谷川　智巳（平成 8 年京都府立医大卒） 心臓血管外科専門医
　医長　松久　　弘典 （平成 11 年神戸大卒） 心臓血管外科専門医
　医長　田中　亜紀子 （平成 14 年神戸大卒） 心臓血管外科専門医
　後期研修医　
　　　　野田　　伶　（平成 17 年神戸大卒） 日本外科学会専門医

【診療体制】
外来：月、水、金の午後 2 診　
手術：月～金。
　　　
　1 月から 3 月まで岩城　隆馬医師が研修、4 月から富山大学第一外科へ赴任。4 月に門脇　輔医長が新東
京病院へ転任。神戸大学より田中亜紀子医長が赴任。軽症例、重症例とも、全体の手術件数は前年度を上回
った。胎児診断症例の紹介が増加、それに伴って新生児症例が増加している。2012 年の体外循環を用いた
手術は 194 例（新生児 18 例）、体外循環非使用の心臓手術は 54 例（新生児 28 例）、その他 52 例で、在院
死亡 2 例（うち早期死亡 2 例）（0.8％）であった。体外循環の症例数は前年を上回り、手術成績も向上して
いる。毎朝の麻酔科との術前カンファレンス、ICU カンファレンス、毎週月曜朝の術前検討会、夕方の循環
器カンファレンス、金曜の術後検討会に加え、循環器科および複数科との Audit meeting も定例化した。また、
MRSA 感染対策のマニュアルを作成後、再評価を行い、見直しを検討している。
心臓外科関連のカンファレンスは表に示した。

【学会活動】
　英文、邦文論文が掲載あるいは投稿中で、胸部外科学会、心臓血管外科学会、小児循環器学会、その他、
多数の学会、研究会にて発表した。
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術式（疾患） 28日未満 ～ 1歳未満 1歳～ 17歳 18 歳以上 総数
症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡

PDA
CoA （simple） 2 0 0 2 0 0
       +VSD 2 0 0 2 0 0
       +DORV 1 0 0 1 0 0
       +AVSD
       +TGA
       +SV 1 0 0 1 0 0
       +others
IAA （sinmple） 1 0 0 1 0 0
       +VSD 2 0 0 2 0 0
       +DORV
       +Truncus
       +TGA
       +SV
       +others 1 0 0 3 0 0 4 0 0
Vascular ring 1 0 0
PS 3 0 0 1 0 0 4 0 0
PPA or critical PS 2 0 0 1 0 0 3 0 0
TAPVR 2 0 0 1 0 0 3 0 0
        asplenia
PAPVR ± ASD 1 0 0 5 0 0 6 0 0
ASD 1 0 0 18 0 0 1 0 0 20 0 0
Cor triatriatum 1 0 0 1 0 0
AVSD （partial） 1 0 0 1 0 0 2 0 0
AVSD （complete） 2 0 0 2 0 0
        +TF or DORV
        +others
VSD （Ⅰ） 5 0 0 5 0 0 10 0 0
VSD （Ⅱ or Ⅳ） 1 0 0 16 0 0 21 0 0 38 0 0
VSD（III） 1 0 0 1 0 0
VSD + PS 1 0 0 1 0 0
DCRV ± VSD 3 0 0 3 0 0
Aneurysm of sinus Valsalva
TF 1 0 0 5 0 0 3 0 0 9 0 0

（SP shunt）
PA + VSD　　（Rastelli） 2 0 0 4 0 0 6 0 0

（SP shunt） 3 0 0 3 0 0
（UF ± shunt） 2 0 0 2 0 0

DORV 1 0 0 3 0 0 2 0 0 6 0 0
TGA （simple） 2 0 0 1 0 0 3 0 0

+ VSD 2 0 0 1 0 0 3 0 0
+ VSD + PS

corrected TGA
Truncus arteriosus 1 0 0 2 1 1 3 1 1
SV　　　　　 （SP 

     （BDG） 3 0 0 3 0 0
     （Fontan） 9 0 0 9 0 0

TA （SP shunt）
     （BDG） 1 0 0 1 0 0

     （Fontan）
HLHS （Norwood） 2 0 0 2 0 0 4 0 0

     （BDG） 4 0 0 1 0 0 5 0 0
     （Fontan） 1 0 0 1 0 0

Aortic valve lesion　（形成） 2 0 0 1 0 0 3 0 0
    （弁置換） 1 0 0 4 0 0 5 0 0

    SAS
    supra AS
Mitral valve lesion （MR 形 2 0 0 2 0 0 4 0 0

　　　　（MR 弁置換） 1 0 0 1 0 0
        （MS 形成）

        （MS 弁置換）
Ebstein 1 0 0 1 0 0
Coronary disease 1 0 0 1 0 0
その他 1 0 0 1 0 0
再手術　　VSD 再閉鎖 1 0 0 1 0 0
　　　　　PS 解除 1 0 0 4 0 0 5 0 0
　　　　 RV-PA 導管再置換 3 0 0 3 0 0

　　　　　（PVR を伴う）
　　　　　その他 1 0 0 2 0 0 3 0 0

総数 18 0 0 82 1 1 93 0 0 1 0 0 194 1 1
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術式（疾患） 28日未満 ～ 1歳未満 1歳～ 17歳 18 歳以上 総数
症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡

PDA 14 0 0 4 0 0 1 0 0 19 0 0
CoA （simple）
       +VSD
       +DORV 1 0 0 1 0 0
       +AVSD
       +TGA 2 0 0 2 0 0
       +SV 1 0 0 1 0 0
       +others
IAA （sinmple）
       +VSD 1 0 0 1 0 0
       +DORV
       +Truncus
       +TGA
       +SV
       +others
Vascular ring 2 0 0 2 0 0
PS
PPA or critical PS 1 0 0 1 0 0
TAPVR
        asplenia
PAPVR ± ASD
ASD
Cor triatriatum
AVSD （partial）
AVSD （complete） 1 0 0 2 0 0 3 0 0
        +TF or DORV
        +others
VSD （Ⅰ）
VSD （Ⅱ or Ⅳ） 5 0 0 5 0 0
VSD（III）
VSD + PS
DCRV ± VSD
Aneurysm of sinus Valsalva
TF 3 0 0 3 0 0
PA + VSD 1 0 0 1 0 0
DORV 1 0 0 2 1 1 1 0 0 4 1 1
TGA （simple）
          + VSD 1 0 0 1 0 0
          + VSD + PS
corrected TGA 2 0 0 2 0 0
Truncus arteriosus 1 0 0 1 0 0
SV （SP shunt）
     （PAB）
TA （SP shunt）
     （BDG）
     （Fontan）
HLHS （bil.PAB） 3 0 0 1 0 0 4 0 0

         （SP shunt 追加）
Aortic valve lesion　（形成）

    （弁置換）
    SAS

    supra AS
Mitral valve lesion （MR 形成）

　　　　（MR 弁置換）
        （MS 形成）

        （MS 弁置換）
Ebstein

Coronary disease
その他

再手術   VSD 再閉鎖
　　　　PS 解除　　　

　　　　　RV-PA 導管再置換
　　　　　（PVR を伴う）

　　　　　　その他 2 0 0 1 0 0 3 0 0
総数 28 0 0 21 1 1 5 0 0 0 0 0 54 1 1

症例数 死亡 在院死亡
皮下膿瘍、デブリードメント 8 0 0
ペースメーカー植え込み 5 0 0
ペースメーカー電池交換 5 0 0
一時的ペーシング 2 0 0
心嚢ドレナージ 6 0 0
胸腔ドレナージ 1 0 0
横隔膜縫縮 5 0 0
ECMO 装着（ショック） 1 0 0
ECMO 装着（気管形成術等） 4 0 0

血腫除去 2 0 0
シャントクリップ調節・除去 3 0 0
気管腕頭動脈瘻 4 0 0
肺部分切除 1 0 0
リンパ瘻 1 0 0
大腿動脈仮性動脈瘤 1 0 0
胸骨ワイヤー抜去 1 0 0
大動脈 / 肺動脈吊上げ 2 0 0
総計 52 0 0
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13．脳神経外科

　2012 年度の脳神経外科スタッフは長嶋達也（部長）、河村淳史（部長）、山元一樹（医長）の指導医とロ
ーテンション医師である。2011 年 10 月 1 日―2012 年 3 月 31 日の間は坂田純一（医員）、2012 年 4 月 1 日
―9 月 31 日は河合恵美子（医員）、2012 年 10 月 1 日―2013 年 3 月 31 日は山本祐輔（医員）が脳神経外科
専門医研修の一環として着任した
　診療活動では兵庫県下のみならず他府県からの紹介例、セカンドオピニオン例が引き続き増加している。
複数科との連携によるチーム医療が当院の特色であり、脳神経外科・血液腫瘍内科・放射線科・臨床病理部
による集学的治療を必要とする脳腫瘍症例、脳神経外科・整形外科・泌尿器科による治療および管理が必要
な二分脊椎症例、脳神経外科・形成外科による外科的治療を要する頭蓋顔面奇形症例、脳神経外科・救急部・
脳神経内科をはじめ多数科の関与が必要な頭部外傷・多発外傷症例などを中心に積極的な治療に取り組んで
いる。手術前後に小児医療各方面と密な連携を保ちながら長期の追跡を行ない、成人した時点でのＱＯＬの
向上を目指して、神経奇形、頭部外傷、脳腫瘍を中心に国際的な水準を維持する手術成績を積み重ねていき
たい。
　脳神経外科手術ナビゲーションが順調に稼動し、困難な手術を支える施設面も充実した。24 時間 365 日、
あらゆる小児の脳神経外科手術に対応するという体制を今後も維持し続けたい。

件数
脳神経外科的手術の総数 142 

1 脳腫瘍 　
摘出術 23 
開頭生検術 0 
経蝶形骨銅手術 0 

2 脳血管障害 　
バイパス手術 11 
開頭血腫除去術 1 

3 外傷 　
急性硬膜外血腫 2 
急性硬膜下血腫 3 
減圧開頭術 0 
慢性硬膜下血腫 0 

4 奇形 　
頭蓋・脳 12 
脊髄・脊椎 14 

5 水頭症 　
脳室シャント術 32 
内視鏡手術 1 

6 脊髄・脊椎 　
腫瘍 19 
脊髄空洞症 7 

7 その他 17
日本脳神経外科学会の分類による
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専攻医　　　坂田純一
研修期間　　2011.10.1 ～ 2012.3.31
指導医　　　長嶋　達也、河村淳史、山元一樹

症例 執刀 第 1 助手 第 2 助手
脳腫瘍摘出術 6
経蝶形骨洞手術 1
動脈瘤・脳動静脈奇形ほか
開頭脳内血腫 0
バイパス手術 7
急性硬膜外血腫 0
急性硬膜下血腫 1
慢性硬膜下血腫・水腫 2
頭蓋・脳奇形 4
脊椎・脊髄奇形 8
水頭症脳室シャント 12
水頭症神経内視鏡手術 1
脊椎・脊髄腫瘍 4
脊髄空洞症 3
その他 12
計 0 61 0

専攻医　　　河合恵美子
研修期間　　2012.4.1 ～ 2012.9.31
指導医　　　長嶋　達也、河村淳史、山元一樹

症例 執刀 第 1 助手 第 2 助手
脳腫瘍摘出術 12
経蝶形骨洞手術 0
動脈瘤・脳動静脈奇形ほか 1
開頭脳内血腫 1
バイパス手術 4
急性硬膜外血腫 2
急性硬膜下血腫 3
慢性硬膜下血腫・水腫 0
頭蓋・脳奇形 7
脊椎・脊髄奇形 7
水頭症脳室シャント 7
水頭症神経内視鏡手術 0
脊椎・脊髄腫瘍 8
脊髄空洞症 1
その他 4
計 0 57 0

医員　　　　山本祐輔
研修期間　　2012.10.1 ～ 2013.3.31
指導医　　　長嶋　達也、河村淳史、山元一樹

症例 執刀 第 1 助手 第 2 助手
脳腫瘍摘出術 10
動脈瘤・脳動静脈奇形ほか 0
開頭脳内血腫 0
バイパス手術 3
急性硬膜外血腫 1
急性硬膜下血腫 0
慢性硬膜下血腫・水腫 0
頭蓋・脳奇形 2
脊椎・脊髄奇形 14
水頭症脳室シャント 9
神経内視鏡手術 1
脊椎・脊髄腫瘍 10
脊髄空洞症 2
その他 1 8
計 1 60 0
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14．形成外科

　形成外科スタッフは 4 月 1 日付で鄭聡柄医師が住友病院に転出、木矢孝一郎医師が岡山大学より転入した。
7 月 1 日付で清家志円医師が杏林大学に転出、谷口真貴医師が大阪大学より転入した。入院手術件数は長期
休暇期間の満床問題による手術件数の制限のため前年より大きく減少した。昨年度より導入された Q スイ
ッチルビーレーザーが近隣医療機関に認知されだし、レーザー治療件数は 286 件（前年度比 141％）と大幅
に増加しているが、そのため日帰り手術の待機期間が 3 ヶ月となっている。

年 間 の 患 者 数 及 び 手 術 件 数
2012 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日

形成外科新患者数 469 名

形成外科入院患者数 244 名（延べ人数ではない）

形成外科手術件数       
 入院手術 全身麻酔  228 件 （合計 228 
   腰麻・伝達麻酔  0 件  
   局所麻酔・その他 * 0 件  
 外来手術 全身麻酔  185 件 （合計 408 
   腰麻・伝達麻酔  0 件  
   局所麻酔・その他 * 223 件 * その他には無麻酔や分類不明を入れる 

手術内容区分

区　　分
件　　　　数

入		院		手		術 外		来		手		術
計

全身麻酔 腰麻・伝達麻酔 局所麻酔・その他 全身麻酔 腰麻・伝達麻酔 局所麻酔・その他
Ⅰ . 外傷 5 5 

熱傷・凍傷・化学損傷・電撃傷で全身管理を要する非手術例
熱傷・凍傷・化学損傷・電撃傷の手術例 1 1 
顔面軟部組織損傷 0 
顔面骨折 2 2 
頭部・頸部・体幹の外傷 0 
上肢の外傷 1 1 
下肢の外傷 1 1 
外傷後の組織欠損（2 次再建） 0 

Ⅱ . 先天異常 163 48 5 216 
唇裂・口蓋裂 79 5 1 85 
頭蓋・顎・顔面の先天異常 23 43 3 69 
頚部の先天異常 0 
四肢の先天異常 47 47 
体幹（その他）の先天異常 14 1 15 

Ⅲ . 腫瘍 45 60 11 116 
良性腫瘍（レーザー治療を除く） 45 60 11 116 
悪性腫瘍 0 
腫瘍の続発症 0 
腫瘍切除後の組織欠損（一次再建） 0 
腫瘍切除後の組織欠損（二次再建） 0 

Ⅳ . 瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド 12 12 
Ⅴ . 難治性潰瘍 2 2 

褥瘡 0 
その他の潰瘍 0 

Ⅵ . 炎症・変性疾患 1 1 
Ⅶ . 美容（手術） 0 
Ⅷ . その他 0 
Extra. レーザー治療 2 77 207 286 

良性腫瘍でのレーザー治療例 2 77 207 286 
美容処置でのレーザー治療例 0 

大分類計 228 0 0 185 0 223 636 
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15．整形外科

　2012 年度は蓑田医師に代わり黒岩医師が赴任した。また香川大学より飛梅医師が小児整形外科の研修の
ため赴任した。当科のように専門性の高い分野を扱う施設では、今後も同様な形で全国から motivation の高
い医師の研修施設としての役割を果たしていきたいと考えている。今年度の手術件数は 278 件とほぼ横ばい
であった。内訳は別表のとおりである。病院全体のベッド数が限界に近づいてきており手術枠があっても入
院できない場合があるので何らかの対応が必要であると考えられた。
手術

病名 術式 手術数

　 環 軸 椎 脱 臼（ 含 む 他 疾 患 ） ハロー装着 1
　 脊 椎 疾 患（ 側 弯 を 除 く ） 頸椎固定術など 2

体 幹 斜 頚 切腱術 3
　 側 弯 症 　 後 弯 症 矯正術、ロッド延長、病巣掻爬など 7
　 先天性股関節脱臼など（麻痺性除く） 大腿骨骨きり術など 2
　 　 SA（with or without OR and femoral osteotomy） 5
　 　 大腿骨骨きり術 1
　 骨 頭 す べ り ピンニング 10
　 麻 痺 性 股 関 節 脱 臼 な ど 大腿骨頭切除術 1
　 　 筋解離術（含む観血的整復術） 8

股 関 節 関 節 炎 円 板 状 半 月 板 な ど 鏡視下手術など 2
　 先 天 性 内 反 足 アキレス腱切腱（Ponseti） 32
　 　 腱移行術（TA を外側）with or without release 4
　 　 足根骨骨切り（含むエバンス、トリプル） 1
　 　 PMLR　PMR, PMR Evans 5
　 　 後方解離　ATL 5
　 　 PMLR PMR 1
　 麻 痺 性 変 形（ 症 候 性 ） Grice-Green 3
　 　 PMR 腱移行（with or without GG Evans） 8

　 　 　 変形矯正（創外固定含む） 1
　 　 腱移行単独 6

足 部 尖 足 後方解離術 ATL 3
　 脛 骨 列 形 成 不 全 足関節形成術 1
　 　 延長 , 矯正（イリザロフ（含む Taylor Frame）） 2
　 脚 長 差　 変 形 な ど 成長抑止術（含む 8 プレート） 7
　 屈 曲 拘 縮　 伸 展 拘 縮　 骨性架橋除去 18
　 足 根 骨 癒 合 症 癒合部切除 1
　 膝 蓋 骨 脱 臼 整復術 2
　 外 脛 骨 摘出 1

下 肢 そ の 他 下 肢 変 形 矯正、切断など 5
　 上 肢 短 縮 上肢骨延長術（上腕、前腕） 6
　 橈 尺 骨 癒 合 症 回旋骨切り術 1
　 裂 手 , 裂 足 形成術 6
　 絞 扼 輪 症 候 群 形成術 2
　 上 腕 骨 外 顆 骨 折 整復固定術 1
　 上 腕 骨 内 顆（ 内 上 顆 含 む ） 整復固定術 1
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　 上 腕 骨 顆 上 骨 折 整復固定術 3
　 そ の 他 上 肢 骨 折、 脱 臼 整復、固定 2
　 下 肢 骨 折 整復　固定 4
　 骨 折 後 偽 関 節 骨接合術など 1
　 骨 折 な ど 鋼線牽引 7
　 腱 断 裂 腱縫合 0
　 化 膿 性 関 節 炎 病巣掻爬、洗浄　穿刺 4

外 傷 腫 瘍　 骨 髄 炎 ,LCH, 病 態 不 明 生検術 2
　 腫 瘍 骨 6
　 　 軟部 5
　 多 ・ 合 指 （ 趾 ） 症 余剰指（趾）切除 13
　 　 指（趾）間形成 10
　 手 指（ 足 趾 含 む ） 変 形 矯正、骨切り術など 5
　 剛 直 母 指 腱鞘切開 14
　 その他 　 37

検査
部位 方法 検査数

　股関節 　アルトロ 22

　その他 　アルトロ 2
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16．眼科

本年の眼科医師の異動は以下の通り。1 月、広島大学眼科の沖本聡志医師が研修を目的に着任した。同医
師は手術をはじめ診療全般について精力的に取り組まれ、他の眼科研修医に対しても良い刺激になった様で
ある。予定の研修期間を 2 ヶ月延長、10 月末に広島大学に戻られたが、この間、学会発表、論文の作成も行い、
更に今年に入って当科での仕事関連の学会発表、論文（英文雑誌）の作成も行っている。沖本医師の異動後、
その補充として神戸大学から研修医の江本美佐医師が着任、12 月末に中野沙弥専攻医と交代した。

3 月末、平井宏二、下山剛の両専攻医がそれぞれ 2 年、6 ヶ月の研修を終えて異動、4 月より 1 年間の研修
医である大西健医師ならびに 6 ヶ月研修医の宇津永遠医師が着任、宇津医師は 9 月末に異動、その交代で山
崎悠佐専攻医が着任した。

本年も私以外の眼科スタッフは全員、非専門医であった。大学での研修を終えて間もない研修医達であり、
将来、専門医を取得する際の要件である論文の作成等もない者がほとんどであった。このため学会発表、原
著作成の指導を全員に対して行った。ここ数年、継続している事である。

ところで、本年、当科の斜視手術件数は 343 件であった。先日、斜視手術に関するアンケートが行われたが、
その集計を見て驚いた。手術件数が県立病院中トップ、大学病院を含めても 2 位という結果であった。現在、
眼科の予定手術は 6 ヶ月待ちであるが、そうではあっても、相対的に当院が手術環境に恵まれていることを
あらためて認識した次第である。

2012 年新患患者数

病名 新生児
乳　　児 幼　　児 学　　童

思春期 合　計
前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

屈 折 異 常 0 18 17 150 132 82 54 8 461
斜 視 及 び 疑 い 0 15 26 148 113 69 21 4 396
未 熟 眼 底 0 4 3 2 1 0 0 0 10
未 熟 児 網 膜 症 1 13 0 1 1 2 0 0 18
眼 瞼 疾 患 3 10 9 29 11 9 4 3 78
涙 器 疾 患 0 9 11 10 2 1 2 0 35
結 膜 疾 患 0 6 0 4 2 1 0 4 17
角膜・強膜疾患 1 3 2 10 2 2 1 0 21
ブ ド ウ 膜 疾 患 2 9 1 1 2 3 1 2 21
網膜症・硝子体疾患 1 10 7 7 8 2 5 4 44
水 晶 体 疾 患 2 12 2 15 9 0 2 0 42
眼 窩 疾 患 0 0 0 1 0 0 0 1 2
遺 伝 性 疾 患 0 0 0 0 2 0 0 0 2
視神経及び視路
の障害（眼振 等） 0 6 3 14 17 10 10 3 63

緑 内 障 0 1 3 5 5 6 6 2 28
外 傷 0 1 2 6 0 4 2 2 17
症 候 群 1 0 1 2 0 0 1 2 7
心因性視力障害 0 0 0 0 0 6 3 0 9
腫 瘍 1 5 4 9 1 1 3 1 25
そ の 他 1 5 5 9 4 5 3 1 33
合 計 13 127 96 423 312 203 118 37 1329
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2012 年特殊検査・訓練　患者数
プリズム・矯正検査・弱視訓練・その他の検査 221 名

T A C ・ P L 検 査 370 名

視 野 検 査 217 名（427 眼）

合 　 　 　 計 808 名

2012 年実習生受け入れ状況
学　　　校　　　名 人　数 期　間 実習場所

神戸総合医療専門学校 4 名 　5 月 1 日 ～ 5 月 31 日

外来及び手術室（見学）九州保健福祉大学視機能療法学科 1 名 　6 月 4 日 ～ 6 月 22 日

大阪総合医療専門学校（見学実習） 2 名 　3 月 5 日 ～ 3 月  9 日

（2）入院手術

新生児
乳児 幼児 学童

思春期 計
前期 後期 前期 後期 前期 後期

斜 視 0 2 1 47 86 87 71 49 343
内 反 症 0 0 0 3 10 17 4 0 34
眼 瞼 下 垂 0 0 0 0 0 0 0 0 0
眼 瞼・ 眼 窩 疾 患 0 1 2 12 2 3 0 1 21
結 膜 疾 患（ 腫 瘍 ） 0 0 0 0 1 0 0 1 2
角 膜 疾 患 0 0 0 0 0 0 0 0 0
網 膜 疾 患（ 腫 瘍 ） 0 1 1 4 0 0 0 1 7
硝 子 体 0 0 0 0 0 0 0 0 0
鼻涙管閉鎖及び異常 0 0 0 3 0 1 0 0 4
眼 瞼 形 成 0 0 0 0 0 0 0 0 0
緑 内 障 0 2 1 1 1 2 0 3 10
白 内 障 0 0 2 7 10 7 5 1 32
未 熟 児 網 膜 症 2 7 0 0 0 0 0 0 9
眼 球 振 盪 症 0 0 0 0 0 1 0 0 1
外傷・検査・その他 0 2 1 3 3 0 1 1 11
合 計 2 15 8 80 113 118 81 57 474
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17．耳鼻咽喉科

1．外来診療
　今年も常勤医師 1 名（大津）、兼任医師 1 名（火・金曜、阪本）は変わらず診療を行った。新患の内訳としては、
例年同様、滲出性中耳炎、反復性中耳炎、扁桃・アデノイド肥大、言葉の遅れの精査依頼などが多い。3 歳
児健診での言葉の遅れの精査依頼が増えた。診察室の耳鼻科診療ユニットは 1 台しかないため、1 診体制で
の診療であり、外来の診察患者数はほぼ限界に達している。言語療法については後述する。

2．手術・入院診療
　昨年から第 2 金曜日に 2 時間の手術枠が増え、当科入院手術症例は 105 例となり、他科入院中の併施症例
や日帰り手術を合わせると 318 例で、2 年連続 300 件を超えた。引き続き増加傾向にある地域の医療機関か
らの紹介による手術対象例に対応すべく、手術枠増に努力したい。年少児の重症睡眠時無呼吸症候群に対す
る扁桃摘出、アデノイド切除術は周術期の呼吸管理が重要であり術後数日間挿管管理を要することもあり、
麻酔科各医師とＨＣＵ看護スタッフの多大の協力に支えられている。今後も限られたスタッフであるが医療
安全に十分配慮しつつ手術治療に取り組みたい。

手術統計（併施を含む）：
入院手術

扁桃摘出術 86

アデノイド切除術 76

鼓膜チューブ挿入術 36

正中頚のう胞摘出術 2

後鼻孔ポリープ摘出 2

舌小帯形成 2

がま腫ピシバニール注入 2

顎下腺腫瘍摘出術 1

喉頭蓋のう胞開窓術 1

鼻涙管チューブ挿入 3

その他 3

合計患者数（他科入院 18 名含） 123

日帰り手術 件数

鼓膜チューブ挿入術 180

鼓膜肉芽切除術、鼓膜切開等 14

鼓膜穿孔閉鎖術 2

口唇粘液嚢胞摘出術 4

舌小帯形成術 4

舌良性腫瘍切除 1

合計症例数 195
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3．診療内容充実への取り組み、地域連携への取り組み
　補聴器外来では、従来からの高度難聴児だけではなく軽中等度難聴児に対する補聴器装用も増加傾向にあ
る。経済的な理由から装用できない児も多かったが、2013 年 4 月から兵庫県、神戸市において軽中等度難
聴児に対する補聴器補助事業が開始される見通しであり、今後装用児が増加することが期待される。
　睡眠時無呼吸に対する携帯式アプノモニター検査は 3 台と予備機 1 台で検査を行っている。検査待ちがか
なり解消し術後の評価にも使用できるようになってきた。生理検査室への業務移管を引き続き要望する。
　限られた医療資源の活用のため、かかりつけ耳鼻科医との連携を深めて「日常診療はかかりつけ医で、検
査・手術治療は当院で」という診療体制を推進してゆきたい。

4．言語聴覚療法について
　言語聴覚士（以下 ST）は常勤 2 名（うち 1 名は柏原病院との兼務）と非常勤 1 名と合わせた合計 2．5 名
体制で業務をおこなった。特記事項として、ST はこれまで耳鼻科と形成外科にそれぞれ所属し、業務を行
ってきたが 2012 年 4 月からは診療科の枠を取り払い、病院全体の ST として効率的運用を開始したことが
あげられる。そのため、ST が耳鼻科・形成外科の区別なくの患者の訓練を担当するようになった。また、
入院患者への摂食嚥下訓練も開始し、前年度に比べて入院患者への介入件数が大幅に増加した。主な業務の
内訳は、①聴力検査（耳鼻科外来）②補聴器外来（耳鼻科外来）③言語評価および訓練（耳鼻科および形成
外科外来、入院）④摂食嚥下訓練（入院）である。

①　聴力検査
　一般病院では行うことの難しい聴性行動反応聴力検査や条件詮索反応聴力検査、遊戯聴力検査などをケー
スに合わせて実施している。さまざまな検査の結果、補聴器適応となれば、補聴器外来での予約をとるよう
勧めている。
②　補聴器外来
　週一度実施している。新生児聴覚スクリーニング検査の普及により、早期からの補聴器装着ケースが増え
ているのにくわえ、これまで補聴器装用を勧めてこなかった軽度の難聴であっても学習面での困難さが指摘
されるようになり、補聴器適応となる患者は増加傾向にある。各人の予約時間を長めに設定し、慎重な評価、
親への心理面を含めたサポート、通園施設や聴覚特別支援学校など適切な機関への橋渡しがタイミングよく
行えるように心がけている。
③　言語評価・訓練
　【耳鼻科】「ことばの遅れ」や ｢発音の異常｣ を主訴に来院されるケースに対して評価を行い、保護者への
アドバイスを行っている。症状の多くは、全般的な発達遅滞によることばの遅れや器質的な異常を持たない
機能性構音障害である。近年は、発達に偏りのある広汎性発達障害と考えられるケースも増えている。マン
パワー不足によりこれらのケースを抱える余力がないため、特別な事情以外は各関連機関へ紹介させていた
だいている。
　【形成外科】唇顎口蓋裂児に対して週 2 日外来訓練日を設けている。1 回の訓練は 40 分であるが、単に訓
練だけでなく、保護者へのアドバイスや学校への連絡等、外部機関との連携も担っている。
　【入院】脳損傷後の高次脳機能障害や構音障害の評価および訓練、気管切開カニューレ使用中（または抜
管後）の発声・構音訓練、その他言語・コミュニケーションに遅れや困難さをもつ児に対してサイン言語導
入訓練や語彙力向上を目的にした訓練等を実施している。ST 介入することで、日常生活上の注意点や予後
の見通し、退院の方向性について、医師・看護師・家族らへ情報提供が少しはできるのではないかと考えて
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いる。
④　摂食嚥下訓練（入院のみ）
　摂食嚥下に関しては当院では ST が常勤で配置されて以降も全く関わってこなかった。ST としては何と
か病棟と一緒に患者サポートをおこなっていければと常々考えていたところ、看護師側からも嚥下介入を歓
迎する声が聞かれ、9 月に初介入した。以後、入院のみを対象に依頼に応じて訓練を実施している。小児の
嚥下訓練を行うにはまだ経験不足の面もあるが、関連職種と連携をとりながら嚥下チームの一員として取り
組み、さらに精進していくつもりである。その一つとして 12 月から、看護部の摂食嚥下部会（月 1 回開催）
に小松が出席させていただいている。

　今年度から課題であった入院患者への介入拡充もなされつつあり、ST としては一歩前進したと感じてい
る。外来業務もあるなかで、入院患者の依頼が増えている今、マンパワー不足は重大な問題である。引き続
き増員要求を行い言語聴覚療法充実を図りたい。

聴力検査・補聴器外来・その他検査実施件数（単位：件）
項目 小計 合計

遊戯聴力検査 2411

3100
標準純音聴力検査 613
標準語音聴力検査 37
気導純音聴力検査 39
補聴器適合検査 1 回目 32

355
補聴器適合検査 2 回目以降 323
高度難聴指導管理料 12 　
音声機能検査 0

1
発達及び知能検査　容易 1
発達及び知能検査　複雑 0
心理検査　極複雑 0

言語聴覚療法　実施件数および単位数
　 件数 単位

リハビリテーション料Ⅲ（形成） 391 791
リハビリテーション料Ⅲ（耳鼻） 313 690
摂食機能療法 6 6
　 710 1457

言語聴覚療法　来院患者人数および診療日数
聴力検査人数（人） 3100
補聴器外来人数（人） 367
言語聴覚療法（形成：人） 391
言語聴覚療法（耳鼻：人） 313
摂食機能療法（人） 6
延べ人数（人） 4178
実人数（人） 3991
言語新患数（人） 37
診療日数（日） 219

（参考までに 2011 年実施件数を併記した）
2012 年 2011 年

言語訓練（耳鼻科外来） 196件
（前年比120％） 162件

言語訓練（形成外科外来） 392件
（前年比109％） 359件

言語訓練（入院） 117件
（前年比198％） 59件

摂食嚥下訓練（入院） 6件 実施せず

言語聴覚士　業務内訳

摂食嚥下訓練（入院）

言語訓練（入院）

言語訓練（形成外科外来）

言語訓練（耳鼻科外来）

0 100 200 300 400 500

2011年

2012年
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2012 年耳鼻咽喉科新患統計（疾患は重複計上、疑い病名含む）・紹介元別内訳
症例数 院内 耳鼻科 小児科 産科 健診 聾学校 その他 なし

言 語 発 達 遅 滞 55 11 21 8 13 2
構 音 障 害 19 7 4 5 3
ダ ウ ン 症 9 3 4 2
耳 介 奇 形・ 小 耳 症 9 1 3 3 1 1
軟 骨 無 形 成 症 1 1
外 耳 道 閉 鎖・ 狭 窄 10 4 3 2 1
副 耳 1 1
先 天 性 耳 ろ う 孔 6 1 1 2 1 1
外 耳 道 異 物 2 2
耳 垢 栓 塞 8 5 1 1 1
急 性 中 耳 炎 11 7 4
反 復 性 中 耳 炎 8 4 4
滲 出 性 中 耳 炎 215 49 144 14 3 3 2
慢 性 中 耳 炎 9 9
真 珠 腫 性 中 耳 炎 2 1 1
癒 着 性 中 耳 炎 3 3
先 天 性 難 聴 161 42 53 27 23 11 3 2
ム ン プ ス 難 聴 2 2
心 因 性 難 聴 28 1 26 1
突 発 性 難 聴 6 3 2 1
高 音 障 害 型 難 聴 1 1
低 音 障 害 型 難 聴 2 2
難 聴 80 24 46 5 1 2 2
難 聴 （ 疑 ） 72 21 33 6 1 6 3 2
後 迷 路 性 難 聴 4 4

聾 2 2
内 耳 奇 形 3 1 1 1
中 耳 奇 形 1 1
側 頭 骨 骨 折・ 耳 小 骨 離 断 9 8 1
耳 鳴 2 2
め ま い 15 10 4 1
顔 面 神 経 麻 痺 7 1 1 5
慢 性 鼻・ 副 鼻 腔 炎 52 20 28 4
急 性 鼻・ 副 鼻 腔 炎 13 10 3
ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 58 12 34 8 2 1 1
鼻 出 血 3 2 1
鼻 腔 異 物 2 1 1
鼻 咽 腔 閉 鎖 不 全 2 1 1
後 鼻 孔 閉 鎖・ 狭 窄 3 2 1
後 鼻 孔 ポ リ ー プ 3 3
鼻 骨 骨 折 2 1 1
ア デ ノ イ ド 肥 大 143 21 95 22 1 3 1
扁 桃 肥 大 75 8 52 14 1
扁 桃 炎 7 2 3 2
睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 103 11 67 20 1 1 2 1
急 性 咽 頭 炎 3 2 1
咽 頭 外 傷 2 2
舌 腫 瘤 3 1 2
咽 頭 の う 胞 2 2
口 唇 粘 液 の う 胞 2 2
舌 小 帯 短 縮 症 7 2 1 2 2
唾 石 1 1
が ま 腫 1 1
耳 下 腺 炎 6 4 2
耳 下 腺 腫 瘍 3 2 1
咽 ・ 喉 頭 異 物 4 2 2
喉 頭 軟 化 症 40 32 3 5
反 回 神 経 麻 痺 38 35 3
声 帯 ポ リ ー プ 6 1 3 2
先 天 性 声 門 下 狭 窄 3 2 1
急 性 声 門 下 喉 頭 炎 4 4
嚥 下 障 害 2 2
正 中 頚 の う 胞・ 側 頚 の う 胞 7 3 2 2
頚 部 リ ン パ 節 炎 4 1 3
口 蓋 裂 5 3 1 1
顔 面 外 傷 10 7 1 2
化 療 前 感 染 症 チ ェ ッ ク 22 22
聴覚スクリーニング後精密検査 40 7 6 10 17
そ の 他 症 例 24 19 4 1
合 計 病 名 数 1,468 447 708 179 44 45 16 17 12
新 患 数（ 重 複 除 く ） 845
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18．泌尿器科

2012 年 3 月末に西村謙一、桑原元が退職し、4 月からは福田輝雄が着任した。2012 年度の泌尿器科は 4
人体制（杉多、中川、久松、福田）で診療を行った。入院手術・日帰り手術ともに感冒等によるキャンセル
が多く、例年より手術件数は減少した。それを反映して、手術待機期間は、入院手術が約 3 か月、日帰り手
術が約 4 か月となっている。

学術活動に関しては、国内学会は日本泌尿器科学会、日本小児外科学会、日本小児泌尿器科学会において、
国際学会はアジア太平洋小児泌尿器科学会において発表した。

次年度は鏡視下手術などの低侵襲手術を行い、術後の QOL や疼痛の軽減を考慮した診療を行う所存であ
る。（杉多記）

尿路系 計
VUR Cohen 37

Lich-Gregoir 10

デフラックス 27

巨大尿管、 膀胱尿管新吻合　尿管形成 4

完全重複腎盂尿管　尿管瘤 膀胱尿管新吻合 1

VUR、巨大尿管、水腎症術後 DJ カテーテル抜去 16

水腎症 腎盂形成術 10

後部尿道弁、尿道狭窄 内視尿道切開術 1

水腎症 逆行性腎盂尿管造影 1

異型性腎、腎血管性高血圧など 腎尿管切除 4

外尿道狭窄 外尿道口切開 3

急性腎炎疑い 腎生検 1

水腎症その他 腎瘻造設 1

鎖肛など 尿道カテーテル留置 2

異所開口尿管など 内視鏡（膀胱鏡、腟鏡） 3

尿道損傷、鎖肛など 膀胱鏡 9

重複腎盂尿管 下部尿管尿管吻合 2

神経因性膀胱 尿失禁防止 1

膀胱結石 切石術 2

重複尿道 尿道皮膚瘻 1

尿道ブジ - 1

皮膚瘻閉鎖 1

尿管瘤 尿管瘤開窓 1

計 139
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性器系 計
先天性副腎過形成 外陰部形成 2
総排泄腔遺残症 腟形成 1
閉塞性乾燥性亀頭炎 包皮環状切除 12
尿道下裂　 free graft 22

Koyanagi 6
陰茎形成 13
外尿道口形成 1
TIP 1
口腔粘膜二期的一期 3
口腔粘膜二期的二期 1
二期的尿道下裂手術一期 1
二期的尿道下裂手術二期 3

尿道上裂 尿道上裂形成術 1
そけいヘルニア ヘルニア手術 11

腹腔鏡下ヘルニア手術 3
陰嚢水腫 陰嚢水腫根治術 20
精索静脈瘤 顕微鏡下精巣静脈低位結紮術 5
停留精巣 精巣固定術 110
精巣捻転 精巣摘除 5

捻転整復 3
停留精巣／ vanishing 精巣摘除 3

腹腔鏡 1
停留精巣／腹腔内 腹腔鏡下精巣血管結紮（F-S1 期目） 2

腹腔鏡下精巣固定術（F-S2 期目） 2
精巣固定 2

埋没陰茎 包皮形成術（逆 Byars flap） 5
尿道下裂 瘻孔閉鎖術 5
遊走精巣 精巣固定術（transscrotal） 17
尿道下裂術後 外尿道口形成 1

外尿道口切開 1
膀胱鏡 1

陰茎縫線嚢腫 嚢腫切除 1
創部肉芽 肉芽切除 2
卵精巣性性分化疾患 卵巣成分切除 1
腟狭窄 腟形成 1
前置陰嚢 陰嚢形成 2
膣中隔 中隔切除 1
計 272

入院 254
日帰り 157
計 411
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19．小児歯科

診療内容として全身疾患を有する患児や心身障害児の齲蝕予防・治療を行うことが大きな柱となっている
ことに変化はない。特に院内の心疾患や血液疾患などを有する患児に対しては低年齢（乳前歯萌出時期）か
らの定期受診により歯科疾患予防を積極的に行っている。それに加え形成外科と共同で取り組んでいる唇顎
口蓋裂児のホッツ床、術前顎矯正治療の患児の成長により歯列矯正治療を受ける患者数が増加している。ま
た、本年度の診療報酬改定により、周術期における口腔管理が保険に組み込まれた背景より、歯科衛生士に
よる口腔ケア介入症例が倍増した。

人事面に変わりはなく、現在小児歯科は常勤歯科医師一名の体制をとっているが、一人医長体制では患者
数に限りがありまた引継ぎが困難で問題が生じやすいため、複数医師体制が望ましい。病院歯科としてさら
に診療機能の幅を拡げるためには口腔外科分野に秀でた歯科医師との 2 人体制が望まれる。

新患内訳（2012） 院内紹介
院外紹介

紹介なし 計
歯科 医科

小児歯科関連

口腔内検診希望 95 0 0 0 95

齲 蝕 26 36 2 0 64

乳 歯 晩 期 残 存 4 2 0 0 6

先 天 性 歯 3 0 3 0 6

そ の 他 2 0 3 0 5

矯正歯科関連
不 正 咬 合 16 3 0 1 20

術 前 顎 矯 正 14 0 1 0 15

口腔外科関連

外 傷 7 3 0 2 12

小 帯 異 常 1 3 2 0 6

埋伏歯・過剰歯 1 2 0 0 3

摂 食 嚥 下 障 害 17 0 3 0 20

そ の 他 11 1 1 0 13

計 197 50 15 3 265

全身麻酔下処置 歯科単独 他科合同 計

入 院 手 術 0 10（顎矯正5） 10

外 来 手 術 46 1 47

計 46 11 57
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20．麻酔科　

1．人事異動
　専攻医の異動としては、神戸大学は野村医師，廣瀬医師、巻野医師が大学に戻り、本田医師、中川医師を
迎えた。大阪医大からは岡医師が大学に戻った。香川大学からは宮本医師，ついで菅原医師を迎えた。大阪
市立大学から池田医師が大学に戻り、塚口医師を迎えた。公募の研修者として、市立豊中病院から末田医師、
西神戸医療センターから長井医師を迎えた。兵庫県立病院から徳川医師，山長医師を迎えた．
当院小児科から宇仁田医師，二野医師，島根大学麻酔科から片山医師を短期研修に迎えた。
　常勤医として，以前当院の専攻医として勤務歴のある上北医師，土居医師を迎えた．小児麻酔の経験のあ
る医師を迎えることができたことは非常に喜ばしいと考えている．
　2012 年 12 月の時点では香川、鈴木、高辻、大西、池島、野々村、鹿原、上北，土居，似内、古賀、末田，
長井，山長，本田，塚口，菅原，中川，宇仁田の 19 名が従事している。

2．活動状況と反省
　2012 年の総麻酔件数は 4636 件であり、前年（4870 件）に比べて減少した。
　症例の内容として新生児開心術，気管形成術，複数の合併症を持つ症例など，重症例が一定数あることは
例年と変わりなく，高い専門性とマンパワーを必要とする状態が続いている．
麻酔科診療の上では新しい麻酔関連薬剤，麻酔法，鎮痛法が普及してきており，当院でも段階的に取り入れ
ている．特に鎮痛の質の向上を目指して，整形外科や外科症例などに対して神経ブロックを行い，良好な印
象を得ている．輸液製剤，筋弛緩薬とその回復薬などもより簡便で有効性の高いものを取り入れてきた．一
方，新しい方法を取り入れることに伴って麻酔導入に時間がかかるなどの点もあり，十分な準備やトレーニ
ングが欠かせないと考えている．
　本年度は手術システムである ORSYS の更新にともなう仕様要求，当院のスタッフが中心となって執筆し
ている教科書の更新，新病院に向けての手術室設計要望など，普段はないプロジェクトが多かったが，日常
業務を含めてスタッフ一同協力して乗り切ることができた．
　入院手術、日帰り手術、検査の麻酔、病棟麻酔、術前麻酔科診察の各業務において、大きな事故もなく一
年を過ごせたことに安堵しており、看護部や外科系など各部署から様々な協力をいただいたことにこの場を
借りて感謝を申し上げたい。

3．展望
　「患者様に安全かつ快適に手術・麻酔を受けていただく」ことが麻酔科の理念である。これまで同様、麻
酔科医の教育や知識技術の向上、コミュニケーションの向上、麻酔業務の効率化、そして麻酔科医の確保に
より、安全・快適な麻酔を提供し続けたい。
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麻酔科　診療統計
総麻酔件数（麻酔科管理症例数）　2012.1.1 ～ 12.31

4636 件

手術室で行われた局所麻酔症例：227 件
手術室で行われた麻酔科管理症例＋局所麻酔症例：4012 件

入院区分および麻酔の場所による内訳
入院手術の麻酔（手術室 1 ～ 7 室） 2760

日帰り手術の麻酔（日帰り手術室） 1025

病棟での麻酔 502

放射線部門（アンギオ室、透視室）での麻酔 333

ＭＲＩ検査時の麻酔 16

計 4636

麻酔法による内訳
全身麻酔・吸入麻酔 4086

全身麻酔・静脈麻酔 168

全身麻酔・吸入麻酔＋硬膜外麻酔 149

全身麻酔・静脈麻酔＋硬膜外麻酔 16

脊椎麻酔（脊髄くも膜下麻酔） 213

硬膜外麻酔 1

硬膜外麻酔＋脊椎麻酔 1

その他 2

全身麻酔　小計 4419

合計 4636

年齢別内訳
1 ヶ月まで 113

12 ヶ月まで 693

5 歳まで 1980

18 歳まで 1575

65 歳まで 275

66 歳以上 0

計 4636
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21．新生児科

1．医師の異動
　　スタッフの岩谷　壮太、坂井　仁美、溝渕　雅巳、芳本　誠司、中尾　秀人は引き続き在任した。新たに、
神戸大学より和田　佳子、藤岡　一路の両医師が着任した。
両名とも当科での勤務経験の後にキヤリアーを重ねたのちの再任で、活躍が期待される。猪俣　慶医師は熊
本市民病院に転任した。田中　聡医師はフェローとして、在任した。4 月に岡山大学に帰局した河合　晴日
に続き、10 月に岡山大学より村上　優子が 6 ヶ月の研修予定で着任した。他に本年も多くの専攻医・後期
研修医の往来があり、新生児・小児医療の展開にあたらしい息吹を吹き込んでいただいた。専攻医に対する
教育・研修の工夫を重ね、着任する医師の要望にこたえていく努力も重要と認識している。周産期医療の従
事者を再生産していくことは、総合周産期母子医療センターの重大な使命であり、そのためにもスタッフの
確保は最重要案件となっている。

2．診療活動
　新生児病棟は変動はあるものの重症児、長期入院児が引き続き多く、業務は上限を超えつつあ
る。特に、当直業務の負担が多く、院外からの当直担当医をさらに活用する必要があるかもしれない。
Simple,Clear,Speedy を旨として医療の安全には充分留意して、看護部門も含め全員の意志疎通を計り、患児
の最善の利益が尊重できる診療行為の遂行に勤めている。ＮＩＣＵ・ＧＣＵの両看護長をはじめ、看護部門
の全面的な理解と協力は、診療の遂行の必要不可欠な要因である。入院患児の重症化を反映して、在宅患児
を対象とする外来業務も重症児の管理が増加するため、担当医の負担は増すばかりである。他の医療機関と
の連携、役割分担の相互理解も引き続き重要な案件である。本年も集学的治療を要する重症児の診療につい
ては、関連各科・関連病棟の御理解と御協力をいただき、厚く感謝するところである。地域医療連携部門と
の協力体制が確立し、長期入院児の在宅医療への移行も一段とスムーズになった。今後は、在宅の重症児に
対するサポートを、病院全体の機能の中で如何に円滑に対応できるかの課題の解決にも、展望を開きたい。

3．学会活動
　多忙な診療の傍ら、国内外に渡って主要な学会での活発な活動がなされている。
また、神戸大学との連携のもと臨床研究の体制の整備も進みつつある。
出来る限り、多くのスタッフが各学会に参加できるように県当局、病院の研修に対する支援を活用したい。
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2012 年新生児科統計
I．新生児病棟統計
1）月別入院数

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計
51 44 56 36 38 36 49 52 50 54 44 60 570

2）診療科別入院数
新 生 児 科 入 院 570 新 生 児 科 か ら の 転 科 57

循環器内科 42
一 般 外 科 9
脳神経外科 4
血液腫瘍科 1
代謝内分泌科 1

3）入院形態と紹介医療機関地域
神戸 阪神南 阪神北 東播磨 中播磨 西播磨 北播磨 淡路 丹波 但馬 県外

院外出生 188 125 7 0 42 1 0 4 2 0 0 7
一 次 搬 送 153 103 7 0 39 1 0 3 0 0 0 0

（14 日 以 上 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
二 次 搬 送 35 22 0 0 3 0 0 1 2 0 0 7

院内出生 382 209 11 0 81 13 2 15 15 2 3 31
緊 急 母 体 108 63 4 0 29 1 0 4 3 1 0 3
非 緊 急 母 体 272 144 7 0 52 12 2 11 12 1 3 28
院 内 出 生 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日齢 14 未満一次搬送 + 院内出生 535 312 18 0 120 14 2 18 15 2 3 31

II．新生児科統計
対象：新生児科入院（日齢 14 未満一次搬送入院及び院内出生症例，転科例を含む）
1）院内出生と院外出生 

出生体重 患者数 院内 率 帰院 産科 週数 患者数 院内 率 帰院 産科
500 ｇ 未満 4 4 100% 0 0 22，23 3 3 100% 0 0
500-749 ｇ 10 9 90% 0 0 24，25 14 13 93% 0 0
750-999 ｇ 15 15 100% 0 0 26，27 12 12 100% 0 0

1,000-1,499 ｇ 45 43 95.6% 0 0 28，29 16 16 100% 0 0
1,500-1,999 ｇ 86 74 86.0% 0 0 30，31 23 22 96% 0 0
2,000-2,499 ｇ 133 113 85.0% 2 32 32，33 49 45 92% 0 0
2,500 ｇ 以上 242 124 51.2% 10 55 34-36 157 134 85.4% 1 24

計 535 382 71.4% 12 87 37 以上 261 137 52.5% 11 63
計 535 382 71.4% 12 87

2）分娩方法・出生前ステロイド
出生体重 患者数 帝切 率 ANS 率 週数 患者数 帝切 率 ANS 率

500 ｇ 未満 4 3 75.0% 2 50% 22，23 3 0 0.0% 1 33%
500-749 ｇ 10 7 70.0% 6 60% 24，25 14 11 79% 6 43%
750-999 ｇ 15 12 80% 10 67% 26，27 12 10 83% 8 67%

1,000-1,499 ｇ 45 37 82.2% 21 47% 28，29 16 14 87.5% 10 63%
1,500-1,999 ｇ 86 67 77.9% 32 37% 30，31 23 21 91.3% 15 65%
2,000-2,499 ｇ 133 90 67.7% 10 8% 32，33 49 36 73.5% 28 57%
2,500 ｇ 以上 242 107 44.2% 7 3% 34-36 157 118 75.2% 19 12%

計 535 323 60.4% 88 16% 37 以上 261 113 43.3% 1 0%
計 535 323 60.4% 88 16%
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3）生存率，死亡率
出生体重 患者数 死亡数 生存率 週数 患者数 死亡数 生存率

500 ｇ 未満 4 2 50% 22，23 3 1 67%
500-749 ｇ 10 0 100% 24，25 14 1 93%
750-999 ｇ 15 0 100% 26，27 12 0 100%

1,000-1,499 ｇ 45 2 96% 28，29 16 0 100%
1,500-1,999 ｇ 86 0 100% 30，31 23 1 95.7%
2,000-2,499 ｇ 133 0 100% 32，33 49 1 98%
2,500 ｇ 以上 242 4 98% 34-36 157 2 98.7%

計 535 8 98.5% 37 以上 261 2 99.2%
計 535 8 98.5%

4）多胎割合（品胎 5 組）
出生体重 患者数 多胎 率 品胎 週数 患者数 多胎 率 品胎

500 ｇ 未満 4 0 0.0% 0 22，23 3 0 0.0% 0
500-749 ｇ 10 1 10.0% 0 24，25 14 0 0.0% 0
750-999 ｇ 15 3 20.0% 0 26，27 12 4 33.3% 0

1,000-1,499 ｇ 45 10 22.2% 1 28，29 16 4 25.0% 0
1,500-1,999 ｇ 86 32 37.2% 13 30，31 23 10 43.5% 6
2,000-2,499 ｇ 133 43 32.3% 0 32，33 49 16 32.7% 6
2,500 ｇ 以上 242 17 7.0% 0 34-36 157 57 36.3% 2

計 535 106 19.8% 14 37 以上 261 15 5.7% 0
計 535 106 19.8% 14

5）人工呼吸管理の割合
出生体重 患者数 MV 率 HFO CPAP 週数 患者数 MV 率 HFO CPAP

500 ｇ 未満 4 4 100% 4 2 22，23 3 3 100% 2 2
500-749 ｇ 10 10 100% 9 10 24，25 14 14 100% 12 13
750-999 ｇ 15 13 87% 5 15 26，27 12 12 100% 5 12

1,000-1,499 ｇ 45 26 57.8% 2 23 28，29 16 13 81% 1 16
1,500-1,999 ｇ 86 26 30.2% 0 28 30，31 23 18 78.3% 0 12
2,000-2,499 ｇ 133 11 8.3% 0 14 32，33 49 13 26.5% 0 13
2,500 ｇ 以上 242 36 14.9% 3 24 34-36 157 21 13.4% 2 25

計 535 126 23.6% 23 116 37 以上 261 32 12.3% 1 23
計 535 126 23.6% 23 116

6）特殊治療
PDA 閉鎖術 9例（+ 二次搬送 6 例） 生後ステロイド全身投与 38例
NO 吸入療法 14例 ステロイド吸入 0例
CHDF 2例 在宅酸素療法 11例

ROP レーザー 3例
7）新生児搬送出動回数　67回

入院 57 分娩立合い 0
転院 4 時間外搬送 22

8）双胎生存率，死亡率
出生体重 患者数 死亡数 生存率 週数 患者数 死亡数 生存率

500 ｇ 未満 0 0 22，23 0 0
500-749 ｇ 1 0 100% 24，25 0 0
750-999 ｇ 3 0 100% 26，27 4 0 100%

1,000-1,499 ｇ 9 0 100% 28，29 4 0 100%
1,500-1,999 ｇ 19 0 100% 30，31 4 0 100%
2,000-2,499 ｇ 43 0 100% 32，33 10 0 100%
2,500 ｇ 以上 17 0 100% 34-36 55 0 100%

計 92 0 100% 37 以上 15 0 100%
計 92 0 100%
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22．産　科

本年も大きなトラブルや事故もなく無事 1 年を終えることができ、産科スタッフ一同ならびに関連・関係
各位に感謝致します。

診療統計は次ページ以降の表をご覧下さい。限られた医療資源の中で高いパーフォーマンスを示すことが
できました。

また、学術活動では本誌の該当頁に掲載されておりますように多くの output を行いました。
12 月 15 日に兵庫県医師会館で「平成 24 年度兵庫県周産期医療研修会」が開催され、東京女子医科大学

母子総合医療センター教授の松田義雄先生に「脳性まひの今日的諸問題　～産科医療補償制度からの報告を
含め～」の特別講演をいただきました。また、「患者家族の心に寄り添う看護」を杉友ユリ助産師、「当科に
おける出生前診断の告知」を喜吉賢二医長が発表しました。

今年も神戸赤十字病院から藤田祐一（4 月）、松永卓明（6 月）、大保拓也（8 月）、井上　基（10 月）、坂
本明香（11 月）、秋泉春樹（2013 年 2 月）（敬称略）の 6 名が臨床研修医（2 年目）として各 1 ヶ月間当科
で研修を行いました。1 ヶ月という短い期間ですが、大学病院の BSL では経験できない貴重な研修ができた
と思います。

放射線科医師と胎児 MRI を撮影した症例の経過と MRI の読影、その後の経過を検討する「MRI カンファ
レンス」を月 1 回隔月で開催しております。読影報告書からだけでは伺えない MRI の読み方についてリア
ルに研修することができます。

また、管理に難渋した症例のふりかえりと今後の対応について検討する「症例検討会」を不定期ですが開
催しております。

当院は兵庫県の唯一の総合周産期母子医療センターですので、兵庫県の周産期医療の最後の砦として診療
レベルの維持・向上に努め、また、空床がある限り母体搬送入院を受け入れております。平成 24 年の病床
稼働率は 94.1％、緊急母体搬送の受け入れ率は 63％でした。胎児機能不全等の適応があれば手術決定から
15 分以内の児の娩出を目指す「超緊急帝王切開」を関連部門・スタッフの協力を得て行なっており、平成
24 年の超緊急帝王切開は 13 件でした。また、「近畿ブロック周産期医療広域連携」が行われており、こど
も病院は兵庫県の拠点病院として他府県からの母体搬送に対応しています。

病床稼働率が高くなれば、満床またはオーバーベッドの日が多くなるためベッドコントロールの困難な日
が増加し、結果として緊急母体搬送を受け入れることができません。また、外来紹介を受け即日入院が必要
と判断されても入院ベッドがないこともあります。当科はこども病院に併設された周産期母子医療センター
産科ですので、他科のベッドを借りることができません。従って、当科が満床となれば搬送依頼をお断りし、
他院を紹介せざるを得ないこともあります。そのため、病状が落ち着いた方や、紹介元で対応可能な妊娠週
数となれば、紹介元へ戻っていただいております。平成 24 年のバックトランスファー（紹介元へ戻れた方）
は 243 名でした（外来レベルで行われたものも含む）。また、当院には産科以外の成人を継続して診る常勤
の専門医がおりませんので、母体合併症に関しては神戸大学病院や神戸医療センター中央市民病院等をご紹
介しております。

当科も常にマンパワー不足であり、現在のスタッフの退職や病気・事故で長期休暇を取得すると、たちま
ち診療レベルや当直体制を維持することができなくなってしまいます。総合周産期母子医療センターは産科
医師 2 名の当直体制が必要です。現在第 1 当直は院内医師、第 2 当直は院外医師（神戸大、医師会）に応援
をいただいております。年末年始、5 月の連休、学会シーズン等では第 2 当直医の確保に困難があり、院外
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医師の第 2 当直が見つからなければ院内医師が行わざるを得ません（その分、院内医師の負担が増えます）。
実際、最近は休日の第 2 当直が月 1、2 回恒常的に見つからず院内医師で対応しています。また、症例が重
なった時の応援業務と第 2 当直医来院までの居残り・翌早朝帰院後の早出のためオンコールの医師を立てて
います。医師公募も常に行っておりますが、産科医師不足のため苦戦を強いられています。

2012 年人事
　2012 年のスタッフは、丸尾　猛病院長、船越　徹周産期医療センター次長、産科科長兼部長、佐本　崇部長、
喜吉賢二医長、高松祐幸医長、佐々木紘子医長、牧志　綾医長、西本昌司専攻医で始まりました。
　4 月 1 日医師公募に応じて角産婦人科医院から角　健司医長（H6 久留米大卒）、宮崎県立宮崎病院から岩
永巌医長（H15 徳島大卒）、名古屋記念病院から志水香保里専攻医（H20 滋賀医大卒）が入職。
　6 月 15 日佐々木医長が新須磨病院、西本専攻医が製鉄記念広畑病院へ異動。佐々木先生は 1 年間の産休・
育児休業から復帰後も診療ならびに学会活動に積極的に取り組み貢献してくれました。
　6 月 16 日県立淡路病院から上田智弘医長、神戸大学医学部附属病院から葉　宜慧専攻医が入職。
　6 月末に岩永医長が宮崎県立宮崎病院へ異動。
　8 月 1 日久保田陽子専攻医が神戸アドベンチスト病院から 6 ヶ月間限定で入職。
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1）平成24年（2012年）産科診療状況 2）紹介元施設所在地別入院件数
入院患者数 * 538 大分類 地区 件数 率 大分類 地区 件数 率

うち緊急母体搬送によるもの 127

阪神南

尼 崎 市 3 1%

中播磨

姫 路 市 44 8%

紹介元へ戻すまたは他院紹介 *** 301 西 宮 市 11 2% 神 崎 郡 0 0%

分娩母体数（22 週以降）** 337 芦 屋 市 2 0% 小 計 44 8%

正期産 131 小 計 16 3%

西播磨

相 生 市 0 0%

早産 206

阪神北

宝 塚 市 0 0% たつの市 0 0%

過期産児 0 三 田 市 0 0% 赤 穂 市 2 0%

多胎妊娠 51 川 西 市 0 0% 揖 保 郡 0 0%

うち双胎 46 伊 丹 市 0 0% 赤 穂 郡 0 0%

うち品胎 5 川 辺 郡 0 0% 佐 用 郡 0 0%

うち要胎 0 小 計 0 0% 宍 粟 市 0 0%

経腟分娩 112

神戸市

須 磨 区 82 15% 小 計 2 0%

うち鉗子・吸引分娩 18 中 央 区 48 9%

但馬

豊 岡 市 4 1%

うち骨盤位牽出術 1 西 区 66 12% 美 方 郡 0 0%

帝王切開術 225 垂 水 区 33 6% 養 父 市 0 0%

出産児数（22 週以降、死産含む）** 393 灘 区 11 2% 朝 来 市 0 0%

正期産児 138 東 灘 区 13 2% 小 計 4 1%

早産児 255 北 区 20 4%

丹波

篠 山 市 1 0%

過期産児 0 兵 庫 区 1 0% 丹 波 市 3 1%

低出生体重児（2500 ｇ未満） 268 長 田 区 8 1% 小 計 4 1%

巨大児（4000 ｇ以上） 0 小 計 282 52%

淡路

洲 本 市 10 2%

そ　の　他

東播磨

明 石 市 89 17% 淡 路 市 1 0%

22 週未満死産 7 加古川市 22 4% 南あわじ市 5 1%

子宮内胎児死亡（22 週以降） 9 高 砂 市 5 1% 小 計 16 3%

産後出血・ＤＩＣ 4 加 古 郡 0 0%

他府県

大 阪 府 9 2%

自己血貯血回数 29 小 計 116 22% 京 都 6 1%

*   入院患者数は 2012.1-12 入院したもの
**  分娩母体数、出産児数は 2012.1-12 に出
　 産したもの
*** 紹介元へ戻すまたは他院紹介は、 入院
　 せず外来レベルで行われたものも含む

北播磨

西 脇 市 6 1% 徳 島 4 1%
三 木 市 3 1% そ の 他 9 2%
小 野 市 16 3% 小 計 28 5%
加 西 市 1 0% 海外 0 0%
加 東 市 0 0% 院 内 紹 介 0 0%
多 可 郡 0 0% 不 明 0 0%

小 計 26 5% 計 538 100%

救急隊はその所属地域にカウントした
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3）入院時疾患名別（重複あり）
疾 患 名 件数 率
切 迫 早 産 238 16%
高 齢 妊 娠 184 12%
胎 児 形 態 異 常 123 8%
子宮内胎児発育不全 87 6%
前 期 破 水 80 5%
多 胎 71 5%
う ち 双 胎 65 4%
う ち 品 胎 6 0%
羊 水 検 査 71 5%
羊 水 過 多・ 過 少 63 4%

既往帝王切開 62 4%
胎児機能不全 52 3%

B 群 溶 連 菌 保 菌 者 41 3%
妊娠高血圧症候群 37 2%
胎 位 異 常 37 2%
絨毛膜羊膜炎・子宮内感染 31 2%
他 科 合 併 症 27 2%
糖尿病合併・妊娠糖尿病 25 2%
子 宮 筋 腫 合 併 18 1%
子 宮 内 胎 児 死 亡 13 1%
胎 児 水 腫 12 1%
甲 状 腺 疾 患 合 併 12 1%
胎 児 染 色 体 異 常 10 1%
前 置 胎 盤 10 1%
切 迫 流 産 10 1%
頸 管 無 力 症 9 1%
胎 盤 機 能 不 全 8 1%
胎 盤 早 期 剥 離 7 0%
そ の 他 感 染 7 0%
胎 児 不 整 脈 6 0%
心 疾 患 合 併 6 0%
自己免疫性疾患合併 3 0%
子 宮 奇 形 3 0%
ウ イ ル ス 性 肝 炎 1 0%
双胎間輸血症候群 0 0%
そ の 他 73 5%

計 1508 97%
入院母体 1 人あたり平均 2.6 件の疾患を有す。

4）入院時間帯
時間帯 件数 率

時間内 432 80%
平日日勤帯

時間外 106 20%
平日夜勤帯 59 11%
休日日勤帯 22 4%
休日夜勤帯 25 5%
計 538 100%

6）分娩時間帯（流産、死産含む）
時間帯 件数 率

時間内 219 64%
平日日勤帯

時間外 125 36%
平日夜勤帯 71 21%
休日日勤帯 18 5%
休日夜勤帯 36 10%
計 344 100%

9）出産時児体重（流産、死産含む）
児体重 件数 率 累積率

～ 499 ｇ 14 4% 4%
500 ～ 999 ｇ 26 7% 10%

1000 ～ 1499 ｇ 47 12% 22%
1500 ～ 1999 ｇ 75 19% 41%
2000 ～ 2499 ｇ 113 28% 69%
2500 ～ 2999 ｇ 88 22% 91%
3000 ～ 3499 ｇ 32 8% 99%
3500 ～ 3999 ｇ 5 1% 100%
4000 ～ 4499 ｇ 0 0% 100%

計 400 100%

5）入院時妊娠週数（母）
週数 件数 率 累積率

～ 21 週 99 18% 18%
22 ～ 24 週 54 10% 28%
25 ～ 28 週 71 13% 42%
29 ～ 32 週 101 19% 60%
33 ～ 36 週 119 22% 83%

37 週～ 90 17% 99%
不明 0 0% 99%
産後 4 1% 100%

非妊娠 0 0% 100%
計 538 100%

7）帝王切開時間帯
時間帯 件数 率

時間内
167 74%

平日日勤帯
時間外 58 26%

平日夜勤帯 32 14%
休日日勤帯 7 3%
休日夜勤帯 19 8%

計 225 100%

8）分娩時妊娠週数（流産、死産含む）
週数 件数 率 累積率

～ 21 週 7 2% 2%
22 ～ 24 週 9 3% 5%
25 ～ 28 週 24 7% 12%
29 ～ 32 週 50 15% 26%
33 ～ 36 週 122 35% 62%
37 ～ 41 週 132 38% 100%

42 週～ 0 0% 100%
不明 0 0% 100%
計 344 100%
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10）緊急母体搬送依頼電話受信状況 11）年次別搬送受け入れ不能状況
月 依頼件数 受け入れ不能件数受け入れ不能率 年 依頼件数 受け入れ不能件数 受け入れ不能率 備考
1 21 7 33% 平成 6 年 66 12 18% 10 月開設（22 床）
2 15 3 20% 平成 7 年 240 38 16% 阪神・淡路大震災
3 20 4 20% 平成 8 年 312 76 24%
4 11 2 18% 平成 9 年 340 111 33%
5 19 9 47% 平成 10 年 324 105 32%
6 11 5 45% 平成 11 年 326 55 17% フルオープン（32 床）
7 22 12 55% 平成 12 年 362 100 28% 総合周産期センターに指定
8 18 2 11% 平成 13 年 328 60 18%
9 19 3 16% 平成 14 年 394 110 28%
10 20 8 40% 平成 15 年 367 140 38%
11 22 9 41% 平成 16 年 298 126 42%
12 24 19 79% 平成 17 年 285 120 42% ＭＦＩＣＵ 6 床整備

不明 3 0 0% 平成 18 年 316 124 39% 空床情報ネットワーク整備
計 225 83 37% 平成 19 年 285 91 32%

依頼件数には、結果的に外来受診となったものも
含む

平成 20 年 259 65 25%
平成 21 年 279 88 32%
平成 22 年 276 85 31%
平成 23 年 256 96 38%
平成 24 年 225 83 37%

12）搬送依頼施設所在地別受信件数 13）搬送依頼元施設種類別
大分類 地区 件数 率 大分類 地区 件数 率 施設種類 件数 率

阪神南

尼崎市 4 2%
中播磨

姫路市 2 1% 総合周産期医療センター 0 0%
西宮市 12 5% 神埼郡 0 0% 地域周産期医療センター 16 7%
芦屋市 1 0% 小計 2 1% 一般病院 109 48%
小計 17 7%

西播磨

相生市 0 0% 診療所 87 39%

阪神北

宝塚市 1 0% 赤穂市 0 0% 助産院 1 0%
三田市 0 0% 宍粟市 0 0% 救急隊 11 5%
川西市 1 0% たつの市 0 0% 他 0 0%
伊丹市 1 0% 揖保郡 0 0% 不明 1 0%
川辺郡 0 0% 赤穂郡 0 0% 計 225 100%
小計 3 1% 佐用郡 0 0%

神戸市

須磨区 43 17% 小計 0 0%
中央区 20 8%

但馬

豊岡市 1 0%
西区 32 13% 養父市 0 0%
垂水区 10 4% 朝来市 0 0%
灘区 4 2% 美方郡 0 0%
東灘区 6 2% 小計 1 0%
北区 14 6%

丹波
篠山市 1 0%

兵庫区 0 0% 丹波市 1 0%
長田区 9 4% 小計 2 1%
小計 138 55%

淡路

洲本市 4 2%

東播磨

明石市 31 12% 南あわじ市 1 0%
加古川市 2 1% 淡路市 2 1%
高砂市 2 1% 小計 7 3%
加古郡 0 0%

他府県

大阪府 1 0%
小計 35 14% 京都府 4 2%

北播磨

西脇市 2 1% 広島県 1 0%
三木市 0 0% 他 0 0%
小野市 10 4% 小計 6 2%
加西市 1 0% 海外 0 0%
加東市 0 0% 院内紹介 0 0%
多可郡 0 0% 不明 1 0%
小計 13 5% 計 225 88%

救急隊はその所属地域にカウントした

14）搬送依頼電話受信時刻
勤務帯 件数 率

時間内 平日・日勤帯 112 50%

時間外
平日・夜勤帯 66 29%
休日・日勤帯 30 13%
休日・夜勤帯 17 8%

不明 0 0%
計 225 100%
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15）搬送電話依頼時理由 16）搬送電話依頼時妊娠週数
搬送理由 件数 率 妊娠週数 件数 率

切迫早産 118 52% 22 週以前 14 6%

前期破水 34 15% 22 ～ 24 週 39 17%

妊娠高血圧症候群 21 9% 25 ～ 28 週 38 17%

胎児機能不全 7 3% 29 ～ 32 週 55 24%

胎児形態異常 3 1% 33 ～ 36 週 49 22%

子宮内胎児発育遅延 3 1% 37 ～ 40 週 13 6%

胎児死亡 2 1% 41 週以降 2 1%

未受診 2 1% 分娩後 1 0%

胎盤早期剥離 2 1% 不明 14 6%

前置胎盤 1 0% 非妊娠 0 0%

出血多量 1 0% 計 225 100%

切迫流産 1 0%

既往帝切 0 0% 17）受け入れ可否返事所要時間
多胎 0 0% 所要時間 件数 累積率

他科合併症 0 0% ～ 1 分 147 65%

難産 0 0% ～ 3 分 21 75%

ショック 0 0% ～ 10 分 42 93%

子宮外妊娠 0 0% ～ 20 分 9 97%

その他 30 13% ～ 30 分 2 98%

不明 0 0% ～ 60 分 0 98%

計 225 100% ～ 120 分 0 98%

主たる理由で分類 ～ 180 分 1 99%

不明 3 100%

計 225 100%

18）受け入れ不能の理由
理由 件数 率

NICU 満床 2 2%

産科満床 47 57%

両方満床 1 1%

対象外 9 11%

その他 18 22%

不明 6 7%

計 83 100%
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23．放射線科

1．人事異動
　2012 年度は、3/31 に阿部洋子医師が退職し、スタッフが 3 → 2 となり忙しくなった。放射線治療担当で
副島俊典医師ががんセンターと兼務で週 1 回の診療にあたる。非常勤医師として藤本雄介医師に月曜、木曜
の週 2 日、西山章次医師に金曜午前に応援していただいている。
2．2012 年の動向
　常時 2 名ほどの小児科専攻医の研修希望があり読影室は賑やかになった。超音波検査が年々件数を伸ばし
ており、マンパワーの確保が望まれる。
3．放射線科の取り組み
　本年 6 月より、塚口病院に続いて加古川西市民病院に応援出張を始めた。どちらの病院も小児診療におい
て画像診断の重要性を認識し、診療の質が向上してきた。兵庫県内の小児診療に地域差が無いようにしたい。
全国的に小児の画像診断医が希少なため、小児科医に画像に慣れ親しんでもらうことが最初のステップであ
り、今後も若手小児科医の放射線研修を推進していく。
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放射線科読影件数（2012 年）
CT 2956 件

MRI 2110 件

RI 409 件

他院持込画像の読影
 276 件

超音波 4716 件

研修医・専攻医指導記録
専攻医：川崎英史（小児科）
研修科：放射線科
研修期間：2012.1.1. ～ 2012.3.31
指導医：赤坂好宣

読影件数
CT：23
MRI：3
RI：0
透視検査：1
超音波検査：310

専攻医：辻　真之介（小児科）
研修科：放射線科
研修期間：2012.4.1. ～ 2012.9.30
指導医：赤坂好宣

読影件数
CT：513
MRI：277
RI：0
透視検査：7
超音波検査：565

専攻医：水田麻雄（小児科）
研修科：放射線科
研修期間：2012.7.1. ～ 2012.12.31
指導医：赤坂好宣

読影件数
CT：402
MRI：324
RI：0
透視検査：1
超音波検査：527

研修医：稲熊洋祐（尼崎病院小児科）
研修科：放射線科
研修期間：2012.10.1. ～ 2012.12.31
指導医：赤坂好宣

読影件数
CT：149
MRI：69
RI：0
透視検査：1
超音波検査：220

透視 307 件

IVR 3 件
 エコー下肝生検 3
 

単純写真 105 件

放射線治療（照射） 36 件
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24．病理診断科

病理診断科では，胎盤病理・死産児の剖検などの周産期の病理診断，ヒルシュスプルング病や嚢胞性肺疾
患などの小児外科領域の病理診断，小児期の固形腫瘍の病理診断を主体として，小児期の病理診断全般を行
っている．小児固形腫瘍は国立成育医療センターを中心とする小児固形腫瘍観察研究に登録，参加して，中
央病理診断や分子生物学的診断を受けている．腎生検は通常のパラフィン切片標本の病理報告書作成は病理
診断科でおこなっているが，凍結検体を用いた蛍光免疫染色や電子顕微鏡の所見を加えた最終診断は腎臓内
科が行っている．病理診断科では，検体のマクロ検索からミクロ検索までを一連の業務として取り組み，一
例一例を大切に丁寧に診断することを心がけている．必要に応じて免疫染色や特殊染色，外部委託や小児固
形腫瘍観察研究による分子生物学的検索，他施設へのコンサルテーション依頼等を行い，客観的で再現性の
ある標準化に則った病理診断を目指している．臨床カンファレンスを通じて，診断名のみならず所見の詳細
を臨床に伝えることで診療に病理診断結果を活かしてもらえるように努めている．また病理診断は一時期の
病変部のみの検索であるが，診療過程の全体を把握して病理診断にフィードバックしたいと考えている。

2012 年の動向
　2012 年 11 月末に病理システムが導入された．導入前はマクロ画像や切り出し図や病理診断結果が個々
に保存されていたが，病理システム導入後は一括してデジタル管理が可能となった．また剖検結果も同様
の病理システムでデジタル管理可能となり，検索が可能となった．建て替え後の電子カルテ導入時には，
電子カルテと病理システムがつながり，電子カルテから病理結果（診断結果の文書及びマクロやミクロ画像）
を閲覧可能となる予定である．病理システムが今後の診療に貢献出来ることを期待している．
　2012 年度の CPC を 2012 年中に行うことが出来なかったが，2013 年 3 月 28 日に 2012 年度 CPC を開催
した。
　2012 年 1 月 14 日（土）大阪市立総合医療センター 3 階大会議室で開催された第 66 回関西小児病理研究
会の世話人を兵庫県立こども病院病理診断科が担当した．

2012 年の件数
組織診断件数　1004 件　（うち迅速有り 61 件，胎盤 340 件，腎生検 31 件，その他）
細胞診断件数　 189 件
剖検件数　　　　 8 件　（産科死産児 3 件，新生児科 2 件，心臓血管外科 2 件，救急集中治療科 1 件）

参加カンファレンス
院内：MM カンファレンス（2012 年 5 月 24 日（8：20 ～）
　　；臨床担当；心臓血管外科　圓尾文子先生
周産期カンファレンス（毎週月曜日 16:30 ～）
外科カンファレンス（毎週火曜日 8:00 ～）
腫瘍カンファレンス（毎週水曜日 17:30 ～）
院外：神戸大学病院病理部くすのき会（わからん会）（第 4 水曜日 19:30 ～）
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25．看護部

看護部理念
命を守り、育てることに努力し、安心と満足が得られる看護の提供に努めます。

看護部のスローガン
　「小児看護」→「笑児看護（しょうにかんご）」
　「みる・まもる・つなぐ・つたえる」で、こどもと家族の輝く笑顔を引き出そう！！

看護部方針
●こどもの権利を守り、患者・家族の思いを尊重した看護を提供します。
●看護の質の向上を目指し、安全と安心に繋がる看護を提供します。
●患者を中心としたチーム医療の調整役として、主体的に行動します。
●真の優しさと逞しさを備えた人間性を養い、自己研鑽に努めます。

看護の体制
●固定チームナーシング（継続受け持ち制）体制で、継続的かつ個別的な看護提供を行っています。
●患者様が治療や検査を理解し、確実に行えるように、プリパレーションやディストラクションを取り入

れた看護を実践しています。
●保育士と協働し、患者様の成長発達に応じた療育への支援を行っています。
●患者様に少しでも快適で豊かな入院生活を送っていただけるよう様々なボランティアの皆様と季節折々

の行事を実施しています。
●看護系大学との事例検討会や共同研究を推進し、看護の向上に向けて取り組んでいます。

看護部目標
★「共育・共働・共創」の 3 拍子
　　共に育ち、共に働き、共に創り出す
★看護師確保・定着対策（県立病院全体）
　　・実習生への関わり・・・学生が働きたいと思える病院作り
　　・教育担当看護師長の配置・・・採用前からの継続した関わり
★診療報酬の改訂を取り入れた組織運営
　　・チーム医療・在宅医療の推進
　　・地域連携（感染対策連携）
★ベットコントロール（こどもと親にとって「最後の砦」）
　患者を迎える、歓迎する気持ちで患者をうけいれる。看護師長間の調整、相互支援をしながら、お互いに
知恵を出し合い共創する組織となって、目の前の患者の入院を受け入れる

1．働きやすい職場作りと看護実践能力・看護の質の向上
　1）無資格者（看護事務補助・看護補助）との業務の役割分担と協働・連携
　　　・業務整理――委譲できる業務と看護の専門業務　
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・無資格者の育成と協働
　2）業務委譲により浮いた時間で、看護実践能力・看護の質の向上をはかる

2．看護のやりがい・おもしろさの探求とチーム医療の推進
　1）専門職チームとしての事例検討の推進
　　　・医師・保育師・薬剤師・栄養士・ＰＴ・放射線技師・検査部門
　2）部署間の連携と事例検討
・病棟―外来、病棟・外来―ＯＰ、病棟・外来―指導相談部等
　2）地域の看護職とのチーム作り
　　　
3．新病院（実設計）へ向けて基盤整備
　1）人も育て自分も育つ
　2）外へ目を向け、外部から学ぶ
　3）電子カルテを見据えた看護記録・看護基準・標準看護計画の見直しとクリニカルパスの推進

看護部の活動
看護部
　看護師の負担軽減のために、今年度より各病棟に事務クラークと看護補助者を導入し、それら無資格者と
役割分担、協働したことで業務整理ができ、ベッドサイドケアやカンファレンス等が充実し、看護の質の向
上や看護師のやりがい感の醸成が図れた。また、適切な倫理的配慮のもと看護研究が行われるよう発足した
看護部研究倫理委員会が本格稼動し、今年度は、23 件の研究倫理審査を行い、内 6 件は院外発表すること
ができた。
一般外科主体病棟
　安全確保目的に KYT をおこないヒヤリハットが減少した。チーム医療推進のため外科パスの修正・新規
作成を 6 実施。在宅 IVH のパンフレット修正と指導用の DVD を作成、気管カンファレンスシートの評価を
行った。
循環器Ａ病棟
　循環器 A 病棟では循環器、心臓血管外科と併せ血液腫瘍科の患児のケアを中心に実践しています。今年は
ナラティブの会を開催しスタッフ間で看護を共有し、更にリフレクションできるよう活動しました。
循環器Ｂ病棟
　入院中の先天性心疾患患者の家族看護のアセスメントシートを導入し、早期から家族に対して育児指導・
退院指導の計画立案、実践に取り組んだ。また、退院困難な患者に対し、他職種との退院支援合同カンファ
レンスを開催し退院へと導くことができた。外来通院を行なっている学童期・成人移行期への患者家族に対
し、セルフケア能力を高めるための循環器科患者教室を他部門と連携し年間 3 回実施をした。
混合Ａ病棟
　救急センターの後方支援病棟としての役割が果たすことができるよう、緊急入院と転入に対応できる病棟
の体制作りとスタッフ育成ができた。また脳腫瘍ターミナル患者の在宅支援を充実するために多職種カンフ
ァレンスの体制作りと運営を行うことができた。
混合Ｂ病棟
　混合病棟の強みを活かし、救急からの後方ベッドとしてベッドコントロールを行ってきた。また、脳腫瘍
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患者の入院が増加したが、ターミナル期を含めた看護に取り組み、チーム医療の中の看護の向上を目標に継
続していく。
血液主体病棟
　今年はこれまで通り移植前の前処置を担当し、治験薬の実施も積極的に実施した。また、幹細胞採取例も
増加し、病棟で移植を開始した。それぞれに必要な看護を見直し、統一して実践できるように取り組んだ。
ＩＣＵ
　従来の 4 チームから 3 チームに変更し、教育支援者を確保した。また、独自の ICU ラダーの見直しを行い、
一段一段階段を上り支え合う教育をめざして、朝のケアパッケージの内容変更、業務改善を図り看護実践能
力を向上させた。
ＨＣＵ・外科系一般病棟
　高度な呼吸管理を必要とする児を主な対象とし、特に気管軟化・狭窄は全国各地の病院から受け入れてい
る。またＢＣＲではＢＭＴ、ＰＢＳＣＴ、抗がん剤治療後の白血球減少時の児を対象とし重症感染症の合併
を予防している。
ＮＩＣＵ
　看護補助者・看護クラークの導入により業務整理を行い、時間と人の確保ができ看護の質の向上を図った。
ワーキンググループ活動を行うことで、看護のやりがいにつながり、産科・GCU との連携も図れた。
ＧＣＵ
　昨年度にひき続き、受け持ち看護師の役割を通し、患者・家族によりよい看護の提供に努めた。長期入院
患児や在宅医療を必要とする児も多く、地域連携室や外来と連携をとり、入院中から継続した育児支援に取
り組んだ。
産科
　妊娠・分娩・産褥・育児と継続看護の充実をはかった。外来中から継続看護師が関わり、スタッフで情報
の共有を図り、入院につなぐことができた。今後は、直接地域との連携をとるためのシステム作りに取り組
んでいく。
手術室
　他職種（麻酔科、各診療科）との合同カンファレンスが定着し安全で安楽な医療が提供できた。教育にお
いては、係活動の一部として教育に関わる体制とし、みんなで育成する土壌が出来つつある。看護補助者、
洗浄滅菌委託業者、事務クラークとの共同で業務整理と改善に至った。
外来
　安全・安楽を目標に、看護補助者の教育の実施と、ヒヤリハット事例の RCA 分析に取り組みを行っている。
在宅療養患者の支援のため病棟訪問を実施し連携強化を行っている。看護相談外来では、看護師が患者の療
養生活上の問題解決の支援を実施している。
小児救急センター
　「カンファレンス・事例検討活性化」「5 Ｓ環境整備」「重症初療シミュレーション」「看護過程（アセスメント）
力の向上」に重点的に取組んだ。医師と共に「災害時多数患者受入れ危機対策マニュアル」を整備した。
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こども病院看護部教育方針
　1. 高度専門的な母子看護の知識・技術をもち、エビデンスに基づいた看護実践ができる看護師の育成
　2. こどもの権利を守り、患者家族の思いを尊重できる看護師の育成
　3. チーム医療の調整役として行動できる看護師の育成
　4. 研究的視点で看護実践の改善がはかれる看護師の育成

こども病院看護部継続教育の位置づけ

院外教育
県立病院局研修

看護協会

教育機関
厚労省

看護協会

教育委員会
集合教育

各部署
実践教育

院内教育大学院

現任教育

継続教育

卒後教育
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28
名
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田

真
也
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庫
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大

）、
濱

田
師

長
、

教
育

委
員
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ダ

ー
Ⅱ

・
Ⅲ
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看
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る
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Ⅲ
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看護部委員会

委員会名 開催回数 目標と活動内容

看護師長補佐会 11 回

＜目的＞
各看護単位の円滑な運営と看護の質向上をはかる
＜目標＞
1．病院としての課題達成に向けて率先して実行できる
2．看護師として責任ある行動が自主的に取れるようにスタッフの育成

をおこなう
3．委員会での活動が各部署で周知できるように情報共有する
＜活動内容＞
1．1）委員会活動が各病棟で円滑に実践できるよう、情報共有と支援

をおこなう
　　2）固定チームナーシングの評価の推進と固定チームナーシング実

践ガイドの見直し
2．看護基準の検討、作成、全病棟での導入、査定の実施
3．1）倫理新聞の定期発行、補佐会での事例検討会の実施
　　2）プレパレーションガイドラインの修正、入院前絵本の評価
4．1）看護補助者業務手順の見直し
　　2）看護補助者導入後の現状調査と評価
　　3）看護補助者研修の企画、運営（2/25、28）
5．1）病院見学会の企画、運営（10 月、3 月）
　　2）PR の DVD 作成
　　3）ふれあい看護体験の企画、運営
　　4）ユニフォームの変更の提案、実施
6．看護実践報告会の企画、運営

看護部教育委員会 12 回

＜目的＞
看護職員のキャリア開発を支援するとともに、良質な看護を提供する
ための教育体系を整備、実践する
＜目標＞
1．年間計画に沿って、集合教育を実施し、看護のおもしろさ・やりが

い感を発見することができる研修を企画する
2．教育委員が元気で、各病棟の教育支援ができるとともに、委員とし

ての成長ができる
＜活動内容＞
1．院内集合研修の企画・運営・評価
2．OJT とリンクした継続性のある教育の検討と実施
3．看護師個々のキャリアに応じた支援の検討と実施

看護部教育担当者会 12 回

＜目的＞
新人看護師を支援する教育体制を整備し、実践する
＜目標＞
1．新人看護師が現場に順応し、各自のペースに合わせて目標を達成し

ていけるよう支援できる
2．教育担当者が、新人看護師やプリセプターへの指導・教育、研修企

画・運営、問題解決に関する知識やスキルを高め、成長できる
＜活動内容＞
1．新人看護師の院内集合研修の企画・運営・評価
2．OJT での継続性のある新人看護師教育の検討と実施
3．実施指導者・教育担当者の支援・育成
4．全スタッフで新人看護師を育成する風土づくり・体制整備
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臨床指導者会 隔月開催で
6 回

＜目的＞
1．臨床の指導者として、実習計画に添った病棟実習がスッタフの協力

のもと継続して実施できる
2．リクルートの一環であることを認識し実習に取り組む
＜目標＞
1．部署内で実習の目的、実習内容を共通認識し患者様の安全を優先し

た有効な実習が行える。
2．実習に関連した問題点の情報提供と共有を行い、解決に向けた取り

組みが出来る。
3．リクルートを視野に入れた実習生の受け入れを行う
＜活動内容＞
1．実習の予定を把握し、スタッフへ説明し病棟全体で実習に取り組ん

だ
2．実習経過表の使用を強化し評価を行い継続した指導に取り組んだ。

来年度に向けた実習経過表の見直しを課題とした
3．実習に関する問題点を指導者から募り、意見交換することで次の実

習に活かしていった。大学側の報告会で教員との意見交換を行い、
学生の傾向や問題点、学生との関わり方など学び共通認識が持て、
次年度に向けることができた

4．リクルートの一環であることを認識した実習に取り組み、学生カン
ファレンスへの参加を促し、学生の小児看護に関する意識を高め
ていった

業務・手順委員会 11 回

＜目的＞
看護業務を見直し、当院で必要な看護基準・手順を作成し、安全で安
楽な標準化したケアを提供する
＜目標＞
1．看護業務の見直しと科前作の検討
2．安全対策委員会感染対策委員会と連携を図り、看護基準・手順の作

成及び修正
＜活動内容＞
1．項目の手順見直しと手順監査
2．業務改善、ローカルルールの廃止
3．術後疼痛緩和ケア実施のための広報活動

感染対策委員会 11 回

＜目的＞
リンクナースとして各部署における感染防止対策の中心的役割を担い、
ICT と連携して感染防止対策を実践する
＜目標＞
1．感染対策に対するスタッフの知識・技術が向上する
2．流行性感染症、耐性菌などのアウトブレイクが発生しない
3．勉強会、研修会、学会参加などをとおして実践モデルとしての役割

がとれる
＜活動内容＞
1．2012 年改訂版感染対策マニュアルが浸透するよう各部署で取り組

んだ
2．吊り下げガウンの廃止決定に伴い、デイスポガウンの使用定着に向

けた意識向上のためのポスター作成、病棟ラウンドによる現状把
握を行い、正しい使用と着脱ができるように取り組んだ

3．輸液に関する院内手順の作成に向け、現状把握、調査を実施した
4．各種（感染症・血流・環境）サーベイランスの実践と評価を行った
5．ICT と密に連携し、問題発生時に早期対処した
6．病棟の感染対策に還元できるよう、ICT ラウンドに同行して自己の

学びを深めた
7．リンクナースとして必要な知識、技術を習得するためチェックリス

トによる自己評価を年 2 回実施し、リンクナース勉強会を委員会
内で年 4 回企画、運営するとともに院外研修会にも自主的に参加
した

8．日本環境感染学会でポスター発表した



ー 92 ー

Ⅲ　診療統計

ー 93 ー

安全対策委員会 11 回

＜目的＞
看護事故防止対策を検討し、全看護職員のリスク感性向上に向けて取
り組むことを目的とする
＜目標＞
1．病棟独自の手順を見直し、看護手順にそった与薬手順に統一できる
2．輸液管理を見直し、血管外漏出によるレベル 2 以上のヒヤリハット

の減少・早期対応ができる
3．ヒヤリハット事例の分析方法を理解し、再発防止に向けた取り組み

ができる
4．転倒・転落防止の看護計画が定着する
＜活動内容＞
1．各病棟の現状について調査し、内服・注射ワークシートの保管方法

の統一を図った
2．輸液固定テープを刺入部が観察できる透明フィルム材への変更を行

った
3．RCA 分析について研修会を開催し、手法の理解と定着に向け事例

分析を行った
4．兵庫医療大学の転倒・転落アセスメントシートの研究と連動させ、

計画の見直しを行った

看護記録委員会 11 回

< 目的 >
電子カルテを見据え、看護の可視化と質評価につながる看護記録が出
来る
＜目標＞
1．昨年作成された患者基礎情報用紙が各病棟で有効に活用され継続看

護に活かせることができる
2．院内で使用している看護用語の統一に向けて、看護用語集作成の基

盤ができる
3．記録の監査を行うことで、スタッフ全員が看護の見える記録が出来

るようになる
＜活動内容＞
1．アンケートを行い、患者基礎情報用紙の活用状況の把握と使用方法

の周知徹底を図った。
2．基礎情報用紙の記載要項の見直しを行った。
3．パス委員会と連携し、看護記録・看護計画で使用している用語や小

児特有の用語の抽出を行い、定義付けを行った。
4．業務委員会と連携し、今年度業務委員会で見直される看護手順の項

目について、「記録する」の内容を明確にした。
5．記録の記載要項と同じ視点で監査することが出来るよう、機械的監

査ツールの見直しを行った。
6．上記機械的監査ツールを用いて、7 月にスタッフ全員を対象に監査

を行った。
7．質的監査は 8 月と 12 月の 2 回行い、2 回を通じて全員が監査でき

るようにした。
8．機械的・質的監査結果を受けて、各病棟単位で対策を立てた。
9．補佐会と連携し、看護基準の導入に向けて、看護記録用紙の変更を

行った。
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クリニカルパス委員会 11 回

＜目的＞
院内クリニカルパス胃陰と連携し、クリニカルパスを推進することを
目的とする
＜目標＞
1．広報を行い、クリニカルパス推進を行う。
2．バリアンスデータを継続的に取得し、クリニカルパス改訂にに向け

た分析を行う。
3．電子化に向け、フォーマットの統一と用語標準化を推進する。
4．クリニカルパス運用上の問題点を洗い出し解決する。
＜活動内容＞
1．バリアンスシートの集計ファイルの統一と入力の利便性を向上させた。
2．統計データから、バリアンス分析を行い改定箇所の提案を行った。
3．統計結果を院内クリニカルパス委員会に提示、パス大会で報告した。
4．フォーマットの統一実施。用語の標準化シミュレーション実施した。
5．記録委員会と連携し用語標準化推進活動を行った。
6．運用上の問題、クリニカルパスと現状の治療との違いの解消を行った。
7．パスニュースを発行し、広報活動を行った。

看護部地域連携委員会 11 回

＜目的＞
在宅療養支援に関する院内外の現状を知り、地域連携推進に取り組む
＜目標＞
1．地域と医療機関との交流を深め、連携を強化し受け入れ体制が整う
2．在宅への移行がスムーズに行え、家族生活を送る子どもたちの訪問

看護に必要な医療的ケアが学べる
3．在宅で生活する子どもたちの実際を知り、家族や児に対して入院中

から在宅に向けての指導や助言ができる知識が持てる
4．在宅療養支援のシステムや社会資源などについて知識を高め地域連

携の推進を図る
5．こども病院の在宅支援システムを具体化し、他職種との退院支援の

チーム作りの基盤を作る
＜活動内容＞
1．訪問看護実地研修 1 回、訪問看護ステーション対象者研修 3 回を開

催した
2．在宅療養指導マニュアルの見直し修正した
3．指導計画書、パンフレットの見直しを行った
4．事例検討会を 7 事例した
5．こども病院在宅療養支援システム図を入院から退院までを検討し修

正した

専門・認定看護師会 11 回

＜目的＞
医療・看護の質向上に向け、専門看護師・認定看護師が連携して問題
解決への取り組みや支援を行う
＜目標＞
１．各専門・認定看護師の活動を共有し連携をはかる
２．各専門分野もしくは共通している問題について、ともに検討し解

決につなげる
３．専門・認定看護師が協働して教育活動を行う
４．専門・認定看護師の支援体制を整える
＜活動内容＞
１．各自の年間計画、月間・難関活動報告の共有
２．活動の中で発見した問題提起と検討、互いの支援
３．専門・認定看護師が協働する勉強会の企画・運営
４．活動に関する看護部との調整・交渉
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研究倫理委員会 8 回

＜目的＞
看護研究が、研究倫理に関する宣言や倫理指針の趣旨に沿った倫理的
配慮のもとに行われているかを審査する
＜目標＞
1．看護研究の計画や実施において、スタッフが適切な倫理的配慮を行

えるよう支援する
2．スタッフが、看護に関して科学的方法を用いて探求し、新しい知見

を得るために、適切な指導と支援を行う
＜活動内容＞
1．看護研究の倫理審査
2．看護研究の計画・実施プロセスにおけるスタッフの支援

ＷＯＣケア部会 11 回

＜目的＞
WOC における専門知識を習得し、ケアの質向上を図る
＜目標＞
1．委員自身の WOC ケア知識と技術の向上
2．スタッフの WOC ケア知識と技術の向上
3．院内の WOC ケアの質の向上
＜活動内容＞
1．委員の WOC ケア習得チェックリストの定期チェック（5 月・9 月・

1 月）
2．事例検討
3．WOC ケアの小勉強会の開催
4．新人研修での WOC ケア勉強会の開催（褥瘡ケアとストーマケア）
5．委員の各部署での取り組みを委員会で報告
6．グループ活動
・啓蒙新聞　年 3 回の発行とアンケートの実施
・褥瘡対策　褥瘡ハイリスクケア患者ケア加算の広報紙の発行、褥瘡

対策用 7．紙記載の監査の実施
・気管切開関連褥瘡対策　現状調査の実施
・失禁ケアマニュアル作成

呼吸障害ケア部会 11 回

＜目的＞
１．看護師の専門的な実践能力を向上し患者の QOL を高める
２．個別の看護師が有する専門的な知識・技術を看護師（チーム）に

還元できる
３．スタッフに必要とされる領域の看護を自主的に学習し、責任ある

実践ができるように看護師を動機づける
＜目標＞
１．呼吸ケアの実践と教育において、現場に即した支援を行なう
２．安全で確実な呼吸ケア実践を支援する
３．呼吸ケアの実践や教育に役立つ資料を充実する
＜活動内容＞
１．呼吸ケア関連のヒアリハット対策
２．事例検討、関連情報の共有
３．学会・研修報告
４．院内ＭＥ、PT との連携
５．勉強会の企画・開催：５回開催（平均参加者数 =50.4 人）
テーマ：①呼吸器基礎、②在宅酸素療法、③肺理学療法基礎、
　　　　④呼吸器の仕組み、⑤気管切開患者のケア
６．「在宅呼吸器パンフレット」の見直し、修正
７．「待機中呼吸器」の看護手順修正
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摂食障害ケア部会 11 回

＜目的＞
1．摂食に関する最新の知識を学び、共有する
2．事例検討を行い、質の高い看護を提供する
＜目標＞
1．症例検討を通じて患者に適切なケアを提供する
2．各症例を通じて摂食ケアの考え方について学ぶことができる
3．各自目標を掲げ、病棟への還元方法を考え、実行することができる
＜活動内容＞
1．毎月部署から症例をあげ、検討し摂食ケアの考え方を学び、部署へ

還元した
2．今年度より会にＳＴが参加し、助言や指導を受け、知識や技術の向

上へつなげた
3．摂食ケアに必要な知識習得のために委員長、メンバーから講義を受

けた
4．栄養課から摂食に関連する講義を受けた「調製粉乳、濃厚流動食品、

とろみ剤など」
5．「摂食ケア介入必要性」のシート作成、「摂食ケア各期の標準看護計

画」を作成した
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26．薬　剤　部

1　薬剤部員異動
（平成 24 年 4 月 1 日付）
【転出者】 主査 汐谷　恵 県立尼崎病院 （平成 24 年 4 月 1 日付）
 職員 井上　量代 県立姫路循環器病センター （平成 24 年 4 月 1 日付）

【退職者】 次長 藤本　潤子  （平成 24 年 3 月 31 日付）
【転入者】 次長 塩田　恵 県立加古川医療センター （平成 24 年 4 月 1 日付）
 職員 廣瀬　晃子 県立塚口病院 （平成 24 年 4 月 1 日付）
 職員 永井　浩章 新規採用者　　

2　平成 24 年活動報告
　　本年の主な取り組み概要を下記に記す。
　（1） 薬剤部内での医薬品に係わるミス軽減への取組

昨年度導入した計数調剤鑑査システムの有効活用や薬剤業務が適正に実施されているかを確認する
実践検証のさらなる強化を図り、部員全員で調剤過誤防止に取り組んでいる。

　（2） 治験への取組
治験審査委員会事務局として新規治験 3 件を含む 9 件の治験に携わった。さらに、本年はＳＭＯの

協力により、より充実した治験業務が展開できた。
　（3） 薬学生の長期実務実習への取組

長期実務実習の受け入れも 3 年目となり、円滑な対応が行えた。実務実習モデル・コアカリキュラム
に沿って、当院での実施スケジュール等を作成し、2 名の学生を受入れた。

　（4） 部員の育成
薬剤部の活性化と個々の部員のモチベーションを高めるため、学会等での発表や専門・認定薬剤師等

への取組を支援した。その結果、学会発表（4 演台）、さらに雑誌投稿（4 報）等スキルアップを図った。
  （5） 新病院構想への対応

こども病院建替整備に向けて、薬剤部員の意見や他施設視察結果等を基に機能面、設備面等を検討し、
基本実施設計業務に携わった。

3　来年の展望と予定
昨年度に引き続き、チーム医療の促進という観点から病棟薬剤師業務等を含め、今後新たな業務等につ

いて検討していきたい。
また新病院建替整備においても、より充実したシステムや設備等を部員の意見等を踏まえ提案していき

たい。
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（1）　調剤件数

区　 分
処方箋

枚　数
合　　　　計 内　　用　　薬 外　　用　　薬

処方数 調剤数 延調剤数 処方数 調剤数 延調剤数 処方数 調剤数 延調剤数
入　 院 37,930 66,939 74,642 345,473 52,435 60,138 312,730 14,504 14,504 32,743 
外　 来 7,244 16,433 47,346 312,590 12,645 43,558 290,183 3,788 3,788 22,407 

計 45,174 83,372 121,988 658,063 65,080 103,696 602,913 18,292 18,292 55,150 

一日平均 182.2 336.2 491.9 2,653.5 262.4 418.1 2,431.1 73.8 73.8 222.4 

（2）　注射薬取扱件数

区　分
注　　射　　薬

処方箋枚数 延本数
入　院 105,977 596,214 
外　来 6,855 9,755 

計 112,832 605,969 
一日平均 455.0 2,443.4 

（3）　薬剤管理指導料　　件数
診療科 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計
産　科 103 98 105 80 75 123 112 129 114 112 104 109 1,264 

心外・循内 22 29 36 26 22 27 21 25 23 20 12 14 267 
血　内 55 56 65 65 68 74 70 70 57 70 57 50 757 
腎　内 6 23 17 8 11 10 6 10 6 14 14 8 133
眼　科 26 31 31 22 39 28 31 35 33 33 33 23 365

計 202 237 254 201 215 262 240 269 233 249 220 204 2,786 

（4）　退院指導料　　件数
診療科 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計
産　科 28 28 18 8 12 32 13 38 31 20 11 14 253 

心外・循内 0 6 8 5 3 10 5 10 5 6 2 3 63 
血　内 1 0 1 1 1 1 1 1 0 2 3 2 14 
腎　内 0 3 1 0 2 1 0 0 0 2 0 1 10
眼　科 20 26 26 21 27 29 23 33 30 29 24 26 314

計 49 63 54 35 45 73 42 82 66 59 40 46 654 

（5）　薬剤情報提供料　　件数
診療科 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計
全　科 447 436 505 430 452 415 453 455 386 419 446 458 5,302

（6）無菌製剤調製業務
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計

抗がん剤 143 147 178 165 167 185 180 161 143 144 128 98 1,839
高カロリー 147 153 158 122 117 112 128 117 124 142 108 80 1,508

計 290 300 336 287 284 297 308 278 267 286 236 178 3,347
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（7）　薬物の血中濃度測定
メソトレキセート 総検体数

23 年 92 92

平
成
23
年
の
月
別
内
訳

1 月 9 9
2 月 13 13
3 月 12 12
4 月 6 6
5 月 3 3
6 月 5 5
7 月 8 8
8 月 13 13
9 月 4 4
10 月 2 2
11 月 7 7
12 月 10 10

（8） 院内ＤＩ業務
①　電子メールによる情報提供

送　信　日 件　　　　　名

2 0 1 2 . 1 . 6 医薬品・医療機器等安全性情報 No.286

2 0 1 2 . 2 . 2 医薬品・医療機器等安全性情報 No.287

2 0 1 2 . 2 . 9 レバチオ錠 20mg の海外安全情報について

2 0 1 2 . 3 . 5 医薬品・医療機器等安全性情報 No.288

2 0 1 2 . 4 . 4 医薬品・医療機器等安全性情報 No.289

2 0 1 2 . 5 . 9 医薬品・医療機器等安全性情報 No.290

2 0 1 2 . 7 . 9 医薬品・医療機器等安全性情報 No.291

2012.8 .23 医薬品・医療機器等安全性情報 No.292

2 0 1 2 . 9 . 5 医薬品・医療機器等安全性情報 No.293

2012.10 .4 医薬品・医療機器等安全性情報 No.294

2012.11.12 医薬品・医療機器等安全性情報 No.295

2011.12.11 医薬品・医療機器等安全性情報 No.296

②　主な問い合わせ内容

問　い　合　わ　せ　内　容

・	 注射薬配合変化について

・	 注射薬溶解後の安定性について

・	 注射薬のフィルター透過性について

・	 食品と薬剤の相互作用について

・	 内服薬の飲み易い飲み方について

・	 冷所保存医薬品の常温での安定性について

・	 抗がん剤の適切な投与法について

・	 医薬品の副作用について

・	 血液製剤の投与法について

・	 小児薬用量について

・	 錠剤の粉砕可否について
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（9）　院内製剤

①　内用液剤
製　剤　名 製剤量（単位 /mL）

内服用ルゴール液 240

②　軟　　膏
製　剤　名 製剤量（単位 /g）

バリアー 215,000
10%テストステロン軟膏 1,400
0.4%エストラジオール軟膏 2,400

④　予製剤
製　剤　名 製剤量（単位 /g） 製　剤　名 製剤量（単位 /g）

（錠→散） インデラル散（× 100） 3,000
ニュートライド（× 10） 375 ワーファリン（× 500） 13,500
コートリル散（× 20） 900 ポラキス散（× 100） 1,200
イムラン散（× 10） 50 ドルナー散（× 50000） 12,000
デカドロン散（× 1000） 600 ロンゲス散（× 100） 2,400
グリチロン散 840

③　外用液剤
製　剤　名 製剤量（単位 /mL）

アセモトール 12,000
1/2 カプトドロップ 1,600
0.5%アトロピン点眼 100
25%グリセリン液 15,500
耳垢水 200
1%ヒスタミン二塩酸塩溶液 20
20%硝酸銀 20
30%硝酸銀 70
40%硝酸銀 35
10%ピオクタニン青液 220
1%ピオクタニン青液 40
0.2%ピオクタニン青液 200
30%アルコール 210
50%アルコール 210
ツェンテール液 10
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27．検査・放射線部（検査）

1. 人事異動
【退職者】
 検査業務専門員 三村仁志 平成 24 年 3 月 31 日付
 主査 長浜郁代 平成 24 年 3 月 31 日付

【転出者】
 主任検査技師 戸田圭三 平成 24 年 4 月 1 日付　県立淡路病院へ

【転入者】
 主任検査技師 千田園子 平成 24 年 4 月 1 日付　県立西宮病院から
 課長補佐 瀧本良実 平成 24 年 4 月 1 日付　県立がんセンターから

2. 平成 24 年活動報告
本年の主な取り組み概要を以下に示す

（1）院内感染対策
・感染管理加算Ⅰの取得
・感染対策委員会事務局として、本委員会を定期開催（年 12 回）
・院内の細菌分離状況および耐性菌検出状況を定期的に調査・報告
・厚生労働省・神戸市の定期感染症サーベイランス資料を作成・報告
・細菌検査結果のＷｅｂ検索開始（12 月から）

（2）安全な輸血医療
・輸血管理料Ⅱの取得
・輸血療法委員会事務局として、本委員会を定期開催（年 7 回）
・輸血用血液製剤の分割業務開始（5 月から）
・血小板保存システム機器の新規購入
・輸血用血液製剤オーダリングシステムの導入

（3）検査委員会活動（診療支援、患者サービスの向上）
・臨床検査機器（臨床化学、免疫検査測定機器）の更新
・時間外項目や迅速検査項目の追加
・臨床検査システム（検体検査システム、病理検査システム、細菌検査Ｗｅｂシステム、輸血用血液製

剤のオーダリングシステム等）の更新・新規導入

（4）医療事故防止の強化
・医療安全目標の作成と推進
　目標：患者確認の徹底
　生理検査部門：フルネーム及び生年月日の確認を徹底する
　検体検査部門：尿検体（尿コップ、尿スピッツ）のフルネーム確認を徹底する
・始業前の朝会で、日当直帯検査実施状況の報告を行い、ヒヤリ・ハット情報の共有化に努める
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・病理検査室のヒヤリ・ハット防止のためカセットプリンターとスライドプリンターを新規購入
・血液検査室のヒヤリ・ハット防止のためスライドプリンターを新規購入

（5）資質向上と教育
・検査部内勉強会の充実（本年は 14 回）
・検査技術科学専攻学生臨地実習の受け入れと指導
　　神戸常盤大学保健科学部　　　　　　　（3 年次臨地実習　　：　2 名）
　　神戸常盤大学保健科学部　　　　　　　（2 年次病院見学　　：　5 名）
　　神戸大学医学部　　　　　　　　　　　（1 年次初期体験実習：　7 名）
　　神戸大学医学部保健学科検査技術科　　（4 年次臨地実習　　：　2 名）

（6）新病院への対応
・職員の意見や他施設視察結果等をもとに機能面、設備面等を検討し、基本設計とする

（7）その他
・病理検査ホルマリン対策の実施
　①特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任の認定取得者の配置（2 名）
　②病理検査室と剖検室のホルマリン濃度測定（年 2 回）
　③ホルマリン、キシレンを使用する職員に対する検診（年 2 回）
　④マクロ撮影装置用ホルマリン排気装置の新規購入

3. 平成 25 年の課題
小児がん拠点病院に対応する臨床検査部門の充実
・輸血用血液製剤の効率的利用、赤血球製剤廃棄率の低減化推進
・感染対策に関する情報の院内周知強化　　
・こども病院建替基本計画にそった高度専門医療や救急・災害時に 24 時間 365 日対応できることを考

慮した基本設計の推進
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（1）　平成 24 年臨床検査実施状況
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

一　　般 10,134 10,037 11,691 9,890 10,029 10,010 11,458 12,720 9,013 9,817 9,777 9,976 124,552
血　　液 20,330 20,608 22,324 20,990 21,416 21,712 22,715 23,807 18,791 23,228 20,925 20,815 257,661
細　　菌 2,621 2,531 2,812 2,584 2,653 2,707 2,671 2,689 2,322 2,956 2,805 2,752 32,103
血　　清 5,040 5,226 5,552 5,224 5,411 5,326 6,214 6,190 4,905 5,561 5,293 4,912 64,854
生 化 学 40,826 41,219 44,534 42,213 44,293 44,315 46,657 50,223 39,245 46,794 43,213 42,872 526,404
病　　理 187 238 335 206 291 282 308 306 202 182 146 295 2,978
生　　理 1,173 1,173 1,564 1,278 1,263 1,262 1,261 1,699 1,340 1,192 1,184 1,550 15,939

内分泌 ・ ウイルス 2,912 2,982 3,397 3,242 3,094 3,279 3,355 3,736 3,225 3,323 3,295 2,928 38,768
職員検診 151 106 114 35 37 3,341 66 66 59 66 51 70 4,162

合計 83,374 84,120 92,323 85,662 88,487 92,234 94,705 101,436 79,102 93,119 86,689 86,170 1,067,421

（2）　平成 24 年時間外（日、当直）検査実施状況
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年度累計

項目数 2,355 2,006 2,093 2,096 2,210 2,032 2,318 2,091 1,992 2,586 2,377 2,270 26,426
対前年比 91.4% 103.1% 115.1% 114.9% 107.8% 106.9% 108.2% 107.6% 89.6% 112.0% 109.5% 90.8% 109.5%
患者数 924 799 820 838 915 789 900 819 809 1,052 916 894 10,475

対前年比 90.5% 107.2% 112.9% 107.3% 102.3% 98.6% 100.7% 106.2% 84.4% 115.0% 105.9% 89.3% 101.0%

（3）　平成 24 年血液製剤使用状況
製剤 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

RCC

購入数 単位数 211 202 227 227 284 229 191 215 180 213 202 158 2,539
使用量 単位数 185 195 226 227 284 221 175 211 178 201 196 154 2,453
廃棄量 単位数 26 7 1 0 0 8 16 4 2 12 6 4 86
廃棄率 ％ 12.3 3.5 0.4 0.0 0.0 3.5 8.4 1.9 1.1 5.6 3.0 2.5 3.4

FFP

購入数 単位数 142 167 166 121 186 122 99 117 107 219 200 115 1,761
使用量 単位数 140 167 162 119 186 120 93 117 105 217 200 115 1,741
廃棄量 単位数 2 0 4 2 0 2 6 0 2 2 0 0 20
廃棄率 ％ 1.4 0.0 2.4 1.7 0.0 1.6 6.1 0.0 1.9 0.9 0.0 0.0 1.1

PC

購入数 単位数 1,145 1,000 1,440 1,135 1,230 1,020 1,050 1,055 1,110 1,135 975 840 13,135
使用量 単位数 1,130 1,000 1,435 1,135 1,230 1,020 1,050 1,045 1,110 1,135 975 830 13,095
廃棄量 単位数 15 0 5 0 0 0 0 10 0 0 0 10 40
廃棄率 ％ 1.3 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 1.2 0.3
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材料別検査件数 病棟別検査件数
材料 依頼件数 病棟 依頼件数

材料 依頼件数 一般外科病棟 4B  307 
喀痰  633 循環器 A 病棟 5A  276 
気管洗浄液  1,244 循環器 B 病棟 5B  291 
咽頭粘液  1,207 混合病棟 6A  113 
鼻腔粘液  1,294 混合病棟 6B  117 
その他（呼吸器系）  164 血液病棟 7F  1,405 
口腔、気道又は呼吸器からの検体合計  4,542 救急病棟  1,070 
尿 ･ カテーテル尿  1,061 産科病棟  1,648 
膣分泌物  975 ICU  1,197 
悪露  230 HCU  460 
子宮腔内  225 NICU  2,644 
その他（泌尿器系）  164 GCU  1,319 
泌尿器又は生殖器からの検体合計  2,655 総合診療科  5 
便  412 アレルギー科  6 
ＧＢＳ増菌  459 脳神経内科  7 
その他（消化器系）  72 循環器科  26 
消化管からの検体合計  943 腎臓内科  23 
血液  1,919 新生児科  48 
髄液  137 血液・腫瘍科  41 
胸 ･ 腹水  57 小児外科  34 
その他（穿刺液）  46 形成外科  1 
血液又は穿刺液検体合計  2,159 整形外科  8 
ＩＶＨ先端  440 泌尿器科  46 
ドレーンチューブ  260 耳鼻咽喉科  33 
膿（開放 ･ 非開放）  182 産科外来  655 
Ａライン先端  72 心臓血管外科  4 
耳漏  24 救急集中治療科  304 
皮膚  266 眼科  3 
眼脂  59 代謝内分泌科  1 
その他  294 脳神経外科  6 
その他の部位からの検体合計  1,597 
トリコモナス  22 
培養合計  11,918 

感受性試験 1 種類  1,707 
感受性試験 2 種類  444 
感受性試験 3 種類  119 

その他の検査  137 
ウイルス迅速検査  1,206 
ＭＲＳＡ検査  7,237 
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分離菌内訳
菌種 菌名 総件数 感受性報告件数

グ
ラ
ム
陽
性
菌

ブ
ド
ウ
球
菌

S.aureus 704 655
S.aureus（MRSA） 777 716
S.epidermidis 37 37
S.epidermidis（MRSE） 378 378
その他の CNS 1,873 147
Micrococcus sp. 5 5

連
鎖
球
菌

S.agalactiae 209 206
S.pneumoniae 72 71
Group G Strep 19 18
Group A Strep 48 46
S.mitis 4 4
その他の Viridans strep 1,252 58
その他の Streptococcus 43 7

腸
球
菌

E.faecalis 188 188
E.faecium 44 44
その他の腸球菌 507 23

そ
の
他

Bacillas sp. 24 7
Corynebacterium sp. 357 6
Lactobacillus sp. 1,004 0
嫌気性菌 4 0

グ
ラ
ム
陰
性
菌

腸
内
細
菌

K.pneumoniae 276 276
E.coli 188 186
E.cloacae 174 174
E.aerogenes 15 15
S.marcescens 167 167
K.oxytoca 86 86
P.mirabilis 7 7
C.freundii 2 2
M.morganii 15 15
その他の腸内細菌 41 21

ブ
ド
ウ
糖

非
発
酵
菌

P.aeruginosa 571 524
A.baumann/haem 84 84
B.cepacia 5 5
S.maltophilia 102 102
その他の pseudomonas 9 2
その他の 非発酵菌 20 20
H.influenzae 85 85

そ
の
他

Haemophilus sp. 16 7
M.（B）catarrhalis 91 89
Neiseria sp. 584 10
G.vaginalis 64 0
その他の陰性菌 234 2
C.albicans 186

真
菌

C.glabrata 66
C.parapsilosis 0
Aspergillus sp. 0
Candida sp. 13
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耐性菌検出状況
菌名 件数

S.aureus（MRSA） 777
S.epidermidis（MRSE） 377
その他の MRCNS 1,621
St.pneumoniae（PISP） 23
St.pneumoniae（PRSP） 10
H.influenzae（BLNAR） 6
E.coli ESBL 30
K.pneumoniae ESBL 0
K.oxytoka ESBL 0
P.mirabilis ESBL 0
P.aeruginosa MBL 0
E.coli MBL 0
K.pneumoniae MBL 6
K.oxytoka MBL 6

MRSA サーベイ
科・病棟 件数 陽性 陰性 陽性率

一 般 外 科 病 棟 4B 120 29 91 24.1%
循 環 器 A 病 棟 5A 170 54 116 31.8%
循 環 器 B 病 棟 5B 256 116 140 45.3%
混 合 A 病 棟 6A 200 54 146 27.0%
混 合 B 病 棟 6B 166 86 80 51.8%
血 液 病 棟 7 F 154 0 154 0.0%
救 急 病 棟 0 0 0 0.0%
I C U 195 14 181 7.2%
H C U 244 118 126 48.4%
N I C U 253 35 218 13.8%
G C U 547 47 500 8.6%

MRSA 発生報告書分類
病棟名 院内 持込 発病 保菌 不明

一 般 外 科 病 棟 4B 0 8 0 8
循 環 器 A 病 棟 5A 0 0 0 0
循 環 器 B 病 棟 5B 6 6 0 12
混 合 A 病 棟 6A 6 21 1 26
混 合 B 病 棟 6B 0 21 1 20
血 液 病 棟 7 F 0 0 0 0
救 急 病 棟 2 4 0 6
I C U 1 1 0 2
H C U 4 11 1 14
N I C U 6 1 0 7
G C U 36 4 2 38
産 科 病 棟 0 0 0 0
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無菌材料検出菌
材　　　　料 件数 陽性件数 陽性率

静 脈 血 1,200 59 5.0%
動 脈 血 214 16 7.5%
ブ ロ ビ ア ッ ク 血 495 28 5.7%
ポ ー ト 血 10 2 20.0%
臍 帯 血 1 0 0.0%
髄 液 138 8 5.8%
I V H 先 端 442 78 17.6%
A ラ イ ン 先 端 72 17 23.6%
胸 水 24 0 0.0%
腹 水 35 9 25.7%
関 節 液 13 2 15.5%
穿 刺 液 23 2 15.4%
組 織 16 1 6.3%
羊 水 6 0 0.0%

血液培養検出菌 IVH先端培養検出菌
S.epidermidis（MRSE） 12 S.epidermidis（MRSE） 47
S.aureus 13 S.aureus 6
S.aureus（MRSA） 19 S.aureus（MRSA） 13
その他 CNS 5 その他 CNS 9
S.pneumoniae 8 連鎖球菌 1
その他連鎖球菌 16 腸球菌 1
腸球菌 3 K.pneumoniae 1
E.coli 3 その他腸内細菌 2
K.pneumoniae 2 P.aeruginosa 3
その他腸内細菌 8 GPR 3
P.aeruginosa 2
H.influenzae 1
GPR 15
その他 6

髄液検出菌
S.epidermidis（MRSE） 1
連鎖球菌 3
E.coli 1
K.pneumoniae 1
GPR 1
GNC 1
C.albicans 1
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28．検査・放射線部（放射線部門）

1．人事異動　平成 24 年 4 月 1 日付
　（転出者）　放射線技師長　　五嶋　正行　　　県立西宮病院へ
　　　　　　課長補佐　　　　北住　一哉　　　県立西宮病院へ　　　　　　
　（転入者）　放射線技師長　　佐藤　雅之　　　県立尼崎病院から
　　　　　　課長補佐　　　　北坂　佳之　　　県立姫路循環器病センターから

2．活動状況
　周産期医療センター開設時に多くの放射線機器の導入・更新がなされ、平成 19 年以降、昨年迄に順次
更新がなされてきた。前年のＸ線ＣＴ装置（160 列）につづき、今年は FPD（フラットパネルディテクタ）
搭載Ｘ線 TV 装置が導入され、より高画質かつ低被ばくの検査を実現している。ますます高度化する医療
に対応できる放射線科を目指している。
また、他院からの紹介患者の画像については、一部を除き、診察前に画像情報をＰＡＣＳサーバに取込み、
診察時に診療支援システムで画像を閲覧できるようにしている。
1）放射線検査業務実績
　平成 24 年の放射線検査実績は、総検査件数は 41,343 件で、ほぼ前年並み（41,410 件）の件数を維持し
ている。
　外来患者は 460 件の増加であったが、病床利用率の若干の低下により病室撮影や造影撮影が減少した。
詳細は後に掲載している「放射線検査人数」以降に示す。

2）機器の更新
①移動型Ｘ線撮影装置（ポータブル）の更新
　平成 9 年に導入され、15 年間 NICU・GCU で使用してきたポータブル装置が 3 月に日立メディコ社製
シリウス 130HP に更新された。旧装置より機能性、操作性及び安全性が向上しているコンパクトな装置
である。
②Ｘ線 TV 装置の更新
　旧装置は平成 6 年から 17 年間、主に消化器系の検査に使用してきたが、平成 24 年 10 月に FPD（フラ
ットパネルディテクタ）搭載Ｘ線 TV 装置に更新した。本装置の特徴としては、画像受光部に FPD シス
テムが搭載されたため、従来の II（イメージインテンシファイア）システムと比べて、歪や感度むらが極
めて少ない。また矩形視野により四隅の有効視野が広く、関心部位の確認、ポジショニングが容易に行え
る点や、システム感度が高いため低被ばくで検査が行えることなど、患者のみならず術者にとってもメリ
ットは大きい。さらに本装置特有の機能として、画像受光部が寝台に対して横方向に移動できるため、乳
幼児の嚥下造影においては、寝台に患児を固定する必要がなくなり、ベビーラックやバギーに乗ったまま
でも検査が可能となった。

3）医療事故防止の取組み
　東日本大震災以降、福島原発の放射能汚染により放射線に対する関心と不安は、非常に大きくなってい
る。病院で使用される放射能や放射線による被ばく量は、原発事故で発生する放射線被ばく量とは、桁違
いに低いものではあるが、できる限り被ばくを少なくすることを心がけ、安全・安心な画像診断を目指し
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ている。
平成 24 年の医療事故防止重点取り組みは、以下のとおりである。
　・患者間違いの防止：氏名、生年月日・リストバンド等による確認を徹底する。
　・撮影間違いの防止：撮影情報（左右の表示等）、撮影方向等の確認を徹底する。

4）資質向上と教育
　職員の資質向上を図るため、学会・研修会への積極的な参加と研究発表を行っている。また専門認定資
格にも取組んでいる。今年の実績は以下のとおりである。
　・学会・研修会発表　　　　　：4 演題
　・学会・研修会等への参加　　：放射線技術学会、小児放射線技術学会、日本磁気共鳴医学会等
　・放射線部内勉強会の実施　　：7 回

＜認定資格＞
　第 1 種放射線取扱主任者　2 名　　　　放射線管理士　　　1 名

第 2 種放射線取扱主任者　1 名　　　　放射線機器管理士　1 名
第 1 種作業環境測定士　　1 名　　　　日本 DMAT 隊員　　1 名
血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師　　　　1 名
検診マンモグラフィ撮影認定放射線技師　　　1 名

3．次年度の課題
　こども病院の建て替え計画に合わせ、放射線部の基本設計が完成したところであるが、より具体的な新
病院の機器整備計画や、電子カルテ導入に向けての準備を進めていく。
　また、引続き医療安全に配慮しながら、放射線診療の質向上に努める。

FPD 搭載Ｘ線 TV 装置：日立 CUREVISTA
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（1）放射線検査人数
区分 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

単
純
撮
影

胸部撮影
外 来 618 659 809 677 666 703 746 942 749 703 663 645 8,580 
入 院 130 133 187 171 166 191 179 148 129 132 128 129 1,823 

計 748 792 996 848 832 894 925 1,090 878 835 791 774 10,403 

外科撮影
外 来 501 515 624 651 509 511 613 677 497 636 550 595 6,879 
入 院 130 122 127 151 146 120 122 152 122 168 143 146 1,649 

計 631 637 751 802 655 631 735 829 619 804 693 741 8,528 

ポータブル
外 来 0 
入 院 617 586 635 738 637 738 604 724 606 746 766 754 8,151 

計 617 586 635 738 637 738 604 724 606 746 766 754 8,151 

パノラマ・その
他

外 来 32 45 50 51 39 39 31 33 21 34 42 35 452 
入 院 0 0 2 0 1 0 3 6 2 0 1 0 15 

計 32 45 52 51 40 39 34 39 23 34 43 35 467 

単純撮影合計
外 来 1,151 1,219 1,483 1,379 1,214 1,253 1,390 1,652 1,267 1,373 1,255 1,275 15,911 
入 院 877 841 951 1,060 950 1,049 908 1,030 859 1,046 1,038 1,029 11,638 

計 2,028 2,060 2,434 2,439 2,164 2,302 2,298 2,682 2,126 2,419 2,293 2,304 27,549 

造
影
撮
影

消化器
外 来 11 13 17 13 10 13 11 16 18 11 14 9 156 
入 院 23 15 8 11 11 8 19 15 12 16 13 13 164 

計 34 28 25 24 21 21 30 31 30 27 27 22 320 

脳血管
外 来 0 
入 院 1 0 3 4 3 2 0 2 1 2 3 5 26 

計 1 0 3 4 3 2 0 2 1 2 3 5 26 

心臓血管
外 来 0 
入 院 9 15 27 22 23 20 28 30 21 26 18 26 265 

計 9 15 27 22 23 20 28 30 21 26 18 26 265 

その他の血管
外 来 0 
入 院 3 13 3 5 1 2 1 2 7 2 3 2 44 

計 3 13 3 5 1 2 1 2 7 2 3 2 44 

泌尿器系
外 来 38 29 40 26 35 25 21 34 29 20 43 39 379 
入 院 1 1 1 1 1 3 3 2 3 6 3 3 28 

計 39 30 41 27 36 28 24 36 32 26 46 42 407 

その他の造影
外 来 1 1 1 0 1 0 0 2 0 2 0 1 9 
入 院 0 4 1 1 1 6 3 2 3 7 2 4 34 

計 1 5 2 1 2 6 3 4 3 9 2 5 43 

造影撮影合計
外 来 50 43 58 39 46 38 32 52 47 33 57 49 544 
入 院 37 48 43 44 40 41 54 53 47 59 42 53 561 

計 87 91 101 83 86 79 86 105 94 92 99 102 1,105 

ＣＴ撮影
外 来 122 88 134 154 132 117 141 153 119 111 133 107 1,511 
入 院 120 102 121 141 160 115 121 147 71 129 148 123 1,498 

計 242 190 255 295 292 232 262 300 190 240 281 230 3,009 

ＭＲＩ検査
外 来 125 111 129 120 112 114 139 153 109 130 113 109 1,464 
入 院 44 50 44 55 67 64 59 57 53 56 54 43 646 

計 169 161 173 175 179 178 198 210 162 186 167 152 2,110 

核医学検査
外 来 29 14 32 31 15 21 41 46 13 9 20 20 291 
入 院 7 4 12 14 15 7 9 11 5 8 7 8 107 

計 36 18 44 45 30 28 50 57 18 17 27 28 398 

放射線治療
外 来 0 0 5 10 0 12 22 30 0 0 0 4 83 
入 院 52 133 83 47 104 94 56 32 61 103 108 94 967 

計 52 133 88 57 104 106 78 62 61 103 108 98 1,050 

超音波検査
外 来 287 295 362 309 246 256 358 457 281 286 269 276 3,682 
入 院 68 66 60 4 5 4 4 4 1 6 7 2 231 

計 355 361 422 313 251 260 362 461 282 292 276 278 3,913 

ＰＡＣＳ処理
外 来 155 185 205 192 171 179 192 192 150 176 190 153 2,140 
入 院 0 

計 155 185 205 192 171 179 192 192 150 176 190 153 2,140 

骨塩定量
外 来 3 6 5 3 5 9 8 4 2 1 6 3 55 
入 院 4 0 3 3 0 2 0 0 0 2 0 0 14 

計 7 6 8 6 5 11 8 4 2 3 6 3 69 

総合計
外 来 1,922 1,961 2,413 2,237 1,941 1,999 2,323 2,739 1,988 2,119 2,043 1,996 25,681 
入 院 1,209 1,244 1,317 1,368 1,341 1,376 1,211 1,334 1,097 1,409 1,404 1,352 15,662 

計 3,131 3,205 3,730 3,605 3,282 3,375 3,534 4,073 3,085 3,528 3,447 3,348 41,343 
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（2）機器別検査人数
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

Ｘ線撮影装置（胸部） 748 792 996 848 832 894 925 1,090 878 835 791 774 10,403 
Ｘ線撮影装置（外科） 631 637 751 802 655 631 735 829 619 804 693 741 8,528 
ポータブルＸ線撮影装置 617 586 635 738 637 738 604 724 606 746 766 754 8,151 
泌 尿 器 用 Ｘ 線 Ｔ Ｖ 装 置 40 35 43 28 38 34 27 40 35 35 48 47 450 
デジタルＸ線ＴＶ装置 34 28 25 24 21 21 30 31 30 27 27 22 320 
Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 242 190 255 295 292 232 262 300 190 240 281 230 3,009 
M R I 装 置 169 161 173 175 179 178 198 210 162 186 167 152 2,110 
放射線治療装置（リニアック） 52 133 88 57 104 106 78 62 61 103 108 98 1,050 
ガンマカメラ装置（ＲＩ） 36 18 44 45 30 28 50 57 18 17 27 28 398 
血 管 連 続 撮 影 装 置 13 28 33 32 28 24 30 35 29 30 24 33 339 

（3）時間外　時間帯別検査人数
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

日 勤 帯 検 査 人 数 157 127 164 174 165 149 147 133 146 154 167 221 1,904 
業 務 時 間（ 時 ） 38 28 33 37 39 29 32 27 33 35 35 46 410 
稼 働 日 数 12 8 10 10 10 9 10 8 11 9 9 12 118 
準 夜 帯 検 査 人 数 116 110 126 138 113 129 98 127 106 163 173 134 1,533 
業 務 時 間（ 時 ） 45 87 43 46 38 44 33 44 36 57 9 46 527 
稼 働 日 数 30 27 29 29 30 30 29 29 30 30 30 31 354 
深 夜 帯 検 査 人 数 31 34 41 29 16 27 26 48 37 44 27 45 405 
業 務 時 間（ 時 ） 16 16 23 13 9 12 12 20 19 22 13 19 193 
稼 働 日 数 18 17 22 16 12 16 16 20 17 23 18 20 215 
検 査 人 数（ 計 ） 304 271 331 341 294 305 271 308 289 361 367 400 3,842 
業 務 時 間（ 計 ） 99 131 98 95 85 85 77 91 89 114 57 110 1,131 

（4）時間外　検査種別検査人数
区     分 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計
ポ ー タ ブ ル 187 180 211 216 177 209 182 208 195 220 236 255 2,476 
一 般 撮 影 71 56 81 74 66 63 54 60 56 79 65 91 816 
Ｃ Ｔ 38 31 34 47 46 30 32 35 31 56 60 51 491 
Ｔ Ｖ 3 3 2 2 1 3 2 5 6 6 4 3 40 
ア ン ギ オ 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 4 
Ｍ Ｒ Ｉ 5 1 1 2 3 0 1 0 1 0 1 0 15 
エ コ ー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
合 計 304 271 331 341 294 305 271 308 289 361 367 400 3,842 

（5）時間外　病棟別検査人数
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

H C U 12 12 17 18 14 17 14 17 13 3 9 21 167 
N I C U 55 44 44 54 48 45 62 63 66 54 81 65 681 
I C U 52 48 63 59 67 70 51 50 58 59 52 81 710 
G C U 7 4 2 3 2 4 12 2 9 7 14 8 74 
Ｏ Ｐ 室 11 16 19 19 22 29 17 21 13 26 17 15 225 
産 科 6 3 6 2 4 5 5 5 9 7 7 3 62 
外 来 1 1 3 1 4 0 0 2 1 1 2 0 16 
救 急 79 82 97 94 81 75 74 69 63 108 105 100 1,027 
Ｐ Ｉ Ｃ Ｕ 43 39 44 52 28 28 13 53 30 59 50 71 510 
一 外 4 Ｂ 10 2 5 8 3 2 3 5 6 14 5 3 66 
循 環 器 5 Ａ 9 3 10 11 5 14 7 7 10 6 3 13 98 
循 環 器 5 Ｂ 10 9 15 10 9 13 8 7 7 7 14 10 119 
混 合 Ａ 0 1 0 5 4 3 1 1 0 0 2 1 18 
混 合 Ｂ 2 3 1 3 0 0 0 1 1 5 1 3 20 
血 液 7 Ｆ 7 4 5 2 3 0 4 5 3 5 5 6 49 
合 計 304 271 331 341 294 305 271 308 289 361 367 400 3,842 
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29．栄養指導課

   1．平成 24 年の活動
         　平成 24 年の主な活動報告として以下の点が上げられる。

・ ＮＳＴ（チーム医療）の円滑な稼働
・ 医療事故防止対策に関する取り組み（ひやりハット報告）
・ 褥瘡対策委員会及びクリニカルパス委員会への積極的な参画
・ 調乳機器更新により安全で安心できる調乳業務の推進
・ 患者給食サービスの向上を図るための給食イベントの開催「バレンタインデー・デザートバイキング食の提

供」
・ ＩＴ化の推進（給食オーダリングシステムの安定稼働）
・　知識や技能の資質を向上させるための課内研修会の充実
・ 栄養管理業務に関する研究の成果として学術学会等への積極的な発表

   2．　これからの展望
         　平成 25 年に向けては、引き続き「安全な食事の提供」という栄養指導課の基盤整備と患者サービ
　　　スの向上のため、次の業務を中心に推し進める。

・ ＮＳＴ（チーム医療）の円滑な稼働
・ 医療事故防止対策に関する取り組み。（ひやりはっと報告）
・ 褥瘡対策委員会及びクリニカルパス委員会への積極的な参画
・ ＩＴ化の推進（給食オーダーリングシステムの安定稼働）
・ 患者給食のサービス向上のための給食イベントの開催「バレンタインデー・デザートバイキング

食等の提供」
・ 知識や技能の資質を向上させるための調理・栄養関係研修会への参加と課内研修会の充実
・ 栄養管理業務に関する研究の成果として学術学会等への積極的な参加と発表



ー 114 ー ー 115 ー

4． 給食
（1） 調製乳 ･ 食事月別延数
1）　患者
①　調製乳人数 （単位  人）

　区　分 　　　　　　　　　　　月　別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計 ％
調　乳　の　み　人　員　　 　（人） 1,836 1,442 1,470 1,505 1,417 1,442 1,573 1,456 1,503 1,709 1,635 1,723 18,711 62.4 
調　乳　食　事　人　員：調乳（人） 305 301 326 297 280 276 251 291 274 279 240 209 3,329 11.1 

小　　　　　　　　計 2,141 1,743 1,796 1,802 1,697 1,718 1,824 1,747 1,777 1,988 1,875 1,932 22,040 73.5 
調　乳　・　食　事　人　員（食事） 634 638 736 773 725 674 579 620 640 708 605 617 7,949 26.5 

計 2,775 2,381 2,532 2,575 2,422 2,392 2,403 2,367 2,417 2,696 2,480 2,549 29,989 100.0 
　（注）調乳・食事人員・・・調乳（人） 調製乳と食事が重複するもの

②　調製乳種類及び本数 （単位  本）
　種　類　　　　　　　　　月　別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
13%レーベンスミルク 12,099 10,187 9,794 9,806 9,251 9,364 9,940 10,036 8,900 11,034 10,709 11,220 122,340
15%ＬＷ 3,227 2,024 2,674 2,896 2,166 3,028 2,961 3,165 4,707 3,985 3,404 3,716 37,953

6%レーベンスミルク 0
7%レーベンスミルク 0
8%レーベンスミルク 0
9%レーベンスミルク 0
10%レーベンスミルク 0
14%レーベンスミルク 0
15%レーベンスミルク 543 1,249 843 1,162 1,369 1,084 1,712 877 855 938 1,041 1,221 12,894
16%レーベンスミルク 138 180 55 40 116 198 270 175 1,172
17%レーベンスミルク 1,267 949 1,140 1,142 892 1,110 600 814 694 534 629 278 10,049
18%レーベンスミルク 261 207 98 90 60 73 165 303 221 1,478
20%レーベンスミルク 54 81 270 64 85 554
13%ＬＷ 9 9
17%ＬＷ 279 315 279 81 9 963
18%ＬＷ 0
 4%滋養糖＋ 13％レーベンスミルク 0
 5%滋養糖 0
20%滋養糖 0
10%滋養糖 510 471 601 494 509 532 554 509 563 524 496 612 6,375
50%滋養糖 0
 8%ＭＡ -1 0
10%ＭＡ -1 0
11%ＭＡ -1 0
12%ＭＡ -1 0
14%ＭＡ -1 26 26
15%ＭＡ -1 316 247 286 499 322 396 396 160 29 249 20 2,920
16%ＭＡ -1 18 18
17%ＭＡ -1 72 72
18%ＭＡ -1 0
20%ＭＡ -1 0
22%ＭＡ -1 0
10%Ｅ赤ちゃん 18 18
13%Ｅ赤ちゃん 85 126 498 271 156 203 17 18 17 21 20 21 1,453
15%Ｅ赤ちゃん 144 9 63 170 386
18%Ｅ赤ちゃん 0
10%ケトンフォーミュラー 248 232 248 234 152 1,114
14%ケトンフォーミュラー 0
15%ケトンフォーミュラー 50 12
16%ケトンフォーミュラー＋ 2％レーベンスミルク 0
10%エレメンタルフォーミュラ 18 209 217 217 210 217 210 217 1,515
12%エレメンタルフォーミュラ 189 189
13%エレメンタルフォーミュラ 26 26
14%エレメンタルフォーミュラ 31 97 128
15%エレメンタルフォーミュラ 20 20
16%エレメンタルフォーミュラ 33 33
17%エレメンタルフォーミュラ 38 38
7%ラクトレス 0
14%ラクトレス 0
10%ＭＣＴフォーミュラ 0
13%ＭＣＴフォーミュラ 0
14%ＭＣＴフォーミュラ 18 495 223 56 135 325 238 100 154 319 152 32 2,247
15%ＭＣＴフォーミュラ 36 36
16%ＭＣＴフォーミュラ 190 10 200
17%ＭＣＴフォーミュラ 36 36 72
18%ＭＣＴフォーミュラ 180 180
20%ＭＣＴフォーミュラ 0
13% GL（無乳糖粉乳） 0
7% GL（無乳糖粉乳） 0
13% NA-20 0
13%ＭＭ－ 4 21 21
15%ＭＭ－ 5 低リン乳 0
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16%ＭＭ－ 5 低リン乳 0
18%ＭＭ－ 5 低リン乳 0
15% 8006 0
9% S-22 0
10% S-22 0
13% S-22 0
15% S-22 0
15% S-22 ＋ 8%滋養糖 0
15% S-22 ＋ 12%滋養糖 0
15% S-22 ＋ 16%滋養糖 0
13% S-23 0
15% S-23（蛋白除去乳） 0
12% S-23 + 3% S-22 0
9% S-23 + 6% S-22 0
8% S-23 + 8% S-22 0
9% S-22 + 5% レーベンスミルク 0
8% 8806（低カリウム中リンフォーミュラ） 0
15% 8806（低カリウム中リンフォーミュラ） 45 108 30 116 135 270 704
15% 低カリウム低リンフォーミュラ 0
15%508（高カリウム低リンフェオーミュラー） 0
11％ＭＰ－ 2 7 7
10% 206 + 4%レーベンスミルク 0
7% 206 　7%レーベンスミルク 0
14%206（ビタミンD無添加低Caフォーミュラ） 0
14%必脂 MCT（721） 0
15%必脂 MCT（721） 0
16%必脂 MCT（721） 0
20%必脂 MCT（721） 0
7％エレンタール 0
9％エレンタール 0
10%エレンタール 0
11%エレンタール 0
12%エレンタール 0
13%エレンタール 25 10 6 41
14％エレンタール 0
15％エレンタール 10 10
16％エレンタール 0
18％エレンタール 48 48
20%エレンタール 62 58 62 58 38 171 217 283 300 310 300 310 2,169
21%エレンタール 0
23%エレンタール 0
25%エレンタール 48 12 60
26%エレンタール 0
27%エレンタール 111 178 289
30%エレンタール 0
35%エレンタール 0
5%エレンタールＰ 0
7%エレンタールＰ 0
8%エレンタールＰ 0
10%エレンタールＰ 152 174 126 56 56 78 62 18 27 749
12%エレンタールＰ 166 234 400
13%エレンタールＰ 15 50 67 86 161 152 66 16 613
14%エレンタールＰ 0
15%エレンタールＰ 15 36 12 45 11 224 271 614
16%エレンタールＰ 217 203 217 112 749
17%エレンタールＰ 0
18%エレンタールＰ 88 88
20%エレンタール P 5 5
21%エレンタール P 62 104 166
22%エレンタールＰ 0
23%エレンタールＰ 0
24%エレンタールＰ 0
25%エレンタール P 13 13
26%エレンタールＰ 12 120 124 120 68 444
27%エレンタールＰ 8 7 36 51
28%エレンタールＰ 90
マクトンオイル 131 107 94 109 88 23 148 208 147 27 63 1,145

小 計 4,462 4,923 4,798 5,071 4,613 4,493 4,430 3,681 4,010 4,369 4,055 3,818 52,571
濃
厚
流
動
食

サ ン エ ッ ト N 3 711 715 708 639 669 813 34 4,289
アイソカル 723 648 606 648 802 550 20 3,997

アイソカルジュニア 433 510 448 438 420 436 2,685
ＭＡ－ 8 プラス 514 504 517 636 616 534 3,321

小計 1,434 1,363 1,314 1,287 1,471 1,363 1,001 1,014 965 1,074 1,036 970 14,292
牛  乳 0
滅菌水 499 479 496 480 506 334 268 232 144 53 3,491

計 21,721 18,976 19,076 19,540 18,007 18,582 18,600 18,128 18,726 20,462 19,204 19,777 230,647
   空瓶　　大 200cc 4,239 3,454 4,490 3,844 4,020 4,016 4,988 4,553 4,430 4,639 5,696 5,735 54,104
   空瓶　　小 100cc 7,008 6,120 5,880 5,280 5,472 6,000 6,672 6,192 7,680 7,752 6,600 6,648 77,304

計 11,247 9,574 10,370 9,124 9,492 10,016 11,660 10,745 12,110 12,391 12,296 12,383 131,408
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③　患者食事数
（単位　食）

区　　　　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

常
食

学 童 食 1,689 2,093 2,499 2120 1,997 1,869 2,467 2,758 1,987 1,717 1,559 2,128 24,883
妊 産 婦 食 1,904 1,635 1,541 2,064 2,290 2,125 2,300 1,727 2,097 2,365 2,172 2,245 24,465
小 計 3,593 3,728 4,040 4,184 4,287 3,994 4,767 4,485 4,084 4,082 3,731 4,373 49,348

軟
菜・幼
児・

離
乳

幼 児  ・ 離 乳 食 3,310 3,538 3,612 3,772 3,647 3,387 3,247 2,598 2,527 3,197 3,189 2,819 38,843
軟 菜  ・ 流 動 食 589 428 420 587 534 619 548 442 413 405 436 407 5,828
小 計 3,899 3,966 4,032 4,359 4,181 4,006 3,795 3,040 2,940 3,602 3,625 3,226 44,671

非
加
算
特
別
食

ペ ー ス ト 食 54 174 217 332 311 350 208 268 261 321 306 260 3,062
ア レ ル ギ ー 食 559 717 640 584 734 1,000 904 985 951 1,252 954 1,077 10,357
自 由 食 0
口 蓋 裂 食 8 90 46 7 16 125 104 22 66 10 90 584
扁 摘 術 後 食 123 134 159 127 128 107 152 103 135 123 89 122 1,502
移 植 対 応 食 312 445 408 121 310 247 369 492 477 551 406 379 4,517
ク ロ ー ン 病 食 0
低 残 査 食 6 1 7
肥 満 食 9 10 46 43 36 144
ヨ ー ド 制 限 食 0
そ の 他 特 別 食 262 284 214 210 149 156 181 235 189 287 294 232 2,693
小 計 1,318 1,754 1,728 1,429 1,639 1,876 1,955 2,233 2,036 2,643 2,095 2,160 22,866

加
算
特
別
食

腎 臓 食 44 220 420 351 305 267 178 227 155 88 218 213 2,686
肝 臓 食 11 25 55 85 84 90 42 20 24 5 11 67 519
糖 尿 病 食 2 209 275 178 189 197 204 214 88 38 182 1,776
乳 び 胸 食 101 51 37 22 61 25 27 45 48 417
心 臓 食 0
潰 瘍 食 0
低 ナ ト リ ウ ム 食 0
検 査 食（ 加 ） 0
妊 娠 中 毒 症 食 398 250 370 185 98 101 61 190 161 85 87 279 2,265
妊 産 婦 糖 尿 病 食 0
妊 産 婦 肝 臓 病 食 0
高 尿 酸 血 症 食 0
小 計 556 755 1,157 821 676 716 510 678 473 226 354 741 7,663

計 9,366 10,203 10,957 10,793 10,783 10,592 11,027 10,436 9,533 10,553 9,805 10,500 124,548
保 存 食 186 174 186 180 186 180 186 186 180 186 180 186 2,196
検 食 188 176 188 182 187 182 188 188 182 188 182 188 2,219
小 計 374 350 374 362 373 362 374 374 362 374 362 374 4,415

合計 9,740 10,553 11,331 11,155 11,156 10,954 11,401 10,810 9,895 10,927 10,167 10,874 128,963

④　おやつ数
（単位　食）

　　    月別
区分　 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

お　や　つ　数 4,100 4,489 4,695 4,583 4,634 4,586 4,714 4,330 3,864 4,645 4,212 3,977 52,829

2）　患者外（保育食）
食事数 （単位　食）
　　    月別
種類 　　　 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

保育児食 88 124 113 116 117 133 180 207 196 272 260 222 2,028
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（2） 栄養指導月別種類別件数
種類　　　　月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計
糖尿病食 31 37 41 34 36 37 35 41 33 37 44 35 441
肥満食 8 7 7 9 4 2 5 7 2 2 1 10 64
腎性尿崩症食 5 2 5 2 5 2 5 5 1 4 2 3 41
腎不全 0
多嚢胞腎 1 1
フェニルケトン尿症食 1 1 3 3 3 3 1 1 1 3 20
フェニルアラニン血症 2 2
食道閉鎖術後 1 1
胃婁食 1 1 1 3
胃食道逆流症 1 1
高メチオニン血症食 0
高ガラクトース血症食 0
ガラクトース血症食 1 1 1 3
高コレステロール血症 1 1 1 2 3 2 2 12
家族性高コレステロール血症 1 1 2
先天性甲状腺機能低下症 0
汎下垂体機能低下症 1 1 1 1 4
高脂血症食 1 1 1 3
低残渣食 0
高尿酸血症食 1 1 1 2 1 1 7
アレルギー食 39 24 31 24 34 28 19 28 31 25 19 21 323
腎臓病食 1 1 3 1 6
脂肪制限食 1 1 2
非アルコール性脂肪肝炎 1 1 1 1 1 1 1 1 8
肝臓食 1 1
耐糖能異常 3 1 4
低血糖 1 1
プラダーウイリー症候群 2 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 17
ローレンスムーン症候群 1 1
急性骨髄性白血病 1 1
急性リンパ性白血病 1 1
移植対応食 1 1 1 2 2 3 2 12
フォンタン術後 0
Ｃ型食道閉鎖術後 1 1
腹膜透析 1 1
腸閉塞 0
空腸閉鎖術後 0
腸切除後吸収不良 1 1 1 3
腸管切除後吸収不良 1 1
短腸症候群 1 1
高位鎖肛術後 1 1
心不全 1 1
心疾患 1 1 2 2 1 2 1 1 11
脳腫瘍 1 1 2
脳疾患 1 1
気管狭窄症 1 1
乳び胸食 0
発育不良・食事摂取不良 1 1
体重増加・食事摂取不良 1 1 2 2 2 3 1 1 2 15
低栄養 0
低身長 1 1 2
低身長・低体重 2 2
高トリグリセリド血症 0
低マグネシウム血症 1 1

（単位　食）
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高カリウム血症 1 1
カリウム制限食 2 1 3
Ｎａ制限食 0
ビタミンＫ制限食 0
高カロリー食 0
調乳指導 2 1 1 3 1 2 1 1 2 3 17
離乳食 1 1 1 1 1 3 2 2 12
ビタミンＤ欠乏症 1 2 2 1 6
鉄欠乏症 0
貧血 1 1
ターナー症候群 10 3 10 5 4 9 7 9 3 6 2 6 74
ダンピング症候群 1 1 2
ヒルシュスプリング病 1 1 2
低脂質食 0
染色体異常 1 1
ダウン症 0
バセドウ病 0
筋ジストロフィー 1 1
神経因性膀胱 1
神経芽腫 1 1
くる病 1 1
橋本病 1 1
てんかん 1 1 2
急性膵炎 1 1
脂肪肝 0
消化吸収不良 0
拒食症 1
偏食 2 1 1 4
便秘 1 1 1 3
ミキサー食 2 3 2 1 2 10
ペースト食 1
きざみ食 0
加熱食 3 1 4
摂食障害 2 1 3
食欲不振 1 1 2
神経性食欲不振症 1 1
放射線治療中の食事 1 1
ワーファリン服用中の食事 1 1
妊娠糖尿病食 2 1 1 1 1 6
妊娠後期食 1
妊娠中毒症食 0
件数　外来（件） 87 62 91 68 69 73 70 81 73 74 70 75 893
人数　外来（人） 158 111 167 121 131 136 131 154 141 137 140 137 1,664
件数　入院（件） 20 21 29 18 28 29 24 35 28 18 23 26 299
人数　入院（人） 41 38 58 39 51 62 51 71 54 37 46 46 594
件数病棟訪問（件） 7 10 16 5 9 15 14 25 19 11 14 14 159
人数病棟訪問（人） 13 17 31 9 15 28 27 49 37 21 28 23 298
合計（件） 107 83 120 86 97 102 94 116 101 92 93 101 1,192
合計（人） 199 149 225 160 182 198 182 225 195 174 186 183 2,258
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30．指導相談・地域医療連携部
Ⅰ. 組織
　24 年は、療養中の患児・家族への心理的支援をより一層充実させるため、4 月より非常勤の心理士を 1 名
増員することができ、10 名体勢の部署となった。保健師は全病院から引き上げとなったため、看護師が保
健師の補充に転入した。
　部長　　　　　　　　宅見晃子（総合診療科医師）
　次長　　　　　　　　橋本ひとみ（看護師）
　看護師　　　　　　　原田富士子　　　　　　　　藤定睦子　　　　　　　　　　　　
　臨床心理判定員　　　藤井美有　　　　　　　　　三木信子（24 年 3 月まで）
　　　　　　　　　　　菱川優（24 年 4 月から）　　淀裕美子（24 年 4 月から）　　　　　
　　　　　　　　　　　宮崎美知恵（育児休暇中）
　ケースワーカー　　　野呂朝子（PSW）　　　
　　　　　　　　　　　三宅厚枝（MSW）（ 24 年 3 月まで）  　阿部明日香（24 年 6 月から）
　看護助手　　　　　　島田慶子　（24 年 6 月まで）　　小橋諒子（24 年 8 月から）　　　　
　また、初診患者の予約は、予約センターが窓口となっており、委託業者 3 名が担当している。

Ⅱ. 平成 24 年活動
＜ 24 年の主な活動＞
1．新たな紹介病院、診療所の登録

① 病院訪問による紹介依頼
2．広報活動の推進（ホームページ更新、年報作成、広報誌「げんきカエル」作成）
3．在宅療養支援の推進

① 訪問看護ステーションとの連携強化（カンファレンス開催）・研修会開催
② 地域医療機関との連携強化（カンファレンス開催・病院訪問）
③ 制度活用支援・医療機器等の購入支援
④ 周産期センターからの退院児への支援

4．院内各科の診療支援
① 各科の発達フォロー支援（各種心理テスト）
② 家族背景へのケースワーク
③ 院内他部署への連絡調整・院外関係機関への連絡調整

5．入院中の情緒不適応児への対応
① 心理士の病棟への定期訪問・診療部回診・カンファレンスへの積極的参加
② 児への心理評価・カウンセリング・プレイ療法
③ 家族へのカウンセリング
④ 病棟スタッフへの関わり方指導

6．患者家族の不安への対応
7．発達支援・養育支援

① 虐待防止活動（委員会開催、地域との連携、家族支援）
② 事故予防活動（外傷カンファレンス開催、症例集積、地域との連携）
③ 発達相談、育児相談活動（評価、診断、関わり方指導）

8．教育支援
① わらび学級入級手続き
② 教育機関とのカンファレンス

＜今後の活動目標＞
① 医療的ケアを必要とする児と家族が安心して在宅生活を送れるように支援する
② 高度専門医療機関としての役割の広報に務め、地域との連携を強化していく
③ 地域医療支援病院として、地域医療機関の研修に貢献するよう努める
④ 疾病を抱えた子どもと家族の育児支援に努める
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⑤ 事故予防・虐待予防を含めた子育て支援に努める
⑥ 子どもと家族の心理的不安の解消に努める
⑦ 緩和ケアにチームとして貢献する

表 1　支援内容別業務統計

内　　　　容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 2011 年

1 療養中の心理的・社会的
問題の解決・調整援助 290 340 307 330 331 333 291 332 282 350 365 275 3826 2187 ＋α

2 退院援助 25 38 30 25 18 27 34 40 10 32 20 36 335 155 ＋α
3 社会復帰援助 2 2 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 13 1 ＋α
4 受診・受療援助 55 59 36 57 38 28 18 64 29 20 21 14 439 399 ＋α
5 経済的問題の解決、調整援助 50 44 54 52 38 39 39 54 29 39 44 52 534 618
6 地域活動 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 2 0 5 0
7 発達外来 19 27 19 19 23 24 23 21 22 25 27 24 273 274
8 養育支援（虐待予防を省く） 1 7 5 0 0 1 0 1 0 0 0 3 18 61 ＋α
9 虐待・虐待予防関連 30 20 16 15 23 10 12 16 14 23 14 8 201 276 ＋α
10 発達・発育指導 22 32 26 20 17 21 21 23 20 21 23 19 265 405
11 わらび学級入級手続き 3 8 9 5 4 9 0 3 4 2 4 2 53 70 ＋α
12 一時保護 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 3 ＋α
13 その他 2 6 0 2 2 0 2 2 3 2 0 2 23 49 ＋α

合　　　　計 500 583 510 526 494 492 440 556 414 517 520 435 5987 4807

表 2　機関別延べ連絡調整数

機　　　　関 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 2011 年
14 院内他部門 404 398 363 394 361 316 283 355 238 352 350 305 4119 3220
15 家庭 325 372 355 377 297 318 301 375 297 373 357 300 4047 2752
16 教育関係機関 14 34 26 9 24 14 4 4 8 2 2 2 143 118
17 保健所・保健センター 31 23 27 16 20 21 23 20 21 21 21 38 282 351
18 福祉事務所 10 20 14 12 10 2 10 5 2 6 9 9 109 159
19 こどもセンター 22 16 16 20 19 15 12 14 6 16 13 11 180 231
20 児童福祉施設 15 18 18 18 16 10 12 19 7 7 9 13 162 126
21 訪問看護ステーション 48 44 22 15 29 35 29 37 23 30 22 26 360 355
22 地域医療機関 10 1 3 8 9 5 6 11 5 6 7 6 77 52 ＋α

23 その他（医療機器業者、
装具関係など） 46 41 29 40 47 27 32 29 13 25 30 21 380 246 ＋α

合　　　　計 925 967 873 909 832 763 712 869 620 838 820 731 9859 7719

表 3　心理療法・心理検査延べ数

項　　　　目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 2011 年
24 カウンセリング 24 26 25 13 25 19 14 14 8 11 10 15 204 156
25 プレイセラピー 17 11 12 8 7 10 9 6 9 7 4 6 106 234
26 発達検査 37 35 33 27 36 54 42 45 26 40 37 34 446 303 ＋α
27 知能検査 30 32 33 18 27 33 39 46 32 43 39 32 404 257 ＋α
28 性格検査 9 0 8 1 23 10 19 18 19 18 19 13 157 152
29 その他の検査 10 10 14 7 9 16 5 8 11 15 18 10 133 116

合　　　　計 127 114 125 74 127 142 128 137 105 134 127 110 1450 1435
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Ⅲ．退院調整

退院調整患者
　各診療科からの退院調整の依頼患者は 27 名で、昨年度から継続の退院調整患者 7 名を含む計 34 名の退院
調整を実施した。そのうち、1 名は転院、1 名は死亡、19 名が在宅医療になったが、13 名が 12 月末に退院
できなかった。
　地域で生活するために、家族の意向を聞き、今後も地域医療機関や訪問看護ステーションと連携を保ちな
がら退院調整をはかっていきたい。尚、退院・転院した患者の入院期間は最短が 20 日、最長が 1460 日、平
均は約 326 日であった。

表 4　依頼書による退院調整件数（昨年度以前からの継続依頼患者 7 名が入院中である）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
退院調整依頼患者数 5 0 2 2 1 2 4 1 2 1 2 5 27

転帰

在宅 3 1 2 2 1 3 2 1 2 2 19
施設 0
転院 1 1
死亡 1 1

表 5　診療科別依頼件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
総合診療科 0
新生児科 1 2 4 7

脳神経内科 1 1
循環器内科 4 1 1 1 1 1 1 10
腎臓内科 0

代謝・内分泌科 1 1
血液・腫瘍科 1 1

アレルギー・リウマチ科 0
救急集中治療科 0

小児外科 1 1 1 1 1 5
心臓血管外科 0
脳神経外科 1 1 2
形成外科 0
整形外科 0

眼科 0
精神科 0

泌尿器科 0
耳鼻咽喉科 0

産科 0
小児歯科 0

合計 5 0 2 2 1 2 4 1 2 1 2 5 27

表 6　新生児特定集中治療室の退院調整加算に関わった件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
加算 1（600 点） 7 13 15 5 4 4 3 17 3 19 8 7 105
加算 2（1200 点） 5 4 8 7 2 6 4 6 7 49

合計 7 13 15 10 8 12 10 19 9 23 14 14 154
＊ 4 月から診療報酬の改定で加算 2 がとれるようになった
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表 7　関係機関カンファレンス
項　　　目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 2011年

被虐待児等症例検討会 2 2 1 0 2 6 2 2 1 3 1 0 22 29
頭部外傷カンファレンス 5 1 1 1 0 0 3 1 3 3 1 5 24 28
施設入所カンファレンス 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2

在宅療養調整カンファレンス 3 4 1 2 1 2 1 3 2 0 4 2 25 21
教育機関カンファレンス 1 1 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 6 7

合　　計 11 8 4 4 3 10 6 8 6 6 6 7 79 87

Ⅳ．神戸市立友生養護学校　病弱児訪問学級（わらび学級）

　病気療養のため、学校に行けない子どもたちに、神戸市立友生養護学校病弱児訪問学級の教師がベッドサ
イドに訪問し、教育が受けられるようになっています。当部署で入級の説明から手続きをはじめ、主治医と
の面談、学校との連絡調整を行っています。2012 年は高等部の在籍者はおりませんでした。

表 10　平成 24 年度わらび学級在籍状況
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月12 月 1 月 2 月 3 月 延べ人数

小学部
新入級数 3 4 4 2 1 2 1 17
退級数 2 4 2 2 3 1 4 1 19
在籍数 11 11 13 13 9 13 11 12 11 9 9 5 127

中学部
新入級数 1 1 1 2 5
退級数 1 1 1 2 1 1 2 9
在籍数 8 7 7 6 5 4 4 3 2 4 4 2 56

院内全体
（延べ数）

新入級数 4 5 1 4 2 1 2 2 1 22
退級数 1 3 1 6 1 2 2 3 1 1 6 1 28
在籍数 19 18 20 19 14 17 15 15 13 13 15 8 186

表 8　Ａカンファレンス　外傷（疾患）別処遇
一時保護 児童相談所 保健所 外来のみ 他院外来 フォローなし 合計

頭部以外の骨折 0 0 0 0 1 0 1
頭蓋骨骨折 0 0 0 0 0 0 0
硬膜外血腫 0 1 0 0 0 0 1

硬膜外血腫＋頭蓋骨骨折 0 0 0 0 0 0 0
硬膜下血腫 1 4 2 1 0 0 8
頭部打撲 0 1 0 0 0 0 1
心肺停止 0 1 0 0 0 1 2

合計 1 7 2 1 1 1 13

表 9　頭部外傷カンファレンス　外傷別処遇
一時保護 児童相談所 保健所 外来のみ 他院外来 フォローなし 合計

頭部打撲 0 1 3 0 6 10
頭蓋骨骨折 0 0 3 1 0 4
硬膜外血腫 0 1 0 0 0 1

硬膜外血腫＋頭蓋骨骨折 0 0 3 0 0 3
硬膜下血腫 1 2 0 0 0 3



ー 122 ー

Ⅲ　診療統計

ー 123 ー

指導相談・地域医療連携部（予約センター）

1．業務内容
　　予約センターは委託職員が従事し、主に初診患者の予約業務と受診報告書の発送を行い、地域医療機関
との連携を早く確実に行っている。

延べ数 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 2011 年

FAX 予約数（地域連携） 365 389 446 423 334 443 474 436 382 367 418 357 4834 4,842

予約キャンセル数 2 7 6 9 4 4 13 4 5 4 4 4 66

紹介状を持ち、
予約なしで来院した患者数 1 1 2 1 3 2 0 2 1 5 0 5 23 42

医療機関新規登録件数 18 17 31 22 26 22 16 27 14 22 31 18 264 270

受診報告書発送数
（紹介状件数） 461 464 538 485 505 517 516 550 468 462 473 423 5862 6,022

返書率 94 91.8 94.2 93.1 91 92.8 93.9 90.1 89.2 91.2 90.5 92.2 1104 平均 91.5%

メール相談対応数 15 5 9 7 16 14 15 7 4 12 7 13 124 135

（内訳）各科医師相談 3 0 1 0 1 1 5 0 0 3 2 3 19 34

予約センターで返答 12 5 8 7 15 13 10 7 4 9 5 10 105 101

電話相談数（火・金） 4 5 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 12 31

セカンドオピニオン数 1 5 2 3 4 3 0 1 3 1 2 2 27 32

2．紹介元新規医療機関
　紹介元医療機関の登録件数は 270 件であった。平成 17 年から地域医療連携業務を行い、平成 24 年 12 月
末で累計は 3660 件になった。
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31．ME 室

【スタッフ紹介】
主査　横山　真司　　体外循環技術認定士
主任　岩崎　一崇　　体外循環技術認定士
　　　藤井　和弥
　　　志智　美咲
　　　秋元　明日香
　　　三坂　勇介
　　　吉本　由衣

【業務実績】
医療機器管理業務

　 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 平均

院内修理 33 33 52 42 59 49 34 38 40 75 48 56 559 46.5

依頼点検 34 43 41 34 40 53 33 44 34 44 51 47 498 41.5

定期点検 661 712 692 777 873 808 838 959 762 968  866 1038 9954 829.5

メーカー修理・点検 11 11 3 3 4 1 0 5 8 7 14 9 76 6.3

病棟ラウンド 2 0 3 4 5 1 0 2 1 1 6 5 30 2.5

その他 4 6 5 9 3 11 13 5 7 8 13 8 92 7.6

　臨床業務

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 平均

体外循環 17 15 17 13 18 15 15 23 15 12 20 18 198 16.5

ECMO 0 1 0 0 2（2） 0 0   0   1 0 1（1） 1 6（3） 0.5
人 工 心 肺・ECMO

スタンバイ 3 1 0 0 3 1 1 1 3 2 1 1 17 1.4

血液浄化 0 3 0 5 0 0 0 0 0 9 6 0 23 1.9

自己血回収 18 15 18 14 18 16 15 23 15 12   20 19 203 16.9

MEP 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 6 0.5

SPECTRA 0 3 1 1 3 3 7 2 2 2 1 4 29 2.4

＊ ECMO：（　）回路交換回数

　各種委員会活動
　　医療器械機種選定委員会
　　リスクマネージメント委員会
　　手術室運営委員会
　　呼吸ケア部会
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32．理学療法

理学療法はこども病院本館、周産期医療センター、小児救急医療センターに入院されている方を対象とし
ている。実施件数では学校が夏季休暇に入る前後の 6 月～ 8 月に増加する傾向がみられる。疾患別では脳性
まひや低酸素虚血性脳症などの中枢性疾患、骨延長術後や大腿骨頭すべり症などの小児整形疾患が大きな割
合をしめる。各疾患術後の日常生活動作の回復、呼吸機能改善、運動発達促通、廃用性症候群の予防などを
目的としているが、設備・マンパワー的に不足しているのが現状となっている。現在、2015 年度の新病院
移転に向けて、言語聴覚士など他のリハビリテーション部門との連携をとり準備をすすめている状況で、よ
り快適なリハビリテーションを提供できるように努めていきたい。

2012 年　理学療法実施延べ件数
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計

173 174 186 213 255 295 284 294 280 245 276 239 2914

理学療法実施疾患：
整形疾患（骨折、大腿骨頭すべり症、骨延長術後など）、脳性まひ、低酸素虚血性脳症、新生児仮死、
低出生体重児、血液疾患（白血病など）、頭部外傷、二分脊椎、他

小脳腫瘍
4%

頭部外傷
4%

血液疾患
4%
急性脳炎
6%

低酸素脳症
7%

脳性まひ
13%整形疾患

17%

その他
41%

呼吸器疾患
4%
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33．医療安全管理室
　
　医療安全管理室は、医療安全対策担当副院長を室長、管理局長、看護部長を副室長、副院長、周産期医療
センター長、診療部長、薬剤部長、医療安全対策担当課長、実働メンバーとして 8 名の総括リスクマネージ
ャーと総務部長、総務部次長、医事企画課長で構成され、院内の安全管理を担っている。

主な活動内容
1．ヒヤリハット報告書に基づく評価・対策の検討

1）総括リスクマネジャー会議を毎日 11 時から院長在籍のもと院長室で開催し、送られてきたヒヤリハッ
ト報告書に基づき評価・分析、解決策の検討を行った。

2）月 1 回のリスクマネジメント部会では、各部門が前月分のヒヤリハット内容と評価・対策を報告し、
院内で起こったヒヤリハットについて集約し検討を行った。

3）リスクマネジメント部会での報告・検討結果を医療事故防止委員会に報告した。

2．2012 年のヒヤリハット報告件数は、2,608 件で前年より約 70 件の減少であった。レベル別報告数の割合
は例年と大きな変化はなかった。部門別では例年通り看護部からの報告が 87%を占めている。また、今
年度 10 月よりリハビリ部門もリスクマネジメント部会へ加わった。
1）レベル別報告件数

レベル 0 レベル 1 レベル 2 レベル 3a
1017 件（38.9%） 1523 件（58.4%） 56 件（2.1%） 12 件（0.4%）

2）部門別ヒヤリハット報告件数

診療部 看護部 検査部 放射線部 薬剤部 リハビリ 栄養指導課 医事課
42（1.6%） 2277（87.3%） 25（0.9%） 169（6.4%） 30（1.1%） 5（0.1%） 58（2.2%） 2（0%）

3．主な改善に向けた取り組み
1）輸液の血管外漏出による皮膚損傷の報告が年間数例認めており、固定テープを透明フィルムタイプに

変更し刺入部周辺の観察強化に取り組んだ。
2）麻酔診察中に患者が診察椅子から転落した報告を受け、外来にこども用の椅子を配備した。
3）J-VAC ドレナージシステムの接続間違いがあり、以前に同製品の MRI 磁性体持ち込み報告もあったた

め、製品の変更を検討し、一部の特殊例を除いて、金属が内蔵されていない製品への移行を行った。
4）救急カートの物品について見直しを行い、全部署ファイバー式の喉頭鏡に変更及び麻酔科と連携し必

要物品の統一を図った。
5）バンコマイシンの薬剤配合変化によるライントラブルが続いていたため、薬剤部と協力し投与方法の

提案を行った。

4．医療安全研修会の開催
1）院内全体研修会

2012 年 3 月 13 日 86 名 各部門の安全への取り組み報告 　
2012 年 6 月 12・26 日 361 名 静脈血栓塞栓症予防について 日本コヴィデエン
2012 年 12 月 4 日 135 名 小児の麻酔～ MRI を中心に～ 香川麻酔科部長
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2）看護部対象研修会

2012 年 6 月 6・13 日 54 名 抗癌剤暴露予防について パルメディカル
2012 年 7 月 11 日 39 名 事例分析の進み方・RCA 分析 NKSJ リスクマネジメント

3）兵庫県立病院医療安全研修会

2012 年 10 月 11 日
於：ラッセホール 暴言・暴力クレーム対応 NKSJ リスクマネジメント

4）神戸地方裁判所主催の医療訴訟ガイダンスの開催　2012 月 12 月 3 日　於：県立尼崎病院

5．Morbidity ＆ Mortalty カンファレンス開催に向けて検討
　　今年度より院内の死亡例・重度合併症例・コード 99 例・CPR 症例の把握と検討をする症例検討会を医

療安全管理室が事務局となり進めることになった。

6．医療安全情報の提供
1）日本機能評価機構からの医療安全情報の提供を月 1 回行った。
2）院内で起こったヒヤリハット事例から、医療安全ニュースを発行し情報提供を行った。
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34．感染対策管理室
　
　感染対策管理室は、感染対策委員会委員長を室長、診療部長、看護部次長を副室長とし、院長、診療担当
副院長、総務部長、検査技師長、栄養指導課長、看護部長、医療安全対策担当課長、感染管理認定看護師の他、
診療部 5 名、看護部 4 名、検査部 4 名、薬剤部 2 名、放射線部 1 名、医事企画課 1 名の計 28 名で構成され、
院内の感染管理を担っている、このうち診療部 3 名、看護部 3 名、検査部 1 名、薬剤部 1 名の計 8 名が感染
対策チーム（ICT）を結成し、感染対策の実動部隊として活動している。

主な活動内容
1. 定期的に会議、ラウンドを実施した。

1）院内感染対策委員会を毎月開催した（第 2 金曜日）
　細菌・ウイルスの分離状況、抗菌薬（抗 MRSA 薬、カルバペネム系薬剤）の使用状況、ICT 活動な
どについて報告し、検討が必要な事項について議論した。

2）ICT 会議を毎週開催した。（木曜日）
　1 週間の細菌・ウイルスの分離状況、院内で発生している感染症、市中の感染症の動向などを中心
に議論した。

3）ICT ラウンドを実施した。（2012 年 3 月までは月 1 回、2012 年 4 月からは週 1 回）
　毎週 2 部署を対象としてラウンドした。環境整備の状況、患者ケア場面の感染対策がマニュアルど
おりに実施されているかチェックし、改善の必要な項目について毎週フィードバックした。第 3 週は
抗菌薬の長期使用の状況を確認した。

2. 職員教育として以下の研修会、演習を開催した。

看護補助者対象感染対策オリエンテーション　
① 4 月 2 日：5 名　② 4 月 3 日：5 名　③ 4 月 9 日：5 名

リネン業務委託業者対象感染対策研修会　「感染対策の基本」
① 5 月 15 日：4 名　② 5 月 31 日：4 名

第 1 回全職員対象感染対策研修会　「マニュアル改訂点の内容」
① 7 月 26 日：81 名　② 7 月 30 日：51 名

清掃委託業者対象感染対策研修会　「針刺し・切創、血液・体液曝露」　8 月 3 日：18 名

看護補助者対象感染防止演習　「手指衛生の手技チェックと個人防護具の着脱演習」
① 8 月 27 日：13 名 ② 8 月 29 日：13 名 ③ 9 月 3 日：8 名 ④ 9 月 5 日：16 名 ⑤ 9 月 7 日：3 名

3. 感染対策マニュアルの大幅な改訂を行った。（7 月 1 日より運用開始）
　部署別マニュアル、日常生活援助での感染防止対策、医療器具関連感染予防策、水痘発生時の対応スケジ
ュール、職員のワクチン接種ガイドラインなどを追加した。

4. 職業感染防止について以下の活動を行った。
1）流行性ウイルス感染症について入職者の調査票の判定、抗体価採血、ワクチン接種を行った。
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2012 年に接種した流行性ウイルス感染症ワクチン

4 月採用医師 4 月採用看護師 その他職種および中途採用
麻疹 13 名 20 名 24 名
水痘 0 2 名 0
風疹 0 1 名 6 名

ムンプス 8 名 9 名 18 名
MR 1 名 3 名 11 名

2）インフルエンザワクチンの接種を行った。
866 名に接種。接種率　97.2％（病院職員　97.4％、委託職員　96.2％）

3）血液媒介ウイルス感染防止のため、針刺し・切創、血液・体液曝露について啓発活動を行うととも
　  に、これらの事象発生時に迅速に対応した。

2012 年に発生した針刺し・切創、血液・体液曝露

総件数：9 件（日勤帯：7 件、夜勤帯：2 件）
内容 針刺し　5 件 切創　2 件 咬創、擦過傷　2 件

発生部署 手術室　2 件 病棟　7 件
受傷者 医師　3 名 看護師 5 名 委託職員　1 名

原因器材 注射針　4 件 マルク針　1 件 剪刃 1 件 メス　1 件

4）流行性ウイルス、結核、疥癬などの感染症発生時に対応した。
　職員の集団食中毒（4 月）アデノウイルス腸炎のアウトブレイク（10 月）、先天性風疹症候群の
発生（2 例：10 月、11 月）

5.PICU、ICU、HCU で VAP サーベイランスを開始した。
6. 感染対策に関する各種コンサルテーションに対応した。
7. 各種啓発活動を行った。

1）マスク着用令の発令（1 月）
2）ICT NEWS の発行（4 月：食中毒、5 月：風疹、7 月：針刺し、12 月：感染性胃腸炎）

8. ファシリティマネジメントとして、ファシリティ部門への助言を行った。
　ベッドの消毒方法の変更（6 月）、タバコシバンムシの発生（10 月）
9. 感染防止対策加算申請に係る院外活動を行った。
　2012 年 4 月に感染防止対策加算 1、感染防止対策地域連携加算を申請した。
　加算 1 施設の六甲アイランド甲南病院と連携し、7 月と 8 月に相互ラウンドを実施した。
　加算 2 施設の若宮病院と連携し、5 月と 7 月の合同カンファレンスに参加、10 月と 11 月に施設間ラウン
ドとカンファレンスを実施した。
10. その他

1）予定入院患者の水痘ワクチン接種調査を実施した。（8 月）
2）CV カテーテル接続部のプラネクタの使用を開始した。（9 月）
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35．褥瘡管理室
　
　褥瘡対策委員会は、委員長を形成外科医師、副委員長を看護部次長とし、委員として小児外科医師、17
名の看護師、薬剤師、検査技師、管理栄養士、医事課職員により構成され、院内の褥瘡対策及び創傷ケアを
検討し、トータルケアを行うことにより、創傷ケアの効果的な推進を図ることを目的としている。平成 24
年度より褥瘡管理者を置き、褥瘡ハイリスクケア患者ケア加算を導入した。

主な活動内容
1．褥瘡対策状況
　会議を月に 1 回行い、褥瘡対策に関する報告を行い、褥瘡対策委員で情報を共有し、褥瘡ケアの評価や対
策の検討をおこなう。

1）褥瘡発生率
　　　2.7％（過去 10 年で 2 番目に低い値。2.6％～ 4.0％）
　　　褥瘡発生率＝褥瘡発生数÷総新規入院数
2）褥瘡推定発生率
　　　2.6％（過去 6 年で 4 番目に低い値。2.0 ～ 2.7％）
　　　月の 1 日を調査日とし、
　　　褥瘡推定発生率＝（調査日に褥瘡を保有する患者数－院外発生患者数）÷調査日の入院患者数
3）褥瘡リスクアセスメント実施数（4 月～ 12 月）　4770 件（月平均 530 件）
4）褥瘡ハイリスク患者特定数（4 月～ 12 月）　797 件（月平均 89 件）
5）褥瘡予防治療計画件数（4 月～ 12 月）　1749 件（月平均 194 件）
6）褥瘡ハイリスク患者ケア実施件数（4 月～ 12 月）　1102 件（月平均 122 件）
7）褥瘡発生詳細
　　　褥瘡発生件数　142 件
　　　褥瘡発生個数　177 個（体圧による褥瘡は 71 個、医療機器関連圧迫創は 106 個）
　　　褥瘡発生件数の多い部署　ICU（30 件）救急センター（21 件）手術室（20 件）　　　

2．褥瘡回診状況
　全褥瘡対策対象患者の回診（総合褥瘡回診）を週 1 回、褥瘡ハイリスク患者ケア加算対象者の回診を毎日
行い、褥瘡予防治療計画書をもとに、褥瘡予防、治療方法を評価・検討し、必要時カンファレンスを実施し
ている。

1）総合褥瘡回診　回診回数 46 回　患者数 2675 名（のべ）
2）褥瘡ハイリスク回診数（4 ～ 12 月）　回診回数 126 回　患者数 2362 名（のべ）
3）カンファレンス実施数（4 ～ 12 月）　44 回（月平均 5 回）

3．新人看護師対象の褥瘡ケアの講義
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te

r p
ed

ia
tri

c 
ca

rd
ia

c 
su

rg
er

y
心

臓
血

管
外

科

To
mo

mi
 H

ase
ga

wa
,

Yo
sh

ihi
ro 

Os
him

a,
Ay

ak
o M

aru
o,

Hi
ron

ori
 M

ats
uh

isa
,

Ta
su

ku
 K

ad
ow

ak
i, R

ei 
No

da

G
en

 T
ho

ra
c 

Ca
rd

io
va

sc
 S

ur
g

Sp
rin

ge
r

in
 p

re
ss

Pr
im

ar
y 

su
tu

re
le

ss
 re

pa
ir 

fo
r s

im
pl

e 
to

ta
l a

no
m

al
ou

s 
pu

lm
on

ar
y 

ve
no

us
 

co
nn

ec
tio

n 
w

ith
 a

 ri
sk

 o
f p

os
to

pe
ra

tiv
e 

pu
lm

on
ar

y 
ve

no
us

 s
te

no
sis

心
臓

血
管

外
科

To
mo

mi
 H

ase
ga

wa
,

Yo
sh

ihi
ro 

Os
him

a,
Ay

ak
o M

aru
o,

Hi
ron

ori
 M

ats
uh

isa
,

Ta
su

ku
 K

ad
ow

ak
i, R

ei 
No

da

G
en

 T
ho

ra
c 

Ca
rd

io
va

sc
 S

ur
g

Sp
rin

ge
r

in
 p

re
ss

Si
m

ul
ta

ne
ou

s 
co

m
pl

ex
 s

in
gl

e 
ve

nt
ric

le
 

pa
lli

at
io

n 
an

d 
tra

ch
eo

pl
as

ty
fo

r h
et

er
ot

ax
y 

sy
nd

ro
m

e

心
臓

血
管

外
科

、
外

科

Hi
ron

ori
 M

ats
uh

isa
,

Yo
sh

ihi
ro 

Os
him

a,
Ta

su
ku

 K
ad

ow
ak

i,
Ak

iko
 Y

ok
oi

In
te

ra
ct

iv
e 

Ca
rd

io
Va

sc
ul

ar
 a

nd
 

Th
or

ac
ic

 S
ur

ge
ry

5
13

52
3

52
4

O
xf

or
d 

U
ni

ve
rs

ity
 

Pr
es

s
20

12
.5

Pe
di

at
ric

 o
rb

ita
l s

ch
w

an
no

m
a 

or
ig

in
at

in
g 

fro
m

 th
e 

oc
ul

om
ot

or
 n

er
ve

脳
神

経
外

科

Hi
roa

ki 
Na

ga
sh

im
a, 

Ta
tsu

ya
 

Na
ga

sh
im

a,A
tsu

fum
i 

Kw
am

ura
, K

az
uk

i 
Ya

ma
mo

to,
M

ak
iko

 Y
os

hid
a, 

Ko
uji

 N
om

ura

J 
N

eu
ro

su
rg

er
y 

Pe
di

at
ric

9
2

16
5

16
8

20
12

.2
.1

Bi
bl

oc
 a

dv
an

ce
m

en
t" 

w
ith

 a
 

co
m

bi
na

tio
n 

of
 in

te
rn

al
 a

nd
 e

xt
er

na
l 

di
str

ac
te

rs
脳

神
経

外
科

Ni
sh

im
oto

 S,
 O

ya
ma

 T,
 

Te
i S

, S
eik

e S
, N

ag
ash

im
a T

, 
Ka

wa
i K

, K
ak

ibu
ch

i M
.

Cr
an

io
fa

c 
Su

rg
23

5
14

44
14

47
20

12
.5

.1

Ep
en

dy
m

om
a 

w
it

h 
"g

ra
nu

la
r 

ce
ll"

 
fe

at
ur

es
: R

ep
or

t o
f t

w
o 

ca
se

s.
脳

神
経

外
科

Sh
int

ak
u M

,Ya
ma

mo
to 

K,
Ka

wa
mu

ra 
A,

 K
an

ek
aw

a 
K,

 N
ag

ash
im

a T
,A

rak
aw

a Y
N

eu
ro

pa
th

ol
og

y
32

65
4

66
1

20
12

年

伸
展

広
背

筋
皮

弁
に

よ
り

胸
壁

の
再

建
を

行
っ

た
心

臓
脱

児
の

1例
形

成
外

科
清

家
志

円
、

大
山

知
樹

、
鄭

聡
柄

形
成

外
科

55
5

53
9

54
3

克
誠

堂
20

12
.5

骨
癒

合
に

明
暗

が
分

か
れ

た
先

天
性

下
腿

偽
関

節
症

の
2例

整
形

外
科

薩
摩

真
一

、
小

林
大

介
、

衣
笠

真
紀

、
井

上
美

帆
日

本
創

外
固

定
・

骨
延

長
学

会
雑

誌
23

23
18

6
18

6
日

本
創

外
固

定
・

骨
延

長
学

会
20

12
 

テ
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科
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肩
甲

骨
の

先
天

異
常

　
肩

甲
骨

高
位

症
（

Sp
re

ng
el

変
形

）
整

形
外

科
小

林
大

介
、

薩
摩

眞
一

関
節

外
科

31
10

44
45

M
ED

IC
AL

 V
IE

W
20

12

骨
病

変
を

有
し

た
La

ng
er

ha
ns

 C
el

l 
H

ist
io

cy
to

sis
（

LC
H

）
の

10
症

例
の

治
療

経
験

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

雑
誌

21
2

30
2

30
5

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

20
12

.1
2.

15

Ⅴ
型

外
斜

視
に

対
す

る
U

pw
ar

d 
tra

ns
po

sit
io

n
の

効
果

眼
科

平
井

宏
二

、
野

村
耕

治
眼

科
臨

床
紀

要
第

5巻
第

2号
16

3
16

7
眼

科
臨

床
紀

要
会

20
12

.2

弱
視

治
療

中
に

診
断

さ
れ

た
先

天
網

膜
分

離
症

の
1例

眼
科

明
石

 梓
、

平
井

宏
二

、
横

山
知

子
、

野
村

耕
治

眼
科

臨
床

紀
要

第
5巻

第
5号

44
3

44
6

眼
科

臨
床

紀
要

会
20

12
.5

病
気

に
つ

い
て

知
ろ

う
 ①

斜
視

っ
て

ど
ん

な
病

気
？

眼
科

野
村

耕
治

眼
科

ケ
ア

第
14

巻
第

8号
6

11
メ

デ
ィ

カ
出

版
20

12
.8

耳
鼻

咽
喉

科
に

お
け

る
慢

性
咳

嗽
の

臨
床

—
喉

頭
ア

レ
ル

ギ
ー

•
後

鼻
漏

症
候

群
を

中
心

に
耳

鼻
咽

喉
科

阪
本

浩
一

日
気

食
会

報
63

2
99

10
1

日
本

気
管

食
道

科
学

会
20

12
.0

2

慢
性

咳
嗽

の
診

断
に

お
け

る
呼

吸
器

内
科

と
の

連
携

—
副

鼻
腔

気
管

支
症

候
群

を
一

例
と

し
て

耳
鼻

咽
喉

科
阪

本
浩

一
鼻

ア
レ

ル
ギ

ー
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
12

2
38

43
メ

デ
ィ

カ
ル

レ
ビ

ュ
ー

社
20

12
.0

2

乳
幼

児
の

呼
吸

障
害

に
対

す
る

対
応

—
3歳

未
満

の
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

に
対

す
る

手
術

療
法

の
手

技
と

術
後

管
理

、
周

辺
疾

患
と

の
関

連
ま

で

耳
鼻

咽
喉

科
阪

本
浩

一
小

児
耳

鼻
咽

喉
科

33
3

27
2

28
0

小
児

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
20

12
.1

1

不
完

全
型

陰
茎

前
位

陰
嚢

に
対

す
る

陰
嚢

形
成

術
の

工
夫

泌
尿

器
科

西
村

謙
一

、
久

松
英

治
、

桑
原

元
、

中
川

賀
清

、
杉

多
良

文
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
雑

誌
21

1
45

48
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
20

12
.5

M
al

e 
in

fa
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 w
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 s
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gl

e-
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ste
m
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 re
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e 
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m
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Su
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t
W
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Bl
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kw
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l
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N
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to
m
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m
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ki
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y 

ne
ce
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泌
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科
H
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m
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 E
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i S
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N
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ag
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 S
ug

ita
 Y

In
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an
 J

ou
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f U
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lo
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3
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1
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4

M
ed

kn
ow

 P
ub

lic
at

io
ns

20
12

.7

前
部

尿
道

弁
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
、

西
村

謙
一

、
桑

原
元

、
久

松
英

治
、

中
川

賀
清

小
児

外
科

44
4

38
2

38
4

東
京

医
学

社
20

12
.4

乳
幼

児
健

診
に

お
い

て
外

か
ら

わ
か

る
疾

患
尿

道
下

裂
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
小

児
科

診
療

75
2

23
7

24
1

診
断

と
治

療
社

20
12

.2

小
児

の
周

術
期

疼
痛

管
理

麻
酔

科
香

川
哲

郎
、

鹿
原

史
寿

子
、

大
西

広
泰

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

33
1

7
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真
興

交
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医
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出
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部
20
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テ
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マ
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喉
頭

気
管

食
道

裂
Ⅱ

型
に

食
道

閉
鎖

症
G

ro
ss

 C
型

を
合

併
し

た
乳

児
の

周
術

期
管

理
の

経
験

麻
酔

科
野

々
村

智
子

、
香

川
哲

郎
、

鈴
木

毅
、

鹿
原

史
寿

子
、

上
北

郁
男

日
本

小
児

麻
酔

学
会

雑
誌

18
15

8
16

1
日

本
小

児
麻

酔
学

会
20

12
.9

産
科

医
療

補
償

制
度

原
因

分
析

委
員

会
よ

り
脳

性
麻

痺
児

発
生

予
防

の
た

め
に

　
新

生
児

蘇
生

術
の

基
本

を
身

に
つ

け
よ

う
新

生
児

科
中

尾
秀

人
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

雑
誌

64
2

31
8

当
院

で
経

験
し

た
tw

in
 a

m
ni

ot
ic

 fl
ui

d 
di

sc
or

da
nc

e（
TA

FD
）

症
例

の
検

討
新

生
児

科
妹

尾
絵

美
、

坂
井

仁
美

、
中

尾
秀

人
産

婦
人

科
の

実
際

61
2

26
9

27
2

金
原

出
版

20
12

.0
2

胎
児

期
に

脳
瘤

を
指

摘
さ

れ
、

出
生

後
に

W
al

ke
r-W

ar
bu

rg
症

候
群

と
診

断
し

た
1例

新
生

児
科

猪
俣

慶
、

田
中

聡
、

岩
谷

壮
太

、
坂

井
仁

美
、 

溝
渕

雅
巳

、
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

日
本

周
産

期
新

生
児

学
会

雑
誌

48
1

10
1

10
5

20
12

.0
5

Pr
et

er
m

 P
RO

M
の

周
産

期
管

理
と

嚢
胞

性
脳

室
周

囲
白

質
軟

化
症

発
症

の
関

連
性

新
生

児
科

河
合

清
日

、
猪

俣
慶

、
田

中
聡

、
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、
溝

渕
雅

巳
、 

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人

日
本

周
産

期
新

生
児

学
会

雑
誌

48
3

67
3

67
6

20
12

.0
8

超
早

産
児

の
出

生
時

低
体

温
の

新
た

な
予

防
戦

略
　

ア
ル

ミ
蒸

着
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
断

熱
シ

ー
ト

，
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ラ

ッ
プ

，
保

温
マ

ッ
ト

の
併

用

新
生

児
科

猪
俣

慶
、

溝
渕

雅
巳

、
河

合
清

日
、

田
中

聡
、

岩
谷

壮
太

、
坂

井
仁

美
、

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人

日
本

周
産

期
新

生
児

学
会

雑
誌

48
3

65
0

65
4

20
12

.0
8

[新
生

児
医

療
 -u

p 
to

 d
at

e]
新

生
児

の
予

後
の

推
移

と
国

際
比

較
新

生
児

科
中

尾
秀

人
小

児
科

診
療

75
9

14
67

14
70

診
断

と
治

療
社

Su
rfa

ct
an

t l
av

ag
e 

th
er

ap
y 

fo
r r

es
pi

ra
to

ry
 

de
te

rio
ra

tio
n 

in
 e

xt
re

m
el

y 
pr

em
at

ur
e 

in
fa

nt
s. 

新
生

児
科

Iw
ata

ni 
S, 

Mi
zob

uc
hi 

M,
 

Ta
na

ka
 S,

 In
om

ata
 K

, S
ak

ai 
H,

 
Yo

shi
mo

to 
S, 

Na
ka

o H
. 

Pe
di

at
r I

nt
. 

20
12

.1
0

Eff
ec

t o
f h

yd
ro

co
rti

so
ne

 th
er

ap
y 

on
 s

ev
er

e 
le

ak
y 

lu
ng

 s
yn

dr
om

e 
in

 
ve

nt
ila

te
d 

pr
et

er
m

 in
fa

nt
s.

新
生

児
科

M
izo

bu
ch

i M
, I

wa
tan

i S
, 

Sa
ka

i H
, Y

os
him

oto
 S,

 
Na

ka
o H

.
Pe

di
at

r I
nt

. 
54

5
63

9
64

5
20

12
.1

0

平
成

23
年

度
神

緑
会

研
究

事
業

年
間

報
告

書
周

産
期

予
後

不
良

症
例

の
背

景
解

析
産

科

山
崎

峰
夫

1）
、

大
橋

正
伸

2）
、

房
正

規
3）

、
船

越
徹

、
左

右
田

裕
生

4）
、

西
島

光
浩

5）
神

戸
大

学
大

学
院

医
学

研
究

科
総

合
臨

床
教

育
・

育
成

学
分

野
1）

、
若

宮
病

院
2）

、
加

古
川

西
市

民
病

院
3）

、
済

生
会

兵
庫

県
病

院
4）

、
兵

庫
県

立
淡

路
病

院
5）

神
戸

大
学

医
学

部
神

緑
会

学
術

誌
28

8
10

一
般

社
団

法
人

神
緑

会
20

12
.8

当
院

で
の

75
ｇ

O
G

TT
施

行
例

の
背

景
と

新
妊

娠
糖

尿
病

（
G

D
M

）
診

断
基

準
の

影
響

産
科

佐
々

木
紘

子
、

喜
吉

賢
二

、
牧

志
綾

、
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児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

尼
崎

20
12

.2
.4
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

乳
児

期
に

発
症

し
た

肝
動

脈
瘤

を
伴

っ
た

高
安

病
の

1例
リ

ウ
マ

チ
科

水
田

麻
雄

、
笠

井
和

子
、

中
岸

保
夫

、
三

好
麻

里
第

22
回

日
本

小
児

リ
ウ

マ
チ

学
会

総
会

・
学

術
集

会
名

古
屋

20
12

.1
0.

6

持
続

す
る

関
節

炎
に

関
し

て
ア

ダ
リ

ズ
マ

ブ
を

導
入

し
た

全
身

性
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

の
1例

リ
ウ

マ
チ

科
水

田
麻

雄
、

笠
井

和
子

、
中

岸
保

夫
、

三
好

麻
里

第
22

回
日

本
小

児
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

名
古

屋
20

12
.1

0.
7

集
中

治
療

領
域

に
お

け
る

自
動

発
作

検
出

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

応
用

脳
神

経
内

科
丸

山
あ

ず
さ

、
西

山
将

広
、

藤
田

杏
子

、
永

瀬
裕

朗
第

54
回

日
本

小
児

神
経

学
会

総
会

札
幌

20
12

.5
.1

7-
19

抗
け

い
れ

ん
薬

持
続

投
与

下
で

の
脳

低
温

/平
温

療
法

は
 急

性
脳

症
の

興
奮

毒
性

に
よ

る
神

経
学

的
後

遺
症

を
低

減
す

る
脳

神
経

内
科

西
山

将
広

、
藤

田
杏

子
、

丸
山

あ
ず

さ
、

永
瀬

裕
朗

第
54

回
日

本
小

児
神

経
学

会
総

会
札

幌
20

12
.5

.1
7-

20

軽
微

な
頭

部
外

傷
後

に
AE

SD
と

類
似

し
た

経
過

を
た

ど
っ

た
急

性
硬

膜
下

血
腫

の
2例

脳
神

経
内

科
西

山
将

広
、

藤
田

杏
子

、
丸

山
あ

ず
さ

、
永

瀬
裕

朗
、

梶
原

伸
介

、
竹

田
洋

樹
、

上
谷

良
行

第
52

回
日

本
小

児
神

経
学

会
近

畿
地

方
会

大
阪

20
12

.1
0.

20

Su
cc

es
sfu

l A
bo

lit
io

n 
of

 P
ro

ph
yl

ac
tic

 C
ra

ni
al

 Ir
ra

di
at

io
n 

in
 C

hi
ld

re
n 

w
ith

 N
on

-T
 c

el
l A

cu
te

 L
ym

ph
ob

la
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c 
Le

uk
em

ia
 （

AL
L）

 in
 th

e 
Ja

pa
n 

As
so

ci
at

io
n 

of
 

Ch
ild

ho
od

 L
eu

ke
m

ia
 S

tu
dy

 （
JA

CL
S）

 A
LL

-0
2 

tri
al

.

血
液

腫
瘍

内
科

D
ai

ic
hi

ro
 H

as
eg

aw
a,

 J
un
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hi

 H
ar

a,
 S

ou
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hi
 

Su
en

ob
u,

 Y
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hi
hi

ro
 T

ak
ah

as
hi

, A
tsu

sh
i S

at
o,

 
N

ob
uh

iro
 S

uz
uk

i, 
Sh

in
ic

hi
ro

 N
ish

im
ur

a,
 K

ei
ko

 
Yu

m
ur

a-
Ya

gi
, H

iro
hi

de
 K

aw
as

ak
i, 

H
iro

ki
 H

or
i, 

Ak
ik

o 
M

. S
ai

to
, K

oj
i K

at
o,

 A
ki

hi
ro

 Ig
uc

hi
, 

To
or

u 
Ku

do
h,

 T
at

su
to

sh
i N

ak
ah

at
a,

 M
eg

um
i 

O
da

, a
nd

 K
ei

zo
 H

or
ib

e

平
成

24
年

度
JA

CL
S

総
会

20
12

AM
L0

5研
究

に
お

け
る

寛
解

導
入

療
法

時
合

併
症

と
支

持
療

法
の

関
係

血
液

腫
瘍

内
科

長
谷

川
大

一
郎

、
工

藤
寿

子
、

多
和

昭
雄

、
富

澤
大

輔
、

多
賀

崇
、

足
立

壮
一

平
成

24
年

度
堀

部
班

・
足

立
班

会
議

総
会

名
古

屋
20

12
.6

.1
6

M
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内
科

Ai
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ro
 H
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eg
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ri 
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 O
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o 
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 S
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M
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 S
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ira
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, I

ku
ko

 K
ub
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aw

a,
 T

ak
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hi
 M
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To
m
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o 

Ya
na

i, 
Ak

ira
 H

ay
ak
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a,

 Y
as
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iro

 
Ta

ke
sh
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a,

 K
az

um
ot

o 
Iij
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a,
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um
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M
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o,
 H

isa
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 N
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 N
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uk
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N
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va

nc
es
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N
eu
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m
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To
ro
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.0
6.

19
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w
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 b
y 
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ge
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AL
L 
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r t
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an
ta
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血
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腫
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内
科

To
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ki
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da
, D
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ro
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eg
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a,
 T
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ya
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m
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ik
o 
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, K

ei
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ro
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i, 
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ji 
N

ak
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, S
ei

ji 
Ka

w
an

o,
  a

nd
 Y

os
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yu
ki

 
Ko

sa
ka

第
74

回
日

本
血

液
学

会
総

会
京

都
20

12
.1

0.
19

-2
1

Re
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d-

In
te

ns
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op
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 S

te
m
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l 
Tr
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sp
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nt
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n 
fo

r S
ev
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e 

Co
ng

en
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l N
eu

tro
pe

ni
a

血
液

腫
瘍

内
科

Ai
ko

 T
an

ak
a,

 D
ai

ic
hi

ro
 H

as
eg

aw
a,

 H
iro

no
bu

 
Ta

ka
ha

sh
i, 

Ta
tsu

ya
 Y

am
as

hi
ta

, T
os

hi
ak

i I
sh

id
a,

 
Ke

iic
hi

ro
 K

aw
as

ak
i, 

Ka
zu

hi
ro

 N
ak

am
ur

a,
 

M
as

ao
 K

ob
ay

as
hi

, a
nd

 Y
os

hi
yu

ki
 K

os
ak

a

第
74

回
日

本
血

液
学

会
総

会
京

都
20

12
.1

0.
19

-2
1
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

To
po

te
ca

n 
+ 

L-
PA

M
 +

 C
Y 

レ
ジ

メ
ン

で
自

家
末

梢
血

幹
細

胞
移

植
併

用
大

量
化

学
療

法
を

行
っ

た
難

治
性

小
児

固
形

腫
瘍

の
治

療
経

験
血

液
腫

瘍
内

科
石

田
敏

章
、長

谷
川

大
一

郎
、越

智
聡

史
、宮

田
憲

二
、

山
下

達
也

、
齋

藤
敦

郎
、

田
中

愛
子

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之
第

54
回

日
本

小
児

血
液

・
が

ん
学

会
学

術
総

会
横

浜
20

12
.1

1.
30

-1
2.

02

M
in

im
al

 re
sid

ua
l d

ise
as

e 
m

on
ito

rin
g 

in
 n

eu
ro

bl
as

to
m

a 
pa

tie
nt

s 
by

 a
 s

et
 o

f r
ea

l-t
im

e 
RT

-P
CR

 m
ar

ke
rs

血
液

腫
瘍

内
科

Ai
ko

 T
an

ak
a,

 D
ai

ic
hi

ro
 H

as
eg

aw
a,

 T
ri 

Bu
di

 
H

ar
to

m
o,

 T
hi

 V
an

 H
uy

en
 P

ha
m

, T
os

hi
ak

i 
Is

hi
da

, K
ei

ic
hi

ro
 K

aw
as

ak
i, 

Yo
sh

iy
uk

i K
os

ak
a,

 
H

iro
ki

 O
ha

sh
i, 

To
m

ot
o 

Ya
m

am
ot

o,
 S

at
or

u 
M

or
ik

aw
a,

 N
ob

uy
uk

i Y
am

am
ot

o,
 S

at
os

hi
 

H
ira

se
, I

ku
ko

 K
ub

ok
aw

a,
 T

ak
es

hi
 M

or
i, 

To
m

ok
o 

Ya
na

i, 
Ak

ira
 H

ay
ak

aw
a,

 Y
as

uh
iro

 
Ta

ke
sh

im
a,

 K
az

um
ot

o 
Iij

im
a,

 M
as

af
um

i 
M

at
su

o,
 H

isa
hi

de
 N

ish
io

  a
nd

 N
or

iy
uk

i 
N

ish
im

ur
a

第
54

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

総
会

横
浜

20
12

.1
1.

30
-1

2.
02

AM
L

お
よ

び
M

D
S

に
対

す
る

Fl
u+

M
el

±
lo

w
 d

os
e 

TB
I

の
前

処
置

に
よ

る
移

植
経

験
血

液
腫

瘍
内

科
齋

藤
敦

郎
、

長
谷

川
大

一
郎

、
宮

田
憲

二
、

越
智

聡
史

、
山

下
達

也
、

田
中

愛
子

、
石

田
敏

章
、 

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

第
54

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

総
会

横
浜

20
12

.1
1.

30
-1

2.
02

当
科

に
お

け
る

N
F-

1に
合

併
し

た
O

pt
ic

 P
at

hw
ay

 G
lio

m
a

の
治

療
経

験
血

液
腫

瘍
内

科

越
智

聡
史

、
長

谷
川

大
一

郎
、

山
下

達
也

、
齋

藤
敦

郎
、

田
中

愛
子

、
石

田
敏

章
、

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

、
山

元
一

樹
、

河
村

淳
史

、
長

嶋
達

也
、

吉
田

牧
子

、
杉

岡
勇

典
、

赤
坂

好
宣

、
副

島
俊

典

第
54

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

総
会

横
浜

20
12

.1
1.

30
-1

2.
02

当
科

に
お

け
る

初
回

再
発

お
よ

び
寛

解
導

入
不

能
急

性
骨

髄
性

白
血

病
の

臨
床

的
検

討
血

液
腫

瘍
内

科

二
野

菜
々

子
、

長
谷

川
大

一
郎

、
越

智
聡

史
、

宮
田

憲
二

、
山

下
達

也
、

齋
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

石
田

敏
章

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之
坂

口
公

祥
、

岡
田

周
一

第
54

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

総
会

横
浜

20
12

.1
1.

30
-1

2.
02

診
断

時
に

骨
髄

転
移

お
よ

び
中

枢
神

経
浸

潤
を

認
め

た
網

膜
芽

細
胞

腫
の

一
例

血
液

腫
瘍

内
科

中
西

啓
太

、
齋

藤
敦

郎
、

宮
田

憲
二

、
越

智
聡

史
、

山
下

達
也

、
田

中
愛

子
、

石
田

敏
章

、
長

谷
川

大
一

郎
、

川
崎

圭
一

郎
、

河
合

恵
美

子
、

山
元

一
樹

、
河

村
淳

史
、

長
嶋

達
也

、
杉

岡
勇

典
、

赤
坂

好
宣

、
吉

田
牧

子
、

小
阪

嘉
之

第
54

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

総
会

横
浜

20
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.1
1.
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

Ac
ut

e 
Ly

m
ph

ob
la

sti
c 

Le
uk

em
ia

 in
 J

ap
an

es
e 

Ad
ol

es
ce

nt
s;

 B
io

lo
gy

 a
nd

 T
ox

ic
ity

 P
ro

fil
e

血
液

腫
瘍

内
科

So
-ic

hi
 S

ue
no

bu
, A

tsu
sh

i S
at

o,
 Y

os
hi

hi
ro

 
Ta

ka
ha

sh
i, 

Ik
uy

a 
U

sa
m

i, 
Sh

in
-ic

hi
ro

 
N

ish
im

ur
a,

 D
ai

ic
hi

ro
 H

as
eg

aw
a,

 Y
os

hi
ko

 
H

as
hi

i, 
N

ob
uh

iro
 S

uz
uk

i, 
Ak

ik
o 

Sa
ito

, 
H

iro
hi

de
 K

aw
as

ak
i, 

Ke
ik

o 
Ya

gi
, K

ei
zo

 H
or

ib
e,

 
Ju

ni
ch

i H
ar

a,
 H

iro
ki

 H
or

i, 
an

d 
M

eg
um

i O
da

第
54

回
An

nu
al

 M
ee

tin
g 

of
 

Am
er

ic
an

 S
oc

ie
ty

 o
f 

H
em

at
ol

og
y

At
la

nt
a

20
12

.1
2.

7-
11

Ap
pr

op
ria

te
 D

os
e 

M
od

ifi
ca

tio
n 

in
 In

du
ct

io
n 

Th
er

ap
y 

Is
 E

ss
en

tia
l f

or
 th

e 
Tr

ea
tm

en
t o

f I
nf

an
ts 

w
ith

 A
cu

te
 

M
ye

lo
id

 L
eu

ke
m

ia
血

液
腫

瘍
内

科

D
ai

su
ke

 T
om

iz
aw

a,
 A

ki
o 

Ta
w

a,
 T

om
oy

uk
i 

W
at

an
ab

e,
 A

ki
ko

 M
or

iy
a 

Sa
ito

, K
az

uk
o 

Ku
do

, T
ak

as
hi

 T
ag

a,
 S

ho
ta

ro
 Iw

am
ot

o,
 A

ki
ra

 
Sh

im
ad

a,
 K

im
in

or
i T

er
ui

, H
iro

sh
i M

or
ita

ke
, 

Ak
ito

sh
i K

in
os

hi
ta

, H
iro

yu
ki

 T
ak

ah
as

hi
, 

H
id

ek
i N

ak
ay

am
a,

 K
at

su
yo

sh
i K

oh
, H

isa
to

 
Ki

ga
sa

w
a,

 Y
os

hi
yu

ki
 K

os
ak

a,
 H

ay
at

o 
M

iy
ac

hi
, 

Ke
iz

o 
H

or
ib

e,
 T

at
su

to
sh

i N
ak

ah
at

a,
 a

nd
 

So
ui

ch
i A

da
ch

i

第
54

回
An

nu
al

 M
ee

tin
g 

of
 

Am
er

ic
an

 S
oc

ie
ty

 o
f 

H
em

at
ol

og
y

At
la

nt
a

20
12

.1
2.

7-
11

Ex
ce

ss
 R

ed
uc

tio
n 

of
 A

nt
hr

ac
yc

lin
es

 R
es

ul
ts 

in
 In

fe
rio

r 
Ev

en
t-F

re
e 

Su
rv

iv
al

 in
 C

or
e 

Bi
nd

in
g 

Fa
ct

or
 A

cu
te

 
M

ye
lo

id
 L

eu
ke

m
ia

 in
 C

hi
ld

re
n

血
液

腫
瘍

内
科

D
ai

su
ke

 T
om

iz
aw

a,
 A

ki
o 

Ta
w

a,
 T

om
oy

uk
i 

W
at

an
ab

e,
 A

ki
ko

 M
or

iy
a 

Sa
ito

, K
az

uk
o 

Ku
do

, T
ak

as
hi

 T
ag

a,
 S

ho
ta

ro
 Iw

am
ot

o,
 A

ki
ra

 
Sh

im
ad

a,
 K

im
in

or
i T

er
ui

, H
iro

sh
i M

or
ita

ke
, 

Ak
ito

sh
i K

in
os

hi
ta

, H
iro

yu
ki

 T
ak

ah
as

hi
, 

H
id

ek
i N

ak
ay

am
a,

 K
at

su
yo

sh
i K

oh
, H

isa
to

 
Ki

ga
sa

w
a,

 Y
os

hi
yu

ki
 K

os
ak

a,
 H

ay
at

o 
M

iy
ac

hi
, 

Ke
iz

o 
H

or
ib

e,
 T

at
su

to
sh

i N
ak

ah
at

a,
 a

nd
 

So
ui

ch
i A

da
ch

i

第
54

回
An

nu
al

 M
ee

tin
g 

of
 

Am
er

ic
an

 S
oc

ie
ty

 o
f 

H
em

at
ol

og
y

At
la

nt
a

20
12

.1
2.

7-
11

To
po

te
ca

n 
+ 

L-
PA

M
 +

 C
Y

レ
ジ

メ
ン

で
自

家
末

梢
血

幹
細

胞
移

植
併

用
大

量
化

学
療

法
を

行
っ

た
脳

腫
瘍

の
治

療
経

験
血

液
腫

瘍
内

科

石
田

敏
章

、
長

谷
川

大
一

郎
、

山
下

達
也

、
田

中
愛

子
、

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

、
山

元
一

樹
、

河
村

淳
史

、
長

嶋
達

也
、

吉
田

牧
子

、
阿

部
洋

子
、

杉
岡

勇
典

、
赤

坂
好

宣
、

副
島

俊
典

第
54

回
日

本
小

児
脳

腫
瘍

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
研

究
会

東
京

20
13

.0
1.

29

Fl
u+

M
el

+l
ow

 d
os

e 
TB

Iに
よ

る
骨

髄
非

破
壊

的
前

処
置

で
同

種
骨

髄
移

植
を

行
っ

た
Ko

stm
an

n
症

候
群

の
一

例
血

液
腫

瘍
内

科
長

谷
川

大
一

郎
、

岸
上

木
綿

子
、

二
野

菜
々

子
、

武
岡

恵
美

子
、山

下
達

也
 、

田
中

愛
子

 、
石

田
敏

章
、

高
橋

宏
暢

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之
神

戸
血

液
病

研
究

会
神

戸
20

12
.0

2.
11

Fl
u+

M
el

+l
ow

 d
os

e 
TB

Iに
よ

る
骨

髄
非

破
壊

的
前

処
置

で
同

種
骨

髄
移

植
を

行
っ

た
Ko

stm
an

n
症

候
群

の
一

例
血

液
腫

瘍
内

科
長

谷
川

大
一

郎
、

岸
上

木
綿

子
、

二
野

菜
々

子
、

武
岡

恵
美

子
、

山
下

達
也

 、
田

中
愛

子
、

石
田

敏
章

、
高

橋
宏

暢
、

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

須
磨

区
医

師
会

研
究

会
神

戸
20

12
.3

.3

診
断

・
治

療
に

難
渋

し
て

い
る

胸
腔

原
発

の
AY

A
（

ad
ol

es
ce

nt
s 

an
d 

yo
un

g 
ad

ul
ts）

世
代

肉
腫

の
1例

血
液

腫
瘍

内
科

田
中

愛
子

、
川

崎
圭

一
郎

、
宮

田
憲

二
、

越
智

聡
史

、
山

下
達

也
 、

斎
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

石
田

敏
章

、
長

谷
川

大
一

郎
、

小
阪

嘉
之

第
34

回
近

畿
小

児
が

ん
研

究
会

大
阪

20
12

.3
.1

0

身
近

な
診

察
室

で
し

た
い

こ
と

・
で

き
そ

う
な

事
血

液
腫

瘍
内

科
石

田
敏

章
第

2回
H

em
op

hi
lia

 C
ar

e　
Se

m
in

ar
 in

 H
yo

go
神

戸
20

12
.4

.7

寛
解

導
入

療
法

中
に

急
性

出
血

に
よ

る
su

dd
en

 d
ea

th
を

き
た

し
た

BC
P-

AL
L

の
一

例
血

液
腫

瘍
内

科
石

田
敏

章
、

山
下

達
也

、
武

岡
恵

美
子

、
越

智
聡

史
、

齋
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

長
谷

川
大

一
郎

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之
第

21
回

JA
CL

S
例

会
大

阪
20

12
.5

.1
9
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

診
断

に
苦

慮
し

た
治

療
抵

抗
性

T-
AL

L
の

幼
児

例
血

液
腫

瘍
内

科
越

智
聡

史
、

石
田

敏
章

、
山

下
達

也
、

齋
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

長
谷

川
大

一
郎

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之
第

37
回

兵
庫

県
小

児
血

液
腫

瘍
症

例
検

討
会

神
戸

20
12

.6
.1

当
科

に
お

け
る

Fl
u 

+ 
M

el
 ±

 lo
w

 d
os

e 
TB

Iの
前

処
置

に
よ

る
移

植
経

験
血

液
腫

瘍
内

科
齋

藤
敦

郎
、長

谷
川

大
一

郎
、越

智
聡

史
、山

下
達

也
、

田
中

愛
子

、
石

田
敏

章
、

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

第
9回

JP
LS

G
研

究
会

名
古

屋
20

12
.6

.1
7

局
所

療
法

の
選

択
に

苦
慮

し
て

い
る

頭
蓋

底
原

発
Ew

in
g

肉
腫

女
児

例
血

液
腫

瘍
内

科

石
田

敏
章

、
越

智
聡

史
、

山
下

達
也

、
齋

藤
敦

郎
、

田
中

愛
子

、
長

谷
川

大
一

郎
、

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

、
山

元
一

樹
、

河
村

淳
史

、
長

嶋
達

也
、

吉
田

牧
子

、
杉

岡
勇

典
、

赤
坂

好
宣

、
副

島
俊

典

日
本

ユ
ー

イ
ン

グ
肉

腫
研

究
グ

ル
ー

プ
研

究
会

東
京

20
12

.6
.2

3

To
po

te
ca

n 
+ 

L-
PA

M
 +

 C
Y

レ
ジ

メ
ン

で
自

家
末

梢
血

幹
細

胞
移

植
併

用
大

量
化

学
療

法
を

行
っ

た
難

治
性

小
児

固
形

腫
瘍

の
治

療
経

験
血

液
腫

瘍
内

科
石

田
敏

章
、

越
智

聡
史

、
山

下
達

也
、

齋
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

長
谷

川
大

一
郎

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之

日
本

ユ
ー

イ
ン

グ
肉

腫
研

究
グ

ル
ー

プ
研

究
会

東
京

20
12

.6
.2

3

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

類
白

血
病

反
応

と
の

鑑
別

に
苦

慮
し

た
治

療
抵

抗
性

T-
AL

L
の

幼
児

例
血

液
腫

瘍
内

科
越

智
聡

史
、

石
田

敏
章

、
山

下
達

也
、

齋
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

長
谷

川
大

一
郎

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之
第

48
回

兵
庫

県
白

血
病

懇
話

会
神

戸
20

12
.6

.3
0

当
科

に
お

け
る

N
F-

1に
合

併
し

た
O

pt
ic

 P
at

hw
ay

 G
lio

m
a

の
治

療
経

験
血

液
腫

瘍
内

科

越
智

聡
史

、
長

谷
川

大
一

郎
、

山
下

達
也

、
齋

藤
敦

郎
、

田
中

愛
子

、
石

田
敏

章
、

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

、
山

元
一

樹
、

河
村

淳
史

、
長

嶋
達

也
、

吉
田

牧
子

、
杉

岡
勇

典
、

赤
坂

好
宣

、
副

島
俊

典

小
児

脳
腫

瘍
治

療
研

究
会

東
京

20
12

.7
.8

Fl
u+

M
el+

lo
w

 d
os

e 
TB

Iに
よ

る
骨

髄
非

破
壊

的
前

処
置

で
同

種
骨

髄
移

植
を

行
っ

た
先

天
性

重
症

好
中

球
減

少
症

の
一

例
血

液
腫

瘍
内

科
長

谷
川

大
一

郎
、

山
下

達
也

 、
田

中
愛

子
 、

石
田

敏
章

、
高

橋
宏

暢
、

川
崎

圭
一

郎
、

小
阪

嘉
之

第
3回

近
畿

PI
D

研
究

会
大

阪
20

12
.7

.2
1

ベ
ネ

フ
ィ

ク
ス

®
持

続
投

与
に

て
側

弯
症

手
術

を
施

行
し

得
た

血
友

病
Ｂ

の
1例

血
液

腫
瘍

内
科

川
崎

圭
一

郎
、

越
智

聡
史

、
山

下
達

也
、

斎
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

石
田

敏
章

、
長

谷
川

大
一

郎
、

小
阪

嘉
之

、
小

林
大

介
、

薩
摩

眞
一

第
8回

阪
神

ヘ
モ

フ
ィ

リ
ア

研
究

会
大

阪
20

12
.7

.2
8

新
生

児
期

に
JM

M
L

様
の

血
液

所
見

を
呈

し
、

そ
の

後
自

然
寛

解
傾

向
を

示
し

た
N

oo
na

n
症

候
群

の
1例

血
液

腫
瘍

内
科

田
中

愛
子

、
川

崎
圭

一
郎

、
宮

田
憲

二
、

越
智

聡
史

、
山

下
達

也
 、

斎
藤

敦
郎

、
田

中
愛

子
、

石
田

敏
章

、
長

谷
川

大
一

郎
、

小
阪

嘉
之

第
49

回
神

戸
血

液
病

研
究

会
神

戸
20

12
.9

.1
5

異
時

性
に

発
症

し
た

TE
L-

AM
L1

陽
性

急
性

リ
ン

パ
性

白
血

病
の

双
胎

例
血

液
腫

瘍
内

科
宮

田
憲

二
、長

谷
川

大
一

郎
、越

智
聡

史
、山

下
達

也
、

斎
藤

敦
郎

、
神

前
愛

子
、

石
田

敏
章

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之
、

野
口

依
子

、
中

町
祐

司
、

河
野

誠
司

第
69

回
兵

庫
県

白
血

病
懇

話
会

神
戸

20
12

.1
1.

17

成
人

先
天

性
心

疾
患

患
者

の
診

療
体

制
―

こ
ど

も
病

院
の

立
場

か
ら

―
循

環
器

科
城

戸
佐

知
子

、
田

中
敏

克
、

富
永

健
太

、
佐

藤
有

美
、

小
川

禎
治

第
14

回
日

本
成

人
先

天
性

心
疾

患
学

会
東

京
20

12
.1

.1
4-

15

AS
O

を
用

い
た

AS
D

閉
鎖

術
に

お
け

る
術

前
TE

E
評

価
は

ル
ー

チ
ン

に
必

要
か

？
循

環
器

科
田

中
敏

克
、

佐
藤

有
美

、
亀

井
直

哉
、

古
賀

千
穂

、
小

川
禎

治
、

富
永

健
太

、
城

戸
佐

知
子

、
第

23
回

日
本

小
児

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
研

究
会

秋
田

20
12

.1
.1

9-
21

M
RI

を
用

い
た

AS
O

適
応

評
価

の
取

り
組

み
～

AS
O

の
痂

皮
を

判
断

す
る

う
え

で
の

利
点

と
欠

点
を

検
討

す
る

～
循

環
器

科
佐

藤
有

美
、

田
中

敏
克

、
亀

井
直

哉
、

古
賀

千
穂

、
小

川
禎

治
、

富
永

健
太

、
城

戸
佐

知
子

、
第

23
回

日
本

小
児

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
研

究
会

秋
田

20
12

.1
.1

9-
21

治
療

に
難

渋
し

て
い

る
幼

児
期

発
症

の
重

症
肺

動
静

脈
瘻

の
1例

循
環

器
科

佐
藤

有
美

、
田

中
敏

克
、

亀
井

直
哉

、
古

賀
千

穂
、

小
川

禎
治

、
富

永
健

太
、

城
戸

佐
知

子
、

第
18

回
日

本
小

児
肺

循
環

研
究

会
東

京
20

12
.2

.4
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

新
生

児
期

お
よ

び
乳

児
期

早
期

発
症

の
頻

脈
性

不
整

脈
の

臨
床

像
循

環
器

科
亀

井
直

哉
、

城
戸

佐
知

子
、

佐
藤

有
美

、
小

川
禎

治
、

古
賀

千
穂

、
富

永
健

太
、

田
中

敏
克

、
第

26
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
近

畿
中

四
国

地
方

会
大

阪
20

12
.3

.4

乳
児

期
に

診
断

さ
れ

な
か

っ
た

重
度

肺
高

血
圧

症
を

合
併

し
た

心
室

中
隔

欠
損

の
3例

循
環

器
科

川
崎

英
史

、
亀

井
直

哉
、

古
賀

千
穂

、
小

川
禎

治
、

佐
藤

有
美

、
富

永
健

太
、

田
中

敏
克

、
城

戸
佐

知
子

、
第

25
回

近
畿

小
児

科
学

会
京

都
20

12
.3

.1
1

Co
lla

bo
ra

tio
n 

or
 B

rid
ge

  
be

tw
ee

n 
Ad

ul
t H

os
pi

ta
ls 

an
d 

Ch
ild

re
n’

s 
H

os
pi

ta
ls

循
環

器
科

城
戸

佐
知

子
、

田
中

敏
克

、
富

永
健

太
、

佐
藤

有
美

、
小

川
禎

治
、

古
賀

千
穂

、
亀

井
直

哉
第

76
回

日
本

循
環

器
病

学
会

福
岡

20
12

.3
.1

6-
18

当
院

に
お

け
る

動
脈

管
開

存
に

対
す

る
カ

テ
ー

テ
ル

治
療

の
現

状
循

環
器

科
田

中
敏

克
、

古
賀

千
穂

、
亀

井
直

哉
、

小
川

禎
治

、
佐

藤
有

美
、

富
永

健
太

、
城

戸
佐

知
子

、
第

11
5回

日
本

小
児

科
学

会
学

術
集

会
福

岡
20

12
.4

.2
0-

22

EC
M

O
導

入
後

に
診

断
に

至
っ

た
Co

m
m

on
 P

V 
atr

es
ia

の
1例

循
環

器
科

田
中

敏
克

、
小

川
禎

治
、

古
賀

千
穂

、
亀

井
直

哉
、

佐
藤

有
美

、
富

永
健

太
、

城
戸

佐
知

子
、

第
25

6回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

神
戸

20
12

.5
.2

6

ア
デ

ノ
イ

ド
切

除
後

に
著

明
な

肺
高

血
圧

が
正

常
化

し
た

1例
循

環
器

科
亀

井
直

哉
、

城
戸

佐
知

子
、

佐
藤

有
美

、
小

川
禎

治
、

古
賀

千
穂

、
富

永
健

太
、

田
中

敏
克

、
第

30
回

西
日

本
小

児
循

環
器

H
O

T
研

究
会

大
阪

20
12

.6
.9

先
天

性
心

疾
患

術
後

の
難

治
性

心
房

租
細

動
症

例
の

検
討

循
環

器
科

城
戸

佐
知

子
、

田
中

敏
克

、
佐

藤
有

美
第

11
3回

日
本

循
環

器
学

会
近

畿
地

方
会

大
阪

20
12

.6
.1

6

Bi
la

te
ra

l P
AB

が
新

大
動

脈
弁

に
与

え
る

影
響

循
環

器
科

田
中

敏
克

、
小

川
禎

治
、

古
賀

千
穂

、
亀

井
直

哉
、

佐
藤

有
美

、
富

永
健

太
、

城
戸

佐
知

子
、

第
48

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

学
術

集
会

京
都

20
12

.7
.5

-7

胎
児

診
断

に
お

け
る

倫
理

的
問

題
の

検
討

循
環

器
科

佐
藤

有
美

、
城

戸
佐

知
子

、
雪

本
千

恵
、

亀
井

直
哉

、
古

賀
千

穂
、

小
川

禎
治

、
富

永
健

太
、

田
中

敏
克

、
第

48
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
学

術
集

会
京

都
20

12
.7

.5
-7

ダ
ウ

ン
症

候
群

に
お

け
る

フ
ォ

ン
タ

ン
型

手
術

の
中

長
期

予
後

循
環

器
科

亀
井

直
哉

、
城

戸
佐

知
子

、
佐

藤
有

美
、

小
川

禎
治

、
古

賀
千

穂
、

富
永

健
太

、
田

中
敏

克
、

第
48

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

学
術

集
会

京
都

20
12

.7
.5

-7

先
天

性
心

疾
患

の
遠

隔
期

再
手

術
症

例
の

問
題

点
循

環
器

科
亀

井
直

哉
、

城
戸

佐
知

子
、

古
賀

千
穂

、
小

川
禎

治
、

佐
藤

有
美

、
富

永
健

太
、

田
中

敏
克

、
第

48
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
学

術
集

会
京

都
20

12
.7

.5
-7

妊
娠

前
無

症
状

の
先

天
性

心
疾

患
患

者
の

妊
娠

・
出

産
に

お
け

る
問

題
点

循
環

器
科

城
戸

佐
知

子
、

田
中

敏
克

、
富

永
健

太
、

佐
藤

有
美

、
小

川
禎

治
、

古
賀

千
穂

、
亀

井
直

哉
第

48
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
学

術
集

会
京

都
20

12
.7

.5
-7

思
春

期
先

天
性

心
疾

患
患

者
の

心
理

的
ス

ト
レ

ス
に

対
す

る
身

体
活

動
の

効
果

循
環

器
科

城
戸

佐
知

子
、

田
中

敏
克

、
富

永
健

太
、

佐
藤

有
美

 、
小

川
禎

治
、

古
賀

千
穂

、
亀

井
直

哉
第

48
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
学

術
集

会
京

都
20

12
.7

.5
-7

Fo
nt

an
型

手
術

後
遠

隔
期

に
お

け
る

運
動

と
不

整
脈

循
環

器
科

城
戸

佐
知

子
第

60
回

日
本

心
臓

病
学

会
金

沢
20

12
.9

.1
4-

16

当
院

で
1年

間
に

経
験

し
た

感
染

性
心

内
膜

炎
の

4例
循

環
器

科
雪

本
千

恵
、

亀
井

直
哉

、
古

賀
千

穂
、

小
川

禎
治

、
佐

藤
有

美
、

富
永

健
太

、
藤

田
秀

樹
、

田
中

敏
克

、
城

戸
佐

知
子

第
25

7回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

姫
路

20
12

.9
..9
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

成
長

期
・

思
春

期
に

自
律

神
経

失
調

症
様

症
状

を
呈

し
た

肺
動

脈
閉

鎖
・

心
室

中
隔

欠
損

例
循

環
器

科
城

戸
佐

知
子

第
7回

成
人

先
天

性
心

疾
患

セ
ミ

ナ
ー

大
阪

20
12

.1
0.

27

フ
ォ

ン
タ

ン
型

手
術

後
成

人
女

性
の

う
つ

循
環

器
科

城
戸

佐
知

子
第

9回
先

天
性

心
疾

患
心

理
研

究
会

東
京

20
12

.1
2.

15

先
天

性
心

疾
患

に
対

す
る

カ
テ

ー
テ

ル
治

療
循

環
器

科
田

中
敏

克
兵

庫
県

難
病

連
医

療
相

談
会

講
演

豊
岡

20
12

.9
.2

3

実
践

的
胎

児
心

エ
コ

ー
循

環
器

科
佐

藤
有

美
済

生
会

兵
庫

県
病

院
講

演
神

戸
20

12
.1

.2
7

胎
児

不
整

脈
に

つ
い

て
～

胎
児

心
エ

コ
ー

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

～
循

環
器

科
佐

藤
有

美
済

生
会

兵
庫

県
病

院
講

演
神

戸
20

12
.5

.1
8

明
日

に
架

け
る

橋
～

Br
id

ge
 b

et
w

ee
n 

Ch
ilc

ho
od

 a
nd

 A
do

le
sc

en
ce

 a
nd

 A
du

lth
oo

d
～

循
環

器
科

城
戸

佐
知

子
富

山
大

学
講

演
富

山
20

12
.1

2.
7

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
の

Fo
nt

an
応

援
活

動
循

環
器

科
城

戸
佐

知
子

心
臓

病
の

子
供

を
守

る
会

四
国

支
部

講
演

松
山

20
12

.1
1.

3

エ
コ

ー
の

見
方

―
最

近
の

話
題

―
循

環
器

科
小

川
禎

治
兵

庫
県

難
病

連
医

療
相

談
会

講
演

神
戸

20
12

.1
2.

2

急
性

胃
腸

炎
後

に
尿

管
結

石
閉

塞
に

よ
る

腎
後

性
腎

不
全

を
き

た
し

た
症

例
に

つ
い

て
の

検
討

腎
臓

内
科

中
川

拓
、

神
田

杏
子

、
田

中
亮

二
郎

第
11

5回
日

本
小

児
科

学
会

学
術

集
会

福
岡

20
12

.4
.2

0-
4.

22

小
児

期
発

症
頻

回
再

発
型

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

（
FR

N
S）

に
対

し
て

初
期

cy
cl

os
po

rin
e（

Cy
A）

2年
間

投
与

を
行

っ
た

症
例

の
追

跡
調

査
腎

臓
内

科
中

川
拓

、
神

田
杏

子
、

田
中

亮
二

郎
第

55
回

日
本

腎
臓

学
会

学
術

総
会

横
浜

20
12

.6
.1

-6
.3

AR
PK

D
に

伴
う

高
血

圧
か

ら
心

筋
肥

大
、

心
不

全
を

来
た

し
降

圧
剤

投
与

に
よ

り
心

機
能

の
改

善
を

得
た

乳
児

の
一

例

腎
臓

内
科

循
環

器
科

横
浜

市
立

大
学

環
境

分
子

辻
真

之
介

、
中

川
拓

、
神

田
杏

子
、

小
川

偵
治

、
田

中
敏

克
、

城
戸

佐
知

子
、

才
津

浩
智

、
田

中
亮

二
郎

第
47

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

学
術

集
会

東
京

20
12

.6
.2

9-
6.

30

わ
が

国
に

お
け

る
小

児
急

性
血

液
浄

化
療

法
：

そ
の

実
態

と
予

後
因

子
の

解
析

腎
臓

内
科

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

他
施

設

伊
藤

秀
一

、
荒

木
義

則
、

稲
垣

徹
史

、
池

住
洋

平
、

藤
永

周
一

郎
、

和
田

尚
弘

、
山

田
拓

司
、

田
中

亮
二

郎
、

大
田

敏
之

、
馬

場
晴

久
、

亀
井

宏
一

、
斉

藤
真

梨
、

佐
古

ま
ゆ

み

第
47

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

学
術

集
会

東
京

20
12

.6
.2

9-
6.

30

急
性

血
液

浄
化

療
法

を
行

っ
た

小
児

急
性

腎
傷

害
：

わ
が

国
の

実
態

と
予

後

腎
臓

内
科

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

他
施

設

伊
藤

秀
一

、
荒

木
義

則
、

稲
垣

徹
史

、
池

住
洋

平
、

藤
永

周
一

郎
、

和
田

尚
弘

、
山

田
拓

司
、

田
中

亮
二

郎
、

大
田

敏
之

、
馬

場
晴

久
、

亀
井

宏
一

、
斉

藤
真

梨
、

佐
古

ま
ゆ

み

第
47

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

学
術

集
会

東
京

20
12

.6
.2

9-
6.

30

小
児

Ig
A

腎
症

に
お

け
る

O
xf

or
d

分
類

腎
病

理
因

子
と

腎
生

検
時

期
の

検
討

腎
臓

内
科

和
歌

山
県

立
医

科
大

学
神

戸
大

学

島
友

子
、

中
西

浩
一

、
向

山
弘

展
、

浜
武

卿
継

、
田

中
亮

二
郎

、
飯

島
一

誠
、

吉
川

徳
茂

第
47

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

学
術

集
会

東
京

20
12

.6
.2

9-
6.

30
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

急
性

胃
腸

炎
後

に
乏

尿
を

来
た

し
た

1症
例

腎
臓

内
科

中
川

拓
、

橋
村

裕
也

、
神

田
杏

子
、

田
中

亮
二

郎
第

13
回

若
葉

小
児

科
臨

床
研

究
会

神
戸

20
12

.7
.1

4

AR
PK

D
に

伴
う

高
血

圧
か

ら
心

筋
肥

大
、

心
不

全
を

来
た

し
降

圧
剤

投
与

に
よ

り
心

機
能

の
改

善
を

得
た

乳
児

の
一

例

腎
臓

内
科

循
環

器
科

横
浜

市
立

大
学

環
境

分
子

辻
真

之
介

、
中

川
拓

、
神

田
杏

子
、

小
川

偵
治

、
田

中
敏

克
、

城
戸

佐
知

子
、

才
津

浩
智

、
田

中
亮

二
郎

第
16

回
兵

庫
県

腎
疾

患
治

療
懇

話
会

神
戸

20
12

.7
.2

0

若
年

性
ネ

フ
ロ

ン
癆

に
合

併
し

た
好

酸
球

増
多

症
に

伴
う

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

の
一

例

腎
臓

内
科

加
古

川
西

市
民

病
院

石
田

悠
介

、
中

川
拓

、
橋

村
裕

也
、

神
田

杏
子

、
神

岡
一

郎
、

田
中

亮
二

郎
第

34
回

日
本

小
児

腎
不

全
学

会
学

術
集

会
兵

庫
県

洲
本

市
20

12
.9

.1
3-

9.
14

腎
移

植
後

4年
で

EB
ウ

イ
ル

ス
関

連
平

滑
筋

肉
腫

を
発

症
し

た
一

症
例

腎
臓

内
科

橋
村

裕
也

、
石

田
悠

介
、

中
川

拓
、

田
中

亮
二

郎
第

34
回

日
本

小
児

腎
不

全
学

会
学

術
集

会
兵

庫
県

洲
本

市
20

12
.9

.1
3-

9.
14

小
児

保
存

期
CK

D
患

者
の

末
期

腎
不

全
へ

の
進

行
解

明
：

小
児

CK
D

患
者

を
対

象
と

し
た

患
者

登
録

シ
ス

テ
ム

の
確

立
と

長
期

予
後

の
解

明
の

た
め

の
調

査
研

究
結

果

腎
臓

内
科

東
京

都
立

小
児

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

他
施

設

石
倉

健
司

、
上

村
治

、
伊

藤
秀

一
、

和
田

尚
弘

、
服

部
元

史
、

大
橋

靖
雄

、
濱

崎
祐

子
、

田
中

亮
二

郎
、

中
西

浩
一

、
本

田
雅

敬
第

34
回

日
本

小
児

腎
不

全
学

会
学

術
集

会
兵

庫
県

洲
本

市
20

12
.9

.1
3-

9.
14

本
邦

小
児

保
存

期
慢

性
腎

臓
病

患
者

に
お

け
る

成
長

の
実

態
（

20
11

年
度

調
査

の
結

果
）

腎
臓

内
科

東
京

都
立

小
児

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

他
施

設

濱
崎

祐
子

、
上

村
治

、
伊

藤
秀

一
、

和
田

尚
弘

、
服

部
元

史
、

大
橋

靖
雄

、
石

倉
健

司
、

本
田

雅
敬

、
田

中
亮

二
郎

、
中

西
浩

一
第

34
回

日
本

小
児

腎
不

全
学

会
学

術
集

会
兵

庫
県

洲
本

市
20

12
.9

.1
3-

9.
14

若
年

性
ネ

フ
ロ

ン
癆

に
合

併
し

た
好

酸
球

増
多

症
に

伴
う

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

の
一

例
腎

臓
内

科
石

田
悠

介
、

中
川

拓
、

橋
村

裕
也

、
神

田
杏

子
、

田
中

亮
二

郎
第

45
回

近
畿

小
児

腎
臓

病
研

究
会

大
阪

20
12

.1
0.

13

H
ist

ol
og

ic
al

 p
re

di
ct

or
s 

of
 th

er
ap

eu
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 e
ffi
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 in
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ev
er
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D
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, 

U
SA

20
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.1
0.

30
-1

1.
4

Pr
og

re
ss

io
n 

to
 E

SK
D

 in
 c
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n 

w
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 C
KD

:　
  

a 
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tio
n-

w
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e 
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ho
rt 

stu
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 in
 J

ap
an

腎
臓

内
科

、
Th

e 
Pe
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ric
-

CK
D

 S
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G
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. 
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m

u 
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Sh
ui
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M

ot
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ri,
 Y
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 O
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sh
i, 

Yu
ko

 H
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i, 
Ry

oj
iro

 T
an

ak
a,

 
Ko
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 N
ak

an
ish

i, 
Te

ts
uj

i 
Ka

ne
ko

, 
M

as
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ak
a 

H
on

da

Ki
dn

ey
 

w
ee

k 
20

12

Am
er

ic
an
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oc

ie
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 o
f 

N
ep

hr
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y, 

An
nu

al
 

M
ee

tin
g 

an
d 

Sc
ie

nt
ifi

c 
Ex

po
sit

io
n

Sa
n 

D
ie

go
, 

U
SA

20
12

.1
0.

30
-1

1.
4

幻
覚

妄
想

状
態

を
呈

し
た

広
汎

性
発

達
障

害
鑑

定
の

一
例

精
神

科
関

口
典

子
第

10
8回

日
本

精
神

神
経

学
会

学
術

総
会

札
幌

20
12

.5
.2

4-
26
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

小
腸

機
能

不
全

児
に

対
す

る
長

期
在

宅
中

心
静

脈
栄

養
管

理
の

工
夫

外
科

横
井

暁
子

、
荒

井
洋

志
、

尾
藤

祐
子

、
中

尾
真

、
西

島
栄

治
第

24
回

日
本

小
腸

移
植

研
究

会
京

都
20

12
.3

.1
7

漏
斗

胸
に

対
す

る
治

療
戦

略
-R

av
itc

h
変

法
の

長
期

成
績

か
ら

の
検

討
外

科
横

井
暁

子
、

西
島

栄
治

、
中

尾
真

、
尾

藤
祐

子
、

荒
井

洋
志

、
岡

本
光

正
、

橘
木

由
美

子
、

田
村

料
、

馬
場

勝
尚

、
園

田
真

理
、

洲
尾

昌
伍

第
49

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
横

浜
20

12
.5

.1
4-

16

術
中

内
視

鏡
が

有
用

で
あ

っ
た

食
道

・
気

管
異

物
の

1例
外

科
横

井
暁

子
、

馬
場

勝
尚

、
洲

尾
昌

伍
、

園
田

真
理

、
谷

本
光

隆
、

田
村

亮
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

中
尾

真
、

西
島

栄
治

第
32

回
日

本
小

児
内

視
鏡

外
科

・
手

術
手

技
研

究
会

静
岡

20
12

.1
1.

1-
2

Th
e 

Ro
le

 o
f S

ur
ge

ry
 in

 H
ig

h-
Ri

sk
 N

eu
ro

bl
as

to
m

a
外

科
、血

液
腫

瘍
科

、
病

理
室

、
放

射
線

科

横
井

暁
子

、
長

谷
川

大
一

郎
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

中
尾

真
、

西
島

栄
治

、
小

阪
嘉

之
、

吉
田

牧
子

、
赤

坂
好

宣
第

54
回

日
本

小
児

血
液

・
が

ん
学

会
横

浜
20

12
.1

1.
29

-3
0

当
科

で
緊

急
手

術
を

施
行

し
た

腸
重

積
症

例
に

つ
い

て
の

検
討

外
科

中
尾

真
、

洲
尾

昌
伍

、
園

田
真

理
、

馬
場

勝
尚

、
田

村
亮

、
橘

木
由

美
子

、
岡

本
光

正
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

横
井

暁
子

、
西

島
栄

治
第

49
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

横
浜

20
12

.5
.1

4-
16

心
身

障
碍

児
に

発
症

し
た

急
性

虫
垂

炎
の

検
討

外
科

中
尾

真
、

洲
尾

昌
伍

、
園

田
真

理
、

馬
場

勝
尚

、
田

村
亮

、
橘

木
由

美
子

、
岡

本
光

正
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

横
井

暁
子

、
西

島
栄

治
第

49
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

横
浜

20
12

.5
.1

4-
16

当
科

で
管

理
を

行
っ

て
い

る
広

範
囲

型
ヒ

ル
シ

ュ
ス

プ
ル

ン
グ

病
患

者
の

Q
O

L
に

つ
い

て
の

検
討

外
科

中
尾

真
、

河
原

仁
守

、
吉

田
拓

哉
、

洲
尾

昌
伍

、
谷

本
光

隆
、

園
田

真
理

、
大

片
祐

一
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

横
井

暁
子

、
西

島
栄

治
第

23
回

日
本

小
児

外
科

Q
O

L
研

究
会

仙
台

20
12

.1
0.

6

超
早

産
・

超
低

出
生

体
重

で
出

生
し

た
腹

壁
破

裂
患

児
の

治
療

過
程

に
お

け
る

腹
部

皮
膚

管
理

の
経

験
-腸

瘻
お

よ
び

創
傷

管
理

小
児

外
科

尾
藤

祐
子

、
橘

木
由

美
子

、
西

島
栄

治
、

横
井

暁
子

、
中

尾
真

、
荒

井
洋

志
、

岡
本

光
正

、
馬

場
勝

尚
、

田
村

亮
、

園
田

真
理

、
洲

尾
昌

伍
第

26
回

日
本

小
児

ス
ト

ー
マ

研
究

会
仙

台
20

12
.4

.2
8

小
児

病
院

に
お

け
る

気
管

切
開

症
例

の
適

応
と

問
題

点
-5

年
間

97
例

の
検

討
小

児
外

科
尾

藤
祐

子
、

西
島

栄
治

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

荒
井

洋
志

、
橘

木
由

美
子

、
岡

本
光

正
、

馬
場

勝
尚

、
田

村
亮

、
園

田
真

理
、

洲
尾

昌
伍

第
49

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
横

浜
20

12
.5

.1
4-

16

G
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20
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Pe
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20

12
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.4
-7

術
後

ス
テ

ン
ト

と
し

て
T

チ
ュ

ー
ブ

留
置

を
行

い
良

好
な

結
果

を
得

た
声

門
下

区
狭

窄
症

の
2例

-T
チ

ュ
ー

ブ
留

置
の

利
点

と
問

題
点

小
児

外
科

尾
藤

祐
子

、
荒

井
洋

志
、

横
井

暁
子

、
中

尾
真

、
大

片
祐

一
、

園
田

真
理

、
谷

本
光

隆
、

洲
尾

昌
伍

、
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

第
23

回
日

本
小

児
呼

吸
器

外
科

研
究

会
旭

川
20

12
.9

.2
9

危
急

的
な

呼
吸

障
害

に
て

発
症

し
た

胸
膜

肺
芽

腫
の

治
療

経
験

小
児

外
科

尾
藤

祐
子

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

荒
井

洋
志

、
大

片
祐

一
、

園
田

真
理

、
谷

本
光

隆
、

洲
尾

昌
伍

、
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

、
西

島
栄

治
、

田
中

愛
子

、
川

崎
圭

一
郎

、
小

阪
嘉

之

第
54

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

横
浜

20
12

.1
1.

29
-3

0

当
科

に
お

け
る

食
道

静
脈

瘤
の

治
療

小
児

外
科

荒
井

洋
志

、
西

島
栄

治
、

横
井

暁
子

、
中

尾
真

、
尾

藤
祐

子
、

大
片

祐
一

、
園

田
真

理
、

谷
本

光
隆

、
洲

尾
昌

伍
、

吉
田

拓
哉

、
河

原
仁

守
第

10
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

20
12

.8
.2

5

か
ら

だ
が

石
に

・
・

・
・

・
・

～
生

検
し

て
は

い
け

な
か

っ
た

背
部

腫
瘍

～
小

児
外

科
荒

井
洋

志
、

西
島

栄
治

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

尾
藤

祐
子

、
大

片
祐

一
、

園
田

真
理

、
谷

本
光

隆
、

洲
尾

昌
伍

、
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

第
68

回
小

児
外

科
わ

か
ら

ん
会

大
阪

20
12

.9
.1

5
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

Ra
pi

dl
y 

pr
og

re
ss

ed
 fi

br
od

ys
pl

as
ia

 o
ss

ifi
ca

ns
 

pr
og

re
ss

iv
a:

 a
 c

as
e 

re
po

rt
D

ep
ar

tm
en

t o
f 

Pe
di

at
ric

 S
ur

ge
ry

H
iro

sh
i A

ra
i, 

In
su

 K
aw

ah
ar

a,
 T

ak
uy

a 
Yo

sh
id

a,
 

Sh
og

o 
Zu

o,
 T

er
ut

ak
a 

Ta
ni

m
ot

o,
 M

ar
i S

on
od

a,
 

Yu
ic

hi
 O

ka
ta

, 
Yu

ko
 B

ito
h,

 M
ak

ot
o 

N
ak

ao
, 

Ak
ik

o 
Yo

ko
i, 

Ei
ji 

N
ish

iji
m

a

第
23

回
As

ia
n 

as
so

ci
at

io
n 

of
 

Pe
di

at
ric

 S
ur

ge
on

s
Se

ou
l, 

Ko
re

a
20

12
.1

0.
8-

10

先
天

性
気

管
狭

窄
症

に
お

け
る

術
前

呼
吸

管
理

の
検

討
小

児
外

科
園

田
真

理
、

洲
尾

昌
伍

、
田

村
亮

、
馬

場
勝

尚
、

橘
木

由
美

子
、

岡
本

光
正

、
荒

井
洋

志
、

尾
藤

祐
子

、
中

尾
真

、
横

井
暁

子
、

西
島

栄
治

第
49

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
横

浜
20

12
.5

.1
4-

16

術
前

陽
圧

呼
吸

管
理

が
有

効
で

あ
っ

た
先

天
性

肺
葉

性
肺

気
腫

の
2例

小
児

外
科

園
田

真
理

、
中

尾
真

、
河

原
仁

守
、

吉
田

拓
哉

、
洲

尾
昌

伍
、

谷
本

光
隆

、
大

片
祐

一
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

横
井

暁
子

、
西

島
栄

治
第

23
回

小
児

呼
吸

器
外

科
研

究
会

旭
川

20
12

.9
.2

9

Lo
ng

-te
rm

 o
ut

co
m

es
 o

f b
ili

ar
y 

at
re

sia
 in

 s
in

gl
e 

in
sti

tu
te

 e
xp

er
ie

nc
e

小
児

外
科

園
田

真
理

、
横

井
暁

子
、

洲
尾

昌
伍

、
谷

本
光

隆
、

田
村

亮
、

馬
場

勝
尚

、
岡

本
光

正
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

中
尾

真
、

西
島

栄
治

第
45

回
Pa

ci
fic

 A
ss

oc
ia

tio
n 

of
 P

ed
ia

tri
c 

Su
rg

eo
ns

 
An

nu
al

 M
ee

tin
g

Sh
an

gh
ai

20
12

.6
.3

-7

右
肺

全
葉

に
肺

嚢
胞

性
病

変
を

認
め

た
一

例
小

児
外

科
園

田
真

理
、

西
島

栄
治

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

尾
藤

祐
子

、
荒

井
洋

志
、

馬
場

勝
尚

、
田

村
亮

、
谷

本
光

隆
、

洲
尾

昌
伍

第
67

回
小

児
外

科
わ

か
ら

ん
会

大
阪

20
12

.3
.2

4

Th
e 

in
ci

de
nc

e 
an

d 
su

rg
ic

al
 m

an
ag

em
en

t o
f 

tra
ch

eo
m

al
ac

ia
 a

ss
oc

ia
te

d 
w

ith
 c

on
ge

ni
ta

l e
so

ph
ag

ea
l 

at
re

sia
 a

nd
 d

ist
al

 tr
ac

he
oe

so
ph

ag
ea

l fi
stu

la
.

小
児

外
科

Te
ru

ta
ka

 T
an

im
ot

o,
 H

iro
sh

i A
ra

i, 
In

su
 

Ka
w

ah
ar

a,
 T

ak
uy

a 
Yo

sh
id

a,
 S

ho
go

 Z
uo

, M
ar

i 
So

no
da

, Y
ui

ch
i O

ka
ta

, Y
uk

o 
Bi

to
h,

 M
ak

ot
o 

N
ak

ao
, A

ki
ko

 Y
ok

oi
, E

iji
 N

ish
iji

m
a

45
PA

PS
上

海
20

12
.6

.3
-7

Su
rg

ic
al

 T
re

at
m

en
t f

or
 C

on
ge

ni
ta

l C
ys

tic
 L

un
g 

D
ise

as
e 

Ex
te

nd
ed

 to
 M

ul
ti-

lo
be

s.
小

児
外

科

Te
ru

ta
ka

 T
an

im
ot

o,
 H

iro
sh

i A
ra

i, 
In

su
 

Ka
w

ah
ar

a,
 T

ak
uy

a 
Yo

sh
id

a,
 S

ho
go

 Z
uo

, M
ar

i 
So

no
da

, Y
ui

ch
i O

ka
ta

, Y
uk

o 
Bi

to
h,

 M
ak

ot
o 

N
ak

ao
, A

ki
ko

 Y
ok

oi
, E

iji
 N

ish
iji

m
a

23
AA

PS
ソ

ウ
ル

20
12

.1
0.

8-
10

複
数

葉
・

両
側

に
病

巣
が

存
在

す
る

嚢
胞

性
肺

疾
患

の
治

療
小

児
外

科
谷

本
光

隆
 荒

井
洋

志
、

河
原

仁
守

、
吉

田
拓

哉
、

洲
尾

昌
伍

、
園

田
真

理
、

大
片

祐
一

、
尾

藤
祐

子
、

中
尾

真
、

横
井

暁
子

、
西

島
栄

治
23

日
本

呼
吸

器
外

科
研

究
会

旭
川

20
12

.9
.2

9

喉
頭

気
管

分
離

術
後

、
創

哆
開

、
気

管
食

道
吻

合
部

縫
合

不
全

に
対

す
る

治
療

戦
略

小
児

外
科

洲
尾

昌
伍

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

尾
藤

祐
子

、
荒

井
洋

志
、

岡
本

光
正

、
馬

場
勝

尚
、

田
村

亮
、

谷
本

光
隆

、
園

田
真

理
、

西
島

栄
治

第
26

回
日

本
小

児
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

管
理

研
究

会
仙

台
20

12
.4

.2
8

腹
部

超
音

波
検

査
に

て
術

後
に

肝
門

部
胆

管
結

合
織

形
成

を
と

ら
え

た
胆

道
閉

鎖
症

の
一

例
小

児
外

科
､

放
射

線
科

洲
尾

昌
伍

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

尾
藤

祐
子

、
荒

井
洋

志
、

橘
木

由
美

子
、

岡
本

光
正

、
馬

場
勝

尚
、

田
村

亮
、

園
田

真
理

、
赤

坂
好

宣
、

西
島

栄
治

第
49

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
横

浜
20

12
.5

.1
4～

16

胎
児

期
よ

り
腹

腔
内

嚢
胞

を
指

摘
さ

れ
て

い
た

巨
大

肝
嚢

胞
の

一
例

小
児

外
科

洲
尾

昌
伍

、
尾

藤
祐

子
、

横
井

暁
子

、
中

尾
真

、
荒

井
洋

志
、

大
片

祐
一

、
園

田
真

理
、

谷
本

光
隆

、
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

、
西

島
栄

治
第

48
回

日
本

小
児

外
科

学
会

近
畿

地
方

会
大

阪
20

12
.8

.2
5

小
児

膿
胸

に
対

す
る

当
院

で
の

外
科

治
療

の
検

討
小

児
外

科
洲

尾
昌

伍
、

横
井

暁
子

、
中

尾
真

、
尾

藤
祐

子
、

荒
井

洋
志

、
大

片
祐

一
、

園
田

真
理

、
谷

本
光

隆
、

吉
田

拓
哉

、
河

原
仁

守
、

西
島

栄
治

第
23

回
日

本
小

児
呼

吸
器

外
科

研
究

会
旭

川
20

12
．9

.2
9

膵
胆

管
合

流
異

常
と

の
関

連
が

示
唆

さ
れ

た
胆

道
閉

鎖
症

小
児

外
科

洲
尾

昌
伍

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

尾
藤

祐
子

、
荒

井
洋

志
、

大
片

祐
一

、
園

田
真

理
、

谷
本

光
隆

、
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

、
西

島
栄

治
第

39
回

日
本

胆
道

閉
鎖

研
究

会
大

阪
20

12
.1

1.
17
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

片
肺

低
形

成
を

伴
う

先
天

性
気

管
狭

窄
症

の
1例

外
科

大
片

祐
一

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

尾
藤

祐
子

、
荒

井
洋

志
、

福
澤

宏
明

 園
田

真
理

、
谷

本
光

隆
、

洲
尾

昌
伍

、
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

、
西

島
栄

治
第

23
回

日
本

小
児

呼
吸

器
疾

患
学

会
旭

川
20

12
.9

.2
9

右
肺

低
形

成
・

無
形

成
を

伴
う

先
天

性
気

管
狭

窄
症

に
対

す
る

ス
ラ

イ
ド

気
管

形
成

術
の

工
夫

外
科

大
片

祐
一

、
横

井
暁

子
、

中
尾

真
、

尾
藤

祐
子

、
荒

井
洋

志
、

福
澤

宏
明

 園
田

真
理

、
谷

本
光

隆
、

洲
尾

昌
伍

、
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

、
西

島
栄

治
第

32
回

日
本

小
児

内
視

鏡
外

科
・

手
術

手
技

研
究

会
静

岡
20

12
.1

1.
1

治
療

に
難

渋
し

て
い

る
頸

部
リ

ン
パ

管
腫

の
1例

外
科

吉
田

拓
哉

、
河

原
仁

守
、

洲
尾

昌
吾

、
谷

本
光

隆
、

園
田

真
理

、
大

片
祐

一
、

福
澤

宏
明

、
荒

井
洋

志
、

尾
藤

祐
子

、
中

尾
真

、
横

井
暁

子
、

西
島

栄
治

第
9回

血
管

腫
・

血
管

奇
形

研
究

会
長

崎
20

12
.7

.1
4-

15

当
院

に
お

け
る

気
管

形
成

術
の

周
術

期
呼

吸
管

理
外

科
吉

田
拓

哉
、

河
原

仁
守

、
洲

尾
昌

吾
、

谷
本

光
隆

、
園

田
真

理
、

大
片

祐
一

、
福

澤
宏

明
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
祐

子
、

中
尾

真
、

横
井

暁
子

、
西

島
栄

治
第

28
回

日
本

小
児

科
学

学
会

秋
季

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

静
岡

20
12

.1
1.

3

チ
ア

ノ
ー

ゼ
性

心
疾

患
を

有
す

る
新

生
児

に
発

症
し

た
壊

死
性

腸
炎

の
1例

外
科

河
原

　
仁

守
、

尾
藤

裕
子

、
谷

本
光

隆
、

横
井

暁
子

、
中

尾
真

、
荒

井
洋

志
、

大
片

祐
一

、
園

田
真

理
、

洲
尾

昌
伍

、
吉

田
拓

哉
、

西
島

栄
治

第
48

回
日

本
小

児
外

科
近

畿
地

方
会

大
阪

20
12

.8
.1

5

大
網

捻
転

？
疑

い
で

紹
介

さ
れ

た
急

性
腹

症
の

1男
児

例
-何

こ
れ

？
外

科
河

原
　

仁
守

、
尾

藤
裕

子
、

横
井

暁
子

、
中

尾
真

、
荒

井
洋

志
、

大
片

祐
一

、
園

田
真

理
、

谷
本

光
隆

、
洲

尾
昌

伍
、

吉
田

拓
哉

、
西

島
栄

治
第

68
回

小
児

外
科

わ
か

ら
ん

会
大

阪
20

12
.9

.1
5

乳
児

気
管

・
呼

吸
器

疾
患

術
後

の
プ

レ
セ

デ
ッ

ク
ス

の
使

用
経

験
外

科
河

原
　

仁
守

、
吉

田
拓

哉
、

洲
尾

昌
伍

、
谷

本
光

隆
、

園
田

真
理

、
大

片
祐

一
、

荒
井

洋
志

、
尾

藤
裕

子
、

中
尾

真
、

横
井

暁
子

、
西

島
栄

治
第

28
回

日
本

小
児

外
科

学
会

秋
季

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

静
岡

20
12

.1
1.

1-
3

多
発

肺
転

移
を

有
す

る
肺

sa
rc

om
aN

O
S

に
対

す
る

外
科

的
治

療
戦

略
外

科
河

原
仁

守
、

吉
田

拓
哉

、
洲

尾
昌

伍
、

谷
本

光
隆

、
園

田
真

理
、

大
片

祐
一

、
荒

井
洋

志
、

尾
藤

裕
子

、
中

尾
真

、
横

井
暁

子
、

西
島

栄
治

第
54

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

横
浜

20
12

.1
1.

30
-1

2.
2

大
動

脈
肺

動
脈

中
隔

欠
損

に
対

す
る

大
動

脈
離

断
法

の
手

術
成

績
心

臓
血

管
外

科
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
長

谷
川

智
巳

、
松

久
弘

典
、

門
脇

　
輔

、
野

田
怜

、
山

口
眞

弘
第

42
回

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

総
会

秋
田

20
12

.0
4.

19

当
院

に
お

け
る

フ
ァ

ロ
ー

四
徴

症
根

治
手

術
の

変
遷

（
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

）
心

臓
血

管
外

科
長

谷
川

智
巳

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
松

久
弘

典
、

門
脇

輔
、

野
田

怜
、

山
口

眞
弘

第
42

回
日

本
心

臓
血

管
外

科
学

会
学

術
総

会
秋

田
20

12
.4

.2
0

TA
PV

C
の

中
期

成
績

と
PV

O
回

避
 へ

の
取

り
組

み
-P

rim
ar

y 
su

tu
re

le
ss

法
と

3D
-C

T
の

有
用

性
心

臓
血

管
外

科
松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
、

長
谷

川
智

巳
、

門
脇

輔
、

野
田

怜
第

42
回

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

学
術

総
会

秋
田

20
12

.4
.1

8

房
室

中
隔

欠
損

症
に

対
す

る
m

od
ifi

ed
 s

in
gl

e 
pa

tc
h

法
心

臓
血

管
外

科
門

脇
 輔

、
大

嶋
 義

博
、

圓
尾

 文
子

、
長

谷
川

 智
巳

、
松

久
 弘

典
、

野
田

怜
第

42
回

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

学
術

総
会

秋
田

20
12

.4
.1

9

高
齢

者
に

お
け

る
大

動
脈

弁
置

換
術

（
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
）

心
臓

血
管

外
科

田
中

亜
紀

子
、

小
原

大
見

、
白

坂
知

識
、

竹
歳

秀
人

、
宮

原
俊

介
、

大
村

篤
史

、
坂

本
敏

仁
、

野
村

佳
克

、
井

上
武

、
岡

隆
紀

、
南

一
司

、
岡

田
健

次
、

大
北

裕
第

42
回

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

学
術

総
会

秋
田

20
12

.4
.2

0

大
動

脈
弁

閉
鎖

を
伴

っ
た

大
動

脈
弓

離
断

補
助

循
環

の
一

救
命

例
心

臓
血

管
外

科
圓

尾
文

子
第

39
回

日
本

集
中

治
療

学
会

千
葉

20
12

.2
.2

8-
3.

1
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

大
動

脈
弁

閉
鎖

を
伴

っ
た

大
動

脈
弓

離
断

の
一

救
命

例
心

臓
血

管
外

科
、

循
環

器
科

圓
尾

文
子

、
大

嶋
義

博
、

長
谷

川
智

巳
、

松
久

弘
典

、
門

脇
輔

、
野

田
怜

、
岩

城
隆

馬
、

城
戸

佐
知

子
、

田
中

敏
克

、
佐

藤
友

美
、

川
崎

英
史

、
宇

仁
田

亮
第

26
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
近

畿
・

中
四

国
地

方
会

大
阪

20
12

.3
.4

ア
ス

コ
ル

ビ
ン

酸
徐

放
ゼ

ラ
チ

ン
ハ

イ
ド

ロ
ゲ

ル
シ

ー
ト

を
用

い
た

大
動

脈
瘤

発
生

の
抑

制
心

臓
血

管
外

科
田

中
亜

紀
子

第
11

2回
日

本
外

科
学

会
定

期
学

術
集

会
千

葉
20

12
.4

高
齢

者
に

お
け

る
大

動
脈

弁
置

換
術

心
臓

血
管

外
科

田
中

亜
紀

子
第

42
回

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

学
術

総
会

秋
田

20
12

.4

大
動

脈
弁

欠
損

の
一

救
命

例
心

臓
血

管
外

科
松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
、

長
谷

川
智

巳
、

田
中

亜
紀

子
、

門
脇

輔
、

野
田

怜
、

岩
城

隆
馬

第
53

回
神

戸
心

臓
血

管
外

科
研

究
会

神
戸

20
12

.5
.1

6

弓
部

全
置

換
術

後
膵

炎
に

つ
い

て
の

検
討

心
臓

血
管

外
科

田
中

亜
紀

子
第

40
回

日
本

小
児

科
学

会
兵

庫
県

地
方

会
血

管
外

科
学

会
学

術
総

会
長

野
20

12
.5

自
家

製
eP

TF
E

弁
を

用
い

た
大

動
脈

弁
置

換
術

心
臓

血
管

外
科

田
中

亜
紀

子
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
、

長
谷

川
智

巳
、

松
久

弘
典

、
野

田
怜

兵
庫

県
心

臓
血

管
外

科
懇

親
会

神
戸

20
12

.6

動
脈

管
起

始
に

よ
る

左
肺

動
脈

低
形

成
を

伴
っ

た
AP

 w
in

do
w

の
一

手
術

例
心

臓
血

管
外

科
圓

尾
文

子
第

55
回

関
西

胸
部

外
科

学
会

学
術

集
会

大
阪

20
12

.6
.2

1-
22

大
動

脈
弓

離
断

複
合

に
対

す
る

 自
己

肺
動

脈
壁

パ
ッ

チ
を

用
い

た
 大

動
脈

弓
再

建
の

2例
心

臓
血

管
外

科
長

谷
川

智
巳

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
松

久
弘

典
、

門
脇

輔
、

野
田

怜
、

岩
城

隆
馬

第
55

回
関

西
胸

部
外

科
学

会
学

術
集

会
大

阪
20

12
.6

.2
2

34
週

で
出

生
後

EC
M

O
導

入
し

根
治

術
に

至
っ

た
肺

動
脈

弁
欠

損
の

一
救

命
例

心
臓

血
管

外
科

門
脇

輔
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
、

長
谷

川
智

巳
、

松
久

弘
典

、
野

田
怜

、
岩

城
隆

馬
第

55
回

関
西

胸
部

外
科

学
会

学
術

集
会

大
阪

20
12

.6
.2

2

N
or

w
oo

d （
RV

-P
A 

sh
un

t）
術

後
の

肺
血

流
調

整
―

Ya
o-

M
us

ta
rd

 ア
プ

ロ
ー

チ
の

有
用

性
―

心
臓

血
管

外
科

野
田

怜
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
、 

長
谷

川
智

巳
 、

松
久

弘
典

 、
門

脇
輔

 、
岩

城
隆

馬
 

第
55

回
関

西
胸

部
外

科
学

会
学

術
集

会
大

阪
20

12
.6

.2
1

心
臓

悪
性

リ
ン

パ
腫

の
1例

心
臓

血
管

外
科

田
中

亜
紀

子
、

竹
歳

秀
人

、
小

原
大

見
、

白
坂

知
識

、
宮

原
俊

介
、

山
中

勝
弘

、
大

村
篤

史
、

坂
本

敏
仁

、
野

村
佳

克
、

井
上

武
、

岡
隆

紀
、

南
一

司
、

岡
田

健
次

、
大

北
裕

第
55

回
関

西
胸

部
外

科
学

会
学

術
集

会
大

阪
20

12
.6

.2
1

TA
PV

R:
術

式
、

PV
O,

 s
ut

ur
el

es
s 

te
ch

ni
qu

e
の

有
用

性
心

臓
血

管
外

科
座

長
　

大
嶋

義
博

、
宮

地
鑑

第
48

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

学
術

集
会

京
都

20
12

.7
.7

低
形

成
na

tiv
e 

PA
を

伴
う

PA
-V

SD
, M

AP
CA

に
対

す
る

ce
nt

ra
l s

hu
nt

の
長

期
治

療
成

績
心

臓
血

管
外

科
圓

尾
文

子
、

大
嶋

義
博

、
長

谷
川

智
巳

、
松

久
弘

典
、

門
脇

輔
、

野
田

怜
、

岩
城

隆
馬

第
48

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

学
術

集
会

京
都

20
12

.7
.6

PA
/IV

S
治

療
戦

略
を

ふ
り

か
え

っ
て

 
心

臓
血

管
外

科
長

谷
川

智
巳

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
松

久
弘

典
、

門
脇

輔
、

野
田

怜
、

山
口

眞
弘

第
48

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

学
術

集
会

京
都

20
12

.7
.5
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

Su
tu

re
les

s法
導

入
後

の
TA

PV
R

に
 対

す
る

治
療

戦
略

の
変

遷
 

心
臓

血
管

外
科

、
循

環
器

科

松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
長

谷
川

智
巳

、
門

脇
輔

、
野

田
怜

、
岩

城
隆

馬
、

田
中

敏
克

 、
城

戸
佐

知
子

第
48

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

学
術

集
会

京
都

20
12

.7
.7

胃
食

道
逆

流
症

に
対

し
噴

門
形

成
術

を
施

工
し

た
先

天
性

心
疾

患
症

例
の

検
討

心
臓

血
管

外
科

、
小

児
外

科
門

脇
輔

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
長

谷
川

智
巳

、
松

久
弘

典
、

野
田

怜
、

岩
城

隆
馬

、
尾

藤
祐

子
第

48
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
学

術
集

会
京

都
20

12
.7

.5

右
室

流
出

路
再

建
の

治
療

戦
略

心
臓

血
管

外
科

、
循

環
器

科

野
田

怜
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
 長

谷
川

智
巳

 、
松

久
弘

典
 、

門
脇

輔
 、

岩
城

隆
馬

、
城

戸
佐

知
子

、
田

中
敏

克
、

富
永

健
太

、
佐

藤
有

美
第

48
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
学

術
集

会
京

都
20

12
.7

.5

姑
息

手
術

ー
off

 p
um

p
ま

た
は

on
 p

um
p

症
例

心
臓

血
管

外
科

座
長

　
大

嶋
義

博
、

村
上

新
第

12
回

小
児

心
臓

手
術

手
技

研
究

会
京

都
20

12
.7

.5

M
id

-te
rm

 re
su

lts
 o

f m
itr

al
 v

al
ve

 s
ur

ge
ry

 in
 c

hi
ld

re
n

心
臓

血
管

外
科

圓
尾

文
子

20
12

 A
AT

S 
M

IT
R

A
L 

軽
井

沢
20

12
.9

.1
5-

16

生
後

25
日

目
に

重
症

心
不

全
で

搬
送

さ
れ

術
後

EC
M

O
管

理
を

経
て

救
命

し
た

 大
動

脈
縮

窄
複

合
の

一
症

例
心

臓
血

管
外

科
循

環
器

科

野
田

怜
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
、

長
谷

川
智

巳
、

松
久

弘
典

、
田

中
亜

紀
子

、
雪

本
千

恵
＊

、
城

戸
佐

知
子

第
25

7回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

姫
路

20
12

.9
.2

9

N
or

w
oo

d
型

手
術

後
の

大
動

脈
弓

形
態

に
関

す
る

検
討

－
小

弯
側

glu
ta

ra
ld

eh
yd

e処
理

自
己

心
膜

補
填

の
有

用
性

－
心

臓
血

管
外

科
長

谷
川

智
巳

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
松

久
弘

典
、

田
中

亜
紀

子
、

野
田

怜
第

65
回

日
本

胸
部

外
科

学
会

定
期

学
術

集
会

福
岡

20
12

.1
0.

19

Ao
rto

pu
lm

on
ar

y 
sp

ac
e

内
 で

の
気

道
軟

化
症

、
肺

動
脈

狭
窄

に
対

す
る

肺
動

脈
前

方
転

位
法

心
臓

血
管

外
科

松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
長

谷
川

智
巳

、
田

中
亜

紀
子

、
野

田
怜

第
65

回
日

本
胸

部
外

科
学

会
定

期
学

術
集

会
福

岡
20

12
.1

0.
17

-2
0

PA
-IV

S,
 s

ev
er

e 
AS

に
対

し
10

m
m

 e
PT

FE
 h

an
dm

ad
e 

va
lv

e
を

用
い

た
M

in
i-K

on
no

-A
VR

 +
 G

le
nn

の
1乳

児
例

心
臓

血
管

外
科

松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
、

圓
 文

子
、

長
谷

川
智

巳
、

田
中

亜
紀

子
、

野
田

怜
第

65
回

日
本

胸
部

外
科

学
会

定
期

学
術

集
会

福
岡

20
12

.1
0.

17
-2

0

緊
急

N
or

w
oo

d
手

術
に

よ
り

救
命

し
え

た
大

動
脈

弁
欠

損
の

一
症

例
心

臓
血

管
外

科
　

野
田

怜
、

大
嶋

義
博

、
圓

尾
文

子
、

長
谷

川
智

巳
 、

松
久

弘
典

 、
門

脇
輔

  、
岩

城
隆

馬
 

第
65

回
日

本
胸

部
外

科
学

会
福

岡
20

12
.1

0.
17

-2
0

両
側

Br
an

ch
 P

S
を

伴
っ

た
Su

pr
av

al
va

r A
S

の
一

乳
児

例
心

臓
血

管
外

科
野

田
怜

、
大

嶋
義

博
、

圓
尾

文
子

、
長

谷
川

智
巳

、
松

久
弘

典
、

田
中

亜
紀

子
神

戸
心

臓
外

科
研

究
会

神
戸

20
12

.1
2

虐
待

が
疑

わ
れ

る
乳

幼
児

頭
部

外
傷

―
脳

神
経

外
科

的
視

点
よ

り
―

脳
神

経
外

科
山

元
一

樹
東

播
磨

小
児

疾
患

懇
話

会
神

戸
20

12
.2

.2
3

小
児

の
脳

神
経

外
科

救
急

　
脳

神
経

外
科

長
嶋

達
也

第
3回

垂
水

区
小

児
疾

患
懇

話
会

神
戸

20
12

.2
.2

5

キ
ア

リ
II

型
奇

形
に

伴
う

遅
発

性
の

頭
蓋

頚
椎

移
行

部
嚢

胞
脳

神
経

外
科

坂
田

純
一

、
長

嶋
達

也
、

河
村

淳
史

、
山

元
一

樹
第

65
回

近
畿

脊
髄

外
科

研
究

会
大

阪
20

12
.3

.1
7

小
児

脳
神

経
外

科
 コ

メ
ン

テ
ー

タ
ー

脳
神

経
外

科
長

嶋
達

也
第

63
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
近

畿
支

部
学

術
集

会
大

阪
20

12
.4

.7
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

脊
髄

髄
膜

瘤
に

伴
う

遅
発

性
脊

髄
空

洞
症

の
診

断
と

治
療

脳
神

経
外

科
長

嶋
達

也
、

河
村

淳
史

、
山

元
一

樹
第

29
回

日
本

二
分

脊
椎

研
究

会
千

葉
20

12
.6

.3
0

無
症

候
性

脊
髄

円
錐

脂
肪

腫
に

対
す

る
乳

児
期

の
手

術
脳

神
経

外
科

長
嶋

達
也

、
河

村
淳

史
、

山
元

一
樹

、
第

40
回

日
本

小
児

神
経

外
科

学
会

岡
山

20
12

.6
.7

-8

3 
歳

未
満

の
AT

/R
T 

の
治

療
の

検
討

脳
神

経
外

科
河

村
淳

史
、

長
嶋

達
也

、
山

元
一

樹
第

40
回

日
本

小
児

神
経

外
科

学
会

岡
山

20
12

.6
.7

-8

当
院

で
の

小
児

脳
梗

塞
の

検
討

脳
神

経
外

科
山

元
一

樹
、

長
嶋

達
也

、
河

村
淳

史
第

40
回

日
本

小
児

神
経

外
科

学
会

岡
山

20
12

.6
.7

-8

教
育

セ
ミ

ナ
ー

　
小

児
脳

腫
瘍

脳
神

経
外

科
長

嶋
達

也
第

40
回

日
本

小
児

神
経

外
科

学
会

岡
山

20
12

.6
.9

新
生

児
・

乳
児

脳
腫

瘍
の

手
術

脳
神

経
外

科
長

嶋
達

也
、

河
村

淳
史

、
山

元
一

樹
、

河
合

恵
美

子
第

71
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
総

会
大

阪
20

12
.1

0.
19

小
児

脳
腫

瘍
セ

ッ
シ

ョ
ン

　
座

長
脳

神
経

外
科

長
嶋

達
也

第
71

回
日

本
脳

神
経

外
科

学
会

総
会

大
阪

20
12

.1
0.

19

新
生

児
・

乳
児

水
頭

症
の

シ
ャ

ン
ト

手
術

脳
神

経
外

科
山

元
一

樹
、

長
嶋

達
也

、
河

村
淳

史
、

河
合

恵
美

子
第

71
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
総

会
大

阪
20

12
.1

0.
18

視
床

に
発

生
し

た
神

経
膠

細
胞

へ
分

化
を

示
す

稀
少

な
巨

大
胎

児
性

腫
瘍

脳
神

経
外

科
河

合
恵

美
子

、
長

嶋
達

也
、

河
村

淳
史

、
山

元
一

樹
第

71
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
総

会
大

阪
20

12
.1

0.
17

唇
裂

鼻
に

お
け

る
鼻

柱
偏

位
の

修
正

術
に

つ
い

て
形

成
外

科
木

矢
孝

一
郎

、
大

山
知

樹
、

谷
口

真
貴

第
10

1回
日

本
形

成
外

科
学

会
関

西
地

方
会

大
阪

20
12

.7
.1

5

Y-
V

法
を

用
い

た
唇

裂
鼻

鼻
柱

偏
位

の
二

次
修

正
法

形
成

外
科

木
矢

孝
一

郎
、

大
山

知
樹

、
谷

口
真

貴
第

50
回

日
本

頭
蓋

顎
顔

面
外

科
学

会
大

阪
20

12
.1

1.
1-

2

La
rs

en
症

候
群

の
治

療
戦

略
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
、

小
林

大
介

、
衣

笠
真

紀
第

85
回

日
本

整
形

外
科

学
会

大
阪

20
12

.2
.4

軽
～

中
等

度
の

遺
残

性
亜

脱
臼

に
対

す
る

ソ
ル

タ
ー

手
術

群
と

自
然

経
過

群
の

比
較

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

、
小

林
大

介
、

衣
笠

真
紀

、
黒

岩
祐

、
飛

梅
祥

子
第

51
回

小
児

股
関

節
研

究
会

千
葉

20
12

.6
.8

-9

ソ
ル

タ
ー

手
術

の
コ

ツ
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
第

51
回

小
児

股
関

節
研

究
会

千
葉

20
12

.6
.8

-9

先
天

性
内

反
足

に
対

す
る

広
範

囲
軟

部
組

織
解

離
術

（
後

内
方

解
離

お
よ

び
距

骨
下

関
節

全
周

解
離

）
の

治
療

成
績

：
保

存
的

治
療

と
比

較
し

て
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
、

小
林

大
介

、
衣

笠
真

紀
、

黒
岩

祐
、

飛
梅

祥
子

第
37

回
日

本
足

の
外

科
学

会
箱

根
（

神
奈

川
）

20
12

.1
0.

18
-1

9
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

Rb
治

療
歴

の
あ

る
D

D
H

で
ペ

ル
テ

ス
様

変
化

（
ぺ

変
）

を
き

た
し

た
症

例
の

検
討

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

、
小

林
大

介
、

衣
笠

真
紀

、
黒

岩
祐

、
飛

梅
祥

子
第

23
回

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

福
岡

20
12

.1
1.

30
-1

2.
1

幼
児

期
の

関
節

造
影

に
よ

る
遺

残
性

亜
脱

臼
（

臼
蓋

形
成

不
全

）
の

骨
盤

発
育

予
測

と
そ

れ
に

基
づ

く
ソ

ル
タ

ー
骨

盤
骨

切
り

術
の

適
応

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

、
小

林
大

介
、

衣
笠

真
紀

、
黒

岩
祐

、
飛

梅
祥

子
第

39
回

日
本

股
関

節
学

会
新

潟
20

12
.1

2.
7-

12
.8

先
天

性
股

関
節

脱
臼

の
to

ta
l m

an
ag

em
en

t -
変

股
症

へ
の

進
展

を
完

全
制

圧
す

る
た

め
に

－
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
第

1回
兵

庫
県

整
形

外
科

医
会

　
学

術
講

演
会

神
戸

20
12

.1
.2

8

こ
ど

も
の

足
部

変
形

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

第
5回

日
本

足
の

外
科

20
12

年
教

育
研

修
講

演
大

阪
20

12
.8

.4

見
逃

す
と

困
る

小
児

整
形

外
科

疾
患

（
脱

臼
、

す
べ

り
、

モ
ン

テ
ジ

ア
、

頸
椎

LC
H

、
ぺ

ル
テ

ス
、

癒
合

）
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
不

明
阪

神
整

形
外

科
談

話
会

尼
崎

20
12

.8
.2

5

先
天

性
股

関
節

脱
臼

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

第
19

回
日

本
小

児
整

形
外

科
20

12
年

教
育

研
修

講
演

東
京

20
12

.9
.1

歩
容

異
常

を
訴

え
て

来
院

す
る

小
児

の
診

断
と

治
療

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

不
明

神
奈

川
県

臨
牀

整
形

外
科

医
会

横
浜

20
12

.1
1.

10

Se
co

nd
ar

y 
os

sifi
ca

tio
n 

ce
nt

er
 a

t t
he

 a
ce

ta
bu

la
r r

im
-T

he
 in

flu
en

ce
 fo

r t
he

 a
ce

ta
bu

la
r g

ro
w

th
-

整
形

外
科

小
林

大
介

、
薩

摩
眞

一
、

衣
笠

真
紀

第
7回

G
ol

de
n 

ju
bi

le
e 

co
ng

re
ss

 
of

 th
e 

AP
O

A 
an

d 
7t

h 
co

ng
re

ss
 o

f A
PK

S

N
ew

 
D

el
hi

20
12

.1
0-

3-
6

二
分

脊
椎

に
お

け
る

麻
痺

性
内

反
足

の
手

術
成

績
　

－
先

天
性

と
遅

発
性

の
比

較
―

整
形

外
科

小
林

大
介

、
薩

摩
眞

一
、

衣
笠

真
紀

、
黒

岩
祐

、
飛

梅
祥

子
第

23
回

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

福
岡

20
12

.1
1.

30
-1

2.
1

片
側

性
大

腿
骨

頭
す

べ
り

症
　

－
反

対
側

の
す

べ
り

は
予

測
可

能
か

？
－

整
形

外
科

小
林

大
介

、
薩

摩
眞

一
、

衣
笠

真
紀

、
黒

岩
祐

、
飛

梅
祥

子
第

51
回

日
本

小
児

股
関

節
研

究
会

千
葉

20
12

.6
.8

-9

創
外

固
定

を
用

い
た

小
児

の
下

肢
変

形
矯

正
　

延
長

術
の

合
併

症
に

つ
い

て
整

形
外

科
小

林
大

介
、

薩
摩

眞
一

、
衣

笠
真

紀
、

蓑
田

正
也

第
25

回
日

本
創

外
固

定
骨

延
長

学
会

東
京

20
12

.1
.1

3-
14

両
母

趾
変

形
に

て
整

形
外

科
初

診
と

な
っ

た
、

Fi
br

od
ys

pl
as

ia
 o

ss
ifi

ca
ns

 p
ro

gr
es

siv
e

の
2例

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

、
薩

摩
眞

一
、

小
林

大
介

、
蓑

田
正

也
第

49
回

近
畿

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
大

阪
20

12
.2

.4

小
児

化
膿

性
股

関
節

炎
と

単
純

性
股

関
節

炎
の

鑑
別

－
関

節
液

糖
値

の
検

討
－

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

、
薩

摩
眞

一
、

小
林

大
介

第
51

回
小

児
股

関
節

研
究

会
千

葉
20

12
.0

6.
08

-9

小
児

股
関

節
炎

に
お

け
る

関
節

穿
刺

液
の

糖
値

－
化

膿
性

股
関

節
炎

と
単

純
性

股
関

節
炎

の
比

較
－

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

、
薩

摩
眞

一
、

小
林

大
介

、 
黒

岩
祐

飛
梅

祥
子

第
25

回
日

本
臨

床
整

形
外

科
学

会
神

戸
20

12
.0

7.
15

-1
6

比
較

的
ま

れ
な

足
根

骨
癒

合
症

2例
の

経
験

整
形

外
科

飛
梅

祥
子

、
薩

摩
眞

一
、 

小
林

大
介

、 
衣

笠
真

紀
黒

岩
祐

、 
蓑

田
正

也
第

25
回

日
本

臨
床

整
形

外
科

学
会

神
戸

20
12

.0
7.

15
-1

6
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

低
酸

素
脳

症
に

よ
る

長
期

臥
床

患
者

の
高

度
股

関
節

外
転

拘
縮

に
対

す
る

治
療

経
験

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

 、
薩

摩
眞

一
、 

小
林

大
介

、 
黒

岩
祐

飛
梅

祥
子

第
50

回
近

畿
小

児
整

形
外

科
懇

話
会

大
阪

20
12

.0
8.

04

Se
co

m
da

ry
 o

ss
ifi

ca
tio

n 
ce

nt
r a

t t
he

 a
ce

ta
bu

la
r r

im
整

形
外

科
D.

Ko
ba

ya
sh

i, 
S.

Sa
tsu

m
a 

M
.K

in
ug

as
a

第
7回

As
ia

 P
ac

ifi
c 

 
O

rth
op

ae
di

c 
As

so
ci

at
io

n

N
ew

 
D

el
hi

20
12

.1
0.

03
-6

Ex
am

in
at

io
n 

of
 s

yn
ov

ia
l g

lu
co

se
 le

ve
l f

or
 th

e 
di

ag
no

sis
 

of
 s

ep
tic

 a
rth

rit
is 

of
 th

e 
hi

p 
in

 c
hi

ld
re

n
整

形
外

科
M

.K
in

ug
as

a,
 D

.K
ob

ay
as

hi
, S

.S
at

su
m

a
第

7回
As

ia
 P

ac
ifi

c 
 

O
rth

op
ae

di
c 

As
so

ci
at

io
n

N
ew

 
D

el
hi

20
12

.1
0.

03
-6

小
児

の
創

外
固

定
器

術
後

鎮
痛

に
お

け
る

持
続

坐
骨

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

の
有

用
性

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

 、
薩

摩
眞

一
、 

小
林

大
介

、 
黒

岩
祐

飛
梅

祥
子

、
香

川
哲

郎
、

鹿
原

史
寿

子
第

23
回

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

福
岡

20
12

.1
1.

30
-1

2.
01

小
児

の
下

肢
に

発
生

し
た

類
骨

骨
腫

と
骨

芽
細

胞
腫

の
3例

整
形

外
科

黒
岩

祐
、

薩
摩

眞
一

、
小

林
大

介
、

衣
笠

真
紀

、
飛

梅
祥

子
第

50
回

近
畿

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
大

阪
20

12
.8

.4

小
児

の
大

腿
骨

近
位

に
発

生
し

た
類

骨
骨

腫
及

び
骨

芽
細

胞
腫

の
2例

整
形

外
科

黒
岩

祐
、

薩
摩

眞
一

、
小

林
大

介
、

衣
笠

真
紀

、
飛

梅
祥

子
第

23
回

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

福
岡

20
12

.1
1.

30

W
in

ds
hi

el
d-

w
ip

er
 e

ffe
ct

を
起

こ
し

た
大

腿
骨

頭
す

べ
り

症
の

1例
整

形
外

科
黒

岩
祐

、
薩

摩
眞

一
、

小
林

大
介

、
衣

笠
真

紀
、

飛
梅

祥
子

第
51

回
近

畿
小

児
整

形
外

科
懇

話
会

大
阪

20
13

.1
.2

6

未
熟

児
網

膜
症

－
情

報
最

前
線

－
眼

科
野

村
耕

治
第

11
回

近
畿

弱
視

斜
視

ア
フ

タ
ヌ

－
ン

セ
ミ

ナ
－

大
阪

20
12

.2
.2

5

当
院

に
お

け
る

過
去

10
年

間
の

未
熟

児
網

膜
症

診
療

眼
科

下
山

剛
、

野
村

耕
治

第
11

6回
日

本
眼

科
学

会
総

会
東

京
20

12
.4

.5

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
未

熟
児

網
膜

症
診

療
の

発
症

な
ら

び
に

治
療

状
況

眼
科

宇
津

永
遠

、
野

村
耕

治
第

68
回

日
本

小
児

眼
科

学
会

総
会

名
古

屋
20

12
.6

.2
9

調
節

性
内

斜
視

に
対

す
る

累
進

多
焦

点
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
の

有
用

性
眼

科
沖

本
聡

志
、

野
村

耕
治

第
24

回
日

本
弱

視
斜

視
学

会
総

会
名

古
屋

20
12

.6
.2

9

小
児

眼
科

検
査

：
小

児
の

前
眼

部
検

査
に

お
け

る
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
眼

科
野

村
耕

治
第

37
回

日
本

小
児

眼
科

学
会

講
習

会
名

古
屋

20
12

.6
.3

0

屈
折

異
常

に
起

因
す

る
弱

視
の

診
断

と
治

療
眼

科
野

村
耕

治
第

13
回

神
奈

川
県

眼
科

学
術

講
演

会
神

奈
川

20
12

.1
0.

4

早
期

に
発

見
し

た
い

小
児

の
眼

の
病

気
眼

科
野

村
耕

治
明

石
市

眼
の

愛
護

デ
ー

 講
演

会
兵

庫
20

12
.1

0.
6
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

M
an

ag
em

en
t a

nd
 th

e 
pr

ob
le

m
s 

of
 th

e 
he

ar
in

g 
ab

ili
ty

 
ev

al
ua

tio
n 

of
 e

xt
re

m
el

y-
lo

w
-b

irt
h-

w
ei

gh
t i

nf
an

ts
耳

鼻
咽

喉
科

H
.S

ak
am

ot
o,

 M
.O

tsu
第

11
回

In
te

rn
at

io
na

l 
Co

nf
er

en
ce

 o
f 

Eu
ro

pe
an

 S
oc

ie
ty

 
of

 P
ae

di
at

ric
 

O
to

rh
in

ol
ar

yn
go

lo
gy

.

Am
sre

rda
m,

 
Ne

de
rla

nd
20

12
.5

.2
0-

23

当
科

に
お

け
る

喉
頭

肉
芽

腫
症

例
の

検
討

耳
鼻

咽
喉

科
金

城
東

和
、

阪
本

浩
一

第
24

回
日

本
喉

頭
科

学
会

金
沢

20
12

.3
.8

-9

AB
R•

AS
SR

と
自

覚
聴

力
検

査
閾

値
に

乖
離

を
示

し
た

先
天

性
大

脳
白

質
形

成
不

全
症

の
長

期
聴

力
経

過
耳

鼻
咽

喉
科

阪
本

浩
一

、
大

津
雅

秀
第

11
3回

日
本

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
新

潟
20

12
.5

.1
0-

13

他
覚

的
聴

力
検

査
と

自
覚

的
聴

力
検

査
の

閾
値

の
乖

離
例

に
関

す
る

検
討

耳
鼻

咽
喉

科
阪

本
浩

一
、

大
津

雅
秀

第
7回

日
本

小
児

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
岡

山
20

12
.6

.2
2

手
術

手
技

セ
ミ

ナ
ー

「
乳

幼
児

の
呼

吸
障

害
に

対
す

る
対

応
—

喉
頭

軟
弱

症
、

睡
眠

時
無

呼
吸

か
ら

気
道

狭
窄

ま
で

外
科

的
対

応
を

中
心

に
」

耳
鼻

咽
喉

科
阪

本
浩

一
第

7回
日

本
小

児
耳

鼻
咽

喉
科

学
会

岡
山

20
12

.6
.2

2

小
児

耳
鼻

科
を

め
ぐ

る
最

近
の

話
題

—
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻

炎
、

滲
出

性
中

耳
炎

、
小

児
難

聴
な

ど
耳

鼻
咽

喉
科

阪
本

浩
一

第
15

回
神

戸
IC

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
神

戸
20

12
.7

.1
4

乳
幼

児
の

睡
眠

呼
吸

障
害

に
対

す
る

手
術

療
法

耳
鼻

咽
喉

科
阪

本
浩

一
第

10
回

東
播

耳
鼻

科
研

究
会

加
古

川
20

12
.9

.2
0

ダ
ウ

ン
症

児
の

聴
覚

評
価

に
お

け
る

AS
SR

の
有

用
性

と
問

題
点

耳
鼻

咽
喉

科
阪

本
浩

一
、

大
津

雅
秀

第
57

回
日

本
聴

覚
医

学
会

京
都

20
12

.1
0.

11

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
を

言
語

の
問

題
を

主
訴

に
受

診
し

た
患

児
の

動
向

耳
鼻

咽
喉

科
阪

本
浩

一
、

小
松

　
岳

、
住

友
亞

佐
子

第
57

回
日

本
音

声
言

語
医

学
会

大
阪

20
12

.1
0.

19

慢
性

咳
嗽

に
対

す
る

耳
鼻

科
医

の
対

応
（

成
人

と
小

児
の

症
例

よ
り

）
耳

鼻
咽

喉
科

阪
本

浩
一

播
磨

喘
息

連
携

研
究

会
加

古
川

20
12

.1
0.

27

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「

院
内

•
病

診
連

携
と

チ
ー

ム
医

療
」

慢
性

咳
嗽

診
断

に
お

け
る

耳
鼻

咽
喉

科
と

呼
吸

器
内

科
と

の
連

携
—

副
鼻

腔
気

管
支

症
候

群
を

一
例

に
耳

鼻
咽

喉
科

阪
本

浩
一

、
金

城
東

和
、

土
屋

貴
昭

第
64

回
日

本
気

管
食

道
科

学
会

東
京

20
12

.1
1.

8

耳
鼻

咽
喉

科
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
ト

ピ
ッ

ク
耳

鼻
咽

喉
科

阪
本

浩
一

第
21

回
京

都
耳

鼻
咽

喉
科

研
究

会
京

都
20

12
.1

2.
8

補
聴

器
の

種
類

、
機

能
と

価
格

耳
鼻

咽
喉

科
大

津
雅

秀

補
聴

器
相

談
医

更
新

の
た

め
の

講
習

会
（

日
本

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
兵

庫
県

地
方

部
会

）

神
戸

20
12

.1
2.

20
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
の

た
め

の
調

整
手

段
耳

鼻
咽

喉
科

大
津

雅
秀

補
聴

器
相

談
医

更
新

の
た

め
の

講
習

会
（

日
本

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
兵

庫
県

地
方

部
会

）

神
戸

20
12

.1
2.

20

最
新

の
補

聴
器

耳
鼻

咽
喉

科
大

津
雅

秀

補
聴

器
相

談
医

更
新

の
た

め
の

講
習

会
（

日
本

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
兵

庫
県

地
方

部
会

）

神
戸

20
12

.1
2.

20

To
p-

do
w

n 
ap

pr
oa

ch
の

妥
当

性
―

有
熱

性
尿

路
感

染
症

で
発

見
さ

れ
た

原
発

性
膀

胱
尿

管
逆

流
症

児
に

お
け

る
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

と
し

て
の

超
音

波
検

査
と

D
M

SA
腎

シ
ン

チ
グ

ラ
ム

の
意

義
―

泌
尿

器
科

杉
多

良
文

、
桑

原
元

、
久

松
英

治
、

西
村

謙
一

、
中

川
賀

清
第

20
回

日
本

逆
流

性
腎

症
フ

ォ
ー

ラ
ム

横
浜

20
12

.1
.2

8

A 
m

al
e 

in
fa

nt
 o

f s
in

gl
e-

sy
ste

m
 e

ct
op

ic
 u

re
te

r w
hi

ch
 

re
qu

ire
d 

re
m

ov
al

of
 th

e 
ur

et
er

al
 s

tu
m

p 
af

te
r n

ep
hr

ec
to

m
y

泌
尿

器
科

Ke
ni

ch
i N

ish
im

ur
a,

 E
iji

 H
isa

m
at

su
, H

aj
im

e,
 

Ku
w

ab
ar

a,
 Y

os
hi

ki
yo

 N
ak

ag
aw

a,
 Y

os
hi

fu
m

i 
Su

gi
ta

第
12

回

Th
e 

12
th

 m
ee

tin
g 

of
 th

e 
Ko

re
an

 a
nd

 
Ja

pa
ne

se
 S

oc
ie

ty
 o

f 
Pe

di
at

ric
 U

ro
lo

gi
sts

U
ra

ya
su

20
12

.2
.1

8

VU
RD

症
候

群
の

3例
－

無
機

能
腎

摘
除

の
際

に
尿

管
を

温
存

す
べ

き
か

?－
泌

尿
器

科
久

松
英

治
、

西
村

謙
一

、
桑

原
元

、
中

川
賀

清
、

杉
多

良
文

第
10

0回
日

本
泌

尿
器

科
学

会
総

会
横

浜
20

12
.4

.2
2

高
度

尿
道

下
裂

に
対

す
る

二
期

的
手

術
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
、

久
松

英
治

、
中

川
賀

清
、

西
村

謙
一

、
桑

原
元

第
10

0回
日

本
泌

尿
器

科
学

会
総

会
横

浜
20

12
.4

.2
3

重
複

尿
道

の
11

例
泌

尿
器

科
西

村
謙

一
、

桑
原

元
、

久
松

英
治

、
中

川
賀

清
、

杉
多

良
文

第
10

0回
日

本
泌

尿
器

科
学

会
総

会
横

浜
20

12
.4

.2
3

尿
道

下
裂

手
術

に
お

け
る

包
皮

肉
様

膜
に

よ
る

ロ
ー

ル
状

新
尿

道
被

覆
法

の
有

効
性

泌
尿

器
科

中
川

賀
清

、
桑

原
元

、
西

村
謙

一
、

久
松

英
治

、
杉

多
良

文
第

49
回

日
本

小
児

外
科

学
会

総
会

横
浜

20
12

.5
.1

6

教
育

セ
ミ

ナ
ー

：
腎

盂
尿

管
移

行
部

通
過

障
害

、
尿

管
膀

胱
移

行
部

通
過

障
害

泌
尿

器
科

杉
多

良
文

第
22

回
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
総

会
岡

山
20

12
.7

.4

尿
道

下
裂

手
術

に
お

け
る

包
皮

肉
様

膜
に

よ
る

ロ
ー

ル
状

新
尿

道
被

覆
法

の
有

効
性

泌
尿

器
科

中
川

賀
清

、
福

田
輝

雄
、

久
松

英
治

、
杉

多
良

文
第

22
回

日
本

小
児

泌
尿

器
科

学
会

総
会

岡
山

20
12

.7
.6

VU
RD

症
候

群
の

3例
－

無
機

能
腎

摘
除

の
際

に
尿

管
を

温
存

す
べ

き
か

?－
泌

尿
器

科
久

松
英

治
、

西
村

謙
一

、
中

川
賀

清
、

杉
多

良
文

第
22

回
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
総

会
岡

山
20

12
.7

.5

有
熱

性
尿

路
感

染
症

で
発

見
さ

れ
た

原
発

性
膀

胱
尿

管
逆

流
症

児
に

お
け

る
超

音
波

検
査

と
D

M
SA

腎
シ

ン
チ

グ
ラ

フ
ィ

ー
に

よ
る

To
p-

do
w

n 
ap

pr
oa

ch
の

妥
当

性
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
、

福
田

輝
雄

、
久

松
英

治
、

中
川

賀
清

第
22

回
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
総

会
岡

山
20

12
.7

.5

腎
尿

管
摘

出
後

に
下

部
尿

管
断

端
の

切
除

が
必

要
で

あ
っ

た
異

所
開

口
尿

管
の

一
男

児
例

泌
尿

器
科

福
田

輝
雄

、
西

村
謙

一
、

久
松

英
治

、
中

川
賀

清
、

杉
多

良
文

第
22

回
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
総

会
岡

山
20

12
.7

.6
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

膀
胱

尿
管

逆
流

に
関

す
る

諸
問

題
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
第

34
回

日
本

小
児

腎
不

全
学

会
学

術
集

会
洲

本
20

12
.9

.1
3

O
ne

-s
ta

ge
 p

re
pu

tia
l f

re
e 

gr
af

t r
ep

ai
r

泌
尿

器
科

Yo
sh

ifu
m

i S
ug

ita
第

32
回

Th
e 

32
nd

 C
on

gr
es

s 
of

 th
e 

So
ci

ét
é 

In
te

rn
at

io
na

le
 d

’
U

ro
lo

gi
e

Fu
ku

ok
a

20
12

. 9
.3

0

O
ne

-s
ta

ge
 h

yp
os

pa
di

as
 re

pa
ir 

w
ith

 p
re

pu
tia

l f
re

e 
gr

af
t 

w
ra

pp
ed

 w
ith

 p
re

pu
tia

l d
ar

to
s 

fla
p

泌
尿

器
科

Yo
sh

ifu
m

i S
ug

ita
, Y

os
hi

ki
yo

 N
ak

ag
aw

a,
 E

iji
 

H
isa

m
at

su
, T

er
uo

 F
uk

ud
a

第
14

回
An

nu
al

 C
on

gr
es

s 
of

 
As

ia
-P

ac
ifi

c 
As

so
ci

at
io

n 
of

 P
ed

ia
tri

c 
U

ro
lo

gi
sts

Bu
sa

n
20

12
.1

0.
5

Va
gi

na
l r

ec
on

str
uc

tio
n 

in
 fe

m
al

e 
ex

str
op

hy
 p

at
ie

nt
s

泌
尿

器
科

Ei
ji 

H
isa

m
at

su
, T

er
uo

 F
uk

ud
a,

 Y
os

hi
ki

yo
 

N
ak

ag
aw

a,
 Y

os
hi

fu
m

i S
ug

ita
第

14
回

An
nu

al
 C

on
gr

es
s 

of
 

As
ia

-P
ac

ifi
c 

As
so

ci
at

io
n 

of
 P

ed
ia

tri
c 

U
ro

lo
gi

sts
Bu

sa
n

20
12

.1
0.

5

フ
ェ

ン
タ

ニ
ル

持
続

静
注

に
よ

る
術

後
鎮

痛
の

副
作

用
　

－
小

児
83

1例
の

検
討

－
麻

酔
科

鹿
原

史
寿

子
、

古
賀

聡
人

、
野

々
村

智
子

、
高

辻
小

枝
子

、
池

島
典

之
、

香
川

哲
郎

59
日

本
麻

酔
科

学
会

神
戸

20
12

.6
.7

小
児

に
お

け
る

カ
フ

付
き

気
管

チ
ュ

ー
ブ

の
サ

イ
ズ

選
択

の
検

討
麻

酔
科

野
村

有
紀

、
似

内
久

美
子

、
廣

瀬
徹

也
、

巻
野

将
平

、
大

西
広

泰
、

香
川

哲
郎

59
日

本
麻

酔
科

学
会

神
戸

20
12

.6
.8

上
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

中
の

血
圧

変
動

か
ら

AR
SC

A
が

判
明

し
た

1症
例

麻
酔

科
廣

瀬
徹

也
、

山
田

恵
子

、
池

島
典

之
、

鈴
木

毅
、

香
川

哲
郎

58
日

本
麻

酔
科

学
会

関
西

支
部

学
術

集
会

大
阪

20
12

.9
.1

食
道

異
物

に
よ

っ
て

気
管

・
食

道
瘻

を
き

た
し

た
患

者
の

麻
酔

経
験

麻
酔

科
野

々
村

智
子

、
古

賀
聡

人
、

塚
口

敦
子

、
長

井
友

紀
子

、
鈴

木
毅

、
香

川
哲

郎
18

日
本

小
児

麻
酔

学
会

栃
木

20
12

.9
.2

8

て
ん

か
ん

合
併

患
者

の
全

身
麻

酔
中

に
認

め
た

Bi
sp

ec
tra

l 
In

de
x 

(B
IS

)の
異

常
変

動
麻

酔
科

宮
本

沙
美

、
池

島
典

之
、

本
田

真
子

、
山

長
修

、
大

西
広

泰
、

鹿
原

史
寿

子
、

土
居

ゆ
み

、
香

川
哲

郎
18

日
本

小
児

麻
酔

学
会

栃
木

20
12

.9
.2

9

Fo
ga

rty
カ

テ
ー

テ
ル

を
用

い
た

C
型

食
道

閉
鎖

症
の

麻
酔

管
理

麻
酔

科
古

賀
聡

人
、

似
内

久
美

子
、

末
田

彩
、

香
川

哲
郎

32
日

本
臨

床
麻

酔
学

会
福

島
20

12
.1

1.
2

脊
髄

く
も

膜
下

麻
酔

で
行

っ
た

未
根

治
修

正
大

血
管

転
位

症
合

併
妊

婦
の

2回
の

予
定

帝
王

切
開

術
の

麻
酔

管
理

麻
酔

科
上

北
郁

男
、

長
井

友
紀

子
、

似
内

久
美

子
、

鹿
原

史
寿

子
、

鈴
木

毅
、

香
川

哲
郎

11
6

日
本

産
科

麻
酔

学
会

大
宮

20
12

.1
2.

8

Su
rfa

ct
an

t l
av

ag
e 

th
er

ap
y 

fo
r r

es
pi

ra
to

ry
 d

et
er

io
ra

tio
n 

in
 e

xt
re

m
el

y 
pr

em
at

ur
e 

in
fa

nt
s 

w
ith

 d
ev

el
op

in
g 

br
on

ch
op

ul
m

on
ar

y 
dy

sp
la

sia
新

生
児

科
So

ta
 Iw

at
an

i, 
M

as
am

i M
iz

ob
uc

hi
, S

ay
ak

a 
Ka

w
ai

, S
at

os
hi

 T
an

ak
a,

 K
ei

 In
om

at
a,

 H
ito

m
i 

Sa
ka

i, 
Se

iji
 Y

os
hi

m
ot

o,
 H

id
et

o 
N

ak
ao

FA
O

PS
 &

 P
SA

N
Z

Sy
dn

ey
 

20
12

.0
3

In
cr

ea
se

d 
le

ve
ls 

of
 in

te
rle

uk
in

-6
 in

 tr
ac

he
al

 a
sp

ira
te

 
flu

id
 a

t b
irt

h 
re

fle
ct

 th
e 

pr
es

en
ce

 o
f s

ev
er

e 
hi

sto
lo

gi
c 

ch
or

io
am

ni
on

iti
s

新
生

児
科

So
ta

 Iw
at

an
i, 

M
as

am
i M

iz
ob

uc
hi

, S
ay

ak
a 

Ka
w

ai
, S

at
os

hi
 T

an
ak

a,
 K

ei
 In

om
at

a,
 H

ito
m

i 
Sa

ka
i, 

Se
iji

 Y
os

hi
m

ot
o,

 H
id

et
o 

N
ak

ao

 T
he

 8
th

 C
on

gr
es

s 
of

 A
sia

n 
So

ci
et

y 
of

 
Pe

di
at

ric
 R

es
ea

rc
h

Se
ou

l
20

12
.0

5

Ea
rly

 D
et

ec
tio

n 
of

 V
AP

 w
ith

 IL
-6

 in
 T

ra
ch

ea
l A

sp
ira

te
 

Fl
ui

d 
in

 P
re

te
rm

 In
fa

nt
s

新
生

児
科

M
as

am
i M

iz
ob

uc
hi

, S
ot

a 
Iw

at
an

i, 
Sa

to
sh

i 
Ta

na
ka

, K
ei

 In
om

at
a,

 H
ito

m
i S

ak
ai

, S
ei

ji 
Yo

sh
im

ot
o,

 H
id

et
o 

N
ak

ao

 T
he

 8
th

 C
on

gr
es

s 
of

 A
sia

n 
So

ci
et

y 
of

 
Pe

di
at

ric
 R

es
ea

rc
h

Se
ou

l
20

12
.0

5
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

Pe
rin

at
al

 fa
ct

or
s 

as
so

ci
at

ed
 w

ith
 m

ul
tip

le
 la

rg
e 

cy
sts

 o
n 

ch
es

t c
om

pu
te

d 
to

m
og

ra
ph

y 
in

 e
xt

re
m

el
y 

pr
em

at
ur

e 
in

fa
nt

s 
w

ith
 c

hr
on

ic
 lu

ng
 d

ise
as

e
新

生
児

科
H

ito
m

i S
ak

ai
, M

as
am

i M
iz

ob
uc

hi
, S

at
os

hi
 

Ta
na

ka
, K

az
um

ic
hi

 F
uj

io
ka

, S
ot

a 
Iw

at
an

i, 
Ke

ik
o 

W
ad

a,
 S

ei
ji 

Yo
sh

im
ot

o,
 H

id
et

o 
N

ak
ao

Th
e 

4t
h 

Co
ng

re
ss

 o
f 

th
e 

Eu
ro

pe
an

 A
ca

de
m

y 
of

 P
ae

di
at

ric
 S

oc
ie

tie
s

Is
ta

nb
ul

 
O

ct
5-

9,
20

12

支
持

療
法

に
て

体
重

増
加

を
図

り
、

手
術

的
介

入
が

可
能

と
な

っ
た

、
左

心
低

形
成

症
候

群
の

極
低

出
生

体
重

児
の

一
例

新
生

児
科

宮
田

憲
二

、
河

合
清

日
、

田
中

聡
、

猪
俣

慶
、　

岩
谷

壮
太

、
坂

井
仁

美
、

溝
渕

雅
巳

、
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
25

5回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

塚
口

20
12

.2
.4

N
O

吸
入

療
法

の
新

た
な

る
展

開
～

早
産

児
へ

の
早

期
予

防
投

与
～

新
生

児
科

岩
谷

壮
太

、 
宮

田
憲

二
、

河
合

清
日

、 
田

中
聡

、 
猪

俣
慶

坂
井

仁
美

、 
溝

渕
 雅

巳
、 

芳
本

誠
司

、 
中

尾
秀

人
第

21
回

近
畿

新
生

児
学

会
大

阪
20

12
.3

.1
0

広
範

囲
型

H
irs

ch
sp

ru
ng

病
と

前
頭

部
白

毛
症

を
合

併
し

た
1例

新
生

児
科

祖
父

江
俊

樹
、

河
合

清
日

、
田

中
聡

、
猪

俣
慶

、
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、
溝

渕
雅

巳
、

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人
第

25
回

近
畿

小
児

科
学

会
・

  2
01

2.
3.

11

Ka
sa

ba
ch

-M
er

rit
t症

候
群

を
合

併
し

た
新

生
児

肝
血

管
腫

に
ビ

ン
ク

リ
ス

チ
ン

が
奏

効
し

た
一

例
新

生
児

科
田

中
聡

、
祖

父
江

俊
樹

、
河

合
清

日
、

宮
田

憲
二

、
猪

俣
慶

、
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、
溝

渕
雅

巳
、

芳
本

誠
司

、
中

尾
　

秀
人

第
25

回
近

畿
小

児
科

学
会

・
  2

01
2.

3.
11

新
生

児
巨

大
肝

血
管

腫
の

治
療

選
択

　
過

去
4例

の
検

討
新

生
児

科
田

中
聡

、
猪

俣
慶

、 
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、 
溝

渕
雅

巳
、 

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人
第

11
5回

日
本

小
児

科
学

会
福

岡
20

12
.4

.2
0-

22

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
食

道
閉

鎖
症

の
合

併
疾

患
、

病
型

に
よ

る
初

期
管

理
の

違
い

新
生

児
科

芳
本

誠
司

、
田

中
聡

、
猪

俣
慶

、 
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、 
溝

渕
雅

巳
、

中
尾

秀
人

第
11

5回
日

本
小

児
科

学
会

福
岡

20
12

.4
.2

0-
22

当
院

に
お

け
る

臍
帯

ヘ
ル

ニ
ア

の
背

景
お

よ
び

予
後

規
定

因
子

の
検

討
新

生
児

科
宇

仁
田

亮
、

白
鳥

孝
俊

、
村

上
優

子
、

田
中

聡
、

藤
岡

一
路

、
岩

谷
壮

太
、

和
田

佳
子

、
坂

井
仁

美
、

溝
渕

雅
巳

、
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
25

6回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

神
戸

20
12

.5
.2

6

前
前

期
破

水
に

お
け

る
児

の
娩

出
時

期
の

検
討

嚢
胞

性
脳

室
周

囲
白

質
軟

化
症

は
防

げ
る

か
新

生
児

科
河

合
清

日
、

猪
俣

慶
、

田
中

聡
、

岩
谷

壮
太

、
坂

井
仁

美
、

溝
渕

雅
巳

、 
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
48

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

埼
玉

20
12

.7
.8

-1
0

新
生

児
低

酸
素

性
虚

血
性

脳
症

の
急

性
期

M
RI

と
生

後
18

ヵ
月

に
お

け
る

神
経

学
的

予
後

の
関

連
性

新
生

児
科

田
中

聡
、

河
合

清
日

、
猪

俣
慶

、
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、
溝

渕
雅

巳
、 

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人
第

48
回

日
本

周
産

期
新

生
児

医
学

会
埼

玉
20

12
.7

.8
-1

0

切
迫

早
産

管
理

に
お

け
る

母
体

硫
酸

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

投
与

に
よ

り
新

生
児

蘇
生

の
必

要
性

は
上

昇
し

て
い

る
か

? 
新

生
児

科
岩

谷
壮

太
、

河
合

清
日

、 
田

中
聡

、
猪

俣
慶

、
坂

井
仁

美
、

溝
渕

雅
巳

、 
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
48

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

埼
玉

20
12

.7
.8

-1
0

在
胎

26
週

未
満

の
CL

D
に

対
す

る
ハ

イ
ド

ロ
コ

ル
チ

ゾ
ン

投
与

は
CL

D
の

重
症

化
を

抑
制

す
る

か
? 

新
生

児
科

坂
井

仁
美

、
河

合
清

日
、

猪
俣

慶
、

田
中

聡
、

岩
谷

壮
太

、
溝

渕
雅

巳
、 

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人
第

48
回

日
本

周
産

期
新

生
児

医
学

会
埼

玉
20

12
.7

.8
-1

0

Sm
al

l-f
or

-d
at

es
児

に
お

け
る

腸
管

機
能

障
害

と
血

液
学

的
異

常
の

関
連

性
新

生
児

科
溝

渕
雅

巳
、

河
合

清
日

、
猪

俣
慶

、
田

中
聡

、
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
48

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

埼
玉

20
12

.7
.8

-1
0

34
週

時
心

電
図

所
見

の
慢

性
肺

疾
患

の
重

症
度

に
よ

る
違

い
新

生
児

科
芳

本
誠

司
、

河
合

清
日

、
猪

俣
慶

、
田

中
聡

、
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、
溝

渕
雅

巳
、

中
尾

秀
人

第
48

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

埼
玉

20
12

.7
.8

-1
0
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

胎
内

診
断

さ
れ

た
巨

大
頭

蓋
内

奇
形

腫
の

5例
新

生
児

科
谷

口
紫

野
、

田
中

聡
、

村
上

優
子

、
岩

谷
壮

太
、

藤
岡

一
路

、
和

田
佳

子
、

坂
井

仁
美

、
溝

渕
雅

巳
、

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人
第

25
7回

日
本

小
児

科
学

会
兵

庫
県

地
方

会
姫

路
20

12
.9

.2
9

母
体

硫
酸

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

の
総

投
与

量
は

新
生

児
予

後
に

影
響

す
る

か
？

新
生

児
科

村
上

優
子

、
田

中
聡

、 
藤

岡
一

路
、 

岩
谷

壮
太

、 
和

田
佳

子
、 

坂
井

仁
美

、
溝

渕
雅

巳
、 

芳
本

誠
司

、
中

尾
秀

人
第

57
回

日
本

未
熟

児
新

生
児

学
会

熊
本

20
12

.1
1.

25
-2

7

新
生

児
脳

障
害

に
お

け
る

拡
散

テ
ン

ソ
ル

画
像

と
tra

ct
og

ra
ph

y
新

生
児

科
田

中
聡

、
村

上
優

子
、 

藤
岡

一
路

、 
岩

谷
壮

太
、 

和
田

佳
子

、 
坂

井
仁

美
、

溝
渕

雅
巳

、 
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
57

回
日

本
未

熟
児

新
生

児
学

会
熊

本
20

12
.1

1.
25

-2
7

一
絨

毛
膜

二
羊

膜
双

胎
の

se
le

ct
iv

e 
IU

G
R

に
お

け
る

出
生

時
N

T-
pr

oB
N

P
値

の
検

討
新

生
児

科
藤

岡
一

路
、 

坂
井

仁
美

、 
溝

渕
雅

巳
、

村
上

優
子

、 
田

中
聡

、
岩

谷
壮

太
、

和
田

佳
子

、
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
57

回
日

本
未

熟
児

新
生

児
学

会
熊

本
20

12
.1

1.
25

-2
7

藤
岡

一
路

, 
坂

井
仁

美
, 

溝
渕

雅
巳

,村
上

優
子

, 
田

中
聡

,
岩

谷
壮

太
,和

田
佳

子
,芳

本
誠

司
,中

尾
秀

人
新

生
児

科
岩

谷
壮

太
、

村
上

優
子

、
田

中
聡

、 
藤

岡
一

路
、

坂
井

仁
美

、 
和

田
佳

子
、 

溝
渕

雅
巳

、
芳

本
誠

司
、 

中
尾

秀
人

第
57

回
日

本
未

熟
児

新
生

児
学

会
熊

本
20

12
.1

1.
25

-2
7

当
院

に
お

け
る

致
死

性
骨

異
形

成
症

の
周

産
期

臨
床

像
新

生
児

科
和

田
佳

子
、 

芳
本

誠
司

、
村

上
優

子
、

田
中

聡
、 

藤
岡

一
路

、 
岩

谷
壮

太
、

坂
井

仁
美

、 
溝

渕
雅

巳
、 

中
尾

秀
人

第
57

回
日

本
未

熟
児

新
生

児
学

会
熊

本
20

12
.1

1.
25

-2
7

31
週

未
満

の
早

産
児

の
慢

性
期

高
ビ

リ
ル

ビ
ン

血
症

と
ア

テ
ト

ー
ゼ

型
脳

性
麻

痺
の

関
連

性
新

生
児

科
坂

井
仁

美
、

村
上

優
子

、
田

中
聡

、 
藤

岡
一

路
、 

岩
谷

壮
太

、 
和

田
佳

子
、

溝
渕

雅
巳

、 
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
57

回
日

本
未

熟
児

新
生

児
学

会
熊

本
20

12
.1

1.
25

-2
7

気
管

内
吸

引
液

分
析

に
よ

る
早

期
診

断
に

よ
り

救
命

し
得

た
在

胎
22

週
の

緑
膿

菌
性

人
工

呼
吸

器
関

連
肺

炎
の

一
例

新
生

児
科

溝
渕

雅
巳

、 
田

中
聡

、 
藤

岡
一

路
、 

岩
谷

壮
太

、 
坂

井
仁

美
、 

和
田

佳
子

、
芳

本
誠

司
、 

中
尾

秀
人

第
57

回
日

本
未

熟
児

新
生

児
学

会
熊

本
20

12
.1

1.
25

-2
7

生
後

早
期

の
症

候
性

動
脈

管
開

存
症

に
対

し
て

治
療

を
お

こ
な

っ
た

在
胎

25
-2

7週
児

の
合

併
症

新
生

児
科

芳
本

誠
司

、
村

上
優

子
、

田
中

聡
、 

藤
岡

一
路

、 
岩

谷
壮

太
、 

和
田

佳
子

、 
坂

井
仁

美
、

溝
渕

雅
巳

、
中

尾
秀

人
第

57
回

日
本

未
熟

児
新

生
児

学
会

熊
本

20
12

.1
1.

25
-2

7

Pr
ad

er
-W

ill
i 症

候
群

の
　

新
生

児
期

臨
床

像
新

生
児

科
宇

仁
田

亮
、

白
鳥

孝
俊

、
村

上
優

子
、

田
中

聡
、

藤
岡

一
路

、
岩

谷
壮

太
、

和
田

佳
子

、
坂

井
仁

美
、

溝
渕

雅
巳

、
芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

神
戸

新
生

児
内

分
泌

研
究

会
神

戸
20

12
.5

.3
1

兵
庫

県
の

緊
急

母
体

搬
送

の
状

況
と

最
近

経
験

し
た

注
意

す
べ

き
症

例
産

科
船

越
徹

第
5回

北
神

三
田

産
婦

人
科

連
携

フ
ォ

ー
ラ

ム
神

戸
20

12
.1

.2
2

周
産

期
に

お
け

る
救

急
対

応
と

兵
庫

県
の

緊
急

母
体

搬
送

産
科

船
越

徹
平

成
23

年
度

神
戸

市
立

医
療

セ
ン

タ
ー

中
央

市
民

病
院

研
修

医
セ

ミ
ナ

ー
神

戸
20

12
.2

.1
1

妊
娠

30
週

未
満

出
生

胎
児

発
育

不
全

児
に

お
け

る
出

生
前

ス
テ

ロ
イ

ド
投

与
状

況
と

児
の

短
期

予
後

産
科

喜
吉

賢
二

第
8回

浜
名

湖
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

浜
松

20
12

.3
.4

-5

平
成

22
年

兵
庫

県
周

産
期

医
療

シ
ス

テ
ム

母
体

紹
介

搬
送

情
報

提
供

書
集

計
結

果
に

つ
い

て
産

科
船

越
徹

平
成

23
年

度
家

族
計

画
母

体
保

護
法

指
導

者
講

習
会

伝
達

講
習

会
尼

崎
20

12
.3

.9
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

妊
娠

33
週

の
前

記
破

水
症

例
は

to
co

ly
sis

す
べ

き
か

？
妊

娠
33

週
と

34
週

は
す

い
に

お
け

る
妊

娠
転

機
・

新
生

児
短

期
予

後
の

検
討

産
科

西
本

昌
司

、
牧

志
　

綾
、

佐
々

木
紘

子
、

高
松

祐
幸

、
喜

吉
賢

二
、

佐
本

崇
、

船
越

徹
第

6回
周

産
期

新
生

児
感

染
症

研
究

会
神

戸
20

12
.4

.8

当
院

で
の

75
ｇ

O
G

TT
施

行
例

の
背

景
と

新
妊

娠
糖

尿
病

（
G

D
M

）
診

断
基

準
の

影
響

産
科

佐
々

木
紘

子
、

牧
志

　
綾

、
高

松
祐

幸
、

喜
吉

賢
二

、
佐

本
崇

、
船

越
徹

第
64

回
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

神
戸

20
12

.4
.1

4-
16

妊
娠

28
週

未
満

前
記

破
水

後
長

期
妊

娠
継

続
例

の
新

生
児

予
後

と
背

景
因

子
の

解
析

産
科

喜
吉

賢
二

、
牧

志
綾

、
佐

々
木

紘
子

、
高

松
祐

幸
、

佐
本

崇
、

船
越

徹
第

64
回

日
本

産
科

婦
人

科
学

会
神

戸
20

12
.4

.1
4-

16

当
院

に
お

け
る

出
生

時
臍

帯
動

脈
血

pH
7.

0未
満

で
あ

っ
た

児
の

背
景

と
予

後
産

科
牧

志
綾

、
佐

々
木

紘
子

、
高

松
祐

幸
、

喜
吉

賢
二

、
佐

本
崇

、
船

越
徹

第
64

回
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

神
戸

20
12

.4
.1

4-
16

一
絨

毛
膜

一
羊

膜
双

胎
26

例
の

周
産

期
予

後
と

臨
床

的
特

徴
産

科

村
田

将
春

1）
、

石
井

桂
介

1）
、

村
越

毅
2）

、 
喜

吉
賢

二
、

高
橋

雄
一

郎
3）

、
左

合
治

彦
4）

、
川

口
晴

菜
1）

、山
本

亮
1）

、林
周

作
1）

、光
田

信
明

1）
大

阪
府

立
母

子
保

健
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
1）

、
聖

隷
浜

松
病

院
総

合
周

産
期

医
療

セ
ン

タ
ー

2）
、

長
良

医
療

セ
ン

タ
ー

3）
、

国
立

成
育

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

4）

第
64

回
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

神
戸

20
12

.4
.1

4-
16

既
往

歴
よ

り
予

測
困

難
で

あ
っ

た
癒

着
胎

盤
3症

例
の

検
討

産
科

佐
々

木
紘

子
、

西
本

昌
司

、
牧

志
　

綾
、

喜
吉

賢
二

、
高

松
祐

幸
、

佐
本

崇
、

船
越

徹
、

病
理

診
断

科
  吉

田
牧

子
第

86
回

兵
庫

県
産

科
婦

人
科

学
会

学
術

集
会

神
戸

20
12

.6
.1

1

出
生

前
診

断
が

可
能

で
あ

っ
た

右
側

大
動

脈
弓

3例
の

検
討

産
科

喜
吉

賢
二

、
西

本
昌

司
、

牧
志

　
綾

、
佐

々
木

紘
子

、
高

松
祐

幸
、

佐
本

崇
、

船
越

徹
第

12
6回

近
畿

産
科

婦
人

科
学

会
大

阪
20

12
.6

.1
7-

18

妊
娠

30
週

未
満

出
生

胎
児

発
育

不
全

児
に

お
け

る
出

生
前

ス
テ

ロ
イ

ド
投

与
状

況
と

児
の

短
期

予
後

産
科

喜
吉

賢
二

、
牧

志
綾

、
佐

々
木

紘
子

、
高

松
裕

幸
、

佐
本

崇
、

船
越

徹
第

48
回

日
本

周
産

期
新

生
児

医
学

会
さ

い
た

ま
市

20
12

.7
.9

-1
1

当
院

で
管

理
し

た
慢

性
胎

盤
早

期
剥

離
が

疑
わ

れ
た

症
例

の
検

討
産

科
牧

志
綾

、
佐

々
木

紘
子

、
喜

吉
賢

二
、

高
松

祐
幸

、
佐

本
崇

、
船

越
徹

第
48

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

さ
い

た
ま

市
20

12
.7

.9
-1

1

当
院

で
経

験
し

た
肝

血
管

腫
4例

産
科

佐
々

木
紘

子
、

牧
志

綾
、

喜
吉

賢
二

、
高

松
祐

幸
、

佐
本

崇
、

船
越

徹
第

48
回

日
本

周
産

期
新

生
児

医
学

会
さ

い
た

ま
市

20
12

.7
.9

-1
1

品
胎

妊
娠

に
お

け
る

胎
児

間
輸

血
症

候
群

（
FF

TS
）

に
対

す
る

胎
児

鏡
下

胎
盤

吻
合

血
管

レ
ー

ザ
ー

凝
固

術
の

経
験

産
科

石
井

桂
介

1）
、

川
口

晴
菜

1）
、

中
山

聡
一

朗
1、

2）
、

城
道

久
、

喜
吉

賢
二

、
山

本
亮

1）
、

村
田

将
春

1）
、

笹
原

淳
1）

、
林

周
作

1）
、

日
高

庸
博

1）
、

光
田

信
明

1）
1）

大
阪

府
立

母
子

保
健

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

、
2）

徳
島

大
学

産
婦

人
科

第
48

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

さ
い

た
ま

市
20

12
.7

.9
-1

1

産
科

医
療

補
償

制
度

再
発

防
止

に
関

す
る

報
告

書
か

ら
学

ぶ
産

科
船

越
徹

平
成

24
年

位
育

会
臨

床
セ

ミ
ナ

ー
神

戸
20

12
.7

.2
2
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

妊
娠

中
期

に
静

脈
管

血
流

異
常

を
呈

し
た

巨
大

臍
帯

嚢
胞

の
一

例
産

科
喜

吉
賢

二
、

志
水

香
保

里
、

葉
宜

慧
、

上
田

智
弘

、
牧

志
綾

、
高

松
裕

幸
、

角
健

司
、

佐
本

崇
、

船
越

徹
第

35
回

母
体

胎
児

医
学

会
浦

安
20

12
.8

.2
4-

25

M
CA

-P
SV

が
有

用
で

あ
っ

た
Tw

in
 a

ne
m

ia
po

ly
cy

th
em

ia
 s

eq
ue

nc
e（

TA
PS

）
の

一
例

産
科

志
水

香
保

里
、

喜
吉

賢
二

、
牧

志
綾

、
葉

宜
慧

、
上

田
智

弘
、

高
松

祐
幸

、
角

健
司

、
佐

本
崇

、
船

越
徹

第
35

回
母

体
胎

児
医

学
会

浦
安

20
12

.8
.2

4-
25

妊
娠

31
週

で
1子

エ
プ

ス
タ

イ
ン

奇
形

と
診

断
さ

れ
た

一
絨

毛
二

羊
膜

性
双

胎
の

1例
産

科

西
垣

久
実

代
1）

、
松

本
郁

子
1）

、
四

元
寿

江
1）

、
井

手
敦

子
1）

、
小

寺
郁

美
1）

、
入

野
博

文
1）

、
近

平
佳

美
1）

、
佐

藤
由

美
2）

、
船

越
徹

、
検

査
放

射
線

部
1）

、
循

環
器

内
科

2）

平
成

24
年

度
兵

庫
県

病
院

学
会

神
戸

20
12

.8
.2

6

A 
la

rg
e 

um
bi

lic
al

 c
or

d 
ps

eu
do

cy
st 

m
an

ife
sti

ng
 d

uc
tu

s 
ve

no
su

s 
D

op
pl

er
 a

bn
or

m
al

ity
: a

 c
as

e 
re

po
rt

産
科

Ke
nj

i K
iy

os
hi

, A
ya

 M
ak

ish
i, 

H
iro

ko
 S

as
ak

i, 
Yu

ko
 T

ak
am

at
su

, T
ak

as
hi

 S
am

ot
o,

 T
or

u 
Fu

na
ko

sh
i

22
nd

 

W
or

ld
 C

on
gr

es
s 

on
 U

ltr
as

ou
nd

 in
 

O
bs

te
tri

cs
 a

nd
 

G
yn

ec
ol

og
y

Co
pen

hag
en,

 
De

nm
ark

20
12

.9
./1

0-
14

Pr
en

at
al

ly
 d

ia
gn

os
ed

 s
po

nt
an

eo
us

 tw
in

 a
ne

m
ia

-
po

ly
cy

th
em

ia
 s

eq
ue

nc
e 

w
ith

ou
t t

w
in

-to
-tw

in
 

tra
ns

fu
sio

n 
sy

nd
ro

m
e （

TT
TS

）
: a

 c
as

e 
re

po
rt

産
科

Ay
a 

M
ak

ish
i, 

Ke
nj

i K
iy

os
hi

, H
iro

ko
 S

as
ak

i, 
Yu

ko
 T

ak
am

at
su

, T
ak

as
hi

 S
am

ot
o,

 T
or

u 
Fu

na
ko

sh
i

22
nd

 

W
or

ld
 C

on
gr

es
s 

on
 U

ltr
as

ou
nd

 in
 

O
bs

te
tri

cs
 a

nd
 

G
yn

ec
ol

og
y

Co
pen

hag
en,

 
De

nm
ark

20
12

.9
.1

0-
14

産
科

医
療

補
償

制
度

再
発

防
止

に
関

す
る

報
告

書
か

ら
学

ぶ
産

科
船

越
　

徹
第

45
回

阪
神

周
産

期
勉

強
会

西
宮

20
12

.1
0.

19

28
週

未
満

に
お

け
る

前
期

破
水

の
管

理
と

Ｆ
Ｉ

Ｒ
Ｓ

（
fe

ta
l i

nfl
am

m
at

or
y 

re
sp

on
se

 s
yn

dr
om

e）
産

科
角

　
健

司
第

16
9回

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

神
戸

20
12

.1
1.

23

治
療

に
て

胎
児

頻
脈

は
改

善
し

た
が

救
命

で
き

な
か

っ
た

症
例

産
科

喜
吉

賢
二

第
10

回
胎

児
治

療
学

会
仙

台
20

12
.1

1.
30

-1
2.

1

当
科

に
お

け
る

出
生

前
診

断
の

告
知

産
科

喜
吉

賢
二

平
成

24
年

度
兵

庫
県

周
産

期
医

療
研

修
会

神
戸

20
12

.1
2.

16

Th
e 

ro
le

 o
f p

ro
ge

ste
ro

ne
 a

nd
 th

yr
oi

d 
ho

rm
on

e 
in

 
tro

ph
ob

la
st 

in
va

sio
n 

in
 e

ar
ly

 p
la

ce
nt

al
 d

ev
el

op
m

en
t

産
科

M
ar

uo
 T

, L
iu

 J
, L

ao
ag

-F
er

na
nd

ez
 J

, O
ki

 N
, 

M
at

su
o 

H
15

th
W

or
ld

 C
on

gr
es

s 
of

 G
yn

ec
ol

og
ic

al
 

En
do

cr
in

ol
og

y

Fl
or

en
ce

 
（

Ita
ly

）
20

12
.3

.1
0

Le
ss

on
s 

le
ar

ne
d 

fro
m

 th
e 

pr
ec

lin
ic

al
 d

ru
g 

di
sc

ov
er

y 
of

 u
lip

ris
ta

l f
or

 n
on

-s
ur

gi
ca

l t
re

at
m

en
t o

f u
te

rin
e 

le
io

m
yo

m
as

産
科

M
ar

uo
 T

10
0t

h

M
ee

tin
g 

of
 th

e 
In

te
rn

at
io

na
l 

Co
m

m
itt

ee
 fo

r 
Co

nt
ra

ce
pt

io
n 

Re
se

ar
ch

 
"N

ew
 V

isi
on

 fo
r 

Co
nt

ra
ce

pt
iv

e 
Re

se
ar

ch
 

&
 D

ev
el

op
m

en
t"

N
ew

 
Yo

rk
 

（
U

SA
）

20
12

.4
.2

0

小
児

救
急

疾
患

の
画

像
診

断
-知

っ
て

い
る

と
役

立
つ

15
の

疾
患

：
3.

腹
部

骨
盤

領
域

放
射

線
科

赤
坂

好
宣

31
日

本
画

像
医

学
会

東
京

20
12

.2
.1

8
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

イ
メ

ー
ジ

イ
ン

タ
ー

プ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ッ
シ

ョ
ン（

症
例

6）
放

射
線

科
赤

坂
好

宣
71

日
本

医
学

放
射

線
学

会
総

会
横

浜
20

12
.4

.1
4

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

-小
児

の
奇

形
：

泌
尿

生
殖

器
放

射
線

科
赤

坂
好

宣
48

日
本

医
学

放
射

線
学

会
秋

季
臨

床
大

会
長

崎
39

72
0

知
っ

て
い

る
と

役
に

立
つ

小
児

の
疾

患
放

射
線

科
赤

坂
好

宣
43

神
戸

放
射

線
医

学
学

術
交

流
会

神
戸

20
12

.1
1.

13

若
年

性
卵

巣
顆

粒
膜

細
胞

腫
の

1例
放

射
線

科
杉

岡
勇

典
、

阿
部

洋
子

、
赤

坂
好

宣
、

西
山

章
次

、
吉

田
牧

子
30

0
日

本
医

学
放

射
線

学
会

関
西

地
方

会
大

阪
20

12
.3

.3

小
児

卵
巣

腫
瘍

に
伴

っ
て

発
症

し
た

傍
腫

瘍
性

辺
縁

系
脳

炎
の

1例
放

射
線

科
杉

岡
勇

典
、

赤
坂

好
宣

、
西

山
章

次
、

山
口

善
道

、
吉

田
牧

子
48

日
本

小
児

放
射

線
学

会
東

京
20

12
.6

.2
9

胸
腔

内
腫

瘍
の

1例

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
　

病
理

診
断

科
1）

，
血

液
腫

瘍
科

2）
，

小
児

外
科

3）
，

救
急

集
中

治
療

科
4）

，
放

射
線

科
5）

吉
田

牧
子

1）
、

田
中

愛
子

2）
、

川
崎

圭
一

郎
2）

、
大

森
翔

子
2）

、
小

阪
嘉

之
2）

、
横

井
暁

子
3）

、
田

村
亮

3）
、

楠
元

真
由

美
4）

、
山

口
善

道
4）

、
竹

田
洋

樹
4）

、
赤

坂
好

宣
5）

、
杉

岡
勇

典
5）

、
安

部
洋

子
5）

 

第
66

回
関

西
小

児
病

理
研

究
会

大
阪

市
20

12
.1

.1
4

多
数

の
「

顆
粒

細
胞

」
の

出
現

を
認

め
た

上
衣

腫
の

2例

1大
阪

赤
十

字
病

院
　

病
理

部
、

2兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
　

検
査

放
射

線
部

　
病

理
室

、
3Ｊ

Ａ
新

潟
県

厚
生

連
長

岡
中

央
病

院
　

病
理

部
、

4上
越

総
合

病
院

　
脳

神
経

外
科

、
5兵

庫
県

立
こ

ど
も

病
院

　
脳

神
経

外
科

新
宅

雅
幸

1、
吉

田
牧

子
2、

五
十

嵐
俊

彦
3、

荒
川

泰
明

4、
長

嶋
達

也
5

第
30

回
日

本
脳

腫
瘍

病
理

学
会

名
古

屋
市

20
12

.5
.2

5

超
早

産
児

の
1剖

検
例

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
　

病
理

診
断

科
1）

，
新

生
児

科
2）

吉
田

牧
子

1）
、

藤
岡

一
路

2）
、

溝
渕

雅
巳

2）
、

芳
本

誠
司

2）
、

中
尾

秀
人

2）
第

67
回

関
西

小
児

病
理

研
究

会
大

阪
市

20
12

.6
.3

0

胸
腔

内
腫

瘍
病

理
診

断
科

吉
田

牧
子

20
12

年
20

12
年

日
本

病
理

学
会

小
児

腫
瘍

組
織

分
類

委
員

会
症

例
検

討
会

大
阪

市
20

12
.9

.7

D
iso

rd
er

s 
of

 s
ex

 d
ev

el
op

m
en

t（
D

SD
）2

0症
例

の
病

理
組

織
学

的
検

討
 

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
，

1病
理

診
断

科
，

2泌
尿

器
科

，
3

代
謝

内
分

泌
内

科

吉
田

牧
子

1 、
久

松
英

治
2 、

杉
田

良
文

2 、
郷

司
克

己
3 、

尾
崎

佳
代

3
第

32
回

日
本

小
児

病
理

研
究

会
大

阪
市

20
12

.9
.8
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

間
欠

的
自

己
導

尿
の

実
際

看
護

部
鎌

田
直

子
第

17
回

日
本

小
児

ス
ト

ー
マ

・
排

泄
管

理
セ

ミ
ナ

ー
仙

台
市

20
12

.4
.2

7

A
小

児
専

門
病

院
に

お
け

る
逆

行
性

洗
腸

法
の

適
応

と
効

果
、

お
よ

び
位

置
づ

け
看

護
部

鎌
田

直
子

第
26

回
日

本
小

児
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

管
理

研
究

会
仙

台
市

20
12

.4
.2

8

小
児

の
尿

・
便

失
禁

診
療

に
お

け
る

多
職

種
協

働
　

W
O

CN
の

立
場

か
ら

看
護

部
鎌

田
直

子
第

21
回

日
本

創
傷

・
オ

ス
ト

ミ
ー

・
失

禁
管

理
学

会
神

戸
市

20
12

.5
.1

1

先
天

性
心

疾
患

の
子

ど
も

を
も

つ
母

親
に

対
す

る
育

児
教

室
の

効
果

看
護

部
中

野
幸

子
、

赤
尾

梨
恵

、
木

村
弘

子
第

48
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
総

会
・

学
術

集
会

京
都

市
20

12
.7

.7

患
者

の
セ

ル
フ

ケ
ア

能
力

向
上

に
向

け
た

循
環

器
患

者
教

室
を

開
催

し
て

フ
ォ

ン
タ

ン
型

手
術

に
対

す
る

運
動

療
法

看
護

部
渡

辺
旭

代
、

木
村

弘
子

第
48

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

総
会

・
学

術
集

会
京

都
市

20
12

.7
.7

先
天

性
心

疾
患

で
出

生
時

よ
り

IC
U

に
長

期
入

室
と

な
っ

た
子

ど
も

の
母

親
の

思
い

看
護

部
西

川
菜

央
、

伊
丹

照
美

、
中

谷
扶

美
第

22
回

日
本

小
児

看
護

学
会

学
術

集
会

盛
岡

市
20

12
.7

.2
1-

22

思
春

期
に

お
け

る
軟

骨
無

形
成

症
の

あ
る

人
の

ボ
デ

ィ
・

イ
メ

ー
ジ

の
構

成
要

素
と

影
響

要
因

－
属

性
と

体
験

別
の

特
徴

－
看

護
部

文
字

智
子

、
二

宮
啓

子
第

22
回

日
本

小
児

看
護

学
会

学
術

集
会

盛
岡

市
20

12
.7

.2
1-

22

1型
糖

尿
病

看
護

相
談

外
来

の
効

果
の

検
討

　
～

子
ど

も
の

病
気

の
と

ら
え

方
の

変
化

～
看

護
部

泊
菊

子
、

小
澤

一
美

、
中

谷
扶

美
、

大
西

美
樹

第
22

回
日

本
小

児
看

護
学

会
学

術
集

会
盛

岡
市

20
12

.7
.2

1-
22

学
童

ベ
ッ

ド
に

お
け

る
転

倒
転

落
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ツ

ー
ル

作
成

看
護

部
二

星
淳

吾
第

22
回

日
本

小
児

看
護

学
会

学
術

集
会

盛
岡

市
20

12
.7

.2
1-

22

新
人

看
護

師
入

職
後

1年
目

・
2年

目
の

看
護

観
の

横
断

的
変

化
の

分
析

 ～
看

護
観

の
レ

ポ
ー

ト
分

析
を

通
し

て
～

看
護

部
成

田
康

子
、

檜
垣

美
香

子
、

菰
野

朱
美

、
竹

井
朋

子
第

16
回

日
本

看
護

管
理

学
会

札
幌

市
20

12
.8

.2
3-

24

新
人

看
護

職
員

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
い

た
新

人
研

修
へ

の
取

り
組

み
の

成
果

看
護

部
竹

井
朋

子
、

菰
野

朱
美

、
檜

垣
美

香
子

、
成

田
康

子
第

16
回

日
本

看
護

管
理

学
会

札
幌

市
20

12
.8

.2
3-

24

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
褥

瘡
対

策
状

況
看

護
部

鎌
田

直
子

第
10

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
12

.8
.2

5

浣
腸

実
施

困
難

な
こ

ど
も

へ
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

活
用

看
護

部
蓑

代
裕

美
第

10
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

12
.8

.2
5

先
天

性
心

疾
患

女
性

患
者

を
対

象
に

し
た

循
環

器
科

患
者

教
室

看
護

部
中

西
亜

希
子

第
10

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
12

.8
.2

5

小
児

専
門

病
院

に
お

け
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

対
象

研
修

の
評

価
看

護
部

二
星

淳
吾

第
10

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
12

.8
.2

5
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

循
環

器
病

棟
に

お
け

る
乳

児
の

母
親

へ
の

遊
び

支
援

～
看

護
師

と
保

育
士

の
協

働
す

る
育

児
教

室
の

中
で

～
看

護
部

奥
田

早
苗

、
中

舎
裕

美
子

、
中

野
幸

子
、

赤
尾

梨
恵

第
10

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
12

.8
.2

5

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
看

護
師

・
保

育
士

に
よ

る
協

働
～

処
置

前
の

こ
ど

も
へ

の
プ

リ
パ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

デ
ィ

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
の

取
り

組
み

～
看

護
部

中
村

公
美

子
、

東
谷

直
子

、
井

川
沙

弥
佳

、
渡

邊
千

恵
、

萱
野

い
づ

み
第

10
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

12
.8

.2
5

新
生

児
期

か
ら

の
嚥

下
・

哺
乳

に
向

け
て

の
支

援
～

経
口

哺
乳

が
確

立
し

た
一

事
例

～
看

護
部

高
木

の
ぶ

子
、

森
本

葉
子

第
17

,1
8回 共
催

日
本

摂
食

・
嚥

下
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
会

学
術

大
会

札
幌

市
20

12
.8

.3
1-

9.
1

コ
ン

セ
ン

サ
ス

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

5医
療

機
器

関
連

圧
迫

創
　

小
児

専
門

病
院

に
お

け
る

調
査

結
果

看
護

部
鎌

田
直

子
第

14
回

日
本

褥
瘡

学
会

横
浜

市
20

12
.9

.1

排
尿

・
排

便
管

理
の

指
導

お
よ

び
看

護
の

関
わ

り
看

護
部

鎌
田

直
子

先
天

性
脊

髄
疾

患
児

の
ト

ー
タ

ル
セ

ミ
ナ

ー
東

京
都

新
宿

区
20

12
.1

0.
6

小
児

の
失

禁
ケ

ア
看

護
部

鎌
田

直
子

平
成

24
年

度
山

陽
学

園
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
研

修
岡

山
県

20
12

.1
0.

13

小
児

ス
ト

ー
マ

ケ
ア

看
護

部
鎌

田
直

子
平

成
24

年
度

関
西

ス
ト

ー
マ

ケ
ア

講
習

会
神

戸
市

20
12

.1
0.

25

失
禁

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ケ
ア

看
護

部
鎌

田
直

子
第

3回
近

畿
小

児
Ｗ

Ｏ
Ｃ

ケ
ア

勉
強

会
神

戸
市

20
12

.1
1.

24

A
小

児
専

門
病

院
に

お
け

る
褥

瘡
対

策
状

況
看

護
部

鎌
田

直
子

第
23

回
近

畿
小

児
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

・
創

傷
研

究
会

神
戸

市
20

12
.1

1.
24

哺
乳

障
害

の
あ

る
早

産
児

へ
の

経
口

哺
乳

確
立

に
向

け
た

支
援

～
哺

乳
反

射
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
2事

例
を

考
察

し
て

～
看

護
部

高
木

の
ぶ

子
、

植
山

真
記

、
安

田
江

里
、

岸
麻

里
、

杉
森

恵
美

、
内

海
祐

子
第

22
回

日
本

新
生

児
看

護
学

会
学

術
集

会
熊

本
市

20
12

.1
1.

25
-2

6

N
IC

U
で

の
フ

ァ
ミ

リ
ー

セ
ン

タ
ー

ド
ケ

ア
に

対
す

る
家

族
と

看
護

師
の

認
識

の
検

討
看

護
部

松
田

ル
ミ

、
寺

川
亜

希
、

福
田

理
香

、
伊

達
尚

美
、

竹
井

朋
子

　
第

22
回

日
本

新
生

児
看

護
学

会
学

術
集

会
熊

本
市

20
12

.1
1.

25
-2

6

N
IC

U
に

お
け

る
対

象
理

解
を

重
視

し
た

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

検
証

看
護

部
奈

須
瞳

、
井

谷
洋

美
、

伊
達

尚
美

、
竹

井
朋

子
　

第
22

回
日

本
新

生
児

看
護

学
会

学
術

集
会

熊
本

市
20

12
.1

1.
25

-2
6

周
産

期
医

療
セ

ン
タ

ー
乳

房
外

来
で

の
看

護
支

援
～

乳
汁

分
泌

を
維

持
す

る
た

め
に

看
護

部
杉

友
ユ

リ
第

53
回

日
本

母
性

衛
生

学
会

福
岡

市
20

12
.1

1.
16

-1
7

血
友

病
中

等
症

患
児

･
家

族
に

対
す

る
家

庭
内

輸
注

指
導

へ
の

取
り

組
み

看
護

部
小

澤
一

美
第

9回
血

友
病

看
護

研
究

会
血

友
病

フ
ォ

ー
ラ

ム
横

浜
市

20
12

.1
2.

2

患
者

家
族

に
寄

り
添

う
看

護
看

護
部

杉
友

ユ
リ

平
成

23
年

度
周

産
期

研
修

会
神

戸
市

20
12

.1
2.

15



ー 170 ー ー 171 ー

演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

疑
義

紹
介

内
容

か
ら

考
え

る
院

外
処

方
箋

の
課

題
＜

保
険

薬
局

が
病

院
近

隣
に

な
い

場
合

＞
薬

剤
部

池
田

絵
里

佳
33

日
本

病
院

薬
剤

師
会

近
畿

学
術

大
会

大
阪

市
20

12
.1

.2
1

小
児

が
ん

化
学

療
法

に
お

け
る

ア
プ

レ
ピ

タ
ン

ト
の

制
吐

効
果

に
関

す
る

検
討

薬
剤

部
上

野
陽

介
10

兵
庫

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

12
.8

.2
6

小
児

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

患
者

に
対

す
る

薬
剤

管
理

指
導

と
適

正
な

薬
物

使
用

に
向

け
た

取
り

組
み

薬
剤

部
池

田
絵

里
佳

10
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
12

.8
.2

6

門
前

薬
局

の
な

い
小

児
専

門
病

院
が

院
外

処
方

箋
を

発
行

し
た

と
き

の
課

題
（

第
2報

）
薬

剤
部

辻
本

勉
45

日
本

薬
剤

師
会

浜
松

市
20

12
.1

0.
7

小
児

救
急

に
誤

飲
で

来
院

す
る

患
者

の
誤

飲
物

質
は

多
様

で
あ

る
薬

剤
部

辻
本

勉
22

日
本

医
療

薬
学

会
年

会
新

潟
市

20
12

.1
0.

28

妊
娠

31
週

で
1子

エ
プ

ス
タ

イ
ン

奇
形

と
診

断
さ

れ
た

一
絨

毛
二

羊
膜

性
双

胎
の

1例
検

査
放

射
線

部
西

垣
久

実
代

、
四

元
寿

江
、

松
本

郁
子

、 
井

手
敦

子
、

小
寺

郁
美

、
入

野
博

文
、

近
平

佳
美

、
佐

藤
由

美
、

船
越

徹
　

　
　

　
第

10
回

県
立

病
院

学
会

分
科

会
神

戸
20

12
.8

.2
5

聴
性

定
常

反
応

検
査

（
AS

SR
）

の
意

義
聴

性
脳

幹
反

応
（

AB
R）

と
比

較
し

て
検

査
放

射
線

部
四

元
寿

江
、

松
本

郁
子

、
西

垣
久

実
代

、
井

手
敦

子
、

小
寺

郁
美

、
阪

本
浩

一
第

10
回

県
立

病
院

学
会

分
科

会
神

戸
20

12
.8

.2
5

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
血

液
製

剤
の

院
内

分
割

へ
の

取
り

組
み

～
新

生
児

へ
の

輸
血

の
た

め
に

～
検

査
放

射
線

部
瀧

本
良

実
、

野
口

啓
子

、
細

見
照

美
、

千
田

園
子

、
近

平
佳

美
第

10
回

県
立

病
院

学
会

分
科

会
神

戸
20

12
.8

.2
5

異
常

デ
ー

タ
発

生
時

に
お

け
る

当
院

の
検

査
シ

ス
テ

ム
活

用
例

検
査

放
射

線
部

入
野

博
文

第
52

回
日

臨
技

関
西

支
部

医
学

検
査

学
会

和
歌

山
20

12
.9

.2
9

AI
D

R　
3D

を
用

い
た

線
量

低
減

画
像

の
視

覚
評

価
検

査
・

放
射

線
部

放
射

線
科

藤
井

友
紀

子
平

成
24

年
度

兵
庫

県
立

病
院

放
射

線
技

師
研

修
会

神
戸

市
20

12
.7

.7

小
児

血
管

造
影

検
査

に
お

け
る

空
気

カ
ー

マ
表

示
を

用
い

た
線

量
管

理
の

検
討

検
査

・
放

射
線

部
放

射
線

科
関

尾
直

士
第

10
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

12
.8

.2
5

M
RI

検
査

に
お

い
て

片
頭

痛
発

作
に

よ
る

脳
血

管
収

縮
/拡

張
画

像
を

得
ら

れ
た

一
例

検
査

・
放

射
線

部
放

射
線

科
藤

井
友

紀
子

第
10

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
12

.8
.2

5

小
児

血
管

造
影

検
査

に
お

け
る

術
者

被
曝

線
量

調
査

検
査

・
放

射
線

部
放

射
線

科
射

場
智

美
第

10
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

12
.8

.2
5

こ
ど

も
病

院
で

の
虐

待
予

防
の

と
り

く
み

指
導

相
談

・
地

域
医

療
連

携
部

野
呂

朝
子

、
原

田
富

士
子

、
橋

本
ひ

と
み

、
宅

見
晃

子
第

10
回

兵
庫

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

12
.8

.2
5

在
宅

療
養

指
導

管
理

料
を

算
定

す
る

患
者

へ
の

支
援

～
在

宅
物

品
等

交
付

窓
口

の
設

置
～

指
導

相
談

・
地

域
医

療
連

携
部

橋
本

ひ
と

み
、

大
西

美
樹

、
山

上
美

和
第

10
回

兵
庫

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

12
.8

.2
5
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

会
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

Ｄ
Ｅ

Ｎ
Ｖ

Ｅ
Ｒ

Ⅱ
判

定
法

の
実

際
指

導
相

談
・

地
域

医
療

連
携

部
宅

見
晃

子
第

59
回

日
本

小
児

保
健

学
会

岡
山

市
20

12
.9

.2
7

虐
待

疑
い

事
例

へ
の

対
応

指
導

相
談

・
地

域
医

療
連

携
部

宅
見

晃
子

兵
庫

県
育

児
支

援
研

究
会

神
戸

市
20

12
.9

.1

虐
待

者
を

作
ら

な
い

た
め

に
指

導
相

談
・

地
域

医
療

連
携

部
宅

見
晃

子
育

児
リ

ー
ダ

ー
養

成
講

座
川

西
市

20
12

.1
0.

4

子
ど

も
の

心
と

行
動

の
理

解
～

心
豊

か
に

育
て

る
た

め
に

～
指

導
相

談
・

地
域

医
療

連
携

部
宅

見
晃

子
青

少
年

健
全

育
成

大
会

多
可

郡
20

12
.1

.2
8

AL
L

標
準

リ
ス

ク
群

　
Ｗ

Ｉ
Ｓ

Ｃ
－

Ⅳ
の

結
果

に
つ

い
て

指
導

相
談

・
地

域
医

療
連

携
部

藤
井

美
有

AL
L

標
準

リ
ス

ク
群

の
治

療
に

よ
る

認
知

発
達

へ
の

影
響

の
他

施
設

研
究

発
表

東
京

都
20

12
.2

.1
9

栄
養

士
部

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
　

膵
臓

癌
、

イ
レ

ウ
ス

症
例

を
通

し
て

考
え

る
中

心
静

脈
栄

養
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ケ

ア
プ

ラ
ン

栄
養

指
導

課
鳥

井
隆

志
第

27
回

日
本

静
脈

経
腸

栄
養

学
会

神
戸

市
20

12
.2

.2
4

栄
養

教
育

に
お

け
る

小
児

の
栄

養
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

の
選

択
と

そ
の

根
拠

栄
養

指
導

課
鳥

井
隆

志
第

9回
日

本
小

児
栄

養
研

究
会

西
宮

市
20

12
.3

.1
0

肝
臓

病
の

症
状

・
治

療
別

の
食

事
療

法
栄

養
指

導
課

鳥
井

隆
志

肝
臓

病
市

民
公

開
講

座
　

肝
臓

が
ん

な
ん

か
に

負
け

な
い

西
宮

市
20

12
.2

.4

こ
ど

も
の

肥
満

に
つ

い
て

栄
養

指
導

課
鳥

井
隆

志
平

成
24

年
度

　
東

は
り

ま
特

別
支

援
学

校
職

員
研

修
会

加
古

郡
20

12
.7

.3
1

小
児

栄
養

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
栄

養
指

導
課

鳥
井

隆
志

兵
庫

県
栄

養
士

会
生

涯
学

習
研

修
会

神
戸

市
20

12
.8

.4

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
小

児
栄

養
管

理
の

実
際

栄
養

指
導

課
鳥

井
隆

志

平
成

24
年

度
　

京
都

府
南

丹
保

健
所

管
内

　
リ

ト
ル

エ
ン

ジ
ェ

ル
養

育
支

援
事

業
従

事
者

研
修

会

南
丹

市
20

12
 

川
崎

病
後

の
急

性
心

筋
梗

塞
に

対
し

長
期

EC
M

O
か

ら
離

脱
・

救
命

し
え

た
一

症
例

診
療

器
材

管
理

室
志

智
美

咲
、

横
山

真
司

、
岩

崎
一

崇
第

31
回

日
本

体
外

循
環

技
術

医
学

会
近

畿
地

方
会

大
会

神
戸

20
12

.2
.2

5

新
生

児
EC

M
O

に
お

け
る

血
液

製
剤

の
使

用
と

抗
凝

固
診

療
器

材
管

理
室

横
山

真
司

第
5回

日
本

小
児

EC
LS

研
究

会
京

都
20

12
.7

.7
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4）
実

習
生

・
研

修
生

受
け

入
れ

状
況

（
20

12
年

）
①

実
習

生

診
療

部

学
　

校
　

名
実

　
習

　
名

実
習

生
数

実
習

期
間

実
習

場
所

神
戸

大
学

医
学

部
6年

次
学

外
実

習
2

6月
17

日
～

28
日

、7
月

1日
～

12
日

小
児

救
急

医
療

セ
ン

タ
ー

神
戸

赤
十

字
病

院
初

期
研

修
医

1
10

月
1日

～
12

月
31

日
小

児
救

急
医

療
セ

ン
タ

ー
兵

庫
県

立
淡

路
病

院
初

期
研

修
医

1
8月

1日
～

31
日

小
児

救
急

医
療

セ
ン

タ
ー

灘
区

役
所

精
神

科
1

8月
8日

～
11

月
27

日
精

神
科

外
来

神
戸

総
合

医
療

専
門

学
校

見
学

4
5月

11
日

 ～
 5

月
31

日
　

外
来

及
び

手
術

室
九

州
保

健
福

祉
大

学
視

機
能

療
法

学
科

見
学

1
6月

4日
～

6月
22

日
外

来
及

び
手

術
室

大
阪

総
合

医
療

専
門

学
校

（
見

学
実

習
）

見
学

2
3月

5日
～

3月
9日

外
来

及
び

手
術

室
兵

庫
県

立
総

合
衛

生
学

院
　

歯
科

衛
生

学
科

2
1月

18
日

～
2月

10
日

歯
科

外
来

・
他

神
戸

常
盤

大
学

短
期

大
学

部
口

腔
保

健
学

科
1

4月
17

日
～

5月
11

日
歯

科
外

来
・

他
神

戸
常

盤
大

学
短

期
大

学
部

口
腔

保
健

学
科

2
6月

12
日

～
6月

29
日

歯
科

外
来

・
他

兵
庫

歯
科

学
院

専
門

学
校

　
歯

科
衛

生
学

科
2

7月
2日

～
7月

30
日

歯
科

外
来

・
他

兵
庫

歯
科

学
院

専
門

学
校

　
歯

科
衛

生
学

科
2

10
月

1日
～

10
月

30
日

歯
科

外
来

・
他

兵
庫

県
立

総
合

衛
生

学
院

　
歯

科
衛

生
学

科
2

11
月

29
日

～
12

月
25

日
歯

科
外

来
・

他
神

戸
総

合
医

療
専

門
学

校
言

語
聴

覚
士

学
生

実
習

1
2月

6日
～

2月
10

日
耳

鼻
咽

吸
科

外
来

、
手

術
室

、6
A

病
棟

神
戸

総
合

医
療

専
門

学
校

言
語

聴
覚

士
学

生
実

習
1

10
月

29
日

～
11

月
30

日
耳

鼻
咽

吸
科

外
来

お
よ

び
形

成
科

外
来

、
手

術
室

、
6A

病
棟

看
護

部
学

　
校

　
名

実
　

習
　

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
兵

庫
県

立
大

学
看

護
学

部
総

合
看

護
（

小
児

）
10

5月
28

日
～

6月
22

日
病

棟
（

7Ｆ
、5

Ａ
、5

Ｂ
、4

Ｂ
、

H
CU

）
総

合
看

護
（

健
康

行
動

・
生

涯
学

習
）

6
5月

28
日

～
6月

23
日

病
棟

（
6Ａ

、6
Ｂ

）
総

合
看

護
（

母
性

）
7

5月
28

日
～

6月
22

日
産

科
病

棟
生

涯
健

康
看

護
18

7月
2日

～
20

日
病

棟
（

7Ｆ
、6

Ａ
、6

Ｂ
、5

Ａ
、5

Ｂ
、4

Ｂ
）

生
涯

健
康

看
護

6
7月

3日
～

7月
20

日
産

科
病

棟
実

践
研

究
（

4回
生

）
9

8月
27

日
～

9月
28

日
病

棟
（

6B
、5

A、
5B

、
産

科
）

生
涯

健
康

看
護

20
10

月
1日

～
10

月
19

日
病

棟
（

7Ｆ
、6

Ａ
、6

Ｂ
、5

Ａ
、5

Ｂ
、4

Ｂ
）

生
涯

健
康

看
護

6
10

月
2日

～
10

月
19

日
産

科
病

棟

総
合

看
護

技
術

24
12

月
4日

～
12

月
6日

 , 
12

月
10

日
～

12
月

12
日

病
棟

（
7Ｆ

、6
Ａ

、6
Ｂ

、5
Ａ

、5
Ｂ

、4
Ｂ

）
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出
会

い
20

1月
28

日
～

2月
8日

病
棟

（
7Ｆ

、6
Ａ

、6
Ｂ

、5
Ａ

、5
Ｂ

、4
Ｂ

）
兵

庫
県

立
総

合
衛

生
学

院
小

児
看

護
学

（
看

護
学

科
全

日
制

）
13

9月
4日

～
9月

14
日

病
棟

（
7Ｆ

、6
Ａ

、6
Ｂ

、4
Ｂ

）
小

児
看

護
学

（
看

護
学

科
全

日
制

）
6

10
月

23
日

～
11

月
2日

病
棟

（
7F

、4
B）

小
児

看
護

学
（

看
護

学
科

定
時

制
）

7
5月

15
日

～
5月

25
日

病
棟

（
6Ａ

、6
Ｂ

）
小

児
看

護
学

（
看

護
学

科
定

時
制

）
6

9月
4日

～
9月

14
日

病
棟

（
5A

、5
Ｂ

）
小

児
看

護
学

（
看

護
学

科
定

時
制

）
6

9月
18

日
～

9月
28

日
病

棟
（

5A
、5

Ｂ
）

母
性

看
護

学
（

看
護

学
科

定
時

制
）

4
6月

25
日

～
6月

26
日

産
科

病
棟

母
性

看
護

学
（

看
護

学
科

定
時

制
）

6
8/

20
～

8/
21

産
科

病
棟

母
性

看
護

学
（

看
護

学
科

定
時

制
）

6
9月

10
日

～
9月

11
日

産
科

病
棟

母
性

看
護

学
（

看
護

学
科

定
時

制
）

6
9月

18
日

～
9月

19
日

産
科

病
棟

母
性

看
護

学
（

看
護

学
科

定
時

制
）

6
9月

24
日

～
9月

25
日

産
科

病
棟

助
産

学
科

4
9月

25
日

～
9月

27
日

G
CU

助
産

学
科

4
10

月
2日

～
10

月
4日

G
CU

助
産

学
科

4
1月

16
日

～
1月

18
日

G
CU

助
産

学
科

3
1月

22
日

～
1月

24
日

G
CU

常
磐

大
学

課
題

別
総

合
実

習
（

4回
生

）
7

8月
20

日
～

8月
31

日
病

棟
（

7Ｆ
、6

A）
近

大
姫

路
大

学
統

合
実

習
9

8月
20

日
～

8月
31

日
病

棟
（

6Ｂ
、5

Ａ
、5

Ｂ
、4

Ｂ
）

こ
ど

も
看

護
8

9月
24

日
～

28
日

病
棟

（
6Ａ

、6
Ｂ

）
こ

ど
も

看
護

7
10

月
23

日
～

11
月

1日
病

棟
（

6Ａ
、6

Ｂ
）

こ
ど

も
看

護
13

11
月

13
日

～
11

月
22

日
病

棟
（

7Ｆ
、6

Ａ
、6

Ｂ
、5

Ａ
、5

Ｂ
、4

Ｂ
）

兵
庫

県
立

大
学

大
学

院
研

究
科

小
児

看
護

学
博

士
前

期
課

程
1

5月
16

日
～

9月
10

日
病

棟
（

7Ｆ
、5

Ａ
）

母
性

高
度

実
践

看
護

実
習

Ⅰ
1

10
月

5日
～

3月
31

日
産

科
病

棟
母

性
高

度
実

践
看

護
実

習
Ⅲ

1
10

月
31

日
～

2月
14

日
産

科
病

棟
大

学
院

研
究

科
修

士
論

文
研

究
1

9月
11

日
～

2/
28

病
棟

（
7Ｆ

、5
Ａ

）
小

児
高

度
実

践
実

習
Ⅰ

小
児

治
療

看
護

実
習

1
11

月
1日

～
3月

29
日

病
棟

（
7Ｆ

、5
Ａ

、5
Ｂ

、4
Ｂ

、
外

来
）

神
戸

市
看

護
大

学
大

学
院

博
士

前
期

課
程

小
児

看
護

学
特

講
演

習
1

10
月

1日
～

3月
29

日
H

CU
大

阪
府

立
大

学
大

学
院

研
究

科
小

児
看

護
学

博
士

前
期

課
程

1
4月

25
日

～
7月

31
日

病
棟

（
6A

）
大

学
院

研
究

科
小

児
看

護
学

博
士

後
期

課
程

1
5月

看
護

師
5名

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

大
学

院
研

究
科

小
児

看
護

学
博

士
前

期
課

程
1

8月
20

日
～

21
日

、9
月

13
日

外
来

、
CN

・
CN

S
会

議
、

新
人

研
修

大
学

院
研

究
科

家
族

看
護

学
博

士
前

期
課

程
1

10
月

11
日

6B
、

CN
・

CN
S

会
議

関
西

看
護

医
療

大
学

看
護

学
科

　
見

学
50

12
月

18
日

看
護

学
科

　
見

学
50

1月
23

日
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阪
奈

中
央

看
護

学
校

看
護

学
科

　
見

学
39

2月
28

日
川

崎
医

療
短

大
保

育
学

科
2

8月
20

日
～

31
日

病
棟

（
7F

、6
B）

保
育

学
科

2
9月

3日
～

14
日

病
棟

（
7F

、5
B）

姫
路

獨
協

大
学

教
育

学
部

1
2月

4日
～

15
日

病
棟

（
7F

）
滋

賀
大

学
教

育
学

部
病

棟
保

育
見

学
1

8月
31

日
病

棟
（

7F
、5

B）
武

庫
川

女
子

大
学

文
学

部
教

育
学

科
病

棟
保

育
見

学
2

3月
22

日
病

棟
（

5A
）

姫
路

獨
協

大
学

臨
床

工
学

科
臨

床
実

習
3

10
月

26
日

～
11

月
16

日
M

E
室

、
手

術
室

、
IC

U
な

ど

薬
剤

部
学

　
校

　
名

実
習

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
京

都
薬

科
大

学
薬

学
生

実
務

実
習

1名
10

月
1日

～
12

月
14

日
薬

剤
部

と
主

な
部

署
神

戸
薬

科
大

学
薬

学
生

実
務

実
習

1名
10

月
1日

～
12

月
14

日
薬

剤
部

と
主

な
部

署

検
査

・
放

射
線

部
（

検
査

）
学

　
校

　
名

実
習

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
神

戸
常

盤
大

学
保

健
科

学
部

3年
次

臨
地

実
習

2
1月

16
日

～
3月

9日
検

査
室

神
戸

大
学

検
査

技
術

科
4年

次
臨

地
実

習
2

11
月

6日
～

11
月

22
日

検
査

室

栄
養

指
導

課
学

校
名

実
習

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
兵

庫
県

立
大

学
臨

床
栄

養
学

臨
地

・
校

外
実

習
4

2月
20

日
～

3月
2日

栄
養

指
導

課
同

志
社

女
子

大
学

　
　

　
　

　
　

〃
3

3月
5日

～
3月

16
日

　
　

　
〃

武
庫

川
女

子
大

学
　

　
　

　
　

　
〃

2
5月

28
日

～
6月

8日
　

　
　

〃
神

戸
松

蔭
女

子
学

院
大

学
　

　
　

　
　

　
〃

4
6月

18
日

～
6月

29
日

　
　

　
〃

神
戸

女
子

大
学

　
　

　
　

　
　

〃
9

7月
2日

～
9月

14
日

　
　

　
〃

神
戸

学
院

大
学

　
　

　
　

　
　

〃
4

7月
2日

～
8月

31
日

　
　

　
〃

②
研

修
生

診
療

部
依

頼
元

研
修

科
研

修
生

数
研

修
期

間
研

修
場

所
神

戸
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
 中

央
市

民
病

院
放

射
線

科
1

2ヶ
月

読
影

室
、

超
音

波
室

、
透

視
検

査
室

な
ど

尼
崎

病
院

放
射

線
科

1
3ヶ

月
読

影
室

、
超

音
波

室
、

透
視

検
査

室
な

ど
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神
戸

赤
十

字
病

院
卒

後
臨

床
研

修
委

員
会

産
科

6
1ヶ

月
ず

つ
産

科
病

棟
、

外
来

、
手

術
室

な
ど

看
護

部
依

頼
元

研
修

科
研

修
生

数
研

修
期

間
研

修
場

所
山

陽
学

園
大

学
失

禁
外

来
実

習
2

11
月

26
日

ス
ト

ー
マ

・
排

泄
外

来
　

病
棟

山
陽

学
園

大
学

失
禁

外
来

実
習

2
12

月
3日

ス
ト

ー
マ

・
排

泄
外

来
　

病
棟

山
陽

学
園

大
学

失
禁

外
来

実
習

2
12

月
10

日
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

外
来

　
病

棟
兵

庫
県

内
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
ケ

ア
看

護
技

術
9

10
月

19
日

医
療

ケ
ア

　
病

棟
兵

庫
県

内
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
ケ

ア
看

護
技

術
12

12
月

19
日

医
療

ケ
ア

　
病

棟
兵

庫
県

内
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
ケ

ア
看

護
技

術
10

2月
13

日
医

療
ケ

ア
　

病
棟

さ
く

ら
療

育
園

新
生

児
科

1
N

IC
U

　
G

CU
神

戸
大

学
附

属
病

院
新

生
児

科
2

2月
1日

N
IC

U

5）
長

期
院

外
研

修

研
修

先
施

設
名

所
属

部
署

研
修

者
名

研
修

期
間

研
修

内
容

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

心
臓

血
管

外
科

長
谷

川
智

巳
3月

5日
～

3月
30

日
シ

ア
ト

ル
小

児
病

院
に

お
け

る
小

児
心

臓
移

植
症

例
の

検
討

。
H

ea
rt 

ce
nt

er
に

て
手

術
部

門
を

中
心

に
見

学
。

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

麻
酔

科
池

島
典

之
2月

13
日

～
3月

16
日

メ
イ

ン
手

術
室

を
中

心
に

麻
酔

科
関

連
分

野
（

疼
痛

外
来

、
疼

痛
回

診
、

日
帰

り
手

術
・

麻
酔

、
PI

CU
、

CI
CU

、
救

急
外

来
、

業
務

改
善

な
ど

）
の

見
学

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

小
児

外
科

荒
井

洋
志

3月
5日

～
3月

30
日

愛
知

県
看

護
協

会
認

定
看

護
師

教
育

課
程

摂
食

・
嚥

下
障

害
看

護
課

程
看

護
部

森
本

葉
子

10
月

1日
～

3月
27

日
摂

食
・

嚥
下

障
害

認
定

看
護

師
教

育
課

程

地
方

独
立

行
政

法
人

　
神

戸
市

民
病

院
機

構
神

戸
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
中

央
市

民
病

院
看

護
部

高
橋

紫
1月

15
日

～
3月

15
日

手
術

室
看

護
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5．
研

修
（

20
12

年
）

1）
公

開
研

修
会

名
称

主
催

開
催

日
時

間
場

所
院内

参加
数

院外
参加

数
合

計
テ

ー
マ

発
表

者
/担

当
所

属
科

名

第
15

2回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

1月
12

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
16

5
21

『
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

に
お

け
る

当
科

で
の

負
荷

試
験

結
果

と
経

口
免

疫
療

法
に

つ
い

て
』

田
中

裕
也

ア
レ

ル
ギ

ー
科

第
15

3回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

1月
26

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
21

2
23

『
急

性
ウ

イ
ル

ス
性

胃
腸

炎
の

ピ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ル
。

乏
尿

が
意

味
す

る
も

の
と

は
？

』
中

川
拓

腎
臓

内
科

第
15

4回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

2月
9日

17
:4

5～
18

:3
0

研
修

室
AB

23
23

 『
産

後
う

つ
病

の
理

解
』

関
口

典
子

精
神

科

第
15

5回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

2月
23

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
19

1
20

『
VU

R
に

対
す

る
T-

do
w

n 
ap

pr
oa

ch
 の

妥
当

性
』

～
有

熱
性

尿
路

感
染

症
で

発
見

さ
れ

た
原

発
性

膀
胱

尿
管

逆
流

児
に

お
け

る
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

と
し

て
の

超
音

波
検

査
と

Ｄ
Ｍ

Ｓ
Ａ

腎
シ

ン
チ

グ
ラ

ム
の

意
義

～

桑
原

元
泌

尿
器

科

第
15

6回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

3月
8日

17
:4

5～
18

:3
0

研
修

室
AB

13
6

19
『

こ
ど

も
病

院
の

レ
ー

ザ
ー

治
療

』
清

家
志

円
形

成
外

科

第
15

7回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

3月
22

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
19

1
20

『
脳

神
経

外
科

的
視

点
か

ら
見

た
虐

待
が

疑
わ

れ
る

乳
幼

児
頭

部
外

傷
』

山
元

一
輝

脳
神

経
外

科

第
15

8回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

4月
12

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
23

2
25

『
ビ

タ
ミ

ン
D

欠
乏

症
～

日
本

人
の

ビ
タ

ミ
ン

D
は

足
り

て
い

る
の

か
?～

』
尾

崎
佳

代
代

謝
内

分
泌

科

第
15

9回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

4月
26

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
23

1
24

『
脳

梗
塞

で
発

症
し

開
心

手
術

適
応

に
苦

慮
し

た
感

染
性

内
膜

炎
の

一
症

例
』

圓
尾

文
子

心
臓

血
管

外
科

第
16

0回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

5月
10

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
26

2
28

『
脳

低
温

療
法

』
梶

原
伸

介
救

急
集

中
治

療
科

第
16

1回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

5月
24

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
31

1
32

『
い

わ
ゆ

る
急

性
脳

症
と

は
～

脳
低

温
療

法
の

適
応

を
中

心
に

～
』

西
山

将
広

脳
神

経
内

科

第
16

3回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

6月
28

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
22

1
23

『
経

皮
的

心
肺

補
助

装
置

長
期

管
理

に
て

救
命

し
得

た
川

崎
病

巨
大

冠
動

脈
瘤

に
よ

る
急

性
心

筋
梗

塞
の

一
例

』
富

永
  健

太
循

環
器

内
科

第
16

4回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

9月
13

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
18

3
21

『
小

児
固

形
腫

瘍
の

画
像

診
断

　
～

腹
部

腫
瘍

を
中

心
に

～
』

杉
岡

勇
典

放
射

線
科

第
16

5回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

9月
27

日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
7

1
8

『
発

熱
患

者
に

対
す

る
麻

酔
の

可
否

』
鈴

木
毅

麻
酔

科

第
16

6回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

10
月

11
日

17
:4

5～
18

:3
0

研
修

室
AB

40
3

43
『

18
tri

so
m

y』
中

西
啓

太
新

生
児

科

第
16

7回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

10
月

25
日

17
:4

5～
18

:3
0

研
修

室
AB

18
1

19
『

ウ
歯

放
置

後
の

継
発

症
』

曽
根

由
美

子
歯

科
口

腔
外

科

第
16

8回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

11
月

8日
17

:4
5～

18
:3

0
研

修
室

AB
14

2
16

『
異

時
性

に
感

染
し

た
急

性
リ

ン
パ

性
白

血
病

』
長

谷
川

大
一

郎
血

液
腫

瘍
内

科
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第
16

9回
こ

ど
も

病
院

症
例

検
討

会
研

修
教

育
委

員
会

11
月

22
日

17
:4

5～
18

:3
0

研
修

室
AB

13
2

15
『

前
期

破
水

の
管

理
と

FI
RS

（
fe

ta
l i

nfl
am

m
at

or
y 

re
sp

on
se

 s
yn

dr
om

e）
』

角
健

司
産

科

Ｎ
Ｓ

Ｔ
勉

強
会

栄
養

指
導

課
5月

31
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
30

27
57

「
Ｅ

Ｒ
Ａ

Ｓ
］

に
つ

い
て

鳥
井

隆
志

栄
養

指
導

課

Ｎ
Ｓ

Ｔ
勉

強
会

栄
養

指
導

課
6月

18
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
8

12
20

腸
内

細
菌

を
整

え
る

オ
リ

ゴ
糖

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
鳥

井
隆

志
栄

養
指

導
課

Ｎ
Ｓ

Ｔ
勉

強
会

栄
養

指
導

課
7月

24
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
21

2
23

半
固

形
化

食
品

鳥
井

隆
志

栄
養

指
導

課

Ｎ
Ｓ

Ｔ
勉

強
会

栄
養

指
導

課
8月

31
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
12

3
15

小
児

用
栄

養
剤

鳥
井

隆
志

栄
養

指
導

課

Ｎ
Ｓ

Ｔ
勉

強
会

栄
養

指
導

課
9月

27
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ｃ

9
3

12
栄

養
補

助
食

品
試

食
・

試
飲

会
鳥

井
隆

志
栄

養
指

導
課

Ｎ
Ｓ

Ｔ
勉

強
会

栄
養

指
導

課
10

月
29

日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

Ａ
Ｂ

7
5

12
が

ん
治

療
と

栄
養

療
法

鳥
井

隆
志

栄
養

指
導

課

Ｎ
Ｓ

Ｔ
勉

強
会

栄
養

指
導

課
11

月
29

日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

Ａ
Ｂ

12
3

15
褥

瘡
と

栄
養

鳥
井

隆
志

栄
養

指
導

課
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2）
院

内
全

体
研

修
会

名
　

称
主

　
催

開
催

日
時

　
間

場
　

所
参

加
数

テ
ー

マ
講

師
/発

表
者

所
属

第
1回

感
染

対
策

研
修

会
感

染
対

策
委

員
会

①
7月

26
日

②
7月

30
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

①
81

②
51

マ
ニ

ュ
ア

ル
改

訂
点

の
内

容
に

つ
い

て
小

阪
嘉

之
竹

田
洋

樹
鳴

滝
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

第
2回

感
染

対
策

研
修

会
感

染
対

策
委

員
会

①
1月

21
日

②
1月

25
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

①
68

②
73

感
染

性
胃

腸
炎

、
感

染
防

止
対

策
加

算
鳴

滝
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

感
染

対
策

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（

看
護

補
助

者
対

象
）

感
染

対
策

委
員

会

①
4月

2日
②

4月
3日

③
4月

9日

①
 9：

00
～

10：
00

　
14：

00
～

15：
00

②
14：

00
～

15：
00

③
 9：

00
～

10：
00

　
10：

00
～

11：
00

研
修

室
AB

各
5

感
染

対
策

の
基

本
鳴

滝
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

感
染

対
策

研
修

会
（

リ
ネ

ン
業

務
委

託
業

者
対

象
）

感
染

対
策

委
員

会
①

5月
15

日
②

5月
31

日
①

②
11

:3
0～

12
:0

0
研

修
室

AB
各

4
感

染
対

策
の

基
本

鳴
滝

由
佳

感
染

対
策

チ
ー

ム

感
染

対
策

研
修

会
（

清
掃

委
託

業
者

対
象

）
感

染
対

策
委

員
会

8月
3日

11
:0

0～
11

:3
0

研
修

室
AB

18
針

刺
し

・
切

創
、

血
液

・
体

液
曝

露
に

つ
い

て
鳴

滝
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

感
染

防
止

演
習

（
看

護
補

助
者

対
象

）
感

染
対

策
委

員
会

①
8月

27
日

②
8月

29
日

③
9月

  3
日

④
9月

  5
日

⑤
9月

  7
日

①
14

:00
～

15：
00

 　
6：

00
～

17：
00

②
14

:00
～

15：
00

 　
6：

00
～

17：
00

③
14

:00
～

15：
00

　
16：

00
～

17：
00

④
14

:00
～

15：
00

　
16：

00
～

17：
00

⑤
14

:00
～

15：
00

①
研

修
室

C
②

研
修

室
C

③
研

修
室

AB ④
研

修
室

C、
採

血
室

⑤
研

修
室

AB

①
計

13
②

計
13

③
計

8
④

計
16

⑤
3

感
染

防
止

演
習

（
手

指
衛

生
の

手
技

チ
ェ

ッ
ク

、
個

人
防

護
具

の
着

脱
演

習
）

鳴
滝

由
佳

感
染

対
策

チ
ー

ム

第
4回

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

研
修

報
告

会
国

際
交

流
委

員
会

4月
16

日
17

:3
0～

19
:0

0
研

修
室

AB
87

１
．

 「
シ

ア
ト

ル
小

児
病

院
に

お
け

る
心

移
植

症
例

の
検

討
」

２
．

 「
シ

ア
ト

ル
小

児
病

院
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
の

現
状

」
３

．
 「

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

の
麻

酔
科

と
手

術
室

」

長
谷

川
　

智
巳

荒
井

　
洋

志
池

島
　

典
之

診
療

部

医
薬

品
安

全
研

修
会

医
薬

品
安

全
管

理
室

11
月

16
日

18
：

00
～

18
：

50
研

修
室

Ａ
Ｂ

51
バ

ン
コ

マ
イ

シ
ン

の
リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
（

１
）

配
合

変
化

と
Re

d 
N

ec
k

症
候

群
（

２
）

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

か
ら

見
た

投
与

法
と

方
法

重
越

正
孝

森
田

紗
代

M
ei

ji 
Se

ik
a 

フ
ァ

ル
マ（

株
）

学
術

部
薬

剤
部

放
射

線
研

修
放

射
線

安
全

管
理

委
員

会
3月

2日
15

:3
0～

17
:0

0
研

修
室

Ａ
Ｂ

29

①
放

射
線

の
人

体
へ

の
影

響
②

M
RI

検
査

の
安

全
性

に
つ

い
て

③
核

医
学

検
査

に
つ

い
て

④
放

射
線

被
ば

く
に

つ
い

て
⑤

放
射

線
治

療
に

つ
い

て

赤
坂

好
宣

北
住

一
哉

大
谷

幸
広

関
尾

直
士

小
田

敏
彦

検
査

・
放

射
線

部
　

放
射

線
科
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放
射

線
研

修
放

射
線

安
全

管
理

委
員

会
5月

29
日

15
:1

5～
16

:3
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
54

①
放

射
線

の
人

体
へ

の
影

響
②

M
RI

検
査

の
安

全
性

に
つ

い
て

③
核

医
学

検
査

に
つ

い
て

④
放

射
線

被
ば

く
に

つ
い

て
⑤

放
射

線
治

療
に

つ
い

て

杉
岡

勇
典

服
部

真
吾

大
谷

幸
広

関
尾

直
士

小
田

敏
彦

検
査

・
放

射
線

部
　

放
射

線
科

特
別

講
演

会
診

療
部

1月
19

日
17

:0
0～

18
:0

0
研

修
室

AB
80

小
児

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

の
新

た
な

治
療

戦
略

飯
島

一
誠

神
戸

大
学

大
学

院
医

学
研

究
科

内
科

系
講

座
小

児
科

学
分

野
教

授

M
M

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
5月

24
日

8:
20

～
9:

00
本

館
4Ｆ

カン
ファ

レン
ス

ルー
ム

16
総

動
脈

幹
症

の
剖

検
結

果
検

討
圓

尾
文

子
吉

田
牧

子
心

臓
血

管
外

科
病

理
診

断
科

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
主

催
勉

強
会

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
会

7月
5日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
51

看
護

研
究

二
星

淳
吾

こ
ど

も
病

院
　

小
児

看
護

専
門

看
護

師

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
主

催
勉

強
会

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
会

9月
6日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
38

化
学

療
法

の
副

作
用

後
藤

恵
美

こ
ど

も
病

院
　

が
ん

化
学

療
法

認
定

看
護

師

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
主

催
勉

強
会

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
会

11
月

5日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

Ａ
Ｂ

47
緩

和
ケ

ア
柿

本
久

美
子

加
古

川
医

療
セ

ン
タ

ー
緩

和
ケ

ア
認

定
看

護
師

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
主

催
勉

強
会

専
門

看
護

師
・

認
定

看
護

師
会

1月
15

日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

Ａ
Ｂ

38
家

族
看

護
浅

井
桃

子
大

阪
府

立
看

護
大

学
大

学
院

第
4回

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

研
修

報
告

会
国

際
交

流
委

員
会

4月
16

日
17

:3
0～

19
:0

0
研

修
室

AB
87

1．
 「

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

に
お

け
る

心
移

植
症

例
の

検
討

」
2．

 「
シ

ア
ト

ル
小

児
病

院
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
の

現
状

」
3．

 「
シ

ア
ト

ル
小

児
病

院
の

麻
酔

科
と

手
術

室
」

長
谷

川
智

巳
荒

井
洋

志
池

島
典

之
診

療
部

第
2回

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
大

会
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
3月

2日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

AB
56

胃
ろ

う
連

携
パ

ス
　

1．
小

児
に

お
け

る
胃

ろ
う

増
設

地
域

連
携

パ
ス

へ
の

取
り

組
み

　
2．

胃
ろ

う
増

設
パ

ス
の

EV
E

分
析

前
原

由
紀

鳥
井

 隆
志

看
護

部
栄

養
指

導
課

第
1回

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
大

会
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
9月

21
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

28
1．

平
成

23
年

度
使

用
分

パ
ス

の
事

例
の

紹
介

2．
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

い
た

パ
ス

作
成

大
西

 美
樹

神
田

 杏
子

看
護

部
診

療
部

第
2回

　
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

大
会

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
委

員
会

3月
4日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

60

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
改

善
プ

ロ
セ

ス
の

見
え

る
化

　
1．

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
委

員
会

　
平

成
24

年
度

報
告

　
2．

斜
視

の
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
改

善
　

　
　（

チ
ー

ム
医

療
の

視
点

か
ら

の
パ

ス
の

検
討

）
　

　
1）

斜
視

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

紹
介

　
　

2）
D

PC
か

ら
の

検
討

　
　

3）
麻

酔
科

医
師

か
ら

の
検

討
　

　
4）

 薬
剤

師
か

ら
の

検
討

　
　

5）
管

理
栄

養
士

か
ら

の
検

討
　

　
6）

看
護

師
か

ら
の

検
討

　
3．

バ
リ

ア
ン

ス
統

計
報

告
（

看
護

部
パ

ス
委

員
会

）

大
西

美
樹

大
西

健
河

本
幸

子
香

川
哲

郎
池

田
絵

里
佳

鳥
井

隆
志

清
水

克
美

二
星

淳
吾

看
護

部
診

療
部

薬
剤

部
栄

養
指

導
課
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3）
複

数
科

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
名

　
称

対
象

科
開

催
日

時
　

間
場

　
所

参
加

数
テ

ー
マ

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
整

形
外

科
、

脳
神

経
外

科
、

病
理

1月
12

日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
26

1）
視

神
経

腫
瘍

、
胚

細
胞

腫
瘍

疑
い

（
14

歳
男

児
）

2）
左

腎
腫

瘍
（

11
歳

女
児

）
3）

神
経

芽
腫

sta
ge

4（
7歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
病

理
1月

18
日

17
:3

0-
18

:0
0

研
修

室
C

17
1）

卵
巣

腫
瘍

（
7歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
麻

酔
科

、
脳

神
経

外
科

、
神

戸
大

学
腫

瘍
科

、
病

理
1月

25
日

17
:4

0-
18

:4
0

研
修

室
C

27

1）
縦

隔
腫

瘍
、

癌
性

胸
膜

炎
（

17
歳

男
児

）
2）

右
ソ

ケ
イ

部
リ

ン
パ

節
腫

大
（

11
歳

男
児

）
3）

骨
盤

部
腫

瘍
（

4歳
女

児
）

4）
小

脳
虫

部
腫

瘍
（

8歳
女

児
）

5）
右

視
床

神
経

膠
芽

腫
、

水
頭

症
（

6歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
神

戸
大

学
腫

瘍
科

、
病

理
2月

1日
17

:3
0-

18
:0

0
研

修
室

C
20

1）
op

tic
 p

at
hw

ay
 g

lio
m

a/
op

tic
 g

lio
m

a（
3歳

女
児

）
2）

神
経

線
維

腫
症

、
気

管
左

主
気

管
支

狭
窄

（
9歳

男
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

神
戸

大
学

腫
瘍

科
、

病
理

2月
8日

17
:3

0-
18

:3
0

研
修

室
C

28

1）
op

tic
 p

at
hw

ay
 g

lio
m

a/
op

tic
 g

lio
m

a（
3歳

女
児

）
2）

脳
幹

部
神

経
膠

腫
（

4歳
女

児
）

3）
小

脳
髄

芽
腫

（
7歳

女
児

）
4）

左
腎

腫
瘍

（
11

歳
女

児
）

5）
後

縦
隔

腫
瘍

（
5歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

神
戸

大
学

腫
瘍

科
、

整
形

外
科

、
病

理
2月

15
日

17
:3

0-
18

:2
0

研
修

室
C

31

1）
op

tic
 p

at
hw

ay
 g

lio
m

a/
op

tic
 g

lio
m

a（
3歳

女
児

）
2）

G
IS

T（
13

歳
女

児
）

3）
神

経
芽

腫
（

1歳
8カ

月
男

児
）

4）
松

果
体

腫
瘍

（
12

歳
男

児
）

5）
脳

幹
神

経
膠

腫
（

11
歳

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
2月

22
日

17
:3

0-
18

:0
0

研
修

室
C

21
1）

神
経

芽
腫

sta
ge

3（
4歳

女
児

）
2）

頭
蓋

骨
腫

瘍
（

2歳
女

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
眼

科
、

腎
臓

内
科

、
病

理
2月

29
日

18
:0

0-
19

:0
0

研
修

室
C

24
1）

網
膜

芽
細

胞
腫

の
疑

い
（

0歳
1カ

月
）

2）
EB

V
関

連
平

滑
筋

腫
瘍

（
6歳

7ヵ
月

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

泌
尿

器
科

、
神

戸
大

学
腫

瘍
科

、
病

理
3月

7日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
30

1）
網

膜
芽

細
胞

腫
の

疑
い

（
0歳

1カ
月

）
2）

神
経

芽
腫

（
5歳

男
児

）
3）

右
前

頭
蓋

底
腫

瘍
（

2歳
女

児
）

4）
髄

芽
腫

（
9歳

女
児

）
5）

PN
ET

（
10

歳
男

児
）

6）
視

神
経

腫
瘍

、
胚

細
胞

腫
瘍

疑
い

（
14

歳
男

児
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腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
整

形
外

科
、

脳
神

経
外

科
、

麻
酔

科
、

救
急

診
療

科
、

病
理

3月
18

:0
0-

19
:3

0
研

修
室

C
31

1）
右

大
腿

骨
骨

腫
瘍

疑
い

（
8歳

児
）

2）
Ka

po
sif

or
m

 h
em

an
gi

oe
nd

ot
he

lio
m

a（
3歳

女
児

）
3）

Ka
sa

ba
ch

 M
er

rit
症

候
群

、
水

頭
症

（
0歳

9カ
月

女
児

）
4）

胸
腔

内
腫

瘍
（

17
歳

男
児

）
5）

髄
芽

腫
（

10
歳

男
児

）
6）

an
ap

la
sti

c 
ep

en
dy

m
om

a（
3歳

児
）

7）
髄

芽
腫

（
9歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
3月

21
日

17
:3

0-
18

:0
0

研
修

室
C

20
1）

脳
腫

瘍
胚

細
胞

腫
瘍

（
15

歳
男

児
）

2）
左

胸
腔

内
腫

瘍
（

3歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

神
戸

大
学

腫
瘍

科
、

病
理

3月
28

日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
28

1）
網

膜
芽

細
胞

腫
（

0歳
8カ

月
男

児
）

2）
腹

部
腫

瘤
（

2歳
男

児
）

3）
脳

幹
部

神
経

膠
腫

（
9歳

男
児

）
4）

右
脳

室
内

腫
瘍

（
1歳

女
児

）
5）

脳
腫

瘍
（

6歳
男

児
）

6）
脳

幹
部

腫
瘍

（
9歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
形

成
外

科
、

脳
神

経
外

科
、

神
戸

大
学

腫
瘍

科
、

整
形

外
科

、
病

理
4月

4日
17

:3
0-

18
:5

0
研

修
室

C
29

1）
右

傍
脳

室
腫

瘍
（

1歳
女

児
）

2）
EB

V
関

連
性

平
滑

筋
腫

瘍
（

6歳
女

児
）

3）
右

下
腿

ユ
ー

イ
ン

グ
肉

腫
4）

右
前

頭
部

腫
瘍

（
0歳

5カ
月

男
児

）
5）

胸
腔

内
腫

瘍
（

17
歳

男
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

眼
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
4月

11
日

13
:3

0-
13

:5
0

研
修

室
C

20
1）

眼
球

視
神

経
間

脳
下

垂
体

腫
瘍

（
2歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

眼
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
4月

12
日

17
:3

0-
18

:0
0

研
修

室
C

20

1）
視

神
経

腫
瘍

（
14

歳
男

児
）

2）
LC

H
疑

い
（

8歳
男

児
）

3）
右

視
床

腫
瘍

（
12

歳
女

児
）

4）
左

眼
網

膜
芽

細
胞

腫
（

2歳
7ヵ

月
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

4月
18

日
17

:3
0-

18
:4

5
研

修
室

C
27

1）
眼

球
腫

瘍
（

2歳
女

児
）

2）
副

腎
腫

瘤
（

3歳
女

児
）

3）
頭

蓋
骨

腫
瘍

（
0歳

5カ
月

男
児

）
4）

小
脳

髄
芽

腫
（

7歳
女

児
）

5）
op

tic
 p

at
hw

ay
 g

lio
m

a（
3歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
病

理
4月

23
日

17
:3

0-
17

:5
0

救
急

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

19
1）

巨
大

肝
腫

瘤
、

多
発

肺
腫

瘤

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

4月
25

日
18

:0
0-

19
:0

0
研

修
室

C
28

1）
網

膜
芽

細
胞

腫
（

3歳
女

児
）

2）
右

視
床

腫
瘍

（
12

歳
女

児
）

3）
op

tic
 p

at
hw

ay
 g

lio
m

a（
4歳

女
児

）
4）

ge
rm

in
om

a（
12

歳
）

5）
副

腎
腫

瘍
（

3歳
女

児
）
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腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
5月

9日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
21

1）
神

経
芽

腫
（

5歳
男

児
）

2）
胸

腔
内

腫
瘍

（
17

歳
男

児
）

3）
小

脳
髄

芽
腫

（
11

歳
男

児
）

4）
小

脳
髄

芽
腫

（
7歳

女
児

）
5）

松
果

体
腫

瘍
（

6歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
神

戸
大

学
腫

瘍
科

、
病

理
5月

16
日

17
:3

0-
18

:3
0

研
修

室
C

21

1）
左

腎
腫

瘍
（

3歳
女

児
）

2）
神

経
芽

腫
（

5歳
女

児
）

3）
小

脳
髄

芽
腫

（
1歳

女
児

）
4）

中
脳

背
側

腫
瘍

、
脳

室
内

多
房

性
腫

瘍
（

10
歳

女
児

）
5）

多
関

節
痛

（
11

歳
女

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
眼

科
、

病
理

5月
23

日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
23

1）
神

経
芽

腫
疑

い
（

0歳
10

カ
月

男
児

）
2）

網
膜

芽
細

胞
腫

（
3歳

女
児

）
3）

右
網

膜
芽

細
胞

腫
疑

い
（

3歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
5月

30
日

18
:0

0-
19

:0
0

研
修

室
C

24

1）
右

腎
腫

瘍
（

1歳
女

児
）

2）
小

脳
腫

瘍
（

1歳
男

児
）

3）
中

脳
背

側
腫

瘍
、

脳
室

内
多

房
性

腫
瘍

（
10

歳
女

児
）

4）
Ew

in
g

肉
腫

（
2歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

6月
6日

17
:3

0-
18

:1
0

研
修

室
C

27
1）

左
基

底
核

腫
瘍

（
9歳

男
児

）
2）

神
経

芽
腫

（
5歳

男
児

）
3）

網
膜

芽
細

胞
腫

（
1歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
6月

13
日

17
:3

0-
18

:1
5

研
修

室
C

20

1）
神

経
芽

腫
（

0歳
10

カ
月

男
児

）
2）

左
胸

膜
肺

芽
腫

（
3歳

男
児

）
3）

松
果

体
芽

腫
（

10
歳

女
児

）
4）

視
床

下
部

腫
瘍

（
6歳

男
児

）
5）

m
ix

ed
 g

er
m

 c
el

l t
um

or
　

 （
ge

rm
in

om
a+

m
at

ur
e 

te
ra

to
m

a）
（

12
歳

男
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

脳
神

経
外

科
、

病
理

6月
20

日
17

:3
0-

17
:5

0
研

修
室

C
15

1）
Ew

in
g

肉
腫

（
右

前
頭

蓋
底

原
発

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
眼

科
、

病
理

6月
27

日
18

:0
0-

18
:5

0
研

修
室

C
23

1）
神

経
芽

腫
（

5歳
男

児
）

2）
右

腎
腫

瘍
（

1歳
7ヵ

月
女

児
）

3）
右

眼
網

膜
芽

細
胞

腫
疑

い
（

3歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
7月

4日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
23

1）
左

腎
腫

瘍
（

3歳
女

児
）

2）
Ew

in
g

肉
腫

（
2歳

女
児

）
3）

松
果

体
芽

腫
（

10
歳

女
児

）
4）

テ
ン

ト
下

腫
瘍

（
2歳

6カ
月

男
児

）
5）

視
床

下
部

腫
瘍

（
6歳

男
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
救

急
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
7月

11
日

17
:4

5-
18

:3
0

研
修

室
C

26

1）
腹

部
腫

瘤
（

15
歳

女
児

）
2）

横
紋

筋
肉

腫
（

2歳
男

児
）

3）
小

脳
髄

芽
腫

（
1歳

女
児

）
4）

上
衣

腫
（

3歳
女

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
7月

18
日

17
:3

0-
18

:0
0

研
修

室
C

23
1）

鞍
上

部
腫

瘍
（

8歳
女

児
）

2）
橋

神
経

膠
腫

（
4歳

女
児

）
3）

腹
部

腫
瘤

（
15

歳
女

児
）
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腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
眼

科
、

耳
鼻

科
、

病
理

7月
25

日
18

:3
0-

19
:3

0
研

修
室

C
25

1）
神

経
芽

腫
sta

ge
4（

2歳
男

児
）

2）
左

下
眼

瞼
腫

瘍
（

0歳
3カ

月
男

児
）

3）
右

耳
下

腺
癌

（
10

歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

整
形

外
科

、
病

理
8月

1日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
28

1）
右

脛
骨

骨
腫

瘍
（

1歳
3カ

月
2）

小
脳

髄
芽

腫
（

9歳
女

児
）

3）
Ew

in
g

肉
腫

（
Th

12
）（

11
歳

女
児

）
4）

神
経

芽
腫

（
5歳

男
児

）
5）

左
腎

腫
瘍

、
胸

膜
播

種
（

3歳
女

児
）

6）
肝

芽
腫

、
多

発
肺

転
移

（
4歳

女
児

）
7）

神
経

芽
腫

再
発

（
5歳

男
児

）
8）

両
網

膜
芽

細
胞

腫
疑

い
（

0歳
2カ

月

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

8月
8日

17
:3

0-
18

:2
0

研
修

室
C

27

1）
腎

腫
瘍

（
0歳

8カ
月

女
児

）
2）

神
経

芽
腫

疑
い

（
0歳

11
カ

月
男

児
）

3）
右

胸
膜

肺
芽

腫
（

4歳
男

児
）

4）
脳

腫
瘍

（
6歳

男
児

）
5）

両
網

膜
芽

細
胞

腫
（

0歳
2カ

月
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
8月

15
日

17
:3

0-
18

:0
0

研
修

室
C

23

1）
胚

細
胞

腫
瘍

（
10

歳
児

）
2）

胚
細

胞
腫

瘍
（

12
歳

男
児

）
3）

神
経

芽
細

胞
腫

（
7歳

女
児

）
4）

左
腎

腫
瘍

（
3歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
眼

科
、

整
形

外
科

、
病

理
8月

22
日

17
:3

0-
18

:3
0

研
修

室
C

26

1）
右

脛
骨

腫
瘍

（
1歳

3カ
月

女
児

）
2）

左
胸

膜
肺

芽
腫

（
3歳

男
児

）
3）

神
経

芽
細

胞
腫

（
7歳

女
児

）
4）

両
網

膜
芽

腫
疑

い
（

0歳
3カ

月
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
循

環
器

科
、

脳
神

経
外

科
、

病
理

8月
29

日
18

:3
0-

20
:3

0
研

修
室

C
26

1）
小

脳
腫

瘍
（

10
歳

男
児

）
2）

皮
質

下
多

房
性

巨
大

腫
瘍

（
5歳

男
児

）
3）

小
脳

髄
芽

腫
（

1歳
女

児
）

4）
神

経
芽

腫
（

2歳
男

児
）

5）
拡

張
型

心
筋

症
（

0歳
4カ

月
児

）
6）

右
W

ilm
s腫

瘍
（

0歳
9カ

月
女

児
）

7）
神

経
芽

腫
（

0歳
11

カ
月

男
児

）
8）

肝
腫

瘍
（

0歳
7ヵ

月
女

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

9月
12

日
18

:0
0-

19
:3

0
研

修
室

C
28

1）
脳

腫
瘍

（
5歳

男
児

）
2）

松
果

体
芽

腫
（

10
歳

女
児

）
3）

網
膜

芽
細

胞
腫

（
2歳

女
児

）
4）

神
経

芽
腫

（
1歳

男
児

）
5）

神
経

芽
腫

sta
ge

4（
4歳

女
児

）
6）

肝
芽

腫
疑

い
（

0歳
5カ

月
男

児
）

7）
左

胸
膜

肺
芽

腫
（

3歳
男

児
）

8）
腹

部
腫

瘤
（

15
歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
耳

鼻
科

、
病

理
9月

19
日

17
:3

0-
18

:0
0

研
修

室
C

21
1）

頚
部

腫
瘍

（
14

歳
男

児
）

2）
神

経
芽

腫
sta

ge
4（

2歳
男

児
）
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腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

10
月

3日
17

:4
0-

18
:3

0
研

修
室

C
28

1）
肝

芽
腫

（
0歳

6ヵ
月

男
児

）
2）

腹
部

腫
瘍

（
12

歳
女

児
）

3）
神

経
芽

腫
sta

ge
4（

2歳
男

児
）

4）
網

膜
芽

細
胞

腫
、

汎
下

垂
体

機
能

低
下

症
（

2歳
女

児
）

5）
AL

L
再

発
ま

た
は

脳
腫

瘍
（

9歳
男

児
）

6）
Ew

in
g

肉
腫

（
2歳

女
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

10
月

10
日

17
:3

0-
19

:0
0

研
修

室
C

28

1）
pi

ne
ob

la
sto

m
a（

10
歳

女
児

）
2）

AL
L

再
発

ま
た

は
脳

腫
瘍

（
9歳

男
児

）
3）

神
経

芽
腫

疑
い

（
1歳

男
児

）
4）

神
経

芽
腫

（
1歳

男
児

）
5）

腹
部

腫
瘤

（
15

歳
女

児
）

6）
背

部
腫

瘤
（

0歳
5カ

月
女

児
）

7）
卵

巣
腫

瘍
（

12
歳

女
児

）
8）

両
網

膜
芽

細
胞

腫
（

0歳
4ヵ

月
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
病

理
10

月
17

日
17

:3
0-

18
:0

0
研

修
室

C
20

1）
N

B
疑

い
（

0歳
0カ

月
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

病
理

10
月

24
日

17
:3

0-
18

:3
0

研
修

室
C

23

1）
小

脳
髄

芽
腫

（
11

歳
男

児
）

2）
po

nt
in

e 
gl

io
m

a（
2歳

女
児

）
3）

腹
部

腫
瘍

（
12

歳
女

児
）

4）
神

経
芽

腫
（

2歳
男

児
）

5）
神

経
芽

腫
（

2歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
神

戸
大

学
腫

瘍
科

、
病

理
10

月
31

日
18

:0
0-

18
:5

0
研

修
室

C
25

1）
上

衣
腫

（
5歳

男
児

）
2）

腹
部

腫
瘤

（
15

歳
女

児
）

3）
肝

芽
腫

（
0歳

7ヵ
月

男
児

）
4）

肝
芽

腫
（

0歳
9カ

月
女

児
）

5）
神

経
芽

腫
（

女
児

）
6）

M
at

ur
e 

B 
AL

L（
2歳

男
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、放
射

線
科

、外
科

、眼
科

、脳
神

経
外

科
、

病
理

11
月

7日
17

：
30

-1
8:

45
研

修
室

C
28

1）
脳

幹
部

神
経

膠
腫

（
3歳

児
）

2）
神

経
芽

腫
sta

ge
4（

2歳
男

児
）

3）
テ

ン
ト

上
PN

ET
（

1歳
9カ

月
女

児
）

4）
髄

芽
腫

（
1歳

5ヵ
月

時
）

5）
網

膜
芽

細
胞

腫
（

3歳
女

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
11

月
14

日
18

:0
0-

19
:0

0
研

修
室

C
23

1）
N

F-
1（

7歳
児

）
2）

腎
芽

腫
疑

い
（

1歳
5ヵ

月
男

児
）

3）
右

胸
壁

腫
瘍

（
3歳

3カ
月

男
児

）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
11

月
21

日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
23

1）
小

脳
髄

芽
腫

（
1歳

7ヵ
月

女
児

）
2）

上
衣

腫
（

6歳
男

児
）

3）
神

経
芽

腫
（

1歳
男

児
）

4）
肝

芽
腫

（
0歳

9カ
月

女
児

）
5）

神
経

芽
腫

（
4歳

女
児

）
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腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
11

月
28

日
18

：
30

-1
9：

30
研

修
室

C
23

1）
G

er
m

 c
el

l t
um

or
（

10
歳

児
）

2）
網

膜
芽

細
胞

腫
、

汎
下

垂
体

機
脳

低
下

症
（

3歳
児

）
3）

肝
芽

腫
（

0歳
8カ

月
男

児
）

4）
左

胸
膜

肺
芽

腫
（

4歳
男

児
）

5）
右

胸
壁

腫
瘍

（
3歳

3カ
月

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
病

理
12

月
5日

17
:3

0-
18

:3
0

研
修

室
C

20

1）
神

経
芽

腫
疑

い
（

0歳
2カ

月
男

児
）

2）
右

腎
腫

瘍
（

1歳
5ヵ

月
男

児
）

3）
肝

芽
腫

（
4歳

1カ
月

女
児

）
4）

神
経

芽
腫

 s
ta

ge
4（

5歳
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
泌

尿
器

科
、

脳
神

経
外

科
、

病
理

12
月

12
日

17
:3

0-
18

:4
5

研
修

室
C

28

1）
腹

部
腫

瘍
（

1歳
6ヵ

月
男

児
）

2）
髄

芽
腫

（
12

歳
男

児
）

3）
小

脳
髄

芽
腫

（
2歳

男
児

）
4）

神
経

芽
腫

（
1歳

男
児

）
5）

肝
芽

腫
（

0歳
8カ

月
男

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
12

月
19

日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
19

1）
骨

肉
腫

（
9歳

男
児

）
2）

神
経

芽
腫

sta
ge

4（
5歳

男
児

）
3）

骨
盤

部
腫

瘍
（

1歳
7ヵ

月
男

児
）

4）
G

er
m

 c
el

l t
um

or
（

10
歳

男
児

）
5）

左
下

顎
部

腫
脹

（
7歳

男
児

）
6）

横
紋

筋
肉

腫
（

9歳
女

児
）

腫
瘍

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
血

液
腫

瘍
科

、
放

射
線

科
、

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
病

理
12

月
26

日
17

:3
0-

18
:3

0
研

修
室

C
22

1）
PN

ET
（

10
歳

男
児

）
2）

小
脳

星
細

胞
腫

、
視

床
下

部
症

候
群

3）
腹

部
腫

瘤
（

15
歳

女
児

）
4）

肝
芽

腫
（

0歳
11

カ
月

女
児

）
5）

神
経

芽
腫

（
1歳

男
児

）
6）

骨
盤

部
腫

瘍
（

1歳
7カ

月
男

児
）

麻
酔

科
・

心
臓

外
科

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
麻

酔
科

、
心

臓
外

科
，

循
環

器
内

科
，

看
護

師
，

臨
床

工
学

技
士

通
年

、
毎

日
7:

55
～

8:
10

IC
U

15
当

日
の

心
臓

外
科

症
例

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

IC
U

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
心

臓
外

科
・

IC
U

患
者

関
連

部
署

毎
日

10
:3

0～
11

:0
0

IC
U

約
10

IC
U

患
者

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

心
臓

外
科

術
前

症
例

検
討

会
心

臓
外

科
・

臨
床

工
学

技
士

・
手

術
室

看
護

師
毎

週
月

曜
日

8:
15

～
9:

00
本

館
4階

　
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
約

10
そ

の
週

の
心

臓
外

科
手

術
症

例
に

つ
い

て
の

術
前

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

循
環

器
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

循
環

器
科

・
心

臓
外

科
・

麻
酔

科
毎

週
月

曜
日

17
:0

0～
本

館
4階

　
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
約

15
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

検
査

症
例

や
手

術
検

討
症

例
に

つ
い

て
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

循
環

器
抄

読
会

循
環

器
科

・
心

臓
外

科
隔

週
木

曜
日

8:
30

～
9:

00
本

館
4階

　
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
約

15
最

近
の

小
児

循
環

器
関

連
の

文
献

よ
り

心
臓

外
科

術
後

症
例

検
討

会
心

臓
外

科
・

臨
床

工
学

技
士

毎
週

金
曜

日
8:

15
～

9:
00

本
館

4階
　

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

約
10

一
週

間
の

心
臓

外
科

手
術

症
例

に
つ

い
て

の
術

後
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス



ー 186 ー ー 187 ー

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

5月
1日

14
:4

0～
15

:5
5

栄
養

相
談

室
3

当
月

の
糖

尿
病

患
者

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

5月
30

日
14

:4
0～

15
:5

5
栄

養
相

談
室

3
当

月
の

糖
尿

病
患

者
に

つ
い

て
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

7月
2日

14
:4

0～
15

:5
5

栄
養

相
談

室
3

当
月

の
糖

尿
病

患
者

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

8月
10

日
14

:4
0～

15
:5

5
栄

養
相

談
室

8
当

月
の

糖
尿

病
患

者
に

つ
い

て
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

9月
3日

14
:4

0～
15

:5
5

栄
養

相
談

室
6

当
月

の
糖

尿
病

患
者

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

10
月

2日
14

:4
0～

15
:5

5
栄

養
相

談
室

3
当

月
の

糖
尿

病
患

者
に

つ
い

て
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

11
月

21
日

14
:4

0～
15

:5
5

栄
養

相
談

室
3

当
月

の
糖

尿
病

患
者

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

2月
1日

14
:4

0～
15

:5
5

栄
養

相
談

室
4

当
月

の
糖

尿
病

患
者

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

糖
尿

病
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

代
謝

内
分

泌
科

、
栄

養
指

導
課

、
看

護
部

外
来

3月
4日

14
:4

0～
15

:5
5

栄
養

相
談

室
6

当
月

の
糖

尿
病

患
者

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
2月

10
日

15
:3

5～
16

：
35

整
形

外
科

診
察

室
11

二
分

脊
椎

外
来

を
受

診
し

た
新

規
患

者
お

よ
び

要
観

察
患

者
の

情
報

共
有

対
象

患
者

15
名

　

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
3月

9日
15

:3
0～

17
：

05
整

形
外

科
診

察
室

12
二

分
脊

椎
外

来
を

受
診

し
た

新
規

患
者

お
よ

び
要

観
察

患
者

の
情

報
共

有
対

象
患

者
22

名
　

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
6月

1日
15

:3
5～

16
：

45
整

形
外

科
診

察
室

9
二

分
脊

椎
外

来
を

受
診

し
た

新
規

患
者

お
よ

び
要

観
察

患
者

の
情

報
共

有
対

象
患

者
22

名
　

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
9月

21
日

15
:3

5～
16

：
40

整
形

外
科

診
察

室
9

二
分

脊
椎

外
来

を
受

診
し

た
新

規
患

者
お

よ
び

要
観

察
患

者
の

情
報

共
有

対
象

患
者

22
名

　

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
12

月
21

日
15

:3
5～

16
：

45
整

形
外

科
診

察
室

10
二

分
脊

椎
外

来
を

受
診

し
た

新
規

患
者

お
よ

び
要

観
察

患
者

の
情

報
共

有
対

象
患

者
23

名
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ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

勉
強

会
混

合
Ａ

Ｂ
病

棟
7月

18
日

17
:3

0～
19

:0
0

研
修

室
Ａ

Ｂ
20

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

の
基

礎
的

知
識

の
獲

得

脳
腫

瘍
勉

強
会

混
合

Ｂ
病

棟
8月

14
日

17
：

30
～

19
：

00
研

修
室

Ｃ
13

事
例

検
討

会

医
師

・
看

護
師

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
混

合
Ｂ

病
棟

7月
26

日
14

：
30

～
15

:3
0

混
合

Ｂ
病

棟
12

脳
腫

瘍
タ

ー
ミ

ナ
ル

患
者

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

医
師

・
看

護
師

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
混

合
Ｂ

病
棟

9月
12

、1
7日

14
:3

0～
15

:3
0

混
合

Ｂ
病

棟
10

脳
腫

瘍
タ

ー
ミ

ナ
ル

患
者

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

医
師

・
看

護
師

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
混

合
Ｂ

病
棟

12
月

3、
11

、2
0日

14
:3

0～
15

:3
0

混
合

Ｂ
病

棟
10

～
13

腎
不

全
で

在
宅

透
析

中
の

患
者

の
セ

ル
フ

ケ
ア

（
外

来
看

護
師

と
の

連
携

）

心
臓

外
科

・
M

E・
手

術
室

N
S

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
心

臓
外

科
毎

年
毎

週
月

曜
8:

15
～

9:
00

4階 カン
ファ

レン
ス室

11
1週

間
の

心
臓

外
科

手
術

症
例

に
つ

い
て

整
形

外
科

・
手

術
室

N
S

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
整

形
外

科
毎

週
火

曜
も

し
く

は
水

曜
16

:0
0～

16
:3

0
外

来
整

形
外

科
ギ

プ
ス

室
7

1週
間

の
整

形
外

科
手

術
症

例
に

つ
い

て

痲
酔

科
・

産
科

・
外

科
・

手
術

室
N

S
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

麻
酔

科
・

小
児

外
科

・
産

科
12

月
27

日
15

:0
0～

17
:0

0
手

術
室

⑥
室

17
産

科
EX

IT
症

例
に

つ
い

て

痲
酔

科
・

手
術

室
N

S
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

麻
酔

科
1月

17
日

17
:1

5～
18

:0
0

手
術

室
⑦

室
30

悪
性

高
熱

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン
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4）
部

署
別

勉
強

会
・

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

名
　

　
称

主
　

　
催

開
催

日
時

　
　

間
場

　
　

所
参

加
数

テ
ー

マ
発

表
者

/担
当

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

1月
10

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

16
in

te
ns

iv
e 

ve
rs

us
 C

on
ve

nt
io

na
l G

lu
co

se
 C

on
tro

l i
n 

Cr
iti

ca
lly

 
Ill

 P
at

ie
nt

s
米

倉
圭

二

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

1月
17

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

14
Cl

in
ic

al
 R

ep
or

t-G
ui

de
lin

es
 fo

r t
he

 D
et

er
m

in
at

io
n 

of
 B

ra
in

 
D

ea
th

 in
 ln

fa
nt

s 
an

d 
Ch

ild
re

n:
 A

n 
U

pd
at

e 
of

 T
he

 1
98

7 
Ta

ke
 F

or
ce

 R
ec

om
m

en
da

tio
ns

竹
田

洋
樹

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

1月
24

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

13
U

se
 o

f a
nt

ib
io

tic
s 

al
on

e 
fo

r t
re

at
m

en
t o

f a
nc

om
pl

ic
at

ed
 

ac
ut

e 
ap

pe
nd

ic
iti

s:
 A

 s
ys

te
m

at
ic

 re
vi

ew
 a

nd
 m

et
a-

an
al

ys
is

水
田

麻
雄

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

2月
7日

8時
～

8時
30

分
救

急
セ

ン
タ

ー
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
15

M
an

ag
em

en
t o

f a
cu

te
 h

ae
m

ar
th

ro
sis

 in
 h

ae
m

op
hi

lia
 A

 
w

ith
ou

t i
nh

ib
ito

rs
:li

te
ra

tu
re

 re
vi

ew
､

Eu
ro

pe
an

 s
ur

ve
y 

an
d 

re
co

m
m

en
da

tio
ns

石
田

敏
章

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

2月
14

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

16
祖

父
江

俊
樹

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

2月
21

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
Tr

ea
tm

en
t o

f c
hi

ld
re

n 
w

ith
 h

en
oc

h-
Sc

ho
nl

ei
n 

pu
rp

ur
a 

ne
ph

rit
is 

w
ith

 m
yc

op
he

no
la

te
 m

of
et

il
中

川
拓

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

3月
6日

8時
～

8時
30

分
救

急
セ

ン
タ

ー
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
12

Ev
id

en
ce

-B
as

ed
 G

ui
de

lin
es

 fo
r R

es
ou

rc
e 

U
til

iz
at

io
n 

in
 

Ch
ild

re
n 

W
ith

 Is
ol

at
ed

 S
pl

ee
n 

or
 L

iv
er

 ln
ju

ry
山

口
善

道

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

3月
13

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

14
H

ep
ar

in
-In

du
ce

d 
Th

ro
m

bo
cy

to
pe

ni
a 

Sc
re

en
in

g 
an

d 
m

an
ag

em
en

t i
n 

Pe
di

at
ric

 P
at

ie
nt

s
山

下
達

也

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

3月
27

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

16
Es

tim
at

in
g 

th
e 

Pr
ob

ab
ili

ty
 o

f A
bu

siv
e 

H
ea

d 
Tr

au
m

a：
A 

Po
ol

ed
 A

na
ly

sis
藤

田
杏

子

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

4月
10

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

18
Lo

ra
ze

pa
m

 v
er

su
s 

di
az

ep
am

-p
he

ny
to

in
 c

om
bi

na
tio

n 
in

 
th

e 
tre

at
m

en
t o

f c
on

vu
lsi

ve
 s

ta
tu

s 
ep

ile
pt

ic
us

 in
 h

ild
re

n:
A 

ra
nd

om
iz

ed
 c

on
tro

lle
d 

tri
al

 
 永

瀬
裕

朗

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

4月
17

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

12
KD

IG
O

 C
lin

ic
al

 P
ra

ct
ic

e 
G

ui
de

lin
e 

fo
r a

cu
te

 K
id

ne
y 

in
ju

ry
 田

中
亮

二
郎

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

5月
1日

8時
～

8時
30

分
救

急
セ

ン
タ

ー
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
14

Effi
ca

cy
 o

f i
m

m
un

og
lo

bu
lin

 p
lu

s 
pr

ed
ni

so
lo

ne
 fo

r 
pr

ev
en

tio
n 

of
 c

or
on

ar
y 

ar
te

ry
 a

bn
or

m
al

iti
es

 in
 s

ev
er

e 
Ka

w
as

ak
i d

ise
as

e（
RA

IS
E 

stu
dy

）
:a

 ra
nd

om
ise

d,
op

en
-la

be
l,b

lin
de

d-
en

dp
oi

nt
s 

tri
al

中
岸

保
夫
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抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

5月
8日

8時
～

8時
30

分
救

急
セ

ン
タ

ー
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
12

N
on

co
nv

ul
siv

e 
St

at
us

 E
pi

le
pt

ic
us

:T
he

 E
nc

ep
ha

lo
pa

th
ic

 
Pe

di
at

ric
 P

at
ie

nt
丸

山
あ

ず
さ

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

5月
15

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

14
In

fe
ct

iv
e 

En
do

ca
rd

iti
s:

D
ia

gn
os

is,
 A

nt
im

ic
ro

bi
al

 T
he

ra
py

, 
an

d 
M

an
ag

em
en

t o
f C

om
pl

ic
at

io
ns

梶
原

伸
介

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

5月
22

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

16
In

tra
m

us
cu

la
r v

er
su

s 
In

tra
ve

no
us

 T
he

ra
py

 fo
rP

re
ho

sp
ita

l 
St

at
us

 E
pi

le
pt

ic
us

西
山

将
広

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

6月
5日

8時
～

8時
30

分
救

急
セ

ン
タ

ー
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
13

Re
vi

ew
 a

rti
cl

e 
In

ha
la

tio
n 

bu
rn

 in
ju

ry
 in

 c
hi

ld
re

n
楠

元
真

由
美

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

6月
12

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

14
Ch

ild
ho

od
 O

ut
co

m
es

 a
fte

r H
yp

ot
he

rm
ia

 fo
r N

eo
na

ta
l 

En
ce

ph
al

op
at

hy
宮

田
憲

二

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

6月
19

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

14
Th

e 
im

po
rta

nc
e 

of
 e

ar
ly

 tr
ea

tm
en

t w
ith

 tr
an

ex
am

ic
 a

ci
d 

in
bl

ee
di

ng
 tr

au
m

a 
pa

tie
nt

s:
 a

n 
ex

pl
or

at
or

y 
an

al
ys

is 
of

 th
e

CR
AS

H
-2

 ra
nd

om
ise

d 
co

nt
ro

lle
d 

tri
al

三
木

康
暢

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

9月
4日

8時
～

8時
30

分
救

急
セ

ン
タ

ー
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
15

Fl
ui

d 
ov

er
lo

ad
 is

 a
ss

oc
ia

te
d 

w
ith

 im
pa

ire
d 

ox
yg

en
at

io
n 

an
d 

m
or

bi
di

ty
 in

 c
rit

ic
al

ly
 il

l c
hi

ld
re

n
田

中
司

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

9月
11

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

17
日

外
佑

理

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

9月
18

日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

12
Ea

rly
 V

ol
um

e 
Ex

pa
ns

io
n 

D
ur

in
g 

D
ia

rr
he

a 
an

d
Re

la
tiv

e 
N

ep
hr

op
ro

te
ct

io
n 

D
ur

in
g 

Su
bs

eq
ue

nt
H

em
ol

yt
ic

 U
re

m
ic

 S
yn

dr
om

e
橋

村
裕

也

抄
読

会
救

急
集

中
治

療
科

10
月

2日
8時

～
8時

30
分

救
急

セ
ン

タ
ー

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
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聡

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
1月

25
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
蛋

白
尿

，
浮

腫
を

伴
っ

た
13

ト
リ

ソ
ミ

ー
の

一
例

坂
井

仁
美

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
1月

30
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
Ｈ

Ｌ
Ｈ

Ｓ
を

合
併

し
た

VL
BW

の
一

例
宮

田
憲

二
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新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

1日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
9

20
12

研
究

計
画

溝
渕

雅
巳

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

6日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
9

20
12

研
究

計
画

岩
谷

壮
太

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

8日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
9

Po
tte

r S
eq

ue
nc

e
の

一
例

宮
田

憲
二

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

13
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
周

産
期

新
生

児
：

PP
RO

M
と

PV
L

河
合

清
日

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

14
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
周

産
期

新
生

児
：

ス
テ

ロ
イ

ド
投

与
例

の
胸

部
Ｃ

Ｔ
所

見
坂

井
仁

美

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

15
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
周

産
期

新
生

児
：

Ｈ
Ｉ

Ｅ
児

の
急

性
期

Ｍ
Ｒ

Ｉ
と

18
ヶ

月
予

後
田

中
聡

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

20
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
Ｐ

Ｖ
Ｌ

と
Ｆ

Ｉ
Ｒ

Ｓ
の

時
相

　
論

文
作

成
猪

俣
慶

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

22
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
周

産
期

新
生

児
：

ス
テ

ロ
イ

ド
投

与
例

の
胸

部
Ｃ

Ｔ
所

見
坂

井
仁

美

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

27
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
左

肺
低

形
成

の
一

例
河

合
清

日

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
2月

29
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
広

範
囲

型
H

irs
ch

sp
ru

ng
病

と
前

頭
部

白
毛

症
を

合
併

し
た

1例
田

中
聡

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
3月

5日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
9

換
気

不
全

、
IV

H
を

呈
し

た
18

ト
リ

ソ
ミ

ー
の

一
例

宮
田

憲
二

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
3月

7日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
9

FA
O

PS
：

Ｃ
Ｌ

Ｄ
に

対
す

る
サ

ー
フ

ァ
ク

タ
ン

ト
療

法
岩

谷
壮

太

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
3月

12
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
Ｔ

Ａ
Ｆ

溝
渕

雅
巳

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
3月

14
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
総

括
猪

俣
慶

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
3月

21
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
18

ト
リ

ソ
ミ

ー
，

臍
ヘ

ル
ニ

ア
宮

田
憲

二

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
3月

26
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
肺

出
血

，
Ｉ

Ｖ
Ｈ

合
併

se
ve

re
Ｆ

Ｇ
Ｒ

の
一

例
坂

井
仁

美
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新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
3月

28
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
ス

タ
ッ

フ
・

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

中
尾

秀
人

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

2日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

日
齢

3に
PD

A
ク

リ
ッ

ピ
ン

グ
を

要
し

た
Se

ve
re

 S
FD

の
児

岩
谷

壮
太

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

4日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

大
学

研
究

セ
ミ

ナ
ー

溝
渕

雅
巳

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

9日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

小
児

科
学

会
：

巨
大

肝
血

管
腫

4例
田

中
聡

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

11
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
地

方
会

：
臍

帯
ヘ

ル
ニ

ア
の

ま
と

め
宇

仁
田

亮

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

16
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
iN

O
を

要
し

た
肺

低
形

成
の

25
週

和
田

佳
子

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

18
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
Ｔ

Ｍ
Ｄ

の
一

例
白

鳥
孝

俊

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

23
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
サ

ー
フ

ァ
ク

タ
ン

ト
洗

浄
に

よ
り

肺
野

の
左

右
差

が
改

善
し

た
CL

D
の

1例
藤

岡
一

路

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

25
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
在

胎
27

週
出

生
，

急
性

期
循

環
管

理
に

難
渋

し
た

一
例

村
上

優
子

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
4月

30
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
論

文
：

肝
血

管
腫

4例
田

中
聡

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

7日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

AS
PR

予
演

岩
谷

壮
太

，
溝

渕
雅

巳

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

9日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

動
脈

管
再

開
通

を
繰

り
返

し
、

外
科

的
加

療
を

要
し

た
超

早
産

児
の

一
例

白
鳥

孝
俊

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

14
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
早

産
児

の
黄

疸
管

理
坂

井
仁

美

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

16
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
地

方
会

：
臍

帯
ヘ

ル
ニ

ア
の

ま
と

め
宇

仁
田

亮

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

21
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
無

呼
吸

発
作

遷
延

し
た

早
産

児
藤

岡
一

路

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

23
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
AS

PR
報

告
岩

谷
壮

太
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新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

28
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
正

期
産

児
動

脈
管

開
存

症
に

対
し

て
In

do
m

et
ha

ci
n

治
療

を
行

っ
た

1症
例

村
上

優
子

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
5月

30
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
La

rg
e 

VS
D

を
認

め
PA

B
後

も
不

整
脈

が
続

い
て

い
る

18
ト

リ
ソ

ミ
ー

の
一

例
白

鳥
孝

俊

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

4日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

骨
形

成
不

全
の

一
例

和
田

佳
子

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

6日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

PA
 b

an
di

ng
後

に
心

嚢
液

貯
留

を
認

め
た

18
ト

リ
ソ

ミ
ー

の
1例

藤
岡

一
路

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

11
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
デ

ベ
ロ

プ
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
田

中
聡

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

13
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
多

発
奇

形
を

伴
う

臍
帯

ヘ
ル

ニ
ア

・
鎖

肛
の

児
白

鳥
孝

俊

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

18
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
 P

DA
_2

5-
27

週
の

IN
D

O
予

防
投

与
芳

本
誠

司

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

20
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
心

不
全

を
合

併
し

た
18

tri
so

m
y

の
治

療
方

針
の

検
討

和
田

佳
子

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

25
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
低

血
糖

の
管

理
白

鳥
孝

俊

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
6月

27
日

16
：

00
-1

7：
30

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
周

産
期

新
生

児
：

母
体

硫
酸

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

投
与

と
新

生
児

蘇
生

岩
谷

壮
太

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
7月

2日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

CH
AR

G
E

症
候

群
宇

仁
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Re
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ic
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n （
sI

U
G

R）

藤
岡

一
路

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
12

月
10

日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

兵
庫

県
地

方
会

：
吸

入
ス

テ
ロ

イ
ド

中
止

に
よ

る
管

理
の

変
化

三
木

康
暢

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
12

月
12

日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

20
13

年
研

究
計

画
・

ル
ー

チ
ン

見
直

し
岩

谷
壮

太

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
12

月
17

日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

20
13

年
研

究
計

画
田

中
聡

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
12

月
19

日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

先
天

性
風

疹
症

候
群

高
藤

哲

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
12

月
24

日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

20
13

年
研

究
計

画
芳

本
誠

司

新
生

児
ク

リ
ニ

カ
ル

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
新

生
児

科
12

月
26

日
16

：
00

-1
7：

30
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

ル
ー

チ
ン

総
括

岩
谷

壮
太

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
1月

12
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
9

製
品

勉
強

会
　「

ネ
オ

パ
レ

ン
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
1月

18
日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

11
症

例
報

告
会

　
産

科
　

「
成

長
ホ

ル
モ

ン
を

投
与

中
の

患
児

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

関
す

る
症

例
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
1月

18
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

部
内

勉
強

会
　

腎
臓

内
科

　「
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

と
JS

KD
C」
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薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
2月

1日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
10

症
例

報
告

会
　

腎
臓

内
科

「
テ

モ
ダ

ー
ル

の
服

用
困

難
な

児
に

対
す

る
薬

剤
管

理
指

導
の

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
2月

8日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

9
製

品
勉

強
会

　「
ロ

タ
リ

ッ
ク

ス
内

用
液

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
2月

15
日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

11
症

例
報

告
会

　
産

科
 

「
マ

グ
セ

ン
ト

注
と

リ
ト

ド
リ

ン
注

併
用

中
の

減
量

す
る

薬
剤

の
選

び
方

に
関

す
る

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
2月

22
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

部
内

勉
強

会
　

産
科

　「
授

乳
婦

と
お

薬
に

つ
い

て
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
3月

8日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
11

症
例

報
告

会
　

脳
神

経
外

科
「

脳
幹

グ
リ

オ
ー

マ
の

児
と

母
に

薬
剤

管
理

指
導

を
行

っ
た

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
3月

22
日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

10
症

例
報

告
会

　
血

液
腫

瘍
科

「
AM

L
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
用

い
た

薬
剤

管
理

指
導

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
5月

23
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

製
品

勉
強

会
　「

ホ
ス

ト
イ

ン
注

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
6月

6日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
10

症
例

報
告

会
　

腎
臓

内
科

　
「

服
薬

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

不
良

の
慢

性
腎

不
全

患
者

の
症

例
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
6月

13
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

「
て

ん
か

ん
治

療
に

つ
い

て
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
6月

20
日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

11
症

例
報

告
会

　
循

環
器

内
科

　
「

タ
ン

ボ
コ

ー
ル

と
ミ

ル
ク

の
相

互
作

用
を

疑
っ

た
症

例
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
6月

20
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
9

部
内

勉
強

会
　

血
液

腫
瘍

科
　「

血
液

腫
瘍

科
の

使
用

薬
剤

に
つ

い
て

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

4日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
11

症
例

報
告

会
　

血
液

腫
瘍

科
　「

AL
L

の
患

者
に

対
す

る
服

薬
指

導
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

11
日

17
:3

0～
18

:3
0

救
急

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

9
製

品
勉

強
会

　「
ミ

ル
セ

ラ
注

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

18
日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

10
症

例
報

告
会

　
産

科
　「

G
D

M
の

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

18
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

部
内

勉
強

会
　

産
科

　「
当

院
の

切
迫

早
産

に
お

け
る

使
用

薬
剤

に
つ

い
て

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

25
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

「
糖

尿
病

治
療

（
イ

ン
ス

リ
ン

療
法

、
G

LP
-1

ア
ナ

ロ
グ

製
剤

を
中

心
に

）」
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薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

1日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
10

症
例

報
告

会
　

血
液

腫
瘍

科
　「

サ
イ

モ
グ

ロ
ブ

リ
ン

に
よ

る
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

様
症

状
を

投
与

速
度

の
調

節
に

よ
り

改
善

で
き

た
症

例
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

2日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

8
「

問
診

と
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

に
よ

る
薬

剤
師

ト
リ

ア
ー

ジ
の

必
須

ポ
イ

ン
ト

（
1）

」
DV

D
視

聴

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

3日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

8
「

問
診

と
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

に
よ

る
薬

剤
師

ト
リ

ア
ー

ジ
の

必
須

ポ
イ

ン
ト

（
2）

」
DV

D
視

聴

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

9日
17

:3
0～

18
:3

0
救

急
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
9

製
品

勉
強

会
　「

ネ
ス

プ
注

、
レ

グ
パ

ラ
錠

、
ミ

ニ
リ

ン
メ

ル
ト

錠
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

15
日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

9
症

例
報

告
会

　
循

環
器

内
科

「
カ

テ
ー

テ
ル

検
査

入
院

の
患

者
か

ら
自

宅
で

の
服

用
に

つ
い

て
相

談
を

受
け

た
症

例
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

16
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
9

部
内

勉
強

会
　

循
環

器
内

科
　「

Ｄ
Ｐ

Ｂ
の

マ
ク

ロ
ラ

イ
ド

療
法

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

29
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
7

「
市

中
肺

炎
」

Ｄ
Ｖ

Ｄ
視

聴

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
9月

5日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
10

症
例

報
告

会
　

産
科

「
チ

ラ
ー

ヂ
ン

Ｓ
と

マ
グ

ミ
ッ

ト
の

飲
み

合
わ

せ
に

つ
い

て
質

問
を

受
け

た
症

例
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
9月

12
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

「
輸

液
ポ

ン
プ

・
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

の
使

い
方

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
9月

19
日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

10
症

例
報

告
会

　
腎

臓
内

科
　「

ス
テ

ロ
イ

ド
パ

ル
ス

時
に

高
血

糖
が

出
現

し
た

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
9月

26
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
8

「
緩

和
医

療
に

つ
い

て
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
9月

27
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
9

部
内

勉
強

会
　

血
液

腫
瘍

科
　「

小
児

と
成

人
の

化
学

療
法

の
違

い
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
10

月
10

日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
11

症
例

報
告

会
　

循
環

器
内

科
　「

プ
ラ

ン
を

立
て

な
か

っ
た

悪
い

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
10

月
11

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

8
「

手
術

室
に

お
け

る
薬

剤
業

務
の

拡
充

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
10

月
12

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

8
製

品
勉

強
会

「
イ

モ
バ

ッ
ク

ス
ポ

リ
オ

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
10

月
17

日
17

:3
0～

19
:3

0
薬

剤
部

8
「

感
染

症
診

療
に

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

る
か

-抗
菌

薬
治

療
を

中
心

に
-」

DV
D

視
聴
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薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
10

月
24

日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
11

症
例

報
告

会
　

血
液

腫
瘍

科
「

神
経

芽
腫

に
大

量
化

学
療

法
と

PB
SC

T
を

行
っ

た
症

例
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
11

月
12

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

9
「

経
腸

栄
養

と
血

糖
管

理
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
11

月
14

日
17

:3
0～

19
:3

0
薬

剤
部

9
「

循
環

器
内

科
 外

す
こ

と
の

で
き

な
い

七
つ

の
ク

ス
リ

」
DV

D
視

聴

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
11

月
21

日
8:

45
～

9:
00

薬
剤

部
10

症
例

報
告

会
　

眼
科

「
処

方
変

更
に

よ
り

ペ
ニ

シ
リ

ン
ア

レ
ル

ギ
ー

を
事

前
に

回
避

し
た

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
11

月
21

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

8
部

内
勉

強
会

　
産

科
「

妊
娠

中
の

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
感

染
と

ア
セ

チ
ル

ス
ピ

ラ
マ

イ
シ

ン
に

つ
い

て
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
11

月
28

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

9
「

リ
コ

モ
ジ

ュ
リ

ン
（

小
児

・
産

科
で

の
使

用
に

つ
い

て
）」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
12

月
5日

8:
45

～
9:

00
薬

剤
部

11
症

例
報

告
会

　
循

環
器

内
科

　「
ワ

ー
フ

ァ
リ

ン
服

用
中

の
患

児
の

母
に

VK
を

含
む

食
事

に
つ

い
て

質
問

を
受

け
た

症
例

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
12

月
5日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
9

製
品

勉
強

会
「

ア
ド

シ
ル

カ
錠

」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
12

月
19

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

9
部

内
勉

強
会

　
腎

臓
内

科
　「

急
性

腎
不

全
」

「
薬

剤
性

腎
障

害
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

1月
26

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
技

師
室

10
精

度
管

理
に

つ
い

て
和

光
純

薬

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

2月
22

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
技

師
室

10
兵

庫
県

立
病

院
輸

血
検

査
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

技
術

編
）

改
訂

に
つ

い
て

野
口

啓
子

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

3月
9日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

技
師

室
13

凝
固

検
査

に
つ

い
て

・
病

理
組

織
染

色
法

に
お

け
る

染
色

性
に

つ
い

て
神

戸
常

盤
短

期
大

学
実

習
生

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

6月
14

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
技

師
室

10
血

液
製

剤
の

分
割

に
つ

い
て

（
無

菌
接

合
装

置
）

細
見

照
美

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

7月
12

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
技

師
室

7
細

菌
検

査
に

つ
い

て
（

週
報

の
見

方
）

末
道

愛
子

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

8月
17

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
技

師
室

11
県

立
病

院
学

会
予

演
会

瀧
本

・
四

元
・

西
垣

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

9月
5～

7日
16

:3
0～

17
:3

0
生

化
学

検
査

室
14

BM
60

50
に

つ
い

て
日

本
電

子
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検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

9月
10

～
12

日
16

:3
0～

17
:3

0
生

化
学

検
査

室
14

ケ
ン

タ
ウ

ル
ス

に
つ

い
て

シ
ー

メ
ン

ス

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

9月
18

・
19

日
16

:3
0～

17
:3

0
生

化
学

検
査

室
14

CL
AL

IS
に

つ
い

て
シ

ス
テ

ム
イ

ン
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

10
月

10
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

技
師

室
7

輸
血

オ
ー

ダ
ー

リ
ン

グ
に

つ
い

て
千

田
園

子

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

10
月

26
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

技
師

室
6

血
液

培
養

検
査

の
ポ

イ
ン

ト
栄

研
化

学

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

11
月

14
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

技
師

室
7

遺
伝

子
検

査
の

基
礎

に
つ

い
て

三
菱

化
学

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

11
月

15
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

技
師

室
10

遺
伝

子
検

査
の

応
用

三
菱

化
学

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

11
月

16
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

技
師

室
12

遺
伝

性
く

る
病

に
つ

い
て

郷
司

克
己

検
査

部
内

研
修

会
検

査
部

11
月

29
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

技
師

室
5

血
清

ア
ミ

ロ
イ

ド
蛋

白
（

SA
A）

に
つ

い
て

栄
研

化
学

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
1月

19
日

16
:3

0～
17

:0
0

放
射

線
技

師
室

10
 

死
後

画
像

診
断

の
3分

の
1は

剖
検

結
痂

と
大

き
く

異
な

る
清

水
俊

文

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
3月

8日
16

:3
0～

17
:0

0
放

射
線

技
師

室
5 

心
筋

SP
EC

T
の

定
量

的
読

み
方

（
解

析
ソ

フ
ト

と
注

意
点

）
大

谷
幸

弘

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
3月

15
日

16
:3

0～
17

:0
0

放
射

線
技

師
室

10
 

放
射

性
医

薬
品

取
扱

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

射
場

智
美

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
3月

29
日

16
:3

0～
17

:0
0

放
射

線
技

師
室

10
 

小
児

看
護

に
つ

い
て

藤
井

友
紀

子

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
8月

9日
17

:0
0～

17
:3

0
一

般
撮

影
室

8 
ワ

イ
ヤ

レ
ス

FP
D

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

富
士

フ
ィ

ル
ム

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
9月

6日
17

:0
0～

17
:3

0
一

般
撮

影
室

8 
ワ

イ
ヤ

レ
ス

FP
D

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

コ
ニ

カ
ミ

ノ
ル

タ

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
10

月
11

日
16

:3
0～

17
:0

0
放

射
線

技
師

室
7 

放
射

線
情

報
シ

ス
テ

ム
と

治
療

RI
S

横
河

電
機

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

1月
12

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

13
い

な
り

寿
司

の
揚

げ
の

切
り

方
に

つ
い

て
鳥

井
隆

志
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課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

2月
15

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

12
栄

養
補

助
食

品
提

供
の

あ
り

方
に

つ
い

て
鳥

井
隆

志

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

3月
5日

15
:0

0～
15

:3
0

栄
養

指
導

課
13

扁
摘

術
後

食
に

つ
い

て
鳥

井
隆

志

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

4月
13

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

13
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の

報
告

に
つ

い
て

山
本

和
彦

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

5月
16

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

13
院

内
基

準
の

変
更

に
つ

い
て

鳥
井

隆
志

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

6月
14

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

14
厨

房
内

で
の

衛
生

管
理

に
つ

い
て

鳥
井

隆
志

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

7月
11

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

14
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の

報
告

に
つ

い
て

山
本

和
彦

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

8月
10

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

13
今

後
の

栄
養

指
導

課
の

あ
り

方
に

つ
い

て
鳥

井
隆

志

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

9月
12

日
15

:0
0～

15
:3

0
栄

養
指

導
課

14
今

後
の

栄
養

指
導

課
の

あ
り

方
に

つ
い

て
鳥

井
隆

志

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

10
月

24
日

15
:0

0～
15

:3
0

栄
養

指
導

課
13

今
後

の
栄

養
指

導
課

の
あ

り
方

に
つ

い
て

鳥
井

隆
志

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

11
月

13
日

15
:0

0～
15

:3
0

栄
養

指
導

課
13

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

の
報

告
に

つ
い

て
山

本
和

彦

課
内

研
修

会
栄

養
指

導
課

12
月

26
日

15
:0

0～
15

:3
0

栄
養

指
導

課
12

服
務

規
律

の
遵

守
に

つ
い

て
山

本
和

彦

M
E

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
M

E
毎

日
8:

30
～

9:
00

　
M

E
室

7
臨

床
業

務
、

医
療

機
器

管
理

業
務

に
つ

い
て

の
検

討
、

情
報

交
換

平
成

24
年

度
新

人
フ

ォ
ロ

ー
研

修
看

護
部

4月
20

日
研

修
室

Ａ
Ｂ

輸
液

・
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

に
つ

い
て

志
智

美
咲

心
臓

血
管

外
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
心

臓
血

管
外

科
5月

9日
8:

30
～

9:
00

本
館

4F
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
21

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
説

明
会

業
者

心
臓

血
管

外
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
M

E
7月

25
日

8:
15

～
8:

45
本

館
4F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

12
血

液
凝

固
分

析
装

置
：

H
M

S 
pl

us
説

明
会

業
者

/
横

山
真

司

M
E

勉
強

会
M

E
8月

1日
8:

15
～

8:
45

M
E

室
7

酸
素

運
搬

の
基

礎
と

各
種

病
態

に
お

け
る

変
化

岩
崎

一
崇
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麻
酔

科
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

M
E

8月
2日

8:
40

～
9:

00
麻

酔
科

室
19

血
液

凝
固

分
析

装
置

：
H

M
S 

pl
us

説
明

会
業

者
/

横
山

真
司

M
E

勉
強

会
M

E
8月

6日
17

:3
0～

19
:3

0
本

館
4F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
SP

Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｒ

Ａ
に

つ
い

て
業

者
/

横
山

真
司

心
臓

血
管

外
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
心

臓
血

管
外

科
8月

9日
8:

15
～

9:
00

本
館

4F
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
23

EC
M

O
に

つ
い

て
圓

尾
文

子

M
E

勉
強

会
M

E
8月

29
日

8:
15

～
8:

50
M

E
室

7
大

動
脈

縮
窄

症
、

大
動

脈
弓

離
断

症
に

対
す

る
手

術
と

体
外

循
環

法
藤

井
和

弥

M
E

勉
強

会
M

E
9月

19
日

8:
15

～
8:

45
M

E
室

7
小

児
急

性
血

液
浄

化
療

法
の

歩
み

と
そ

の
実

際
志

智
美

咲

M
E

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
M

E
10

月
3日

8:
15

～
9:

00
M

E
室

7
第

5回
KP

C、
テ

ル
モ

PC
PS

セ
ミ

ナ
ー

報
告

会
横

山
真

司

M
E

勉
強

会
M

E
10

月
11

日
8:

15
～

8:
45

M
E

室
7

臨
床

工
学

技
士

が
知

っ
て

お
く

べ
き

薬
の

知
識

秋
元

明
日

香

IC
U

勉
強

会
M

E
10

月
24

日
17

:3
0～

19
:3

0
研

修
室

Ａ
Ｂ

24
EC

M
O

に
つ

い
て

横
山

真
司

M
E

勉
強

会
M

E
10

月
30

日
16

:0
0～

17
:0

0
研

修
室

Ａ
Ｂ

11
ス

ペ
ク

ト
ラ

オ
プ

テ
ィ

ア
説

明
会

業
者

M
E

勉
強

会
M

E
10

月
31

日
8:

15
～

8:
45

M
E

室
7

無
侵

襲
混

合
血

酸
素

飽
和

度
（

IN
VO

S）
に

つ
い

て
三

坂
勇

介

IC
U

勉
強

会
M

E
10

月
31

日
17

:3
0～

19
:3

0
研

修
室

D
12

EC
M

O
に

つ
い

て
横

山
真

司

M
E

勉
強

会
M

E
11

月
9日

17
:3

0～
19

:3
0

M
E

室
7

H
AS

Ⅱ
（

人
工

心
肺

装
置

）
説

明
会

業
者

/
岩

崎
一

崇

M
E

勉
強

会
M

E
11

月
12

日
17

:3
0～

18
:3

0
M

E
室

7
オ

キ
シ

ア
AC

（
人

工
肺

）
説

明
会

業
者

/
横

山
真

司

M
E

勉
強

会
M

E
11

月
21

日
8:

15
～

8:
45

M
E

室
7

単
心

室
治

療
に

お
け

る
フ

ォ
ン

タ
ン

手
術

（
TC

PC
）

と
体

外
循

環
法

吉
本

由
衣

PI
CU

勉
強

会
M

E
12

月
19

日
17

:3
0～

19
:0

0
救

急
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
21

EC
M

O
に

つ
い

て
横

山
真

司
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看
護

部
部

署
内

勉
強

会

名
称

主
催

開
催

日
時

間
場

所
参

加
数

テ
ー

マ
発

表
者

/担
当

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
5月

21
～

23
、2

5日
20

分
間

ず
つ

病
棟

（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

時
間

）
19

気
管

内
吸

引
Ａ

チ
ー

ム

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
6月

25
日

18
:0

0～
19

:2
0

4Ａ カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

8
ス

ト
マ

勉
強

会
岡

野
恭

子
、

鎌
田

直
子

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
6月

12
日

14
:0

0～
14

:3
0

病
棟

（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

時
間

）
9

防
災

訓
練

防
災

係

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
7月

3日
17

:3
0～

19
:0

0
4Ａ カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
7

救
急

蘇
生

細
川

里
美

、
桑

畑
明

日
香

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
6月

28
日

、7
月

2日
30

分
間

ず
つ

病
棟

（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

時
間

）
20

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

プ
リ

コ
ー

シ
ョ

ン
、

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ

，
お

む
つ

交
換

感
染

係

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
9月

20
日

17
:3

0～
19

:0
0

4Ａ カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

4
第

一
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

勉
強

会
桑

畑
明

日
香

、
細

川
里

美

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
9月

18
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
Ｄ

11
ヒ

ル
シ

ュ
ス

プ
ル

ン
グ

病
中

尾
真

（
外

科
D

r）

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
9月

23
～

25
日

15
分

間
ず

つ
病

棟
（

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
時

間
）

24
気

管
気

管
支

洗
浄

（
Ｔ

Ｂ
Ｔ

）、
ア

ン
ビ

ュ
ー

加
圧

高
田

一
美

、
横

山
経

子

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
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月
9日
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0～
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:3
0

4Ａ カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

3
第
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ア

セ
ス

メ
ン

ト
勉

強
会

上
村

加
奈

、
茨

木
美

鶴

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
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月
14

日
18

:0
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:1

5
研

修
室

Ａ
Ｂ

18
冬

の
流

行
性

感
染

症
と

個
人

防
護

具
に

つ
い

て
感

染
係

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
11

月
14

日
14

:0
0～

14
:3

0
病

棟
（

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
時

間
）

10
防

災
訓

練
防

災
係

勉
強

会
一

般
外

科
主

体
病

棟
12

月
12

日
17

:3
0～

18
:3

0
4Ａ カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
3

気
管

切
開

北
川

一
美

、
細

川
里

美
、

茨
木

美
鶴

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
5月

8日
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:1
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:1

0
病

棟
食

堂
7

新
生

児
看

護
の

基
礎

永
石
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勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
5月

10
日

15
:0

0～
16

:0
0

病
棟

食
堂

7
血

液
内

科
疾

患
患

者
の

処
置

・
ケ

ア
・

看
護

萱
野

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
6月

19
日

16
:3

0～
17

:4
0

病
棟

食
堂

8
心

臓
カ

テ
ー

テ
ル

検
査

の
理

解
と

看
護

　
不

整
脈

の
理

解
と

看
護

池
田

　
青

野

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
4月

10
日

11
:0

0～
13

:0
0

病
棟

食
堂

7
呼

吸
循

環
管

理
の

基
礎

（
解

剖
生

理
学

～
）

永
石

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
6月

16
日

16
:1

5～
17

:1
5

病
棟

食
堂

7
呼

吸
管

理
の

安
全

確
認

（
気

切
の

安
全

確
認

　
酸

素
療

法
人

工
鼻

の
吸

引
等

）
青

野

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
7月

25
日

16
:1

5～
17

:1
5

病
棟

食
堂

8
AV

SD
の

病
態

・
治

療
・

看
護

大
川

　
岸

本

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
10

月
12

日
18

:0
0～

19
:0

0
研

修
室

D
8

グ
レ

ン
・

フ
ォ

ン
タ

ン
循

環
と

そ
の

看
護

井
川

　
古

賀

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
9月

28
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

食
堂

7
チ

ア
ノ

ー
ゼ

疾
患

の
病

態
と

看
護

渡
辺

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
12

月
19

日
17

:4
0～

18
:3

0
研

修
室

AB
8

骨
髄

抑
制

移
植

後
の

看
護

村
上

　
新

名

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
1月

18
日

8:
40

～
17

:1
5

病
棟

食
堂

2
人

工
呼

吸
器

の
看

護
と

実
際

岸
本

　
青

野

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
11

月
8日

18
:0

0～
19

:0
0

研
修

室
D

33
移

植
後

合
併

症
の

D
r石

井
に

よ
る

レ
ク

チ
ャ

ー
（

血
内

・
H

CU
の

N
S2

0名
を

参
加

者
に

含
む

）
東

谷

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
3月

1日
18

:0
0～

19
:0

0
7階

会
議

室
16

O
ｎ

co
log

icE
m

er
ge
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に

つ
い

て
の

Dr
越

智
に

よ
る

レ
ク

チ
ャ

ー
（

血
内

・
H
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の

N
s4

名
を

参
加

に
含

む
）

東
谷

　
河

南

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
8月

27
日
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:0

0～
19

:0
0

病
棟

食
堂

8
基

本
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
（

あ
い

さ
つ

・
傾

聴
）

大
川

勉
強

会
循

環
器

A
病

棟
1月

16
日
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:0

0～
19

:0
0

研
修

室
D

16
危

機
状

況
に

お
け

る
家

族
へ

の
援

助
に

つ
い

て
、

清
水

師
長

に
よ

る
レ

ク
チ

ャ
ー

（
救

急
N

S2
名

を
参

加
者

に
含

む
）

大
川

勉
強

会
循

環
器

AB
病

棟
7月

17
日

17
：

45
～

19
：

15
研

修
室

Ａ
Ｂ

35
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S
の

手
技

確
認

・
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習
古

賀

勉
強

会
循

環
器

AB
病

棟
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月
3日
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：

45
～
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：
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研

修
室

Ａ
Ｂ
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医

師
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実
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の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
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面
で

の
役

割
行

動
古

賀
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勉
強

会
循

環
器

AB
病

棟
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月
13

日
17

：
45

～
19

：
15

研
修

室
Ａ

Ｂ
28

医
師

4
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M
O

装
着

事
例

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
中

野
幸

子
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山
ゆ

か
り

勉
強

会
循

環
器
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棟
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26
日
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:0

0～
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0

研
修

室
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13
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M
O

装
着

事
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ミ
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ョ

ン
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賀

勉
強

会
循

環
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Ｂ
病

棟
6月

14
日
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：

45
～
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：

15
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カ
ン

フ
ァ

レ
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ス
ル

ー
ム

5
フ

ォ
ン

タ
ン
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環

藤
原
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ず

さ
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塚
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勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
6月
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日
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：

45
～

19
：
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7F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム
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フ

ォ
ン

タ
ン

型
術

後
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期

合
併

症
蛋

白
漏

出
性

胃
腸

症
藤

原
あ

ず
さ

永
田

早
紀

勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
7月

5日
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：
45

～
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：
15

7F
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
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心
不

全
・
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D

・
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D
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看
護

石
井

麻
理

古
川

恵
理

子
 

中
村

亮
子

勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
8月

30
日
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:4

5～
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5

5Ｂ
病

棟
5

呼
吸

管
理

管
理

赤
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梨
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勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
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18
日
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5～
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0
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カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
7

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
勉

強
会

開
保

津
直

美

勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
9月

26
日
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:4

5～
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5

7F
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
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先
天

性
心

疾
患

の
育

児
・

退
院

支
援

の
家

族
看

護
－

フ
ロ

ー
シ

ー
ト

導
入

に
向

け
て

中
村

亮
子

古
川

陽
子

勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
10

月
12

日
17

:4
5～

19
:0

0
7F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

8
虐

待
防

止
と

病
棟

看
護

師
の

役
割

大
原

三
代

子

勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
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月
18

日
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：
45

～
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：
15

7F
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
6

ド
レ

ー
ン
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古
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恵
理

子
刈

谷
友

紀

勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
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月
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5～
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0
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カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
5
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看
護

渡
辺
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勉
強

会
循

環
器

Ｂ
病

棟
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月
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～
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カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
5
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ー
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メ
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看
護

永
田

早
紀

石
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未
江

勉
強

会
循

環
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病

棟
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月
20
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～
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棟
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PD
A

／
姑

息
術

の
看

護
石

井
麻

理
大

原
三

代
子

勉
強

会
循

環
器

Ｂ
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棟
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：
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：

30
5Ｂ
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棟

4
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護
佐

藤
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勉
強
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循

環
器

Ｂ
病

棟
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17
日
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：
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～
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：
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Ａ
Ｂ
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急
蘇

生
勉

強
会

　
5Ａ

Ｂ
合

同
　

Ｂ
Ｌ

Ｓ
手

技
の

習
得

濱
端

健
一

楠
本

恵
美

鎌
田

直
美



ー 206 ー

Ⅳ　学会・研究・教育活動

ー 207 ー

事
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検
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病
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日
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：
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～
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検
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Ｂ
病

棟
9月

19
日
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：
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ハ
ッ

ト
事

例
よ

り
RC

A
分

析
N
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ー
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換
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濱
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Ｂ
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棟
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月
17

日
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レ
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ー

ム
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虐
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返
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検
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循

環
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Ｂ
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棟
10

月
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日
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ー

ム
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棟
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検
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棟
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：
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検
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：
30

～
19

：
00

病
棟

10
蘇

生
勉

強
会

担
当

：
山

川
　

大
東

　
姑

山

勉
強

会
混

合
Ｂ

病
棟

6月
29

日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

10
蘇

生
勉

強
会

担
当

：
山

川
　

大
東

　
姑

山

勉
強

会
混

合
Ｂ

病
棟

10
月

23
日

17
：

30
～

19
：

00
産

科
外

来
指

導
室

15
2年

目
ア

セ
ス

メ
ン

ト
発

表
者

：
大

橋

勉
強

会
混

合
Ｂ

病
棟

10
月

26
日

14
：

30
～

15
：

30
病

棟
6

2年
目

ア
セ

ス
メ

ン
ト

発
表

者
：

平
野

勉
強

会
混

合
Ｂ

病
棟

1月
11

日
17

：
30

～
19

：
00

7階
会

議
室

10
1年

目
ア

セ
ス

メ
ン

ト
発

表
者

：
畑

中
　

加
藤

勉
強

会
混

合
Ｂ

病
棟

2月
12

日
17

：
30

～
19

：
00

4階
Ａ

側
10

気
管

内
挿

管
担

当
：

山
川

　
大

東
　

姑
山

勉
強

会
混

合
Ｂ

病
棟

2月
19

日
17

：
30

～
19

：
00

4階
Ａ

側
11

気
管

内
挿

管
担

当
：

山
川

　
大

東
　

姑
山

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
6月

29
日

14
：

00
～

15
：

00
7階

詰
所

10
ネ

ラ
ラ

ビ
ン

に
つ

い
て

上
野

薬
剤

師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
7月

12
日

17
：

30
～

18
：

15
7階

学
習

室
8

看
護

研
究

と
は

濱
田

看
護

師
長

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
9月

6日
17

：
30

～
18

：
30

7階
学

習
室

15
が

ん
化

学
療

法
の

副
作

用
後

藤
看

護
師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
10

月
9日

17
：

：
30

～
18

： 00
7階

学
習

室
9

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ

に
つ

い
て

鳴
滝

看
護

師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
10

月
16

日
17

：
：

30
～

18
： 00

7階
学

習
室

9
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
に

つ
い

て
鳴

滝
看

護
師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
10

月
23

日
17

：
：

30
～

18
： 00

7階
学

習
室

9
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
に

つ
い

て
鳴

滝
看

護
師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
10

月
29

日
17

：
30

～
18

：
30

7階
学

習
室

15
肝

芽
腫

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

田
中

医
師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
2月

8日
17

：
30

～
18

：
15

7階
学

習
室

8
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

濱
田

看
護

師
長
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勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
2月

20
日

16
：

00
～

17
：

00
第

1会
議

室
4

救
急

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

鈴
木

看
護

師
・

岩
田

看
護

師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
循

環
器

A
病

棟
・

H
CU

4月
27

日
17

：
30

～
18

：
30

研
修

室
Ａ

Ｂ
25

骨
髄

移
植

に
つ

い
て

石
田

医
師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
循

環
器

A
病

棟
・

H
CU

5月
1日

17
：

30
～

18
：

30
研

修
室

Ａ
Ｂ

25
化

学
療

法
に

つ
い

て
田

中
医

師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
循

環
器

A
病

棟
・

H
CU

8月
17

日
17

：
30

～
18

：
30

研
修

室
Ｄ

25
小

児
が

ん
の

治
療

斎
藤

医
師

勉
強

会
血

液
主

体
病

棟
循

環
器

A
病

棟
3月

1日
17

：
30

～
18

：
30

第
1会

議
室

20
O

nc
ol

og
ic

 E
m

er
ge

nc
ie

s
越

智
医

師

勉
強

会
救

急
5月

28
日

9：
00

～
17

：
15

研
修

室
AB

10
ラ

ダ
ー

Ⅰ
対

象
「

呼
吸

：
基

礎
編

」
勉

強
会

藤
原

、
本

間
、

川
西

勉
強

会
救

急
8月

21
日

17
：

30
～

18
：

30
4A

14
第

1回
BL

S
講

習
会

藤
原

、
上

地
、

綾
部

、
伊

藤

勉
強

会
救

急
8月

27
日

17
：

30
～

18
：

30
4A

16
第

2回
BL

S
講

習
会

藤
原

、
上

地
、

綾
部

、
伊

藤

勉
強

会
救

急
9月

1日
17

：
40

～
19

：
00

診
察

室
2

8
病

棟
急

変
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（

痙
攣

重
積

）
藤

原
、

綾
部

、
伊

藤
、

上
地

勉
強

会
救

急
9月

5日
17

：
30

～
18

：
30

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

26
チ

ー
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

説
明

会
大

田
、

川
西

、
金

子
、

前
田

、
下

山
、

遠
藤

勉
強

会
救

急
9月

19
日

17
：

30
～

18
：

30
初

療
室

15
第

1回
チ

ー
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
交

通
外

傷
大

田
、

川
西

、
金

子
、

前
田

、
下

山
、

遠
藤

勉
強

会
救

急
10

月
9日

17
：

30
～

18
：

30
初

療
室

12
第

2回
チ

ー
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
交

通
外

傷
大

田
、

金
子

、
前

田
、

下
山

、
遠

藤

勉
強

会
救

急
10

月
30

日
18

：
00

～
19

：
00

初
療

室
14

第
3回

チ
ー

ム
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
：

交
通

外
傷

大
田

、
金

子
、

前
田

、
下

山
、

遠
藤

勉
強

会
救

急
11

月
26

日
18

：
00

～
19

：
00

初
療

室
15

第
4回

チ
ー

ム
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
：

交
通

外
傷

大
田

、
金

子
、

前
田

、
下

山
、

遠
藤

勉
強

会
救

急
12

月
13

日
18

：
00

～
19

：
00

初
療

室
17

第
5回

チ
ー

ム
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
：

痙
攣

重
積

大
田

、
金

子
、

前
田

、
下

山
、

遠
藤
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勉
強

会
救

急
12

月
18

日
18

：
00

～
19

：
00

初
療

室
13

第
6回

チ
ー

ム
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
：

痙
攣

重
積

大
田

、
金

子
、

前
田

、
下

山
、

遠
藤

勉
強

会
救

急
11

月
6日

18
：

00
～

19
：

00
初

療
室

21
第

7回
チ

ー
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
CP

A
大

田
、

金
子

、
前

田
、

下
山

、
遠

藤

勉
強

会
救

急
1月

30
日

18
：

00
～

19
：

00
初

療
室

17
第

8回
チ

ー
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
CP

A
大

田
、

金
子

、
前

田
、

下
山

、
遠

藤

勉
強

会
救

急
10

月
20

日
 9：

00
～

13
：

00
研

修
室

AB
29

平
成

24
年

度
院

内
臓

器
移

植
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
森

野
、

神
田

、
大

田

勉
強

会
救

急
9月

21
日

18
：

00
～

19
：

00
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
12

呼
吸

器
の

基
礎

金
子

勉
強

会
救

急
10

月
22

日
18

：
00

～
19

：
00

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

11
ア

ラ
ー

ム
・

ト
ラ

ブ
ル

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
金

子

勉
強

会
救

急
11

月
24

日
18

：
00

～
19

：
00

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

14
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
金

子

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

7月
31

日
17

:3
0～

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
12

 
チ

ー
ム

勉
強

会
：

呼
吸

管
理

に
つ

い
て

中
根

・
熊

谷

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

8月
23

日
17

:3
0～

18
:3

0
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

13
 

チ
ー

ム
勉

強
会

：
症

例
検

討
会

溝
渕

D
r

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

8月
17

日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

Ｄ
7 

チ
ー

ム
勉

強
会

：
小

児
の

が
ん

治
療

に
つ

い
て

斉
藤

D
r

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

9月
27

日
17

:3
0～

18
:3

0
7F

会
議

室
14

 
チ

ー
ム

勉
強

会
；

新
生

児
の

看
護

に
つ

い
て

古
塚

・
林

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

9月
21

日
17

:3
0～

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

 
チ

ー
ム

勉
強

会
：

脳
腫

瘍
河

村
D

r

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

10
月

1日
17

:3
0～

18
:0

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
13

 
チ

ー
ム

勉
強

会
：

二
分

脊
椎

河
村

D
r

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

11
月

28
日

17
:3

0～
18

:0
0

7F
会

議
室

11
 

チ
ー

ム
勉

強
会

：
在

宅
移

行
家

常

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

11
月

2日
17

:3
0～

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
15

 
チ

ー
ム

勉
強

会
：

化
学

療
法

後
藤（

7F
N

ｓ
）
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勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

1月
23

日
17

:3
0～

18
:3

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
12

 
チ

ー
ム

勉
強

会
摂

食
に

つ
い

て
長

束

勉
強

会
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

1月
30

日
17

:3
0 

～
18

:3
0 

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

13
 

新
記

録
用

紙
に

つ
い

て
家

常

勉
強

会
IC

U
5月

18
日

17
：

30
～

19
：

10
IC

U
　

研
修

室
AB

26
救

急
蘇

生
①

救
急

蘇
生

場
面

に
必

要
な

手
技

・
看

護
師

役
割

鈴
木

・
伊

丹

勉
強

会
IC

U
6月

4日
17

：
30

～
18

：
30

研
修

室
D

24
新

生
児

管
理

の
基

本
講

師
：

N
IC

U
伊

達
看

護
師

長
補

佐

勉
強

会
IC

U
6月

5日
14

：
15

～
14

：
45

IC
U

12
細

菌
に

つ
い

て
①

講
師

：
鳴

滝
感

染
認

定
看

護
師

勉
強

会
IC

U
6月

15
日

17
：

30
～

18
：

30
研

修
室

D
24

新
生

児
期

に
起

こ
り

う
る

疾
患

と
そ

の
管

理
講

師
：

N
IC

U
伊

達
看

護
師

長
補

佐

勉
強

会
IC

U
6月

19
日

14
：

15
～

14
：

45
IC

U
11

細
菌

に
つ

い
て

②
講

師
：

鳴
滝

感
染

認
定

看
護

師

勉
強

会
IC

U
6月

26
日

14
：

15
～

14
：

45
IC

U
9

細
菌

に
つ

い
て

③
講

師
：

鳴
滝

感
染

認
定

看
護

師

勉
強

会
IC

U
7月

8日
14

：
15

～
14

：
45

IC
U

8
抗

菌
薬

に
つ

い
て

①
講

師
：

鳴
滝

感
染

認
定

看
護

師

勉
強

会
IC

U
9月

25
日

17
：

30
～

18
：

50
IC

U
22

救
急

蘇
生

②
処

置
時

対
応

鈴
木

・
山

下
・

笠
木

・
山

本
康

代

勉
強

会
IC

U
10

月
24

日
17

：
40

～
18

：
40

研
修

室
AB

16 M
E7

EC
M

O
勉

強
会

鈴
木

・
伊

丹

勉
強

会
IC

U
10

月
31

日
17

：
45

～
18

：
45

研
修

室
D

12 M
E2

EC
M

O
勉

強
会

鈴
木

・
伊

丹

勉
強

会
IC

U
12

月
12

日
17

：
30

～
18

：
40

IC
U

25
救

急
蘇

生
③

EC
M

O
導

入
鈴

木
・

伊
丹

・
西

澤

勉
強

会
IC

U
1月

24
日

17
：

30
～

18
：

40
IC

U
27

救
急

蘇
生

④
EC

M
O

導
入

鈴
木

・
伊

丹
・

西
澤

勉
強

会
N

IC
U

6月
15

日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
N

IC
U

1年
目

勉
強

会
：

救
急

蘇
生

の
基

本
プ

リ
セ

プ
タ

ー
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勉
強

会
N

IC
U

7月
9日

17
：

30
～

19
：

00
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
15

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

：
呼

吸
管

理
プ

リ
セ

プ
タ

ー

勉
強

会
N

IC
U

8月
20

日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
N

IC
U

1年
目

勉
強

会
：

フ
ァ

ミ
リ

ー
ケ

ア
プ

リ
セ

プ
タ

ー

勉
強

会
N

IC
U

9月
25

日
17

：
30

～
19

：
01

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

16
N

IC
U

1年
目

勉
強

会
：

安
全

（
Ｋ

Ｙ
Ｔ

）
プ

リ
セ

プ
タ

ー
安

全
委

員

勉
強

会
N

IC
U

10
月

22
日

17
：

30
～

19
：

00
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
13

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

：
呼

吸
ウ

イ
ニ

ン
グ

す
る

児
の

看
護

プ
リ

セ
プ

タ
ー

勉
強

会
N

IC
U

10
月

25
日

17
：

30
～

19
：

00
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
13

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

：
日

常
生

活
援

助
技

術
の

振
り

返
り

プ
リ

セ
プ

タ
ー

勉
強

会
N

IC
U

11
月

6日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
N

IC
U

1年
目

勉
強

会
：

予
定

外
抜

管
プ

リ
セ

プ
タ

ー

勉
強

会
N

IC
U

12
月

6日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
N

IC
U

1年
目

勉
強

会
：

入
院

受
け

プ
リ

セ
プ

タ
ー

勉
強

会
N

IC
U

1月
17

日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
N

IC
U

1年
目

勉
強

会
：

入
院

受
け

振
り

返
り

プ
リ

セ
プ

タ
ー

勉
強

会
N

IC
U

2月
25

日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
N

IC
U

1年
目

勉
強

会
：

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
関

連
図

プ
リ

セ
プ

タ
ー

勉
強

会
N

IC
U

3月
5日

17
：

30
～

19
：

00
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
13

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

：
大

切
に

し
た

い
看

護
N

IC
U

1年
目

看
護

師

勉
強

会
N

IC
U

12
月

25
日

17
：

30
～

18
：

30
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
6

ネ
オ

ネ
イ

タ
ル

抄
読

会
：

晩
期

循
環

不
全

ラ
ダ

ー
Ⅰ

.Ⅱ

勉
強

会
N

IC
U

1月
25

日
17

：
30

～
18

：
30

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

10
ネ

オ
ネ

イ
タ

ル
抄

読
会

：
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

ラ
ダ

ー
Ⅰ

.Ⅱ

勉
強

会
N

IC
U

9月
14

日
17

：
30

～
19

：
00

研
修

室
AB

50
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
：

N
ID

CA
P

高
槻

病
院

　
森

口
紀

子

勉
強

会
N

IC
U

12
月

17
日

17
：

30
～

19
：

00
研

修
室

AB
55

グ
リ

ー
フ

勉
強

会
：

N
IC

U
で

の
心

の
ケ

ア
～

臨
床

心
理

士
の

視
点

か
ら

～

加
古

川
西

市
民

病
院

臨
床

心
理

士
岡

田
由

美
子

勉
強

会
N

IC
U

10
月

26
日

17
：

30
～

19
：

00
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
14

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
ラ

ダ
ー

Ⅰ
.

吉
田

望
米

村
真

理
奈
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勉
強

会
N

IC
U

12
月

20
日

17
：

30
～

19
：

00
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
13

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
ラ

ダ
ー

Ⅰ
・

Ⅱ
田

村
美

季
安

部
真

由
香

勉
強

会
N

IC
U

1月
30

日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

13
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

ラ
ダ

ー
Ⅰ

・
Ⅱ

森
夏

海
開

智
友

美
阪

口
奈

央
子

勉
強

会
N

IC
U

3月
14

日
17

：
30

～
19

：
00

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

13
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

ラ
ダ

ー
Ⅰ

.
吉

田
望

米
村

真
理

奈
井

口
淳

子

勉
強

会
N

IC
U

9月
3日

17
：

30
～

19
：

00
研

修
室

AB
25

母
乳

に
つ

い
て

母
乳

育
児

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
藤

原
洋

美

勉
強

会
N

IC
U

8月
13

日
17

：
30

～
19

：
00

研
修

室
Ｄ

12
リ

ー
ダ

ー
勉

強
会

：
育

児
外

来
に

つ
い

て
ラ

ダ
ー

Ⅲ
Ⅳ

前
川

佐
知

子

勉
強

会
N

IC
U

12
月

13
日

17
：

30
～

19
：

00
研

修
室

Ｄ
13

リ
ー

ダ
ー

勉
強

会
：

教
育

に
つ

い
て

ラ
ダ

ー
Ⅲ

Ⅳ
伊

達
Ｃ

Ｎ

勉
強

会
G

CU
4月

12
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

10
重

症
新

生
児

仮
死

を
き

た
し

た
児

の
看

護
田

口

勉
強

会
G

CU
5月

18
日

17
:3

0～
18

:3
0

沐
浴

室
13

1年
目

沐
浴

勉
強

会
高

柳
、

小
松

、
加

藤

勉
強

会
G

CU
5月

25
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

14
1年

目
直

母
勉

強
会

安
田

、
橋

詰
、

山
辺

勉
強

会
G

CU
5月

28
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

7
ス

ト
ー

マ
管

理
に

つ
い

て
中

津
、

要

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
6月

1日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

AB
23

Le
t's

 E
nj

oy
 N

eo
na

ta
l C

ar
e

中
尾

医
師

【
講

師
】

勉
強

会
G

CU
6月

11
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
D

9
第

1回
1年

目
対

象
救

急
蘇

生
勉

強
会

竹
田

、
吉

田
、

黒
木

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
7月

3日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

AB
36

感
染

に
つ

い
て

溝
渕

医
師

【
講

師
】

勉
強

会
G

CU
7月

30
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
育

児
の

お
話

会
に

つ
い

て
要

、
岩

本
、

田
口
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勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
8月

9日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

AB
35

体
温

管
理

の
基

礎
黒

島

勉
強

会
G

CU
8月

30
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

13
早

産
児

に
お

け
る

栄
養

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

安
田

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
9月

14
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

70
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
伊

達
　

　
　

　
院

外
講

師

勉
強

会
G

CU
9月

19
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

10
高

カ
リ

ウ
ム

血
症

の
児

の
看

護
高

柳

勉
強

会
G

CU
9月

28
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

11
N

-D
PA

P
装

着
中

の
児

の
育

児
参

加
に

つ
い

て
小

松

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
10

月
12

日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

AB
26

呼
吸

の
基

礎
岩

谷
医

師
【

講
師

】

勉
強

会
G

CU
10

月
23

日
17

:3
0～

18
:3

0
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
12

早
産

児
の

体
温

管
理

に
つ

い
て

田
口

勉
強

会
G

CU
10

月
22

日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

D
15

事
例

ア
セ

ス
メ

ン
ト

発
表

会
小

松
、

橋
詰

、
加

藤

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
11

月
13

日
17

:3
0～

18
:3

0
研

修
室

AB
31

フ
ァ

ミ
リ

ー
セ

ン
タ

ー
ド

ケ
ア

に
つ

い
て

伊
達

勉
強

会
G

CU
11

月
14

日
17

:3
0～

18
:3

0
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
6

防
災

勉
強

会
　

3分
間

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

岸

勉
強

会
G

CU
11

月
22

日
17

:3
0～

18
:3

0
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
10

新
生

児
メ

レ
ナ

の
児

の
看

護
に

つ
い

て
岩

本

勉
強

会
G

CU
12

月
7日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
C

12
第

2回
1年

目
対

象
救

急
蘇

生
勉

強
会

竹
田

、
吉

田
、

黒
木

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
・

H
CU

12
月

11
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

56
循

環
の

基
礎

芳
本

医
師

【
講

師
】

勉
強

会
G

CU
12

月
21

日
17

:3
0～

18
:3

0
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
11

気
管

切
開

術
後

の
児

の
看

護
に

つ
い

て
橋

詰

勉
強

会
G

CU
1月

7日
17

:3
0～

18
:3

0
病

棟
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
24

防
災

勉
強

会
岸

、
高

柳
、

安
田
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勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
1月

18
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

20
母

乳
育

児
支

援
藤

原
ひ

勉
強

会
G

CU
1月

25
日

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

25
救

急
蘇

生
伊

賀
、

笠
作

、
中

津

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
2月

12
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

34
中

枢
神

経
系

の
基

礎
坂

井
医

師
【

講
師

】

勉
強

会
G

CU
3月

17
:3

0～
18

:3
0

病
棟

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
経

口
練

習
中

の
児

の
看

護
加

藤

勉
強

会
N

IC
U

・
G

CU
3月

18
日

17
:3

0～
18

:3
0

研
修

室
AB

23
経

口
哺

乳
確

立
へ

の
援

助
髙

木

勉
強

会
産

科
病

棟
5月

25
日

17
:3

0～
18

:3
0

産
科

外
来

指
導

室
17

継
続

看
護

師
の

役
割

に
つ

い
て

中
村

勉
強

会
産

科
7月

20
日

17
:3

0～
18

:3
0

産
科

外
来

指
導

室
14

母
子

同
室

の
看

護
増

田

勉
強

会
産

科
10

月
19

日
17

:3
0～

18
:3

0
産

科
外

来
指

導
室

17
出

生
前

診
断

を
受

け
た

両
親

の
心

理
杉

友

勉
強

会
産

科
11

月
28

日
17

:3
0～

18
:3

0
産

科
外

来
指

導
室

14
外

科
疾

患
の

児
の

入
院

～
退

院
～

フ
ォ

ロ
ー

の
経

過
谷

川
・

原
田

勉
強

会
産

科
12

月
21

日
17

:3
0～

18
:0

0
産

科
外

来
指

導
室

12
患

者
の

意
思

決
定

支
援

へ
の

看
護

大
亀

勉
強

会
産

科
12

月
21

日
18

:0
0～

18
:3

0
産

科
外

来
指

導
室

14
育

児
ケ

ア
グ

ッ
ズ

に
つ

い
て

網
干

・
新

開

勉
強

会
産

科
5月

29
日

17
:3

0～
18

:3
0

産
科

外
来

指
導

室
14

事
例

検
討

会
爪

田

勉
強

会
産

科
7月

9日
17

:3
0～

18
:3

0
産

科
外

来
指

導
室

12
事

例
検

討
会

爪
田

勉
強

会
産

科
8月

28
日

17
:3

0～
18

:3
0

産
科

外
来

指
導

室
12

事
例

検
討

会
爪

田

勉
強

会
産

科
11

月
16

日
15

:0
0～

15
:4

5
産

科
ナ

ー
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

25
胎

児
ド

レ
ナ

ー
ジ

喜
吉

・
爪

田
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勉
強

会
産

科
5月

9日
15

:1
0～

15
:5

0
産

科
外

来
11

新
人

勉
強

会
：

エ
コ

ー
に

つ
い

て
喜

吉

勉
強

会
産

科
5月

31
日

15
:0

0～
16

:0
0

産
科

外
来

指
導

室
13

新
人

勉
強

会
：

帝
王

切
開

術
後

の
看

護
石

川
・

津
田

勉
強

会
産

科
6月

25
日

17
:4

0～
18

:4
0

産
科

外
来

指
導

室
10

新
人

勉
強

会
：

切
迫

早
産

石
川

・
津

田

勉
強

会
産

科
7月

24
日

17
:4

0～
18

:4
0

分
娩

室
12

新
人

勉
強

会
：

新
生

児
の

蘇
生

石
川

・
津

田

勉
強

会
産

科
8月

27
日

17
:4

0～
18

:4
0

分
娩

室
12

新
人

勉
強

会
：

間
接

介
助

・
挿

管
介

助
石

川
・

津
田

勉
強

会
産

科
10

月
31

日
17

:4
0～

18
:3

0
分

娩
室

5
新

人
勉

強
会

：
自

己
血

貯
血

石
川

・
津

田

勉
強

会
産

科
11

月
22

日
17

:4
0～

18
:3

0
産

科
外

来
指

導
室

6
新

人
勉

強
会

：
グ

リ
ー

フ
ケ

ア
石

川
・

津
田

勉
強

会
産

科
12

月
28

日
17

:5
0～

18
:5

0
産

科
外

来
指

導
室

6
新

人
勉

強
会

：
PI

H
の

病
態

生
理

石
川

・
津

田

勉
強

会
産

科
1月

23
日

17
:3

0～
18

:3
0

分
娩

室
8

新
人

勉
強

会
：

CS
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
石

川
・

津
田

勉
強

会
産

科
2月

25
日

17
:3

0～
18

:3
0

産
科

外
来

指
導

室
6

新
人

勉
強

会
：

PI
H

の
看

護
石

川
・

津
田

勉
強

会
手

術
室

 産
科

病
棟

6月
7日

1時
間

手
術

室
⑥

室
11

超
緊

急
カ

イ
ザ

ー
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
産

科
係

勉
強

会
手

術
室

6月
18

日
1時

間
手

術
室

⑤
室

11
安

全
な

手
術

体
位

確
保

が
出

来
る

（
載

石
位

）
体

位
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

勉
強

会
手

術
室

7月
31

日
45

分
手

術
室

⑤
室

18
輸

液
ポ

ン
プ

、
シ

リ
ン

ジ
ポ

ン
プ

を
知

ろ
う

石
原

勉
強

会
手

術
室

8月
27

日
1時

間
手

術
室

③
室

10
安

全
な

手
術

体
位

確
保

が
出

来
る

（
側

臥
位

）
体

位
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

勉
強

会
手

術
室

9月
26

日
1時

間
母

と
子

の
部

屋
16

脳
腫

瘍
に

つ
い

て
河

村
医

師
/脳

外
係
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勉
強

会
手

術
室

10
月

22
日

1時
間

手
術

室
③

室
10

安
全

な
手

術
体

位
確

保
（

腹
臥

位
）

体
位

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

勉
強

会
手

術
室

、
産

科
病

棟
11

月
26

日
1時

間
手

術
室

⑥
室

20
超

緊
急

カ
イ

ザ
ー

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

産
科

係

勉
強

会
手

術
室

12
月

26
日

1時
間

手
術

室
休

憩
室

17
ラ

テ
ッ

ク
ス

ア
レ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
藤

原
真

樹
、

川
﨑

勉
強

会
手

術
室

1月
25

日
1時

間
手

術
室

リ
カ

バ
リ

ー
15

D
C

の
正

し
い

使
い

方
M

E
岩

崎

勉
強

会
手

術
室

3月
13

日
1時

間
手

術
室

休
憩

室
25

頭
蓋

内
出

血
妊

婦
受

け
入

れ
に

つ
い

て
坂

本

勉
強

会
手

術
室

3月
25

日
1時

間
手

術
室

休
憩

室
27

縫
合

糸
に

つ
い

て
1年

目
看

護
師

勉
強

会
手

術
室

12
月

17
日

1時
間

手
術

室
休

憩
室

23
手

術
体

位
勉

強
会

　
～

砕
石

位
：

知
識

編
～

織
田

、
竹

村

勉
強

会
手

術
室

1月
10

日
1時

間
手

術
室

休
憩

室
15

砕
石

位
体

位
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
織

田
、

竹
村

勉
強

会
手

術
室

1月
17

日
1時

間
手

術
室

休
憩

室
21

砕
石

位
体

位
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
織

田
、

竹
村

勉
強

会
外

来
9月

28
日

17
：

30
～

18
：

30
外

来
フ

ロ
ア

9
災

害
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
①

火
災

時
の

避
難

誘
導

ア
ク

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

の
実

施
に

む
け

て
北

条
/松

下

勉
強

会
外

来
2月

22
日

17
：

40
～

18
：

30
外

来
フ

ロ
ア

9
災

害
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
②

避
難

誘
導

各
エ

リ
ア

分
担

評
価

に
つ

い
て

北
条

/松
下

勉
強

会
外

来
2月

12
日

16
：

25
～

17
：

10
外

科
外

来
処

置
室

9
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
　

Ｒ
Ｃ

Ａ
分

析
①

眠
剤

服
用

後
の

転
倒

事
例

に
つ

い
て

　
情

報
共

有
　

出
来

事
流

れ
図

確
認

神
川

/松
下

勉
強

会
外

来
2月

13
日

16
：

45
～

17
：

15
外

科
外

来
処

置
室

9
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
　

Ｒ
Ｃ

Ａ
分

析
②

問
題

点
の

抽
出

　
な

ぜ
な

ぜ
分

析
神

川
/松

下

勉
強

会
外

来
2月

15
日

16
：

45
～

17
：

10
外

科
外

来
処

置
室

10
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
　

Ｒ
Ｃ

Ａ
分

析
③

対
策

案
の

確
認

　
担

当
者

の
決

定
神

川
/松

下

勉
強

会
外

来
2月

18
日

16
：

30
～

17
：

25
外

科
外

来
処

置
室

9
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
　

Ｒ
Ｃ

Ａ
分

析
④

対
策

案
の

再
検

討
　

対
策

4に
つ

い
て

深
め

る
神

川
/松

下
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勉
強

会
外

来
2月

27
日

16
：

45
～

17
：

15
外

科
外

来
処

置
室

9
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
　

Ｒ
Ｃ

Ａ
分

析
⑤

対
策

4に
つ

い
て

再
検

討
神

川
/松

下

勉
強

会
外

来
7月

：
3回

15
：

00
～

15
：

30
外

来
点

滴
室

17
外

来
業

務
を

行
う

上
で

の
安

全
と

接
遇

に
つ

い
て

北
条

勉
強

会
外

来
8月

：
4回

15
：

00
～

15
：

30
外

来
点

滴
室

17
診

察
手

順
に

つ
い

て
北

条

勉
強

会
外

来
9月

：
4回

15
：

00
～

15
：

30
外

来
点

滴
室

17
災

害
時

の
役

割
に

つ
い

て
北

条

勉
強

会
外

来
10

月
：

3回
15

：
00

～
15

：
30

外
来

点
滴

室
17

外
来

業
務

で
気

に
な

る
こ

と
、

工
夫

し
て

い
る

こ
と

北
条

勉
強

会
外

来
11

月
：

2回
15

：
00

～
15

：
30

外
来

点
滴

室
17

診
察

介
助

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

北
条

勉
強

会
外

来
12

月
：

2回
15

：
00

～
15

：
30

外
来

点
滴

室
17

外
来

業
務

全
体

の
評

価
、

次
年

度
の

課
題

に
つ

い
て

北
条
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平
成

24
年

度
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
け

入
れ

状
況

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
状

況
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
名

内
容

活
動

人
数

活
動

日
活

動
場

所

神
戸

市
生

活
指

導
研

究
会

　
こ

ど
も

病
院

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

看
護

用
品

、
医

療
材

料
、

保
育

材
料

の
作

成
23

 名
月

・
金

毎
回

3
名

が
交

代
で

活
動

こ
ど

も
病

院
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
子

ど
も

の
遊

び
相

手
、

本
の

読
み

聞
か

せ
、

外
来

で
の

患
者

・
家

族
の

受
診

介
助

（
案

内
・

移
動

の
介

助
）

25
名

月
～

金
本

館
病

棟
・

H
CU

イ
ベ

ン
ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
状

況

ク
リ

ニ
ク

ラ
ウ

ン
笑

い
や

ユ
ー

モ
ア

を
届

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
日

本
ク

リ
ニ

ク
ラ

ウ
ン

協
会

）
12

名
6

回
/年

本
館

病
棟

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

・
外

来

ア
ロ

マ
セ

ラ
ピ

ー
妊

産
褥

婦
の

リ
ラ

ッ
ク

ス
（

代
表

：
田

中
　

美
早

）
16

名
6

回
/年

産
科

病
棟

神
戸

女
子

大
学

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

た
な

ば
た

会
15

名
7

月
6

日
研

修
室

AB

神
戸

児
童

文
化

研
究

会
人

形
劇

（
代

表
：

野
住

　
朋

可
）

10
名

9
月

26
日

研
修

室
AB

コ
ン

サ
ー

ト
フ

ル
ー

ト
と

ピ
ア

ノ
と

歌
の

コ
ン

サ
ー

ト
（

代
表

：
竹

内
愉

美
子

）
6

名
10

月
29

日
周

産
期

セ
ン

タ
ー

玄
関

ホ
ー

ル

ホ
ッ

ト
ア

ー
ト

プ
レ

ゼ
ン

ト
（

N
PO

兵
庫

県
こ

ど
も

文
化

振
興

協
会

）
お

さ
ん

ぽ
劇

場
（

代
表

：
宮

武
裕

美
）

5
名

11
月

27
日

11
月

28
日

本
館

病
棟

プ
レ

イ
ル

ー
ム

（
4

カ
所

：
7F

・
6F

・
5F

・
4F

）

ク
リ

ス
マ

ス
コ

ン
サ

ー
ト

（
神

戸
ハ

ー
バ

ー
ラ

イ
オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
主

催
）

歌
と

音
楽

コ
ン

サ
ー

ト
（

代
表

：
志

方
　

富
美

子
）

15
名

12
月

14
日

周
産

期
セ

ン
タ

ー
玄

関
ホ

ー
ル

人
形

劇
（

神
戸

マ
マ

）
人

形
劇

と
歌

（
代

表
：

國
本

ひ
ろ

み
6

名
3

月
15

日
本

館
病

棟
プ

レ
イ

ル
ー

ム
（

2
カ

所
：

7F
・

6F
）
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